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MySQLモニタリング
データベースのパフォーマンス管理は、データベースのパフォーマンスをリアルタイムでモニタリングし、問題点を診
断、分析します。問題のあるSQLをチューニングして適用し、問題が解決されたかをリアルタイムでモニタリングしま
す。

WhaTapデータベースモニタリングサービスは、これら一連のタスクを循環管理できるように設計されています。デー
タベースの動作をモニタリング、診断、分析し、可用性とパフォーマンスを一定のレベルに維持できるように構成され
ています。データベースに問題が発生した場合、担当者にアラームを送信して状況を認識し、収集されたデータからデ
ータベースの状況をよりに分析することで、Root Causeを明確にする支援サービスです。

データベースプラットフォームごとの対応機能の詳細については、次の文書を参照してください。

MySQLモニタリングの特長

• リアルタイムDBモニタリング

リアルタイムのDBパフォーマンス指標と実行中のclient(アクティブセッション)の情報を収集します。稼働状況を一
目で確認しながら負荷発生状況をすぐ検知できるし、通知設定で問題発生をすぐに認識できます。

• 特定時点の分析

指標の短期推移、長期推移、指標比較などの機能を提供し、過去の状況を分析できます。データベースのパラメー
タ変更履歴を追跡します。

• 大容量規模でも効率的な構造

複数のDBサーバーを管理する場合でも、一元化された性能データ収集および効率的なデータストレージ構造によ
り、最適な分析環境を提供します。

• クラウドDBモニタリング可能

クエリベースのモニタリングデータ収集方式で、DBサーバーの種類に制限があり暗線。AWS、GCP、Azureおよ
び、OCI環境のDBもモニタリングができ、クラウドのリソース指標との統合モニタリングにも対応しています。

• 統合モニタリング

Application、Server、Databaseモニタリング製品をすべてインストールすると、連携されたビューを使用して障

MySQLモニタリング
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害の原因を素早く分析し特定できます。

• WhaTap SaaS

多様なDatabase製品を選択でき、サブスクリプションで利用期間を自由に設定できます。(オンプレミスタイプも
提供可能)

データベースモニタリングの新機能

チャートおよび収集機能を強化したMySQLモニタリングをアップデートしました。 最新の機能を利用するには、エー
ジェントをアップデートしてください。

MySQLモニタリングを利用するエージェントの最小バージョンは1.6.8です。 エージェント更新の詳細につい
ては、次の文書を参照してください。

• DB性能指標の情報提供

指標のヘルプとチューニングに関するヒントを追加し、ユーザーが数多くの指標を簡単に理解できるようにカテゴ
リ化して利便性を提供します。 (多言語に対応予定)

• ダッシュボード機能の改善

MySQLモニタリング
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ダッシュボードでは、1つのチャートに複数の指標を追加する機能が追加されました。 また、プリセット機能を追
加してユーザーが必要な指標を素早く確認できます。

• UI改善

インスタンスモニタリングフィルター機能の改善

セッションキル機能UIの改善

MySQLモニタリング
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インスタンスモニタリングのフィルター機能を改善し、セッション強制終了機能と関連するユーザーインターフェ
ース(User Iterface)を改善しました。

• Flexボードテンプレートおよびウィジェットの追加提供

DB指標の多くをメトリクスに変換し、追加のテンプレートとウィジェットを提供します。

• ログ

MySQLモニタリング
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ログTailとログトレンド、ログ検索、ログ通知機能で、DBログを検索して推移を確認できるし、ログ関連の通知を
受信できます。

MySQLモニタリング
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はじめに
WhaTapモニタリングは次の手順で開始します。

ステップ1. 会員登録
ステップ2. 製品選択
ステップ3. プロジェクト作成
ステップ4. アクセスキー確認

その後、サポート環境を確認してからエージェントのインストール手順に進みます。

会員登録

WhaTapモニタリングサービスを利用するには、まず会員登録が必要です。 会員登録に関する詳細は、アカウント管理
> 会員登録ドキュメントを参照してください。

製品選択

1. WhaTapモニタリングサービスにログインします。

2. プロジェクト全体 > Projectボタンをクリックします。

3. 商品選択画面でモニタリングするGo製品を選択してから作成ボタンをクリックしてください。

プロジェクト作成

モニタリングする製品を選択したら、エージェントをインストールする前にまずプロジェクトを作成します。

1. プロジェクト作成画面でプロジェクトを作成するには、次の項目を入力または選択してください。

• プロジェクト名(必須): プロジェクト名を入力します。

• データサーバーリージョン(必須): データサーバーが位置するリージョン(地域)を選択します。リージョン
はクラウドサービスを提供するデータセンターのグループです。選択したリージョンにユーザーのデー
タが保存されます。

はじめに
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• プロジェクトタイムゾーン(必須): アラートおよびレポート生成時の基準となる時間を設定します。

• 通知言語の設定(必須): プロジェクトで発生する警告通知メッセージの言語を設定します(韓国語、英語対
応)。

• プロジェクトグループ: 複数のプロジェクトをグループにまとめて管理できます。所属するグループがあ
れば選択してください。

• プロジェクト説明: プロジェクトに関する追加説明を入力します。

2. すべての設定を完了したらプロジェクトを作成するボタンをクリックしてください。

組織を選択した状態でプロジェクトを追加する場合、組織下位のグループを必須で設定する必要がありま
す。 グループに関する詳細は、次のドキュメントを参照してください。

アクセスキー確認

アクセスキーは、WhaTapサービスを有効化するための固有IDです。

インストールガイドセクションでプロジェクトアクセスキーの発行ボタンを選択してください。アクセスキーを自動的
に発行した後、次のステップに進みます。

プロジェクトを作成すると、自動的にエージェントインストールページに移動します。エージェントインス
トールページに移動しない場合は、画面左側のメニューから管理 > エージェントインストールを選択してく
ださい。

はじめに
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サポート環境
MySQLモニタリングを開始する前に、次のサポート環境を確認してください。

データベース対応バージョン

MySQL 5.5バージョン以降 / MariaDB 5.5バージョン以降に対応します。

• エージェントをインストールするサーバーには、Java 8以降のインストールが必要です。

• データベースサーバーは、DBXエージェントがDBポートにアクセスできるように、Inbound接続を許可す
る必要があります。

• DBXエージェントがWhaTapサーバーにデータを転送できるように、6600ポートのOutboundを開く必要
があります。

エージェントの最小インストール仕様

• CPU: 1コアあたり約20個のエージェントのインストールが可能(DBサーバーの負荷によって変動可能)

• メモリー: 200MB

• ディスク: 100MB(エージェントスペース50MB + ログファイル作成スペース50MB)

エージェント数による最小インストール仕様

エージェントインストール数 CPU メモリ ディスク

10個 1コア 2GB 1GB

20個 1コア 4GB 2GB

40個 2コア 8GB 4GB

サポート環境



エージェント方式

DBエージェントは、次のような方式で基本動作します。

• 遂行周期: 5秒(既定値)

• 実行クエリ数: 5~6個

• 速度: サーバーの負荷が正常な場合、1秒以内に終了

• 最大2つのセッション(5秒収集セッション、その他の情報収集セッション)

収集クエリのタイムアウトが発生すると、DBエージェントは負荷を最小化するために次の方法で動作します。

• 以前の収集クエリが終了するまで、新しい収集クエリを実行しません。

• タイムアウトが12秒を超えた場合(リフレッシュ周期が2回を超えた場合)は、セッション終了後に再接続します。

• 3回以上タイムアウトが発生した場合は、10秒待機してから再試行します。

DBサーバーの負荷状態によって収集クエリの結果がWhaTapモニタリングサービス画面に出力されるまでに
長い時間がかかったり、タイムアウトが発生することがあります。

エージェント構成

WhaTapのデータベースモニタリングサービスは、エージェントと収集サーバーで構成され、エージェントと収集サー
バーの間でセキュリティのためにデータを暗号化します。外部ライブラリを使用していないため、インストールやアッ
プデートのためにシステムを再起動する必要はありません。

• WhaTapデータベースモニタリングサービスは、データベースサーバーにエージェントをインストールしなくても、
別のエージェントサーバーでモニタリングすることができます。ユーザーの環境に柔軟に対応できます。

サポート環境

13



他のエージェントサーバーにインストール可能

• XOSエージェントは、データベースサーバーのプロセス使用状況をモニタリングできる付加オプションエージェン
トです。データベースサーバーでプロセス使用状況をモニタリングする場合は、データベースサーバーに別のエー
ジェントを起動してデータを収集できます。

• エージェントとサーバーは、バイナリベースの通信プロトコルを使用します。また、データを選択的に暗号化する
ことで、データのセキュリティを確保しながら、暗号化の負荷を低減します。

• モニタリング対象のデータベースサーバーとネットワーク通信が可能なサーバーにWhaTapエージェント
をインストールする必要があります。

• WhaTap DBXエージェントサーバには、Java 8バージョン以降のJDKをインストールする必要がありま
す。

サポート環境
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サービス提供形態

WhaTapモニタリングは、SaaSまたはオンプレミス（インストール型）方式でご利用いただけます。どちらを選択して
も、同じエージェントで同じモニタリング機能をご利用いただけます。

Deployment Support Description

SaaS ✅
WhaTapが運用する収集サーバーに接続。リージョン別アドレスはファイアウ
ォール項目を参照

オンプレミス（インストー
ル型）

✅
収集サーバーを自社で構築して運用（閉域網環境に対応）。導入範囲は営業
担当者と協議

インターネットに接続しない閉域網環境でも、オンプレミスで構築できます。

提供形態による機能の違い

どの形態を選択しても、モニタリング機能は同じです。モバイルアプリのみが例外で、service.whatap.io SaaSでのみ
ご利用いただけます。

オンプレミス環境で一部の機能をご利用いただくには、別途契約が必要です。

ファイアウォール

WhaTap エージェントは、収集サーバーの TCP 6600 ポートにアクセスできる必要があります。監視対象に最も近い収
集サーバーのアドレスを許可してください。

出発地：WhaTapエージェント

サポート環境
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クラウド 目的地 目的地IP ポート番号

AWS

WhaTapソウル収集サーバー 13.124.11.223 / 13.209.172.35 TCP 6600

WhaTap東京収集サーバー 52.68.36.166 / 52.193.60.176 TCP 6600

WhaTapシンガポール収集サーバー 18.138.0.93 / 18.139.67.236 TCP 6600

WhaTapジャカルタ収集サーバー 108.136.91.69 / 108.137.158.44 TCP 6600

WhaTapタイ収集サーバー 43.209.109.219 / 43.209.48.86 TCP 6600

WhaTapムンバイ収集サーバー 13.127.125.69 / 13.235.15.118 TCP 6600

WhaTapカリフォルニア収集サーバー 52.8.223.130 / 52.8.239.99 TCP 6600

WhaTapバージニア収集サーバー 107.23.220.101 / 54.236.221.105 TCP 6600

WhaTapフランクフルト収集サーバー 3.125.142.162 / 3.127.76.140 TCP 6600

Azure
WhaTapソウル収集サーバー 52.231.66.38 / 20.194.5.115 TCP 6600

WhaTap東京収集サーバー 52.246.169.54 / 20.210.27.232 TCP 6600

Kakao WhaTapソウル収集サーバー 61.109.237.237 / 61.109.238.166 TCP 6600

エージェントから収集サーバーに直接接続できない場合は、提供するProxyモジュールを使用して経由します。

サポート環境
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対応ブラウザ

WhaTapモニタリングサービスは、ウェブブラウザとモバイルアプリで利用できます。

Webブラウザ 推奨 対応バージョン

Google Chrome O 111以降

Mozilla FireFox X 最新バージョン

Edge X 最新バージョン

Safari X 最新バージョン

サポート案内

• ブラウザの互換性および性能の観点から、Chrome の最新バージョンの使用を推奨します。

• ユーザーインターフェース（User Interface, UI）は HTML5 標準技術で実装されているため、Internet

サポート環境
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Explorer はサポートしていません。

制約事項

WhaTap の Web インターフェースはモバイルブラウザをサポートしていません。モバイル端末から WhaTap
にアクセスするには、Android または iOS 用の WhaTap アプリをインストールしてください。WhaTap モバ
イルアプリはモバイル環境に最適化されています。WhaTap モバイルアプリの詳細については、こちらのド
キュメント を参照してください。

モバイルアプリ

WhaTap モバイルアプリは、Android および iOS 環境をサポートしています。リンクへ移動するか、QR コードをスキ
ャンして WhaTap アプリをインストールできます。モバイルアプリの詳しい説明は、次の文書を参照してください。

iOS Android

iOS 12バージョン以降 Android 5.0バージョン以降

サポート環境
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手動インストール
WhaTapデータベースモニタリングサービスを使用するための基本的なインストール方法について説明します。

構成図の確認

DBXエージェントは、別のサーバーにインストールするか、DBサーバーにインストールできます。 インストールする
方法を選択し、構成とファイアウォールを確認します。

別途サーバーにインストール

手動インストール



アカウントの作成

• 必要な権限を持つアカウントがすでにある場合は、このステップをスキップして次のステップに進んでく
ださい。

• サンプルコードの DB_User は、データベースユーザーアカウント名です。使用するユーザーアカウント
名に変更してください。

• サンプルコードの DB_Password には、ユーザーパスワードを入力してください。

• 適切な権限がないアカウントは、正常にモニタリングされない場合があります。

• レプリケーション構造の場合、アカウント作成と権限付与はマスターDBでのみ実行する必要がありま
す。(スレーブDBで実行すると、レプリケーションが破損する可能性があります。)

• MySQL• MariaDB

create user DB_User identified by 'DB_PASSWORD'; # パスワードを入力します。
grant process on *.* to DB_User;
grant select on performance_schema.* to DB_User;
grant show databases on *.* to DB_User;

機能と使用環境に応じて追加権限を付与してください。

• すべてのテーブル情報を収集する場合

grant select on *.* to DB_User;

• 特定のDBのテーブルのみモニタリングする場合

grant select on {DB_NAME}.* to DB_User;

• Replicationを使用する場合

grant replication client on *.* to DB_User;
grant replication slave on *.* to DB_User;
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• Kill sessionを使用する場合

grant super on *.* to DB_User;

• AWS RDS環境でkill session機能を使用する場合

grant execute on procedure mysql.rds_kill to DB_User;

create user DB_User identified by 'DB_PASSWORD'; # パスワードを入力します。
grant process on *.* to DB_User;
grant select on performance_schema.* to DB_User;
grant show databases on *.* to DB_User;

機能と使用環境に応じて追加権限を付与してください。

• すべてのテーブル情報を収集する場合

grant select on *.* to DB_User;

• 特定のDBのテーブルのみモニタリングする場合

grant select on {DB_NAME}.* to DB_User;

• Replicationを使用する場合

below MariaDB 10.5.1

grant replication client, replication slave on *.* to DB_User;

MariaDB 10.5.2 ~ 10.5.8

grant replication master admin, replication slave admin, binlog monitor on *.* to DB_User;

MariaDB 10.5.9 or later

grant replication master admin, replica monitor, binlog monitor on *.* to DB_User;
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AWS RDS MariaDBの場合、Replication情報照会は10.5バージョン未満までサポートします。

• Kill sessionを使用する場合

grant super on *.* to DB_User;

• AWS RDS環境でkill session機能を使用する場合

grant execute on procedure mysql.rds_kill to DB_User;

権限による対応機能を確認する

基本権限外の権限は、ユーザーの環境によって付与する必要はありません。ただし、一部の機能が動作し
ないことがあります。

権限 command メニューと機能 詳細履歴

基本権限

grant process on *.* to
whatap;

アクティブセッションの
収集 / ロックツリー / デ
ッドロック

他のアカウントに属するスレ
ッド情報を表示する権限、
show engine 実行

grant select on
performance_schema.* to
whatap;

アクティブセッションの
収集 / ロックツリー /
MYSQLのSQL統計

個別権限の付与時、次の表の
内容を参照

grant show databases on
*.* to whatap;

インスタンスリストなど データベース名の表示

詳細権限

grant select on *.* to
whatap;
または
grant select on
{DB_NAME}.{TABLE_NAME}
to whatap;

DBサイズ / テーブルサイ
ズ増減 / Object detail /
プランの照会

MySQLは、当該テーブルに対
するSELECT権限がないと、
DBサイズ、Object detail、プ
ラン照会機能を対応しませ
ん。
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権限 command メニューと機能 詳細履歴

replication

grant replication client on
*.* to whatap;

インスタンスリストの S
表示 / replication情報の
収集

SHOW MASTER STATUS ,
SHOW SLAVE STATUS

grant replication slave on
*.* to whatap;

インスタンスリストの M
表示 / replication情報の
収集

SHOW SLAVE HOSTS

セッション
中止

grant super on *.* to
whatap;

アクティブセッションの
一覧でのセッション中止
機能

別のアカウントに属するスレ
ッドの終了

grant execute on
procedure mysql.rds_kill
to DB_User;

AWS RDSの場合のセッシ
ョン中止機能

-

performance_schema.* の代わりに、次の権限を個別に付与しても構いません。

権限 command 備考

アクティブ
セッション
/ ロックツ
リー

performance_schema.data_lock_waits MySQL 8バ
ージョンか
らperformance_schema.data_locks

performance_schema.threads -

performance_schema.metadata_locks
MariaDB
10.5バージ
ョンから

Wait event
情報

performance_schema.events_waits_summary_global_by_event_name -

SQL統計情 performance_schema.events_statements_summary_by_digest -
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権限 command 備考

報

Waitメトリ
クス名

performance_schema.setup_instruments -

DBXエージェントダウンロード

DBXエージェントファイルをダウンロードします。 次の2つの方法を利用します。

• wget コマンドを使用してダウンロードできます。

BASH

wget -O whatap.agent.database.tar.gz "https://service.whatap.io/download/dbx_agent?type=mysql&format=tar.gz"

• コマンドでダウンロードできない場合は、WhaTapモニタリングサービス画面でダウンロードボタンを選択しま
す。

DBXエージェントファイルをダウンロードして圧縮を解凍してください。

BASH

tar -zxvf whatap.agent.database.tar.gz

セキュリティ設定によりTAR形式のファイルをダウンロードできないユーザーのためにZIP形式のファイルも
一緒に提供します。 インストール画面で.zip ダウンロードボタンを選択します。

DBXエージェントの設定

エージェントのインストール画面のガイドに従って、エージェントの設定を進めます。 画面に各項目ごとに必要な情
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報を入力すると、設定内容とコマンドが自動的に完成されます。

DBXエージェントの構成ファイルでsetup.shファイルを実行すると、エージェントの設定が簡単に行われま
す。 詳細については、次の文書を参照してください。

whatap.conf設定

圧縮を解除したフォルダに移動し、whatap.confファイルを確認します。 whatap.conf ファイルに、プロジェクトのア
クセスキー情報、WhaTapサーバー情報、DB接続情報を入力します。

基本設定

whatap.conf

license={AccessKey}
whatap.server.host=13.124.11.223/13.209.172.35 # WhaTap server information
dbms=mysql
db=mysql
db_ip={DB_Server_IP}
db_port={DB_Server_Port}

SSLを使用する場合

whatap.conf

connect_option=?useSSL=true&verifyServerCertificate=false

JDBCドライバ接続時、serverTimeZone設定が必要な場合

JDBCドライバ8.xバージョン以降などを利用する場合は、アクセスURLに serverTimezone 設定が必要になる場合があ
ります。whatap.confファイルに次のオプションを設定します。

whatap.conf

connect_option=?serverTimezone=SERVER_TIMEZONE
# connect_option=?serverTimezone=UTC
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JDBCダウンロード

圧縮ファイルを解凍したパスのjdbcフォルダーにデータベースサーバーのオペレーションシステムとバージョンに合う
JDBCドライバーをダウンロードします。 /圧縮を解凍したフォルダ/jdbc

Mysql & MariaDB 5.5バージョン以降

• Connector/J 8.0.11

• Connector/J 5.1.46

Select Operating Systems項目でPlatform Independent項目を選択します。 ダウンロードしたファイルの
圧縮を解除し、_jdbc_フォルダへ_mysql-connector-*.jar_ファイルを移動します。

/解凍されたフォルダ/jdbc/README.mdファイルで各データベースのJDBCドライバのインストールパスを確
認することができます。

DBユーザーの作成とパスワードの変更

データベース接続用に暗号化されたUIDを作成します。usernameとpasswordを入力し、シェルスクリプト(またはバ
ッチファイル)を実行してください。
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パスワードを変更する場合も、変更するパスワードを入力して同じ方法で進めてください。

• Linux• Windows

BASH

./uid.sh {DB_USER} {DB_PASSWORD}

• 一度の設定で暗号化されたUIDを使用してモニタリング対象データベースサーバーからデータを収集しま
す。

• DBユーザーファイルを生成するには、プロジェクトアクセスキーをwhatap.confファイルに入力する必要
があります。アクセスキーの確認

• Azure Database環境の場合、 DB_USER をDB_USER@DB_nameの形式で入力します。

• DB_USER または DB_PASSWORD に特殊文字が含まれている場合、特殊文字の前にEscape
Character(\)を入力します。

Example

./uid.sh whatap whatap\!pwd

# 特殊文字が2つ以上の場合、それぞれエスケープ文字を追加
./uid.sh whatap whatap\!\@pwd

CMD

uid.bat "DB_USER" "DB_PASSWORD"

• 一度の設定で暗号化されたUIDを使用してモニタリング対象データベースサーバーからデータを収集しま
す。

• DBユーザーファイルを生成するには、プロジェクトアクセスキーをwhatap.confファイルに入力する必要
があります。アクセスキーの確認

• Azure Database環境の場合、 DB_USER をDB_USER@DB_nameの形式で入力します。

• Windowsでは、パスワードの特殊文字にEscape Character( \ )が必要ありません。ただし、パスワードに
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大きな引用符( " )を使用する場合には必要です。

デフォルトプランを照会する

デフォルトプランユーザーファイル作成時、エージェントが事前定義されたDB情報を使用してプランを自動的に照会
するように設定できます。

• Linux• Windows

1. エージェント設定(whatap.conf)ファイルに plan_db オプションを追加し、DB名を入力します。

whatap.conf

plan_db=(dbname)

2. DB設定後 planuid.sh スクリプトを使用してユーザーとパスワードを設定します。

./planuid.sh user pwd

ユーザー( user )とパスワード( pwd )に特殊文字が含まれている場合、各特殊文字の前にバックス
ラッシュ( \ )を追加します。

例、 user$example → user\$example

1. エージェント設定(whatap.conf)ファイルに plan_db オプションを追加し、DB名を入力します。

whatap.conf

plan_db=(dbname)

2. DB設定後 planuid.bat スクリプトを使用してユーザーとパスワードを設定します。

planuid.bat user pwd
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モニタリングの開始

エージェントをインストールしたパスからシェルスクリプト(またはバッチファイル)を実行してください。

• Linux• Windows

./start.sh

デーモンのように使用する場合、次のコマンドを実行してください。ただし、nohupをインストールした環境のみで
動作します。

./startd.sh

start.bat

画面に表示された実行ログにエラーがないか確認し、ダッシュボード画面(インスタンスリスト)にチャートが正常に表
示されることを確認します。異常がなければCtrl+Cを押して実行を終了し、次の手順に従ってウィンドウサービスに登
録します。

サービスを登録する

次のコマンドを実行して、サービスを登録します。

install_WindowsService.bat create WhatapDBXAgent

サービスを登録すると、Windowsのサービス管理ツールで以下のように確認できます。該当サービスを探して右クリ
ックし、スタート(Start) オプションを選択してサービスを開始します。
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コントロールパネル > Windowsツール > サービス(services.msc)でWhatapDBXAgent サービスを開始また
は停止できます。使用するWindowsバージョンによってサービス経路は異なる場合があります。

サービスを削除する

次のコマンドを実行して、サービスを削除できます。

install_WindowsService.bat delete WhatapDBXAgent

データベースモニタリングのエージェントのインストールが完了しました。次の文書でインストール後、チェックリス
トを確認してください。

XOSエージェントのインストール及びその他のオプションを適用
する

データベースサーバーのリソースをさらにモニタリングする場合は、データベースサーバーに別のXOSエージェントを
実行してデータを収集できます。

• x86アーキテクチャで動作するOS環境にのみ適用されます。

• 追加エージェントのインストールは、必須ではなく選択事項です。

• XOSエージェント設定オプションの詳細については、次の文書を参照してください。
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• クラウドサービスが提供するモニタリングメトリクスを、データベースプロジェクトのダッシュボードで
追加で収集してモニタリングするには、次の文書を参照してください。

whatap.confファイルを設定する

DBXエージェントがインストールされたパスのwhatap.confファイルに次のオプションを設定します。

whatap.conf

xos=1
xos_port=3002

xosフォルダー( /解凍されたフォルダ/xos/ )をデータベースサーバーに移動してください。

xos.confファイルを設定する

データベースサーバーに移動し、xosパスのxos.confファイルに次のオプションを設定します。
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xos.conf

dbx_ip={DB_Agent_IP}
dbx_port=3002 # default 3002
cpu_limit=0
mem_limit=10240

エージェントインストールメニューのDB Agent IP、DB Agent Port項目にDB情報を入力すると、エージェ
ントオプションを自動生成できます。

XOSエージェントを実行する

• Linux• Windows

XOSエージェントを実行します。

./start.sh

• DBXエージェントでモニタリングしたデータを転送するために dbx_port に設定したポート(default
3002)が開いている必要があります。 (UDP Outbound)

• XOSエージェントをバックグラウンドで実行するには*./startd.sh*ファイルを実行します。

xosフォルダの配置ファイルでエージェントを実行します。

start.bat

画面に表示される実行ログにエラーがないことを確認し、実行を終了した後、次の手順に従ってサービスに登録しま
す。

msvcp120.dll、msvcr120.dll欠落時の解決方法

xosエージェント実行中msvcp120.dllとmsvcr120.dllファイルが欠落して実行できない場合は、Microsoft
Visual C++ 2013 Redistributable 2013がインストールされていないか、損傷しているためです。 Microsoft
Visual C++ 2013 Redistributableパッケージをインストールして問題を解決できます。
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次のリンクで自分のシステム環境に合ったパッケージをダウンロードしてインストールします。
Microsoft Visual C++ 2013 Redistributable (x64)

• vcredist_x64.exe: 64ビットプログラム実行用

• サービスを登録

xosフォルダにあるinstall_WindowsService.batファイルを次のように実行して、サービスに登録します。 もし
create オプションの次に名前を入力しないと、WhatapXOSAgent名前でサービスに基本登録されます。

install_WindowsService.bat create WhatapXOSAgent

• サービスを削除

install_WindowsService.bat delete WhatapXOSAgent

DBXエージェントでモニタリングしたデータを転送するために dbx_port に設定したポート(default 3002)が
開いている必要があります。 (UDP Outbound)

次のステップ

インストールの点検

プロジェクトの作成やエージェントのインストール、基本エージェントのオプションまですべて適用した場合は、
次の文書で点検事項を確認します。

インストール問題の解決

エージェントをインストールする際に発生する可能性がある問題と、これを解決するための具体的なガイドを提供
します。 詳細については、次の文書を参照してください。

エージェント設定
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エージェント設定(whatap.conf)ファイルにオプションを適用して、モニタリングのための様々な機能を提供しま
す。 詳細については、次の文書を参照してください。

データベースのサーバーリソースを追加で監視するには、追加のエージェント(XOS)に追加オプションを設定しま
す。 詳細については、次の文書を参照してください。

クラウド設定

クラウドサービスが提供するモニタリングメトリクスを、データベースプロジェクトのダッシュボードで追加で収
集してモニタリングするには、次の文書を参照してください。

モニタリングの開始

すべての設定を完了したら、エージェントがデータベースサーバーのメトリクスに対する情報収集を開始します。
まず、インスタンスリストメニューでモニタリングデータが収集されていることを確認します。 インスタンスリス
トの詳細については、次の文書を参照してください。
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パッケージマネージャーインストール
パッケージマネージャーを利用したWhaTapデータベースモニタリングエージェントのインストール方法をご案内しま
す。

インストール方法の選択

• apt パッケージマネージャーを使用するDebian/Ubuntu系システムの場合は、このドキュメントを参照
してください。

• Docker環境では、Dockerインストールを参照してください。

• その他の環境では、手動インストールを参照してください。

サポートされているデータベース

MySQL、PostgreSQL、SQL Server

WhaTapモニタリングサービスを利用するには、サインアップ後にプロジェクトを作成し、モニタリング対象のサーバ
ーにエージェントをインストールする必要があります。サインアップの詳細については、次のドキュメントを参照して
ください。

プロジェクト作成

エージェントをインストールする前にプロジェクトを作成してください。

1. WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。

2. 左側のサイドメニューで プロジェクト全体 > + Project ボタンをクリックします。

3. 商品選択 画面でインストールする製品を選択します。

4. 以下の項目を入力または選択します。

• プロジェクト名：プロジェクト名を入力します。

• データサーバーリージョン：データサーバーの設置されているリージョンを選択します。リージョンと
は、クラウドサービスを提供するデータセンターの集合体です。選択したリージョンにユーザーデータ
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が保存されます。

• プロジェクトタイムゾーン：アラートおよびレポート生成時の基準となる時刻を設定します。

• 通知言語の設定：アラート通知メッセージの言語を設定します。（韓国語、英語に対応）

• プロジェクトグループ：複数のプロジェクトをグループとしてまとめて管理できます。所属するグループ
がある場合は選択してください。

• プロジェクト説明：プロジェクトに関する補足説明や詳細情報を入力します。

5. すべての設定が完了したら、プロジェクトを作成する ボタンをクリックします。

組織を選択してプロジェクトを追加する場合は、組織下位のグループを必須に設定する必要があります。

グループに関する詳細は、次のドキュメントを参照してください。

構成図の確認

DBXエージェントは、別のサーバーにインストールするか、DBサーバーにインストールできます。 インストールする
方法を選択し、構成とファイアウォールを確認します。
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別途サーバーにインストール

アカウントの作成

• 必要な権限を持つアカウントがすでにある場合は、このステップをスキップして次のステップに進んでく
ださい。

• サンプルコードの DB_User は、データベースユーザーアカウント名です。使用するユーザーアカウント
名に変更してください。

• サンプルコードの DB_Password には、ユーザーパスワードを入力してください。

• 適切な権限がないアカウントは、正常にモニタリングされない場合があります。

• レプリケーション構造の場合、アカウント作成と権限付与はマスターDBでのみ実行する必要がありま
す。(スレーブDBで実行すると、レプリケーションが破損する可能性があります。)
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• MySQL• MariaDB

create user DB_User identified by 'DB_PASSWORD'; # パスワードを入力します。
grant process on *.* to DB_User;
grant select on performance_schema.* to DB_User;
grant show databases on *.* to DB_User;

機能と使用環境に応じて追加権限を付与してください。

• すべてのテーブル情報を収集する場合

grant select on *.* to DB_User;

• 特定のDBのテーブルのみモニタリングする場合

grant select on {DB_NAME}.* to DB_User;

• Replicationを使用する場合

grant replication client on *.* to DB_User;
grant replication slave on *.* to DB_User;

• Kill sessionを使用する場合

grant super on *.* to DB_User;

• AWS RDS環境でkill session機能を使用する場合

grant execute on procedure mysql.rds_kill to DB_User;

create user DB_User identified by 'DB_PASSWORD'; # パスワードを入力します。
grant process on *.* to DB_User;
grant select on performance_schema.* to DB_User;
grant show databases on *.* to DB_User;

機能と使用環境に応じて追加権限を付与してください。

• すべてのテーブル情報を収集する場合
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grant select on *.* to DB_User;

• 特定のDBのテーブルのみモニタリングする場合

grant select on {DB_NAME}.* to DB_User;

• Replicationを使用する場合

below MariaDB 10.5.1

grant replication client, replication slave on *.* to DB_User;

MariaDB 10.5.2 ~ 10.5.8

grant replication master admin, replication slave admin, binlog monitor on *.* to DB_User;

MariaDB 10.5.9 or later

grant replication master admin, replica monitor, binlog monitor on *.* to DB_User;

AWS RDS MariaDBの場合、Replication情報照会は10.5バージョン未満までサポートします。

• Kill sessionを使用する場合

grant super on *.* to DB_User;

• AWS RDS環境でkill session機能を使用する場合

grant execute on procedure mysql.rds_kill to DB_User;

権限による対応機能を確認する

基本権限外の権限は、ユーザーの環境によって付与する必要はありません。ただし、一部の機能が動作し
ないことがあります。

パッケージマネージャーインストール

39



権限 command メニューと機能 詳細履歴

基本権限

grant process on *.* to
whatap;

アクティブセッションの
収集 / ロックツリー / デ
ッドロック

他のアカウントに属するスレ
ッド情報を表示する権限、
show engine 実行

grant select on
performance_schema.* to
whatap;

アクティブセッションの
収集 / ロックツリー /
MYSQLのSQL統計

個別権限の付与時、次の表の
内容を参照

grant show databases on
*.* to whatap;

インスタンスリストなど データベース名の表示

詳細権限

grant select on *.* to
whatap;
または
grant select on
{DB_NAME}.{TABLE_NAME}
to whatap;

DBサイズ / テーブルサイ
ズ増減 / Object detail /
プランの照会

MySQLは、当該テーブルに対
するSELECT権限がないと、
DBサイズ、Object detail、プ
ラン照会機能を対応しませ
ん。

replication

grant replication client on
*.* to whatap;

インスタンスリストの S
表示 / replication情報の
収集

SHOW MASTER STATUS ,
SHOW SLAVE STATUS

grant replication slave on
*.* to whatap;

インスタンスリストの M
表示 / replication情報の
収集

SHOW SLAVE HOSTS

セッション
中止

grant super on *.* to
whatap;

アクティブセッションの
一覧でのセッション中止
機能

別のアカウントに属するスレ
ッドの終了

grant execute on
procedure mysql.rds_kill
to DB_User;

AWS RDSの場合のセッシ
ョン中止機能

-

performance_schema.* の代わりに、次の権限を個別に付与しても構いません。

パッケージマネージャーインストール
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権限 command 備考

アクティブ
セッション
/ ロックツ
リー

performance_schema.data_lock_waits MySQL 8バ
ージョンか
らperformance_schema.data_locks

performance_schema.threads -

performance_schema.metadata_locks
MariaDB
10.5バージ
ョンから

Wait event
情報

performance_schema.events_waits_summary_global_by_event_name -

SQL統計情
報

performance_schema.events_statements_summary_by_digest -

Waitメトリ
クス名

performance_schema.setup_instruments -

アクセスキーの確認

アクセスキーは、WhaTapサービスを有効にするための固有IDです。

インストール手順セクションでプロジェクトアクセスキーの発行ボタンをクリックします。 アクセスキーを自動的に
発行した後、次のステップを進みます。

プロジェクトを作成すると、自動的にエージェントインストールページに移動します。 エージェントインス
トールページが移動しない場合は、画面左側のメニューから管理 > エージェントインストールを選択しま
す。

パッケージマネージャーインストール
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エージェントのインストール

WhaTapリポジトリの追加

次のコマンドを実行して、WhaTap公式リポジトリをシステムに追加します。

curl -s https://repo.whatap.io/debian/release.gpg | gpg --dearmor | sudo tee /etc/apt/trusted.gpg.d/whatap-release.gpg >
/dev/null
echo "deb [signed-by=/etc/apt/trusted.gpg.d/whatap-release.gpg] https://repo.whatap.io/debian unstable/" | sudo tee /etc/
apt/sources.list.d/whatap.list
sudo apt-get update

パッケージのインストール

次のコマンドでWhaTapデータベースモニタリングエージェントをインストールします。

sudo apt-get install whatap-db

エージェントの設定と起動

設定ファイルを作成し、エージェントを起動します。

sudo bash -c 'cat > /usr/whatap/db/whatap.conf <<EOF
license=ライセンスキー
whatap.server.host=13.124.11.223/13.209.172.35
dbms=mysql
db_ip=127.0.0.1
db_port=3306
EOF'
cd /usr/whatap/db && sudo /usr/whatap/db/uid.sh whatap whatap && cd -
sudo service whatap-db restart

• whatap.conf ファイルに必要なデータベースオプションを追加できます。

パッケージマネージャーインストール
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• uid.sh スクリプトのパラメータ値(データベースアカウントIDおよびパスワード)を実際の環境に合わせ
て修正してください。

エージェントの管理

エージェントのアップデート

エージェントを最新バージョンにアップデートするには、次のコマンドを実行します。

sudo apt-get update
sudo apt-get install whatap-db
sudo service whatap-db restart

エージェントの停止とパッケージの削除

WhaTapデータベースモニタリングエージェントを削除するには、次のコマンドを実行します。

sudo service whatap-db stop
sudo apt-get remove whatap-db

エージェントログの確認

エージェントログを確認するには、次のコマンドを使用します。

sudo service whatap-db log

パッケージマネージャーインストール
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Dockerインストール
Dockerコンテナを利用したWhaTapデータベースモニタリングエージェントのインストール方法をご案内します。

インストール方法の選択

• Docker環境で使用する場合は、このドキュメントを参照してください。

• Debian/Ubuntuシステムでは、パッケージマネージャーインストールを推奨します。

• その他の環境では、手動インストールを参照してください。

サポートされているデータベース

MySQL、PostgreSQL、SQL Server

WhaTapモニタリングサービスを利用するには、サインアップ後にプロジェクトを作成し、モニタリング対象のサーバ
ーにエージェントをインストールする必要があります。サインアップの詳細については、次のドキュメントを参照して
ください。

プロジェクト作成

エージェントをインストールする前にプロジェクトを作成してください。

1. WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。

2. 左側のサイドメニューで プロジェクト全体 > + Project ボタンをクリックします。

3. 商品選択 画面でインストールする製品を選択します。

4. 以下の項目を入力または選択します。

• プロジェクト名：プロジェクト名を入力します。

• データサーバーリージョン：データサーバーの設置されているリージョンを選択します。リージョンと
は、クラウドサービスを提供するデータセンターの集合体です。選択したリージョンにユーザーデータ
が保存されます。

• プロジェクトタイムゾーン：アラートおよびレポート生成時の基準となる時刻を設定します。

Dockerインストール
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• 通知言語の設定：アラート通知メッセージの言語を設定します。（韓国語、英語に対応）

• プロジェクトグループ：複数のプロジェクトをグループとしてまとめて管理できます。所属するグループ
がある場合は選択してください。

• プロジェクト説明：プロジェクトに関する補足説明や詳細情報を入力します。

5. すべての設定が完了したら、プロジェクトを作成する ボタンをクリックします。

組織を選択してプロジェクトを追加する場合は、組織下位のグループを必須に設定する必要があります。

グループに関する詳細は、次のドキュメントを参照してください。

構成図の確認

DBXエージェントは、別のサーバーにインストールするか、DBサーバーにインストールできます。 インストールする
方法を選択し、構成とファイアウォールを確認します。

Dockerインストール
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別途サーバーにインストール

アカウントの作成

• 必要な権限を持つアカウントがすでにある場合は、このステップをスキップして次のステップに進んでく
ださい。

• サンプルコードの DB_User は、データベースユーザーアカウント名です。使用するユーザーアカウント
名に変更してください。

• サンプルコードの DB_Password には、ユーザーパスワードを入力してください。

• 適切な権限がないアカウントは、正常にモニタリングされない場合があります。

• レプリケーション構造の場合、アカウント作成と権限付与はマスターDBでのみ実行する必要がありま
す。(スレーブDBで実行すると、レプリケーションが破損する可能性があります。)

Dockerインストール
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• MySQL• MariaDB

create user DB_User identified by 'DB_PASSWORD'; # パスワードを入力します。
grant process on *.* to DB_User;
grant select on performance_schema.* to DB_User;
grant show databases on *.* to DB_User;

機能と使用環境に応じて追加権限を付与してください。

• すべてのテーブル情報を収集する場合

grant select on *.* to DB_User;

• 特定のDBのテーブルのみモニタリングする場合

grant select on {DB_NAME}.* to DB_User;

• Replicationを使用する場合

grant replication client on *.* to DB_User;
grant replication slave on *.* to DB_User;

• Kill sessionを使用する場合

grant super on *.* to DB_User;

• AWS RDS環境でkill session機能を使用する場合

grant execute on procedure mysql.rds_kill to DB_User;

create user DB_User identified by 'DB_PASSWORD'; # パスワードを入力します。
grant process on *.* to DB_User;
grant select on performance_schema.* to DB_User;
grant show databases on *.* to DB_User;

機能と使用環境に応じて追加権限を付与してください。

• すべてのテーブル情報を収集する場合

Dockerインストール
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grant select on *.* to DB_User;

• 特定のDBのテーブルのみモニタリングする場合

grant select on {DB_NAME}.* to DB_User;

• Replicationを使用する場合

below MariaDB 10.5.1

grant replication client, replication slave on *.* to DB_User;

MariaDB 10.5.2 ~ 10.5.8

grant replication master admin, replication slave admin, binlog monitor on *.* to DB_User;

MariaDB 10.5.9 or later

grant replication master admin, replica monitor, binlog monitor on *.* to DB_User;

AWS RDS MariaDBの場合、Replication情報照会は10.5バージョン未満までサポートします。

• Kill sessionを使用する場合

grant super on *.* to DB_User;

• AWS RDS環境でkill session機能を使用する場合

grant execute on procedure mysql.rds_kill to DB_User;

権限による対応機能を確認する

基本権限外の権限は、ユーザーの環境によって付与する必要はありません。ただし、一部の機能が動作し
ないことがあります。

Dockerインストール
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権限 command メニューと機能 詳細履歴

基本権限

grant process on *.* to
whatap;

アクティブセッションの
収集 / ロックツリー / デ
ッドロック

他のアカウントに属するスレ
ッド情報を表示する権限、
show engine 実行

grant select on
performance_schema.* to
whatap;

アクティブセッションの
収集 / ロックツリー /
MYSQLのSQL統計

個別権限の付与時、次の表の
内容を参照

grant show databases on
*.* to whatap;

インスタンスリストなど データベース名の表示

詳細権限

grant select on *.* to
whatap;
または
grant select on
{DB_NAME}.{TABLE_NAME}
to whatap;

DBサイズ / テーブルサイ
ズ増減 / Object detail /
プランの照会

MySQLは、当該テーブルに対
するSELECT権限がないと、
DBサイズ、Object detail、プ
ラン照会機能を対応しませ
ん。

replication

grant replication client on
*.* to whatap;

インスタンスリストの S
表示 / replication情報の
収集

SHOW MASTER STATUS ,
SHOW SLAVE STATUS

grant replication slave on
*.* to whatap;

インスタンスリストの M
表示 / replication情報の
収集

SHOW SLAVE HOSTS

セッション
中止

grant super on *.* to
whatap;

アクティブセッションの
一覧でのセッション中止
機能

別のアカウントに属するスレ
ッドの終了

grant execute on
procedure mysql.rds_kill
to DB_User;

AWS RDSの場合のセッシ
ョン中止機能

-

performance_schema.* の代わりに、次の権限を個別に付与しても構いません。
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権限 command 備考

アクティブ
セッション
/ ロックツ
リー

performance_schema.data_lock_waits MySQL 8バ
ージョンか
らperformance_schema.data_locks

performance_schema.threads -

performance_schema.metadata_locks
MariaDB
10.5バージ
ョンから

Wait event
情報

performance_schema.events_waits_summary_global_by_event_name -

SQL統計情
報

performance_schema.events_statements_summary_by_digest -

Waitメトリ
クス名

performance_schema.setup_instruments -

アクセスキーの確認

アクセスキーは、WhaTapサービスを有効にするための固有IDです。

インストール手順セクションでプロジェクトアクセスキーの発行ボタンをクリックします。 アクセスキーを自動的に
発行した後、次のステップを進みます。

プロジェクトを作成すると、自動的にエージェントインストールページに移動します。 エージェントインス
トールページが移動しない場合は、画面左側のメニューから管理 > エージェントインストールを選択しま
す。
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エージェントの実行

次のコマンドを実行して、WhaTapデータベースモニタリングエージェントをDockerコンテナとして起動します。

docker run -d --name whatap-db-agent \
-e WHATAP_CONF="
license=x6051ro88nrc9-x4hmr76jvvlfnq-z52cnv1dfa8n5c
whatap.server.host=13.124.11.223/13.209.172.35
dbms=mysql
db_ip=10.0.0.1
db_port=3306
connect_option=?useSSL=true&verifyServerCertificate=false&serverTimezone=SERVER_TIMEZONE" \
-e DB_USERNAME=mydbuser \
-e DB_PASSWORD=mypassword \
whatap/db-agent:latest

設定項目

必須設定

• license : プロジェクトアクセスキー

• whatap.server.host : WhaTap収集サーバーIP (13.124.11.223/13.209.172.35)

• dbms : データベースタイプ (mysql, postgresql, mssql)

• db_ip : データベースサーバーIPアドレス

• db_port : データベースサーバーポート番号

• DB_USERNAME : データベースアカウントID

• DB_PASSWORD : データベースアカウントパスワード

選択設定

• connect_option : データベース接続オプション

◦ useSSL=true&verifyServerCertificate=false : SSLを使用してデータベースに接続する場合

Dockerインストール
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◦ serverTimezone=SERVER_TIMEZONE : JDBCドライバー接続時にサーバータイムゾーン設定が必要な場合

上記コマンドの設定値を実際の環境に合わせて修正してください。

エージェント動作確認

次のコマンドでエージェントが正常に動作しているか確認します。

docker logs -f whatap-db-agent

エージェントの削除

次のコマンドを実行して、WhaTapデータベースモニタリングエージェントコンテナを停止し、削除します。

docker stop whatap-db-agent && docker rm whatap-db-agent

Dockerインストール
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インストールチェックリスト
データベースモニタリングのインストール後、次の事項が正しくインストールされているか確認してください。

エージェントのインストールチェック

データベースエージェントをインストールしたパスから、start.shシェルスクリプトファイルまたはstart.batバッチフ
ァイルを実行します。エージェントを実行すると、データベースのモニタリング情報の収集が開始されます。シェルス
クリプトを実行した後、ターミナルにWhaTapロゴが出力されている場合は、正常に実行されている状態です。

start.sh

$ ./start.sh

_      ____       ______
| | /| / / /  ___ /_  __/__ ____
| |/ |/ / _ \/ _ `// / / _ `/ _ \
|__/|__/_//_/\_,_//_/ \_,_/ .__/

/_/
Just Tap, Always Monitoring
WhaTap DBX version X.Y.Z YYYYMMDD

デーモンのように使用したい場合は、 startd.sh コマンドを実行してください。ただし、nohupをインスト
ールされている環境のみで動作します。

ログの確認

• whatap.log

エージェントの起動および収集に関するすべてのログは、 $WHATAP_HOME /logs/whatap.logファイルで確認でき
ます。

毎日0時(UTC)になると、既存のwhatap.logファイルはwhatap_ yymmdd .log形式に自動的にリネームされて日付
別に保存され、新しいwhatap.logファイルが作成されてログが記録されます。

インストールチェックリスト



日付別に保存されたログファイルは、7日が経過すると自動的に削除されます。

• xos.log

XOSの起動に関するログは、 $XOSのインストール先 /xos yymmdd .logファイルに記録され、日付別に自動生成
されます。

エージェントプロセスの確認

次のコマンドを使用して、動作中のWhaTap DBXエージェントプロセスを確認できます。

$ ps -ef | grep dbx

モニタリングの確認

サーバーで正常にログが確認され、コンソールに正しく登録されたことを確認するには、WhaTapモニタリングサービ
スの初期画面に移動します。確認するプロジェクトを選択し、画面の左側の管理 > エージェントリストメニューを選
択します。エージェントリストからデータベースサーバーの名前を確認できます。データベースサーバーの名前を別途
設定する場合、次の文書を参照してください。

インストールチェックリスト
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インストール問題の解決
データベースエージェントのインストール時に発生する問題を確認してください。

ファイアウォール設定の確認

ファイアウォールのブロックを解除してください。WhaTapサーバーのTCPアウトバウンドファイアウォールが設定さ
れていると、モニタリング情報をサーバーに転送できません。

ファイアウォールを確認する方法

telnet コマンドを実行し、接続関連情報をが正常に表示します。( telnet[サーバーIP][サーバーポート] )

Example

$ telnet 52.193.60.176 6600
Trying 52.193.60.176...
Connected to 52.193.60.176.
Escape character is '^]'.

WhaTapの収集サーバー情報は、管理 > エージェントインストールメニューから確認できます。

制約事項

複数リージョンを１つのプロジェクトとして選択することはできません。

• WhaTapモニタリングサービスサイトでプロジェクトを作成する時にリージョンは重複選択できず、複数のリージ
ョンを活用する場合は別途のプロジェクトを作成する必要があります。

• クラウド環境に複数のリージョン(Region)にサーバが存在する場合、ネットワークのlatencyなどパフォーマンス情
報収集の制約を回避するために、リージョン(Region) 単位で収集サーバをインストールする必要があります。

インストール問題の解決
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• WhaTapは、顧客のニーズを満たすためにリージョン(Region)ごとに収集サーバーを構築します

エージェント名(ONAME) は重複使用できません

WhaTap DBXモニタリングは、エージェントを認識するために、エージェントのIPアドレスとポート(Port)情報を使用
します。ユーザー環境でモニタリングするデータベースサーバーが同一IP、同一ポート(Port)を使用している場合、
WhaTapサーバーのサーバーインスタンスを区分できません。

• サーバーインスタンスが動的に容量を可変に拡張される環境でない場合は、次の文書を参照してデータベース識別
用の名前を直接変更することで、サーバーインスタンスを迂回できます。

• モニタリングするデータベースのinternal addressまたはネットワーク仮想化により重複したIPを使用している場合
は、次の文書を参照して、別のデータベース名のパターンを使用してください。

インストール問題の解決
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設定
このページでは、WhaTapエージェントの構成について説明し、各種機能の設定方法について解説します。また、モニ
タリング対象となるDBサーバーのリソースを監視するためのオプション機能についても紹介します。

エージェント構成

以下は、WhaTapエージェントの構成図です。

• 収集サーバー

エージェントが収集したデータベースのパフォーマンスデータを収集および保存、統計情報を抽出し、これをユー
ザーに効率的な形式で提供します。収集サーバーはリージョン（Region）別に設定できます。リージョンごとに収
集サーバーのアドレスが異なるように割り当てます。ユーザーが選択したリージョンによって収集サーバーのアド
レスは異なる場合があります。プロジェクトを作成する際、リージョンも設定します。

• DBX エージェント(デフォルトエージェント)

Queryベースで性能データを収集し、サーバーに送信します。モニタリング対象データベースサーバーにエージェ
ントを直接インストールしなくても、別のエージェントサーバーを使用してモニタリングすることができます。

• XOSエージェント(追加エージェント)

設定



XOSエージェントは、データベースサーバーのプロセス使用量をモニタリングできる追加のオプションエージェン
トです。データベースサーバーのプロセス使用量をモニタリングしたい場合は、データベースサーバーにXOSエー
ジェントを実行してデータを収集できます。

XOSエージェントは、x86アーキテクチャベースで動作するOS環境のみ適用できます。

• ネットワーク

◦ 基本エージェント：WhaTapのモニタリングエージェントは、収集したモニタリング情報をWhaTap収集サーバ
ーに転送するために外部通信（TCP）6600番ポートを使用します。

◦ XOSエージェント：エージェントをインストールしたサーバーとデータベースサーバーの間に外部通信
(UDP)3002番ポートを使用します。ポートが重複する場合は、 dbx_port オプションを使用してポートを変更し
ます。

エージェント設定

エージェント設定の詳細については、次の文書を参照してください。

迅速なエージェント設定

DBXエージェントの構成ファイルの中でsetup.shファイルを実行すると、エージェントの設定を迅速かつ簡単に進めることができま
す。

DBXエージェントの設定

whatap.confファイルで設定できるオプションについて説明します。
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XOSエージェント設定

データベースサーバーのリソースを追加でモニタリングするための設定方法を提供します。

クラウドエージェント

4 項目
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迅速なエージェント設定
DBXエージェントの構成ファイルでsetup.shファイルを実行すると、エージェントの設定が簡単に行われます。

ファイルの圧縮を解凍する

ダウンロードしたDBXエージェントファイルの解凍します。

BASH

tar -zxvf whatap.agent.database.tar.gz

setup.shを実行する

setup.shファイルを実行し、画面の案内に従ってエージェントの設定及びDBサーバーの情報入力、JDBCダウンロー
ド、モニタリング用のアカウント作成及び権限設定を行います。 必要な情報を入力すると、すべての設定を自動的に完
了できます。

BASH

./setup.sh

エージェントの設定を中止する場合は、「q」または 「quit」を入力し、Enterキーを入力します。
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STEP1 Register WhaTap server information

BASH

WhaTap Server Ip?
WhaTap Server Port (default 6600)?

WhaTapのサーバー情報を入力します。 管理 > エージェントインストールメニューのDBXエージェントの設定セクショ
ンからWhaTapのサーバーIPアドレスとポート番号が確認できます。

WhaTapサーバーポートの既定値は6600です。 何も入力せずにEnterキーを入力すると、既定値に設定されます。

STEP2 Register WhaTap server access key

BASH

WhaTap Project Access Key?

プロジェクトアクセスキーを入力します。 管理 > エージェントインストールメニューのアクセスキーの確認セクショ
ンでコピーボタンを選択して貼り付けます。

正確なアクセスキーを入力すると、そのプロジェクトのコードが出力されます。

STEP3 Register DB server information (ip/port check)

BASH

Monitoring DBMS type?
Monitoring DBMS Server Ip?
Monitoring DBMS Server Port?

モニタリングするDBサーバーの情報を入力します。

• Monitoring DBMS type：画面に表示されているデータベースの種類を選択します。

• Monitoring DBMS Server IP：データベースサーバーのIPアドレスを入力します。

• Monitoring DBMS Server Port：データベースサーバーのポート番号を入力します。

迅速なエージェント設定
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データベースサーバーのIPアドレスとポート番号を入力してから、接続状態を検証します。 間違った情報を
入力した場合は、IPアドレスとポート番号を再度入力します。

STEP4 Download jdbc driver

DBXエージェントのパスにDBサーバーのOSとバージョンに合わせてJDBCドライバーを自動的にダウンロードします。

STEP5 Register a monitoring account

BASH

Monitoring Database Name?
Monitoring User ID?
Monitoring User \{user_id\}'s Password?
Connecting DBMS Server with SSL (default false)?

DB接続のために暗号化されたUIDを生成する手順です。 アカウント作成 セクションで作成したアカウント情報を入力
します。

• Monitoring Database Name：モニタリングするデータベースの名前を入力します。

• Monitoring User ID / Monitoring User {user_id}'s Password：アカウントIDとパスワードを入力します。 パスワ
ードは暗号化し、保存されます。

• Connecting DBMS Server with SSL：SSLプロトコルを利用してデータベースサーバーに接続する場合、 true を
入力します。 既定値は false です。

エージェントを実行する

setup.shファイルを利用してエージェントのインストールプロセスを完了したら、データベース情報とwhatap.confフ
ァイルに設定した内容が出力されます。

迅速なエージェント設定
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エージェントをデーモンのように使用する場合は、最後の項目で「y」を入力します。

次のステップ

• エージェント設定が完了したら、次の文書を参照の上、インストール後のチェックリストを確認します。

• 追加のエージェント(XOS)をインストールし、DBサーバーのリソースをモニタリングするには、次の文書を参照し
ます。

迅速なエージェント設定
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DBXエージェントの設定
DBXエージェントに必要な設定は、whatap.confファイルで作成します。設定できるオプションについては、以下を参
照してください。

基本オプション

• license String

エージェントのインストール時にサーバーから付与されたプロジェクトアクセスキーを設定します。プロジェクト
アクセスキーには、エージェントが属するプロジェクトとセキュリティ通信のためのパスワードキーが含まれてい
ます。

• whatap.server.host String

既定値 127.0.0.1,127.0.0.1

エージェントが収集したデータを送信するWhaTap収集サーバーのIPアドレスを設定します。収集サーバーの冗長
化で2つ以上のIPを所有する場合は、コンマ(,)を区切り文字として使用します。設定したIPアドレスには、収集サー
バーproxyデーモンがリスニング状態でサービスされる必要があります。

• whatap.server.port String

既定値 6600

収集サーバーのポート(port)を設定します。ポートは1つのみ設定ができるので、 whatap_server_host に設定した
収集サーバーは同一ポートを使用する必要があります。

• dbms String

mysql

別のオプション値を入力すると、モニタリングのデータ収集が正常に動作しない場合があります。

• db_ip String

モニタリングするデータベースサーバーのIPアドレスを設定します。

• db_port String
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データベースが通信に使用するポート番号を設定します。

• aws_iam_auth Boolean

既定値 false

AWS RDS・Aurora(MySQL、MariaDB、PostgreSQL)環境で、DBパスワードの代わりにAWS IAM認証トークンで接
続するオプションです。 true に設定するとIAM認証トークンで接続し、既定値の false の場合は既存のパスワード
方式で接続します。

aws_arn オプションの値によっては、 whatap.conf にAWSアクセスキー(access key)とシークレットキ
ー(secret key)を直接入力することもできます。

• mariadb_driver Boolean

既定値 false

MariaDB固有の認証方式(例: ed25519)を使用する環境をモニタリングするためのオプションです。 true に設定す
ると、既存のMySQLドライバーの代わりにMariaDB専用ドライバー( org.mariadb.jdbc )で接続し、MySQLドライ
バーでは認証できなかったed25519認証アカウントをモニタリングできます。

このオプションを使用するには、エージェントのインストールパスの*jdbc/*ディレクトリにMariaDB
Connector/J(3.xバージョン)のドライバーファイルを配置する必要があります。

SSL接続が必要な環境(例: require_secure_transport=ON )では、 connect_option=?sslMode=TRUST
オプションと併用してください。

データ収集

• db_param_enabled Boolean

既定値 true

DBパラメータの収集有無を設定します。

• conn_fail_count Int

既定値 15
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15回連続コネクションエラーが発生した時に通知を送信します。希望する回数を入力して、通知の発生基準を調整
できます。

• deadlock_interval Int

既定値 60

deadlock情報を読み込む間隔(単位: 分)を設定します。deadlock情報は、設定した間隔で発生した最後のdeadlock
情報のみを読み込みます。

• long_run_session_sec Second

既定値 10 (単位：秒)

設定した時間より長く実行されているセッションを、long runセッションで処理します。

• tables Boolean

既定値 true

テーブルサイズ情報を収集します。統計/レポート > DBサイズメニューでそのデータベースを選択すると、テーブル
サイズ情報が確認できます.

• table_filesize Boolean

既定値 true

テーブルサイズの収集時に innodb_tablespaces の file_size を一緒に収集します。

• tables_hour Int

既定値 5

テーブルサイズ情報を保存するために、情報を収集する時刻を設定します。既定値は 5 であり、午前5時に収集を
始めます。

• tables_min_row Int

既定値 10000

テーブル情報を収集する場合、設定した値より小さいrow番号のテーブル情報は収集しません。

• replication_name String

レプリケーション名を設定すると、同じ replication_name を持つDBの間にMaster/Slave関係があるものとみなし
ます。

レプリケーションセットを定義するオプションとしてマスターノードとスレーブノードの両方に同じ値の
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replication_name オプションを設定するとインスタンスモニタリングでツリー構造で表示されます。また、この
オプション値を基準にFlexボードでレプリケーション状態をモニタリングするウィジェットを提供します。

• skip_whatap_session Int

既定値 0

1 の場合、WhaTapがデータ収集で実行するクエリのセッションをactive session listに表示しません。(既定値：0)

• skip_sys_session Int

既定値 1

2 が設定されている場合、sysセッション(root、system user、event_scheduler)はactive sessionで表示されませ
ん。 1 を設定すると、sysセッションは表示されますが、total runtimeから除外されます。

• save_literal_param Boolean

既定値 true

リテラルパラメータの収集有無を設定します。 false に設定するとリテラルパラメータを収集しません。

• statements_min_row Int

既定値 10000 (row)

MYSQL SQL統計メニューで使用するデータを収集する基準です。
performance_schema.events_statements_summary_by_digest を照会し、次の合計値が
statements_min_row より大きい場合に収集します。

sum_rows_affected + sum_rows_sent + sum_rows_examined

MYSQL SQL統計メニューについての詳細は、次の文書を参照してください。

• xview_min_sec Int

既定値 0

xview収集時、クエリの実行時間が設定された時間よりも長くかかる場合にのみ収集します。デフォルトとして
は、実行時間が0秒以上のすべてのクエリを収集します。

• trx_rseg_history_len Boolean MySQL 5.7 or later DBX agent v1.6.15 or later

既定値 false

trx_rseg_history_len 指標の収集有無を設定します。 true に設定すると db_mysql_counter カテゴリで確認でき
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ます。

• active_transactions Boolean MySQL 5.5 or later DBX agent v1.6.15 or later

既定値 false

active_transactions 指標の収集有無を設定します。 true に設定すると db_mysql_counter カテゴリで確認でき
ます。

• collect_variables_metric Boolean DBX agent v1.6.15 or later

既定値 false

DBパラメータをリアルタイムで収集できます。 variables_metric オプションに設定したパラメータを収集しま
す。

• variables_metric String DBX agent v1.6.15 or later

uptime 、 version 、 read_only のようにDBパラメータ名を設定してください。2つ以上の値を設定するには、コ
ンマ(,)を区切り文字として利用してください。 collect_variables_metric オプションを true に設定してからDBパ
ラメータ名を設定すると、 db_mysql_variables カテゴリで確認できます。

whatap.conf

collect_variables_metric=true
variables_metric=uptime,version

ユーザーメトリック収集 (SQLMON)

SQLMON は、ユーザー定義の SQL 結果を定期的に収集し、メトリクスとして保存します。 数値を返し、負荷が低いク
エリに適しています。

• sqlmon Int

既定値: 1

◦ 1 : dbx と sqlmon を同時に実行

◦ 2 : sqlmon のみ実行

対応バージョン: 2.3.5 以上
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設定

1. dbx エージェント配下に sqlmon ディレクトリを作成し、収集したいクエリを <filename>.sql ファイルと
して作成します。

dbx/
└── sqlmon/

├── active_sessions.sql
└── lock_count.sql

2. 収集するクエリを <filename>.sql ファイルとして保存します。

.sql ファイルの1行目に実行オプションを、2行目以降に SQL 文を記述します。

オプション形式

周期(分);動作時間;タグ名
SQL文

項目 説明 例

周期 実行周期（分単位）、最小値 1 1 → 1分ごとに実行

動作時
間

HHMM-HHMM 形式、カンマ（ , ）で複数の時間帯を指定可能。 0 の場合
は常時実行

0900-1100 → 09:00〜11:00の
み実行

タグ名
メトリクスに保存するタグ名。省略時はファイル名がタグ名として使用さ
れます

whatap

例：1分周期、09:00〜11:00動作、タグ名 whatap

1;0900-1100;whatap
SELECT count(*) FROM active_sessions

例：1分周期、常時動作、タグ名はファイル名を使用

1;0
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SELECT count(*) FROM active_sessions

• 動作時間は日付をまたいで設定できます。（例： 2300-0100 → 23:00〜翌日01:00）

• タグ名を省略する場合、動作時間の後にセミコロン（ ; ）を付けないでください。

• SQL 文の末尾にセミコロン（ ; ）を付けないでください。

3. whatap.conf で SQLMON を有効化します。

4. エージェントを再起動します。

5. サイトマップ > メトリクス照会 メニューで、 sqlmon カテゴリを確認します。

# whatap.conf
sqlmon=1

ロック収集関連設定

モニタリング対象のDB MySQL 8.0以降、DBXエージェント2.53.01以降の場合、ロックモニタリング収集条件を多様に
与えることができます。

• lock Boolean

既定値 true

ロックの収集有無を指定します。

• skip_lock_active_limit Int

既定値 150

active_sessions(Threads_running)の個数がskip_lock_active_limit以上の場合、ロックは収集しません。

• lock_interval Int

既定値 5 (s)

lock収集周期を指定します。

• custom_lock_interval String
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指定した時間帯のロック収集周期を指定します。

ex) custom_lock_interval=60;0000-0230 # 00:00から02:30 まではlock収集周期を60秒に指定します。

custom_lock_interval=0;0000-0230 # 00:00から02:30 まではロックを収集しません。

アクティブセッション除外の設定

DBXエージェントは、MySQLのアクティブセッションの一覧を収集しますが、特定のセッションを除外するオプショ
ンを提供します。除くセッションは total_runtime を計算する際に含めず、SQL統計メニューでも該当するSQLは表示
されません。

• limit_active_session Int

既定値 200

active sessionを指定した個数まで収集します。0に設定するとlimitなしで収集します。

• skip_command String

アクティブセッション収集時、オプション値に設定した command に該当するセッションは収集しません。例え
ば、次のように設定すると Daemon と Sleep ステータスのセッションは収集から除外できます。

whatap.conf

skip_command=Daemon,Sleep

オプション値で設定できる command についての詳細は、次のリンクを参照してください。

• skip_sys_session Int

既定値 1

◦ 0 : sysセッション(root, system user)をアクティブセッションの収集と total_runtime に含みます。

◦ 1 : sysセッションをアクティブセッションの収集には含めますが、 total_runtime からは除外します。

◦ 2 : sysセッションをアクティブセッションの収集と total_runtime から除外します。
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• skip_user String

オプション値に設定したユーザーのアカウントを、アクティブセッションと'total_runtime'から除外します。例え
ば、次のように設定すると、 root 、 system user 、 event_scheduler アカウントの収集を除外できます。

whatap.conf

skip_user=root,system user,event_scheduler

• skip_whatap_session Int

既定値 0

オプション値を 1 に設定すると、WhaTapの収集クエリをアクティブセッションの収集と total_runtime から除外
します。

スロークエリー収集設定

スロークエリを収集するには、まずデータベース(DB)を設定した上で、ユーザの環境(オンプレミスまたはAWS RDS/
Aurora)によってWhaTapの設定方法が異なります。

スロークエリー機能はMySQLとPostgreSQLに限って対応します。

データベース設定を確認する

WhaTap設定前、MySQLデータベース(DB)に対してスロウクエリ関連のパラメータを設定する必要がありま
す。 スロークエリーログ機能が活性化されていることを確認し、WhaTapの設定を進めます。

slow_query_log=on
long_query_time=3  # 3秒

オンプレミス環境

独自のサーバーで運用する場合、WhaTapの DBX/XOS設定方式を使用します。 DBXエージェントのインストール以外
に、DBサーバーにXOSを必ずインストールする必要があります。 XOSエージェントの設定方法は次の文書を参考にし
てください。
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1. DBXwhatap.confファイルに'slow_query_log=on'オプションを追加します。

• slow_query_log Boolean
スロークエリーロギング機能を活性化( on )するか、非活性化( off )します。 MySQLの既定値は on とな
ります。

2. XOSがインストールされている場合は、ファイル名を自動認識します。 ファイル名が自動的に認識されない
場合は、XOSwhatap.confパイルに slow_query= に設定します。

AWS RDS/Aurora環境

AWS RDS/Aurora環境はXOSエージェントをインストールできないので、DBXエージェント設定またはクラウド設定に
より、スロー クエリを収集できます。

• DBXエージェントの設定

AWS RDS/Aurora環境からスロークエリを収集するためにDBX whatap.confファイルに次のように設定します。

whatap.conf

slow_query_log=on  # クラウド設定
cloud_watch=on
aws_region=
aws_arn=
cloud_watch_metrics=
cloud_watch_instance=

• クラウド設定

管理 > クラウド設定メニューで提供されるガイドに従って実行すると、ユーザーのAWS環境で自動的にモニタリン
グリソースを生成し、スロークエリーデータを収集します. 別途の追加設定は必要ありません。 詳しい内容は、次
の文書を参照してください。

AES256暗号化の適用

WhaTap DBXエージェントは、収集されたデータを暗号化してサーバーに送信します。データの重要度や設定によって
変更できます。基本的にXOR演算とAESアルゴリズムによる暗号化を使用し、平文を128ビット単位に分割して暗号
化、復号を行います。ユーザー設定により、256ビットまで拡張できます。
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WhaTap DBXエージェントをインストールしたパスで、whatap.confファイルを次のオプションに追加します。

whatap.conf

1 cypher_level=256

設定を追加してから、エージェントを再起動してください。

エージェント名の設定

自動設定する

エージェント設定(whatap.conf)で名前を設定しないと、エージェント名はIP アドレスとポート番号が結合されて自動
指定されます。例えば、IPアドレスが10.11.12.13であり、ポート番号が3000であれば、エージェント名は
DBX-12-13-3000に設定されます。

エージェント名を決定する主な変数については、以下を参照してください。

設定 説明

{type} DBX値を使います。

{ip0} IPv4アドレスのうち、第1オクテットを使用します。(例：10.11.12.13のうち10)

{ip1} IPv4アドレスのうち、第2オクテットを使用します。(例：10.11.12.13のうち11)

{ip2} IPv4アドレスのうち、第3オクテットを使用します。(例：10.11.12.13のうち12)

{ip3} IPv4アドレスのうち、第4オクテットを使用します。(例：10.11.12.13のうち13)

{port} データベースサーバのポート

RDSのようにIPアドレスが数字でなければDBX- {ip0} - {hash} - {port} 形式で名前が設定されます。ここで
{hash} 値は、IPアドレスを4桁の16進数に変換した値です。
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手動設定する

エージェント名を直接設定したい場合は、whatap.confファイルで whatap.name または object_name オプションに
目的の名前を入力します。ユーザーが入力した名前がエージェント名として設定されます。

whatap.conf

whatap.name=agent-1234
# or
object_name=agent-1234

DBXエージェントの設定

75



XOSエージェント設定
データベースサーバーのリソースをさらにモニタリングする場合は、データベースサーバーに別のXOSエージェントを
実行してデータを収集できます。

• x86アーキテクチャで動作するOS環境にのみ適用されます。

• XOSエージェントのインストールについての詳細は、次の文書を参照してください。

whatap.confファイルの設定

XOSエージェントを実行する前に、whatap.confファイルで、以下のオプションを設定します。

• xos Int

既定値 0

XOSエージェントを使用するかどうかを設定します。 0 に設定するとXOSからのデータは収集されません。 1 に設
定するとすべてのXOSからのデータを収集します。IPアドレスを設定する場合、そのIPアドレスが一致するXOSか
らのデータのみ収集します。

• xos_port String

既定値 3002

XOSエージェントと通信するポートを設定します。XOSエージェントはUDPで通信します。ファイアウォールで
UDPポートがブロックされている場合は、該当ポートを開放してください。

• xos_cpu_iowait Int

既定値 1

XOSエージェントから収集したCPU使用率にiowaitを追加できます。 1 に設定するとiowaitが追加され、 0 に設定
するとiowaitは追加されません。

• xos_mem_buffcache Int

既定値 0

XOSエージェントから収集したメモリ使用率にbuffcacheを追加できます。 1 に設定するとbuffcacheが追加され、
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0 に設定するとbuffcacheは追加されません。

xos.confファイルの設定

xosディレクトリをデータベースサーバーにコピーし、xos.confファイルにエージェントサーバー情報を入力して追加
オプションを設定してください。

• dbx_ip String

DBXエージェントをインストールしたサーバーのIPアドレスを入力します。

• dbx_port String

既定値 3002

DBXエージェントと通信するポートを設定します。

DBXエージェントは、UDPで通信します。ファイアウォールでUDPポートがブロックされている場合は、該当ポー
トを開放してください。

• cpu_limit Int

既定値 0

limitの設定値より大きい値を持つプロセス情報を収集します。1/100%単位で1.23%の場合、 123 として設定しま
す。

• mem_limit Int

既定値 10240

limitの設定値より大きい値を持つプロセス情報を収集します。単位は「KB」で既定値である10240は、10MBにな
ります。(1024 KB = 1 MB)

• disk_usage_interval Second

既定値 60

インスタンス別のディスク使用率と使用可能サイズ、全体サイズ情報を表示します。値が'0'の場合、ディスク使用
率は収集しません。

• port_check String

接続状態をチェックするサーバーとポートを指定します。IP:Portの形式で設定し、コンマ(,)で区切って複数登録が
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可能です。接続ができないサーバーとポートの一覧は、 db_port_check カテゴリに保存されます。

xos.conf

port_check=192.168.122.113:3333,192.168.122.113:3334

接続ができなかったサーバーとポートの一覧を確認する場合、分析 > メトリクス照会メニューで db_port_check
カテゴリを選択します。

• process_check String

プロセスの実行状態をモニタリングできます。オプション値でプロセス名を入力します。コンマ(,)を区切り文字と
して使用し、複数登録することができます。

xos.conf

process_check=pmon,smon,tnslsnr,melong,haha

指定された文字列を含むプロセス名が検知されない場合、 db_process_check カテゴリにその文字列の一覧を保存
します。例えば、melong、hahaの2つのプロセスがない場合、分析 > メトリクス照会メニューで
db_process_check カテゴリを選択した後、確認できます。
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process_check オプションを使用して、データベースで実行されているプロセスが終了した場合はアラ
ート通知を送信できます。詳細は次の文書を参照してください。

• process_check_interval Second

既定値 6

process_check オプションに設定されたプロセスの実行状況を確認する間隔を設定します。(単位：秒)

• iplist_interval Second

既定値 0 (off)

DBサーバーのIP一覧を収集する間隔を設定します。(単位：秒、3以上で設定)

whatap.confのファイルに xos_dbip=true オプションを設定すると db_ip_list のカテゴリに転送しま
す。分析 > メトリクス照会メニューで db_ip_list カテゴリを選択した後、確認することができます。

• slow_query String

データベースのスロークエリを収集します。モニタリング対象DBにXOSがインストールされているものの、ファイ
ル名を自動的に認識できない場合は、XOS whatap.confファイルに slow_query= と設定します。

• file String

ログメニュー(ログTail、ログトレンド、ログ検索、ログ設定)を使用するには、 file オプションにモニタリングす
るログファイル名のフルパスを入力します。

xos.conf

file=/var/log/mysqld.log

モニタリングするログファイルを追加するには file 、 file1 、 file2 といった方法でオプションを追加し
ます。

xos.conf

file={log_file_path1}
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file1={log_file_path2}
file2={log_file_path3}
file3={log_file_path4}

ユーザーメトリクス収集 (SHMON)

SHMONはユーザー定義のシェルスクリプトの実行結果を定期的に収集し、メトリクスとして保存します。

• shmon Int

既定値: 1

対応バージョン: dbx 2.55.01以降 & xos 1.2.0f以降

設定

1. エージェントのインストールパスに shmon ディレクトリを作成します。

2. 収集するスクリプトを .sh ファイルとして保存します。

3. xos.conf でSHMONを有効にします。

4. エージェントを再起動します。

5. サイトマップ > メトリクス照会 メニューで、 shmon カテゴリを確認します。

# xos.conf
shmon=1

• file オプションは、DBXエージェントの1.6.8バージョン以降に対応しています。

• ログメニューの詳細は次の文書を参照してください。
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XOSエージェントの実行

データベースサーバーで次のバッチファイルを実行してください。

$ ./start.sh

# または

$ ./startd.sh #バックグラウンドで実行する場合
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クラウドエージェント
この文書は、AWS環境でWhaTapクラウドエージェントを設定するためのガイドです。 主要設定項目、フィールドの説
明、権限構成、実行コマンドまで含めて、運用環境にすぐに適用できるように構成されています。

エージェント設定

AWS Aurora and RDSの設定方法です。

AWS Aurora and RDSの設定

config.yaml

input:
csp: "aws" # クラウドサービスのプロバイダーを入力します。
namespace: "rds"
region: "ap-northeast-1" # インスタンスが位置するリージョンを設定します。
instances: # 設定したインスタンスは常に収集します。クラスター内のインスタンスをここに指定すると、オートスケールに関係

なく収集されます。
- name: "mysql-rds" # インスタンス名

slow_query: true # スロークエリーページを使用するには、trueに設定します。該当機能はMySQL及びPostgreSQLインスタン
スでのみ対応されています。

clusters:
autoscale:

enabled: false # オートスケールが有効な場合、スケーリングされたインスタンスを収集対象に追加または削除します。
interval: 60 # 指定したクラスターのオートスケール確認間隔です。（単位: 秒）

names:
- "database-cluster-name"

metrics: # 収集するメトリクスを入力します。
- "CPUUtilization"
- "FreeStorageSpace"
- "FreeableMemory"
- "ReadLatency"
- "WriteLatency"
- "ReadIOPS"
- "WriteIOPS"
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- "NetworkReceiveThroughput"
- "NetworkTransmitThroughput"
- "FreeLocalStorage"

logs:
enabled: false # ログ収集の有無を設定します。true/falseで設定できます。
groups: # 収集するAWSロググループを入力します。

- "/aws/rds/cluster/database-cluster-name/error"
- "/aws/lambda/MyLambda"

output: # 収集したメトリクスデータを受信するWhaTap情報を入力します。
license: "abcdefg-higjgkgjk-zxcvnbnbmc"
host: "127.0.0.1"

フィールド 説明

csp クラウドサービスの提供者として aws (Amazon Web Services)を意味

namespace
収集対象サービスのネームスペース
- 固定値: Aurora and RDSの設定時、 rds を入力

region
AWSリージョンコード
- 例 ap-northeast-1 (東京リージョン)

instances
常に収集するインスタンスの一覧で、オートスケール有無に関係なく、指定されたイン
スタンスは無条件に収集する

instances[].name
RDSインスタンス名
- 例 mysql-rds

instances[].slow_query

該当インスタンスのスロークエリーを収集するかどうか、MySQL及びPostgreSQLイン
スタンスでのみ対応
- true : 収集
- false : 非収集

clusters RDSクラスター関連設定

clusters.autoscale.enabled
クラスターオートスケール収集有無
- true : 自動的にインスタンスを追加/削除して収集
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フィールド 説明

- false : instances に直接入力したインスタンスのみ収集対象に含める

clusters.autoscale.interval オートスケール有無を感知する周期(単位:秒)

clusters.names オートスケール有無をチェックするクラスター名の一覧

metrics
収集するメトリック項目のリスト
- 例 CPUUtilization 、 FreeStorageSpace など
- 参考 Amazon RDSに対するAmazon CloudWatch指標の公式文書へのショートカット

output.license 収集されたデータを転送するWhaTapのライセンスキー

output.host 収集データを転送するWhaTapサーバーのホストアドレス(IP)

クロスアカウントモニタリング（マルチAWSアカウント）

単一のクラウドエージェントで複数のAWSアカウントのRDS/DocumentDBをモニタリングできます。マ
ルチアカウント（環境別分離、パートナーアカウントなど）を使用する場合、アカウントごとにエージ
ェントをインストールする必要はなく、1つのエージェントからSTS AssumeRoleで他のアカウントのリ
ソースを照会します。

項目 内容

対応対象 AWS RDS（Aurora、スタンドアロン）、DocumentDB

認証方式 EC2 Instance Profile + STS AssumeRole

設定方式の選択

クラスター設定には2つの方式があり、同時に使用することはできません。

• names : 単一アカウント専用（エージェントがインストールされたEC2のIAM Roleで自アカウントの
み照会）

• account_configs : クロスアカウント対応（STS AssumeRoleを通じて複数アカウントを照会）
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account_configs 設定

config.yaml

input:
csp: "aws"
namespace: "rds"
region: "ap-northeast-2"
clusters:

autoscale:
enabled: true
interval: 300

account_configs:
# ローカルアカウント（assume_role_arnを省略すると自アカウント）
- clusters: ["local-aurora-cluster"]

instances: ["standalone-mysql-1"]

# 別のアカウント A
- assume_role_arn: "arn:aws:iam::111111111111:role/DBXCRole"

clusters: ["partner-cluster-1", "partner-cluster-2"]

# 別のアカウント B
- assume_role_arn: "arn:aws:iam::222222222222:role/QARole"

clusters: ["qa-cluster"]
instances: ["qa-standalone-pg"]

metrics:
- "CPUUtilization"
- "FreeStorageSpace"
- "FreeableMemory"
- "ReadLatency"
- "WriteLatency"

output:
license: "your-license-key"
host: "127.0.0.1"

表 | account_configs フィールド
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フィールド 必須 説明

assume_role_arn X STS AssumeRole ARN。省略するとローカルアカウントを使用

clusters O Aurora/DocumentDBクラスター名。所属インスタンスを自動検出

instances X クラスターに属さないスタンドアロンRDSインスタンス名

clusters と instances の違い

clusters instances

対象 Auroraクラスター、DocumentDBクラスター
クラスターなしで単独運用さ
れるRDS

動作
クラスター名で所属インスタンスを自動ディ
スカバリー

インスタンス名を直接指定

オートスケ
ール

インスタンスの追加/削除時に自動反映 該当なし

例 Aurora MySQLクラスター RDS MySQL単一インスタンス

設定例1. 単一アカウント + スタンドアロンインスタンス

clusters:
autoscale:

enabled: true
interval: 300

account_configs:
- clusters: ["prod-aurora"]

instances: ["legacy-mysql-standalone"]
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設定例2. 3つのアカウント（自アカウント + パートナー + QA）

clusters:
autoscale:

enabled: true
interval: 300

account_configs:
- clusters: ["prod-cluster", "staging-cluster"]

- assume_role_arn: "arn:aws:iam::111111111111:role/DBXCRole"
clusters: ["partner-prod", "partner-dev"]

- assume_role_arn: "arn:aws:iam::222222222222:role/QADBXCRole"
clusters: ["qa-cluster"]
instances: ["qa-standalone-pg"]

• names と account_configs は同時に使用できません。エージェント起動時にバリデーシ
ョンエラーが発生します。

• ARN形式を厳密に検証します。 arn:aws:iam::<12桁の数字>:role/<名前> — コロン2つ( :: )
を省略しないよう注意してください。

• 各 account_config には最低1つのclusterが必要です。

• autoscale.enabled: true でないとクラスターディスカバリーが動作しません。

権限設定

エージェントが正常に動作するには、サービスごとに必要な権限を設定する必要があります。

AWS Aurora and RDS権限

クラウドエージェントは、次の機能を実行するためにAWS APIを呼び出します。

• AWS Aurora and RDSインスタンスとクラスター情報を照会して監視対象を確認
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• CloudWatchメトリック収集

IAMインラインポリシー

JSONポリシーをIAMユーザーまたは役割にインラインポリシーで追加します。 EC2でエージェントを実行する場合、
当該EC2インスタンスに接続されたIAMの役割に当該ポリシーを付与します。

• このポリシーはAuroraとRDSサービスの両方に適用されます。

• Resource項目は、すべてのAuroraとRDSリソースを対象に指定されており、セキュリティポリシーによって必要な
場合、リソースARNを制限できます。

• エージェントは照会(Read-only) APIのみ使用します。 データベースに影響を与える権限は含まれません。

{
"Version": "2012-10-17",
"Statement": [

{
"Sid": "RDSPermissions",
"Effect": "Allow",
"Action": [

"rds:DescribeDBInstances",
"rds:DescribeDBClusters",
"rds:DescribeDBClusterParameters",
"rds:DescribeOptionGroups"

],
"Resource": "*"

},
{

"Sid": "CloudWatchMetricsPermissions",
"Effect": "Allow",
"Action": [

"cloudwatch:GetMetricData",
"cloudwatch:GetMetricStatistics",
"cloudwatch:ListMetrics"

],
"Resource": "*"

},
{

"Sid": "CloudWatchLogsPermissions",
"Effect": "Allow",
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"Action": [
"logs:DescribeLogGroups",
"logs:DescribeLogStreams",
"logs:FilterLogEvents",
"logs:GetLogEvents"

],
"Resource": [

"arn:aws:logs:*:*:log-group:/aws/rds/*"
]

}
]

}

クロスアカウントIAM権限

account_configs を使用してクロスアカウントモニタリングを設定するには、追加のIAM権限が必要で
す。

エージェントEC2 Instance Profile

エージェントが実行されるEC2に、対象アカウントのRoleをAssumeできる権限を付与します。

{
"Statement": [

{
"Effect": "Allow",
"Action": "sts:AssumeRole",
"Resource": [

"arn:aws:iam::111111111111:role/DBXCRole",
"arn:aws:iam::222222222222:role/QARole"

]
}

]
}

対象アカウントのCross-Account Role

対象アカウントでエージェントアカウントからのアクセスを許可するRoleを作成します。
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• Trust Relationship: エージェントアカウントを許可

{
"Principal": {

"AWS": "arn:aws:iam:: <エージェントアカウントID> :role/DBXC-EC2-Instance-Role"
},
"Action": "sts:AssumeRole"

}

• Permission Policy: RDS/CloudWatch照会権限

{
"Effect": "Allow",
"Action": [

"rds:DescribeDBInstances",
"rds:DescribeDBClusters",
"cloudwatch:GetMetricData",
"logs:FilterLogEvents"

],
"Resource": "*"

}

料金案内

クラウドモニタリングエージェントは無料ですが、クラウドサービスの使用によっては別途料金が発生する
ことがありますので、確認が必要です。

AWS料金

クラウドモニタリングエージェントは別途のSaaS料金なしで提供され、エージェントのインストールだけでモニタリ
ング機能を使用できます。 ただ、AWS CloudWatchなどクラウドサービスのAPIを通じてメトリックを収集するため、
CloudWatch使用量によって別途料金がかかる場合があります。
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本エージェントは、基本的に1分周期でGetMetricData APIを呼び出ししてメトリックを収集し、呼び出し頻度と収集
対象によって料金が増加することがあるので注意が必要です。

詳しい料金ポリシーはAWS公式文書のAmazon CloudWatch料金ページを参照してください。

• names と account_configs は同時に使用できません。エージェント起動時にバリデーションエラーが
発生します。

• ARN形式を厳密に検証します。 arn:aws:iam::<12桁の数字>:role/<名前> — コロン2つ( :: )を省略しない
よう注意してください。

• 各 account_config には最低1つのclusterが必要です。

• autoscale.enabled: true でないとクラスターディスカバリーが動作しません。
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インストールと使用
DBX for Cloud、DBXCは2つの主要コンポーネントで構成されています。

• dbxc-agent: クラウド指標を監視するバックグラウンドサービス（エージェント）

• dbxc-ctl: エージェントを制御するCLIツール（開始、停止、状態確認、ログ参照）

設定ファイル構造

DBXCはYAML形式の設定ファイルを通じて実行構成を定義します。

サポート形式

DBXCは単一/マルチプロジェクトエージェントをサポートします。

• YAML形式 (.yaml, .yml)

• 単一ファイル: 1つのエージェントを実行

• ディレクトリ: 複数のエージェントを実行

設定ファイル自動探索順序

1. c オプションで指定されたファイル/ディレクトリ

2. config.yaml , config.yml (デフォルトファイル)

3. カレントディレクトリ内のすべての .yaml , .yml ファイル

設定ファイル例

ディレクトリ tree 例

❯ tree
.
├── configs
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│   ├── project-1.yml
│   └── project-2.yml
├── dbxc-agent
├── dbxc-ctl
├── dbxc.log
├── dbxc.pid

❯ ls -al
total 68456
drwxr-xr-x 8 kyw  staff 256 7 18 20:23 .
drwxr-xr-x 9 kyw  staff 288 7 18 20:10 ..
drwxr-xr-x 4 kyw  staff 128 7 18 20:23 configs
-rwxr-xr-x 1 kyw  staff 20174450 7 18 20:09 dbxc-agent
-rwxr-xr-x 1 kyw  staff 8565570 7 18 20:09 dbxc-ctl
-rw------- 1 kyw  staff 5574908 7 18 20:30 dbxc.log
-rw-r--r-- 1 kyw  staff 5 7 18 20:23 dbxc.pid

yml 例

input:
csp: "aws" # クラウドサービスのプロバイダーを入力します。
namespace: "rds"
region: "ap-northeast-1" # インスタンスが位置するリージョンを設定します。
instances: # 指定したインスタンスは常に収集されます。クラスター内のインスタンスをここに指定すると、オートスケールに関

係なく収集されます。
- name: "mysql-rds" # インスタンス名

slow_query: true # スロークエリページを利用する場合は true に設定してください。
clusters:

autoscale:
enabled: false # オートスケールが有効な場合、スケーリングされたインスタンスを収集対象に追加または削除します。
interval: 60 # 指定したクラスターのオートスケール確認間隔です。（単位: 秒）

names:
- "database-cluster-name"

metrics: # 収集するメトリクスを入力します。
- "CPUUtilization"
- "FreeStorageSpace"
- "FreeableMemory"
- "ReadLatency"
- "WriteLatency"
- "ReadIOPS"
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- "WriteIOPS"
- "NetworkReceiveThroughput"
- "NetworkTransmitThroughput"
- "FreeLocalStorage"

logs:
enabled: false # ログ収集の有無を設定します。true/falseで設定できます。
groups: # 収集するAWSロググループを入力します。

- "/aws/rds/cluster/database-cluster-name/error"
- "/aws/lambda/MyLambda"

output: # 収集したメトリクスを送信する WhaTap 情報を入力します。
license: "abcdefg-higjgkgjk-zxcvnbnbmc"
host: "127.0.0.1"

エージェント実行および制御コマンド

CLIはエージェントの開始から状態確認、ログ参照まで様々なコマンドを提供します。

開始/終了

# エージェント開始
dbxc-ctl start -c project.yaml # 特定の設定ファイル
dbxc-ctl start --config configs # 複数プロジェクト（ディレクトリ）
dbxc-ctl start # デフォルト設定ファイルを自動探索

# エージェント停止
dbxc-ctl stop

# エージェント再起動
dbxc-ctl restart -c project.yaml

状態確認

# 簡単な状態確認
dbxc-ctl status
dbxc-ctl describe
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ログ参照

# リアルタイムログ参照
dbxc-ctl logs -f

# 特定プロジェクトのログのみ参照
dbxc-ctl logs -c project.yaml

# ログレベルでフィルタリング
dbxc-ctl logs --level error

# 直近100件のログ参照
dbxc-ctl logs --tail 100

エージェント起動失敗時

# ログ確認
dbxc-ctl logs --level error

エージェント状態確認

# 全体状態確認
dbxc-ctl describe

# 特定エージェントのログ確認
dbxc-ctl logs -c specific-config.yaml -f

一般的なトラブルシューティング

• ポート競合: デフォルトポート53200が使用中か確認

• 設定ファイルエラー: YAML文法を確認

• 権限問題: ファイル読み取り権限を確認

• PIDファイルロック: 強制終了後にPIDファイルを削除
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詳細技術情報

DBXCの詳細なコマンド構成および内部システム動作情報です。

コマンド構造

dbxc-ctlは以下のコマンドをサポートします。

• start: DBXCエージェント開始

• stop: DBXCエージェント停止

• restart: DBXCエージェント再起動

• logs: ログ参照

• status またはdescribe: エージェント状態確認

• version: バージョン情報確認

• help: ヘルプ表示

HTTP API エンドポイント

エージェントはHTTPエンドポイントを提供します。

• http://localhost:53200/health : ヘルスチェック

• http://localhost:53200/status : 状態情報

• http://localhost:53200/logs : ログ参照

ログシステム

• ファイル名: dbxc.log

• 最大サイズ: 1ファイルあたり10MB

• 最大バックアップファイル数: 7個 (dbxc.log.1, dbxc.log.2, ... dbxc.log.7)

• 保管期間: 14日

• 圧縮: 古いログファイルを自動圧縮（.gz形式）
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• タイムゾーン: ローカル時間

ログファイルが10MBに達すると自動的にローテーションされ、最大7個のバックアップファイルが保持されます。 14
日以上経過したログは自動的に削除され、ディスク容量節約のため古いログは圧縮されます。
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ログ収集設定
データベースクラウドエージェントは、AWS CloudWatch Logs API を使用して RDS および Aurora インスタンスを含
む様々なログを定期的に収集できます。
本ドキュメントでは、API がコストにどのような影響を与えるかを理解し、それに合わせて適切な収集設定を行う方法
を説明します。

CloudWatch Logs API の利用とコストへの影響

DBXC Agent は CloudWatch Logs の FilterLogEvents API を利用して、すでに保存されたログを取得します。
このとき発生するコストは、大きく分けて2つの要素によって決まります。

1つ目は 取得データ量 です。API を呼び出すと、指定した時間範囲と制限値（ regular_fetch_limit ）に基づいて
CloudWatch Logs からログを読み込みます。読み込むデータ量が多いほど、AWS 内部処理およびデータ転送に伴うコ
ストが増加します。

2つ目は API 呼び出し回数 です。interval が短かったり収集対象のロググループが多い場合、定期的に多数の API 呼び
出しが発生します。呼び出し回数自体にも課金が適用されるため、短い間隔で頻繁に呼び出すと、データ量が少なくて
も呼び出しコストが累積される可能性があります。

結果として、FilterLogEvents を用いたログ収集では 取得データ量 がコストにより大きな影響を与えますが、短い間隔
と多くの対象グループ を組み合わせて利用すると API 呼び出しコストも無視できなくなります。
そのため、効率的な運用のためには regular_fetch_limit で不要に大量のログを一度に取得しないようにし、環境に
合わせて interval を調整して呼び出し回数を管理することが重要です。

公式参考ドキュメント

• AWS API Reference: FilterLogEvents

• AWS Pricing: CloudWatch Logs 料金

ログ収集の動作方式

DBXC Agent は FilterLogEvents API を定期的に呼び出し、指定されたロググループから新しいログを取得します。
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各呼び出し時点では、最後の収集時刻から現在時刻までのログのみを取得し、各ロググループごとに収集状態を個別に
管理します。

最後の収集時刻はローカル状態ファイルに保存されるため、エージェントを再起動しても前回の位置から継続して収集
できます。

運用環境別推奨設定

すべての設定では logs.groups 項目に実際に収集するロググループ一覧を指定する必要があり、ログ収集には
logs:FilterLogEvents と logs:DescribeLogGroups の権限が必要です。

一般プロダクション環境（デフォルト）

logs:
groups:

- "/aws/rds/instance/prod-mysql/error"
- "/aws/rds/instance/prod-mysql/general"

interval: 60
regular_fetch_limit: 1000

これはエージェントの既定値であり、設定ファイルに明示しなくても同じように適用されます。 この構成はサービス
開始時に不要に大量のログを一度に取得する状況を防ぎ、その後は各サイクルで最大1,000件のログを安定的に収集し
ます。 リアルタイム性、安定性、コスト効率のバランスが良く、ほとんどの運用環境に適しています。

リアルタイム重視環境

logs:
groups:

- "/aws/rds/cluster/prod-aurora/audit"
- "/aws/rds/cluster/prod-aurora/error"

interval: 30
regular_fetch_limit: 200

30秒ごとにログを収集して遅延を最小化し、一度に取得する量を減らすことでメモリ使用量を抑えます。 ただし呼び
出し回数が増えるため API 呼び出しコストが上昇する可能性があり、リアルタイム性が重要なサービスにのみ適用する
のが望ましいです。
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コスト最適化環境

logs:
groups:

- "/aws/rds/instance/mysql/error"
interval: 300
regular_fetch_limit: 500

5分ごとにログを収集することで API 呼び出し回数を大幅に削減し、コストを節約できます。 ただし最大5分のログ反
映遅延が発生するため、リアルタイムモニタリングが必須の環境には適していません。

設定チューニング方法

API コストが予想以上に高い場合は interval を延ばすか regular_fetch_limit の値を下げ、ログ欠落の懸念がある場合
は interval を短くします。 メモリ使用量が高い場合は regular_fetch_limit の値を減らすか、収集対象のロググルー
プ数を減らすと良いでしょう。

IAM 権限設定

{
"Effect": "Allow",
"Action": [

"logs:FilterLogEvents",
"logs:DescribeLogGroups"

],
"Resource": "arn:aws:logs:*:*:log-group:/aws/rds/*"

}
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サーバーレスエージェント設定
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 管理 > サーバーレスエージェント設定

サーバーレスエージェントは、専用サーバーやプログラムのインストールを必要とせず、サーバーレス実行
環境（Lambda、Functions など）を利用してクラウドメトリクスのみを収集するための軽量な収集ツールで
す。
AWS CloudFormation や Azure Resource Manager Template を通じて簡単にデプロイでき、管理負担なく迅
速に設定できます。

このエージェントは クラウドエージェント設定 と同じ機能を提供しますが、単一インスタンス環境でメトリ
クスのみを簡単に収集したい場合に適しています。
ただし、ログ収集はサポートしていません。複数インスタンスを運用する場合や CloudWatch Logs などのロ
グ収集が必要な場合は、クラウドエージェント設定の使用を推奨します。

クラウドサービスが提供するモニタリングメトリクスを、データベースプロジェクトのダッシュボードで追加で収集
し、モニタリングできるように設定する機能を提供します。 サーバーレスエージェント設定メニューを通じて、ユー
ザーはクラウドデータベースサーバーのリソース状況をリアルタイムでモニタリングして、運用効率を最大化できま
す。

クラウド設定により、CloudWatch指標とスロークエリーデータを収集できます。 スロークエリー収集はMySQL、
PostgreSQLに限って対応します。

• 設定過程が直観的かつ簡単なので、非開発者でも素早く設定できます。

• 設定を完了した後、視覚的なフィードバックを通じて設定エラーをすぐに確認して修正できます。

• CSPコンソールで直接役割を生成して設定するため、セキュリティグループやポリシーを細かく管理できます。

設定後の使用量によって、WhaTap料金とは別にクラウドで追加費用が発生する場合があります。 インスト
ール前に、使用中のクラウドサービスの価格ポリシーを確認します。
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AWS CloudWatch設定

AWSクラウド環境で実行中のデータベースの状態とリソース使用状況をモニタリングできます。

メトリクスを追加するサービスを選択する

最初のセクションでAWS CloudWatchを選択します。 AWS CloudFormationテンプレートをインストールして
Amazon CloudWatchメトリクスを収集します。

パラメータを入力する

AWS Cloud Formation設定を進める前に、必須項目を入力します。

• DB Identifier: モニタリングするAWSデータベースインスタンスの識別子を入力します。

Amazon RDSサービスで生成したDatabaseインスタンスのDB identifier値を入力します。
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• Instance: AWSクラウド環境で実行中のデータベースから収集したメトリクスをモニタリングするインスタンス(エ
ージェント)を選択します。

• Interval: メトリクス収集間隔を選択します。 (60秒/300秒)

• Region：モニタリングしたいAWSデータベースに適用されたリージョンを選択します。 別のリージョンを入力する
と、指標の照会ができません。

入力フィールドに文字列を入力すると、一致する結果をすばやく確認して選択できます。

AWS CloudFormationを設定する

WhaTapで提供するAWS CloudFormationテンプレートをインストールします。 このテンプレートを使用して、
CloudWatchメトリクスをWhaTapで収集できます。 AWS CloudFormation 設定ボタンを選択すると、インストール
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を開始し、設定プロセスを実行できます。

1. AWS CloudFormation 設定ボタンを選択すると、AWS CloudFormation設定画面に移動します。

2. Stack nameとParametersセクションで自動的に満たされた項目の値を確認します。

3. 画面の一番下に位置したCreate stackボタンを選択します。

• AWS CloudFormationについての詳細は次のリンクを参照してください。

• Amazon RDSに対するAmazon CloudWatchメトリクス情報は、次のリンクを参照してください。

必要権限を設定する

CloudFormationスタック(stack)を生成するには、次のAWS権限を設定する必要があります。

AWS権限の案内(JSON)

{
"Version": "2012-10-17",
"Statement": [

{
"Effect": "Allow",
"Action": [

"cloudformation:CreateStack",
"cloudformation:UpdateStack",
"cloudformation:DeleteStack",
"cloudformation:DescribeStacks",
"cloudformation:DescribeStackResources",
"cloudformation:GetTemplateSummary",
"cloudformation:DescribeStackEvents",
"cloudformation:ListStacks",
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"cloudformation:ListStackResources"
],
"Resource": "*"

},
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"lambda:CreateFunction",
"lambda:UpdateFunctionCode",
"lambda:UpdateFunctionConfiguration",
"lambda:InvokeFunction",
"lambda:DeleteFunction",
"lambda:GetFunction",
"lambda:GetFunctionConfiguration",
"lambda:ListFunctions"

],
"Resource": "*"

},
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"logs:CreateLogGroup",
"logs:CreateLogStream",
"logs:PutLogEvents",
"logs:DescribeLogGroups",
"logs:DescribeLogStreams",
"logs:GetLogEvents",
"logs:FilterLogEvents"

],
"Resource": "*"

}
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"events:PutRule",
"events:PutTargets",
"events:RemoveTargets",
"events:DeleteRule",
"events:DescribeRule",
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"events:EnableRule",
"events:DisableRule"

],
"Resource": "*"

},
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"iam:CreateRole",
"iam:AttachRolePolicy",
"iam:PutRolePolicy",
"iam:GetRole",
"iam:DeleteRole",
"iam:PassRole",
"iam:ListRoles"

],
"Resource": "*"

},
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"cloudwatch:GetMetricData"
],
"Resource": "*"

},
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"s3:GetObject"
],
"Resource": "arn:aws:s3:::repo.whatap.io/agent/db/WhaTapRDSMonitoring.zip"

},
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"scheduler:GetSchedule",
"scheduler:ListSchedules",
"scheduler:CreateSchedule"

],
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"Resource": "*"
}

]
}

1. AWS権限案内のJSON内容をコピーします。

2. IAMでCloudFormationスタック(stack)を生成するUserを選択します。

3. Create inline policyを選択します。

4. JSON選択後、コピーした権限を貼り付けてpolicyを登録します。
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収集メトリクスを確認する

クラウドデーターベース接続を完了すると、画面に追加されたクラウドサービスセクションが生成されます。 クラウ
ドデータベースに接続されたインスタンス(エージェント) および収集されるメトリクスの一覧を確認できます。

AWS CloudWatchから収集したメトリクスはCloudWatchカテゴリに含まれます。
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次のメニューパスで確認できます。

• ダッシュボード > インスタンスモニタリング: ウィジェットの ボタンを選択してメトリクスを選択できます。

• ダッシュボード > マルチインスタンス: ユーザー定義ウィジェットを追加してメトリクスを選択できます。

• インスタンスモニタリングメニューでウィジェットのメトリクスを変更する方法は、次の文書を参照して
ください。

• マルチインスタンスメニューでユーザー定義ウィジェットを追加する方法は、次の文書を参照してくださ
い。

• 分析 > メトリクス照会メニューでカテゴリ項目をdb_aws_rdsに選択します。 関連したタグとフィールド
情報を確認できます。

Azure Monitor設定

Azureクラウド環境で実行中のデータベースの状態と資源使用状況をモニタリングできます。
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メトリクスを追加するサービスを選択する

最初のセクションでAzure Monitorを選択します。 Azure Resource Managerテンプレートをインストールして、
Azure Monitorが提供するメトリクスを収集します。

パラメータを入力する

Azure Resource Manager設定を進める前に、必須項目を入力します。

• Instance: Azureクラウド環境で実行中のデータベースから収集したメトリクスをモニタリングするインスタンス(エ
ージェント)を選択します。

• Resource ID: モニタリング対象データベースのリソースIDを入力します。 この情報は、モニタリング対象データベ
ースのコンソールで確認できます。 次の画像を参照してください。
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パラメータを入力した後、JSONの生成ボタンを選択します。 Azure Resource Manager設定に必要なJSONを生成し
ます。 生成されたJSONコンテンツをコピーします。

Azure Resource Managerを設定する

WhaTapで提供するAzure Resource Managerテンプレートをインストールします。 このテンプレートを通じて、
Azure MonitorメトリクスをWhaTapサーバーに収集するFunction Appをインストールできます。 Azure Resource
Manager 設定ボタンを選択すると、インストールを開始し、設定プロセスを実行できます。

1. Azure Resource Manager 設定ボタンを選択すると、Microsoft Azureのテンプレート生成画面に移動しま
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す。

2. Edit Parametersを選択します。

3. 先のJSONの生成ボタンで生成したJSON形式のパラメータを貼り付けます。
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4. 画面下段のSaveボタンを選択すると、パラメータが自動的に入力されます。

5. Resource groupを選択します。 Resource groupは、モニタリング対象データベースを持つグループを選択
する必要があります。

Azure

6. Review + Createボタンを選択します。

7. 次の画面でCreateボタンを選択します。

配布が行われ、すべてのプロセスが完了します。

• Azure Resource Managerについての詳細は、次のリンクを参照してください。

• Azure Monitorでサポートされるメトリクス情報は、次のリンクを参照してください。
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必要権限を設定する

権限案内

WhaTapのFunction Appがモニタリング機能を正しく活用するには、当該リソースグループ(Rescource group)やサブ
スクリプション(Subscription)にMonitoring Reader役割を割り当てる必要があります。 しかし、この役割を割り当て
る行為自体は、権限が必要な作業です。 つまり、Microsoft.Authorization/roleAssignments/write権限が必要であ
り、この権限は一般的なユーザーロールには含まれません。

従って、Monitoring Reader役割を割り当てるためには、これらの高度な権限を含むRole Based Access Control
AdministratorまたはUser Access Administrator役割が必要です。

• 該当リソースグループ(Rescource group)やサブスクリプション(Subscription)にMonitoring Reader役割
がすでに割り当てられている場合は、このコースは省略しても構いません。

• Azure役割の割り当てについての詳細は、次のリンクを参照してください。

権限を割り当てる

最小限の範囲のためにサブスクリプション(Subscription)より下位階層のリソースグループ(Rescource group)を基準に
ご案内します。

1. リソースを含むグループダッシュボードでAccess control (IAM) > Add > Add role assignment順番に選択し
ます。
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2. Add role assignment画面でPrivileged administrator rolesタブを選択します。
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3. Role base Access Controle Administator またはUser Access Administrator項目を選択します。

4. 画面下段のNextボタンを選択します。

5. Assign access to項目でUser, group, or service principalを選択し、Select Membersを選択し、ユーザー
(User)を追加します。
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6. 画面下段のNextボタンを選択します。

7. Recommended項目を選択してReview + assignボタンをクリックします。
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fewer privileges項目を選択するには、Monitoring Reader役割のみ許可しします。

収集メトリクスを確認する

クラウドデーターベース接続を完了すると、画面に追加されたクラウドサービスセクションが生成されます。 クラウ
ドデータベースに接続されたインスタンス(エージェント) および収集されるメトリクスの一覧を確認できます。

Azure Monitorから収集したメトリクスはAzureカテゴリに含まれます。
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次のメニューパスで確認できます。

• ダッシュボード > インスタンスモニタリング: ウィジェットの ボタンを選択してメトリクスを選択できます。

• ダッシュボード > マルチインスタンス: ユーザー定義ウィジェットを追加してメトリクスを選択できます。

• インスタンスモニタリングメニューでウィジェットのメトリクスを変更する方法は、次の文書を参照して
ください。

• マルチインスタンスメニューでユーザー定義ウィジェットを追加する方法は、次の文書を参照してくださ
い。

• 分析 > メトリクス照会メニューでカテゴリ項目をdb_azure_databaseに選択します。 関連したタグとフ
ィールド情報を確認できます。
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サーバーレスログ収集設定

AWS RDS Logに適用する

AWS RDS Logモニタリングのための構成

AWSではRDSのモニタリング向けに様々な情報を提供しますが、これらの情報を確認するにはAWSコンソールから直
接アクセスする必要があります。 しかし、WhaTapのAWS RDS Logはデータベースモニタリングのログメニューから
RDSのログとイベントを提供します。

WhaTapのAWS RDS LogはAWS CloudFormationを通じてインストールできます。 AWS CloudFormationについての
詳細は次のリンクを参照してください。

権限確認

AWS CloudFormationを通じてWhaTapのAWS RDS Logをインストールするには、まず必要なIAM権限を確認してくだ
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さい。

{
"Version": "2012-10-17",
"Statement": [

{
"Effect": "Allow",
"Action": [

"cloudformation:CreateStack",
"cloudformation:UpdateStack",
"cloudformation:DeleteStack",
"cloudformation:DescribeStacks",
"cloudformation:DescribeStackEvents",
"cloudformation:DescribeStackResource"

],
"Resource": "*"

},
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"s3:CreateBucket",
"s3:PutBucketVersioning",
"s3:PutBucketPublicAccessBlock"

],
"Resource": "*"

},
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"lambda:CreateFunction",
"lambda:UpdateFunctionCode",
"lambda:UpdateFunctionConfiguration",
"lambda:DeleteFunction",
"lambda:AddPermission"

],
"Resource": "*"

},
{

"Effect": "Allow",
"Action": [

"iam:CreateRole",
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"iam:GetRole",
"iam:AttachRolePolicy"

],
"Resource": "*"

}
]

}

インストールと設定

1. WhaTapが提供するAWSCloudFormationテンプレートを通じてインストールできます。 次のリンクへ移動
してから、パラメータセクションで以下の項目を入力します。

AWS CloudFormation Install

• Host: WhaTap収集サーバーアドレス。WhaTapプロジェクトの管理 > エージェントインストールメニュ
ーで確認できます。 例) 13.124.11.223/13.209.172.35

• MemorySize: WhaTapRDSLogのメモリサイズ。128MB ~ 10,240MB間の値を入力します。

• Pcode: WhaTapプロジェクトのプロジェクトコード。管理 > プロジェクト管理メニューでプロジェクト
コード項目を確認してください。

• ProjectAccessKey: WhaTapプロジェクトのアクセスキー。管理 > プロジェクト管理メニューでプロジェ
クトアクセスキー項目を確認してください。

• TimeOut: インストールされるWhaTapRDSLogが実行時に最大に維持できる時間です。

• UseReservedConcurrency: WhaTap RDSの予約された同時性の使用有無です。

• ReservedConcurrency: WhaTap RDSが予約された同時性を使用したときに、同時に実行できる最大イ
ンスタンスの数です。

2. ログモニタリングの詳細設定のために、次のリンクへ移動してください。

AWS CloudFormation Setting

3. パラメータセクションで以下の項目を順番に入力します。

• AwsRdsNames: イベントを受信したいRDS Cluster、Instanceの名前一覧

◦ 例) database-1、seoul-pro-db-01、seoul-pro-db-01-writer …
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◦ EventRuleを生成しないためには、 none を入力します。

• RdsLogGroupName(1~9): ログを受信したいRDS CloudWatchLogGroup Name

◦ 例) /aws/rds/seoul-pro-db-01

◦ サブスクリプションフィルターを生成しない場合は、 none を入力します。

CloudWatchLogGroupは一度に最大9つまで接続できます。

• WhaTapRDSLogArn: 前の段階で生成されたWhaTapRDSLogArn

生成リソースを確認する

AWS CloudFormationからインストールされているリソースを確認します。
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• S3

◦ Bucket：WhaTapAWS RDS Logの実行ファイルを保存するAWS S3 Bucket (CopyZips)

• Lambda

◦ Function

▪ CopyZipsFunction:WhaTap AWS S3 Bucketからユーザーの環境に実行ファイルを移すAWS Lambda
Function

▪ WhaTapRDSLog：AWS RDSのモニタリングのためのAWS Lambda Function

◦ Permission

▪ CWPermission: RDS CloudWatchLogGroupにLogが生成される時、WhaTapRDSLogを実行できるようにす
るPermission
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▪ EventBridgePermission: RDS Eventが発生した場合、EventBridgeでWhaTapRDSLogを実行できるようにす
るPermission

◦ Role

▪ CopyZipsFuntionがWhaTapのS3からファイルをインポートし、CopyZipsに入れるために必要なRole

▪ WhaTapRDSLogがCloudWatchLogGroupにLogを残すために必要なRole

フィルターとルールを確認する

• WS CloudWatchLogGroup

SubscriptionFilter(1~9): RDSの CloudWatch LogGroupに Logが入ってくるとWhatapRDSLogを実行させるフィル
ター
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• AWS EventBridge

Rule: AWSイベントで、RDSと関連したイベントが発生するとWhatapRDSLogを実行させるルール
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管理

エージェントのアップデート

最新バージョンにアップデートする

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 管理 > エージェントアップデート

エージェントをアップデートすると、最新バージョンのエージェントファイルをエージェントインストール パス
(agent path)に自動的にダウンロードして再起動します。エージェントのアップデートには約1分かかり、アップデー
ト過程でダウンロードとアップデートの成功メッセージが画面上に順番に表示されます。アップデートを完了すると、
そのエージェントのバージョンが自動的に最新バージョンに変更されます。

• アップデートできるエージェントは、アップデートボタンが活性化されます。

• エージェントを個別にアップデートするには、各エージェント項目の右側にあるアップデートボタンを選択しま
す。

• すべてのエージェントを一度に更新するには、すべてのエージェントを最新バージョンに更新ボタンを選択しま
す。

エージェントのアップデート中に別のメニューに移動する場合は、進行状況を確認することはできず、1つの
エージェントをアップデートしながら別のエージェントを同時にアップデートすることはできません。
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Windows環境にインストールされたエージェントは、自動更新機能をサポートしていません。手動で最新の
エージェントに再インストールするか、最新の whatap.agent.dbx-*.jar ファイルを既存のエージェントパス
に入れて、サービスを再登録します。

# 1. Delete Windows service
install_WindowsService.bat delete WhatapDBXAgent # existing service name

# 2. Create Windows service
install_WindowsService.bat create WhatapDBXAgent # existing service name

アップデートに失敗した場合

エージェントが再起動しない場合

アップデート中にダウンロード成功メッセージが表示されても、エージェントのバージョンが最新に自動的にアップデ
ートされない場合は、手動でエージェントを再起動する必要があります。エージェントのインストールパス(agent
path)でstop.sh、startd.shバッチファイルを順番に実行します。

エージェント手動ダウンロード

ダウンロードができない環境の場合は、次の手順でエージェントのインストールを進めてください。

1. 管理 > エージェントインストールメニューに移動します。

2. インストールの案内セクションの2番項目でDownloadボタンを選択し、最新バージョンのエージェントをダ
ウンロードします。

3. ダウンロードしたファイルを解凍します。

4. whatap.agent.dbx-X.Y.Z.jar ファイルだけをエージェントインストールパス(agent path)にアップロードしま
す。

5. stop.sh、startd.shバッチファイルを順番に実行して、エージェントを再起動します。

前のバージョンに戻す

1. 画面右上の旧バージョンボタンを選択します。
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2. ダウンロード可能なエージェントの一覧が表示されます。

3. 希望するバージョンを選択します。

4. 選択したバージョンに戻すエージェント項目で ダウンロードボタンを選択します。

5. 選択したエージェントのインストールパスでエージェントファイルをダウンロードします。

6. エージェントのインストールパスで上位バージョンの whatap.agent.dbx-X.Y.Z.jar ファイルを削除します。

7. stop.sh、startd.shバッチファイルを順番に実行して、エージェントを再起動します。

バッチファイルがエージェントのインストールパスで最も高いバージョンのエージェントファイルを実行す
るように設定されているため、上位バージョンのJARファイルを削除しないと、以前のバージョンのエージ
ェントを実行できません。

エージェント削除

エージェントがインストールされたサーバーから削除する

• Linux• Windows

サーバー上で起動されるJavaプロセスから、 whatap.agent.dbx 文字列を含むプロセスを終了します。エージェント
をインストールしたパスからstop.shを実行します。その後、エージェントファイルとエージェントに登録したUser権
限を削除します。

サーバー上で起動するJavaプロセスからエージェントファイル名のjarファイルで起動中のプロセスを見つけて停止し
ます。もし、batファイルをForegroundで実行中の場合は、そのbat実行スクリプトを終了します。その後、エージェ
ントファイルとエージェントに登録したUser権限を削除します。

サービス画面から削除する

WhaTapモニタリングサービスからエージェントを削除するには、エージェントリストメニューに移動します。エージ
ェントを削除する前に、エージェントをインストールしたサーバーでエージェントプロセスを終了する必要がありま
す。

1. プロジェクトリストからエージェントを削除するプロジェクトを選択します。
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2. 左側のメニューから管理 > エージェントリストを選択します。

3. エージェントリストで削除するエージェントで右側の ボタンをクリックします。

• 非活性化状態のエージェントのみ削除できます。

• エージェントのバージョンによっては、削除機能をサポートしていない場合があります。最新バージョン
のエージェントに更新します。
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ダッシュボード
WhaTapエージェントのインストールが完了しましたら、WhaTapモニタリングサービスにログインしてください。初
期画面はプロジェクトリストです。プロジェクトリストで作成したプロジェクトを確認できます。プロジェクトリスト
で作成したプロジェクトを選択すると、インスタンスリストが表示されます。

WhaTapデータベースモニタリングサービスでダッシュボードは、プロジェクトの全体のステータスを一目で確認でき
る機能です。モニタリングされているリソース全体の使用量を確認でき、リアルタイムダッシュボードでモニタリング
対象のリソースをフィルタリングできます。

• 主なパフォーマンス指標とステータスを表示するように構成されています。パフォーマンス指標は5秒間隔で更新
されます。

• 現在使用中のアクティブセッション(Queryを含む)、ロック情報および、プロセス情報を確認することができます。
Public CloudとPrivate Cloudの両方に対応するために、クエリベースのモニタリングを使用して構成しました。

• 1つのインスタンスで複数のDBをフィルタリングできます。

• 収集したデータに基づいて、特定の1日あたりの全体的なトレンドを分析できる機能を提供します。特定の時間に
進行中だったセッションを特定し、低速なQueryを分析することができます。

インスタンスリスト

エージェントをインストールしたデータベースサーバーの一覧を確認できます。主なパフォーマンス指標と状態
(Status)を表示できるように構成されています。 パフォーマンス指標は5秒間隔で更新され、一覧のカラムは設定を使
用して目的のカラムに配置できます。詳細については、次の文書を参照してください。

インスタンスモニタリング

• データベースサーバーの主要メトリクスとアクティブセッションに関する詳細情報をリアルタイムでモニタリング
し、問題になる可能性のあるアラートを確認できます。関心のある重要メトリクスを選択して、全体的なシステム
状況をモニタリングできます。

• リアルタイムモニタリングは、5秒間隔でパフォーマンス指標をモニタリングします。実行中のアクティブセッショ
ン、ロックツリー、プロセス情報を確認できます。

詳細については、次の文書を参照してください。
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インスタンスモニタリング

インスタンスモニタリングメニューでは、1つのインスタンスだけをモニタリングすることに対して、マルチインスタ
ンスは、複数のインスタンスのメトリクスを1つの画面で確認して比較できます。 いくつかの重要なインスタンス指標
をグルーピングした数値で、インスタンスの状況を確認できます。 グラフチャートを使用すると、インスタンスの指
標値の推移とどのインスタンスの指標値が高いかを簡単に確認できます。 最も長く続いているアクティブセッション情
報を提供します。 詳細については、次の文書を参照してください。

スロークエリ

SQL別の応答時間分布を提供します。応答分布の遅延SQLの状態を直観的に確認し、対象を特定してトラブルの原因を
特定することができます。詳細については、次の文書を参照してください。

ダッシュボード

132



インスタンスリスト
ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > インスタンスリスト

エージェントをインストールしたデータベースサーバーの一覧を表示し、各インスタンスの主要なパフォーマンス指標
と状態が把握できます。パフォーマンス指標は、5秒間隔で更新されるし、カラム選択ボタンで表示する指標を選択で
きます。

基本画面ガイド

• 領域は、プロジェクトに設定されているインスタンスの状態を表示します。合計にはテーブルに表示中のインス
タンスの数、危険、警告、正常にはステータスカラムの各ステータスの数が表示されます。

◦ 正常：定常状態のエージェントの数です。

◦ 警告: アラート通知 > 通知設定メニューで設定したイベントのしきい値が警告レベルを超えたエージェントの数
です。

◦ 危険: アラート通知 > 通知設定メニューで設定したイベントのしきい値が危険レベルを超えたエージェントの数
です。

アラート通知メニューの詳細については、次の文書を参照してください。

• ステータスカラムで正常ではない状態のアイコンをクリックするとイベント画面が表示されます。そのインスタン
スで発生したイベントの履歴を確認できます。

• 各インスタンスを選択すると、インスタンスモニタリングメニューが表示されます。選択したインスタンスの詳細
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をリアルタイムでモニタリングできます。

インスタンスモニタリングメニューの詳細については、次の文書を参考にしてください。

• 主要なパフォーマンス指標をグラフチャート形式で提供します。最も高い数値をチャートに表示します。チャート
にカーソルを合わせると、その場所の数値が表示されます。パフォーマンス指標の詳細については、次の文書を参
照してください。

• インスタンスリストでサーバー名カラムに表示された M 、 S 、 C は、それぞれMaster、Slave、Clusterを意味し
ます。Replicationで構成したDBの場合に表示します。

Replicationインスタンスが異常な状態の場合 アイコンが表示されます。

• 画面右上の ボタンをクリックすると、リアルタイムの通知が確認できます。通知設定の詳細については、次の文
書を参照してください。

画面上部にある固定領域の詳細については、次の文書を参照してください。

インスタンスリストのサーバー名を変更するには、エージェント設定(whatap.conf)で object_name オプシ
ョンを利用します。 詳細については、次の文書を参照してください。

インスタンス性能指標の比較

2つ以上のインスタンスを選択して、性能指標を比較できます。性能指標を比較するインスタンスを一覧から選択する
と、画面右上のマルチビューボタンが活性化されます。マルチビューボタンを選択すると、 マルチインスタンスメニ
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ューに移動します。主要な性能指標のデータを比較したグラフチャートとアクティブセッション、ロックツリーに関す
る詳細情報を確認できます。

マルチインスタンスメニューの詳細については、次の文書を参考にしてください。

カラム表示または非表示

インスタンスリストのパフォーマンス指標カラムを表示または非表示できます。画面右上のカラム選択ボタンをクリッ
クします。目的の項目を選択、または解除します。カラムを表示または非表示できます。

インスタンスリスト
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インスタンスマップ
ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > インスタンスマップ

インスタンスマップは、データベースサーバーをモニタリングしているインスタンスの状態を視覚化し、難しく感じら
れることの多いデータベースモニタリングを簡単に行えるよう支援する機能です。

データベースサーバーの主要指標にしきい値（スレッショルド）を設定することで、データベースの状態を一目で把握
でき、実行中のアクティブセッションもリアルタイムで確認できます。 また、インスタンスモニタリング画面やマルチ
インスタンスモニタリング画面へ遷移して、障害が発生したデータベースの分析を迅速に行えるよう連携されていま
す。
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CPU使用率、メモリ使用量など、データベースサーバーのプロセス使用状況は XOSエージェントの実行によ
りデータ収集が可能です。

基本画面

インスタンスマップは主に ユーザー設定エリア とインスタンスの マップチャートエリア で構成されています。

ユーザー設定

インスタンスマップ画面上部のユーザー設定エリアでは、グループ化、しきい値設定、ラベル、フィルター、プリセッ
ト、 追加設定が可能です。

グループ化

インスタンスをさまざまな基準でグループ化したり、ユーザーのニーズに応じてカスタム基準でまとめてモニタリング
できます。 グループ化機能は最大2階層までサポートされています。 2階層目のグループをクリックすると、そのグル

インスタンスマップ

137



ープに属するインスタンスのデータをまとめて確認できる詳細画面が表示されます。

しきい値の設定

データベースモニタリングの主要指標に対してしきい値を設定することで、インスタンスの状態を色で表現することが
できます。 複数の指標を設定でき、各指標ごとに警告（Warning）および重大（Critical）の範囲を指定できます。 正
常(Normal) 区間は青色で表示します。 設定された範囲に応じて、該当状態の色が適用されます。

1. 画面上の しきい値設定 オプションをクリックしてください。

2. 任意の指標を選択し、Warning と Critical の範囲を設定してください。

3. メトリクスを追加する場合は、下段の + 指標追加 をクリックしてください。

4. 各指標のしきい値設定が完了したら、保存 ボタンをクリックしてください。

インスタンス状態の表示優先順位

状態表示の優先順位はCritical区間が一番高いです。 複数の指標のうち、いずれか1つでも Critical の範囲に該当する場
合、そのインスタンスは赤色で表示されます。 以下の例では、2つのインスタンスがともに Critical として表示されま
す。

ラベル

インスタンスアイコンの内部にはテキストラベルが表示されます。 ラベルの種類は、データベース情報および主要指標
で構成されています。

フィルター

フィルターを指定することで、特定のインスタンスに集中してモニタリングを行うことができます。

• フィルターキー: データベースおよびインスタンス情報がフィルターキーとして提供されます。

◦ 収集カラム: インスタンス名、クラスタ/レプリケーション情報、エージェントバージョン、CPUコア数、データ
ベースの種類、インストール位置、バージョン、IP、Port

• 条件: フィルターの条件は、 ≥ 、 ≤ 、 > 、 < などの数字型条件と一致、 不一致、 包含、 不包含などの文字列
条件で設定できます。

インスタンスマップ
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プリセット

ユーザーは、設定したオプションをプリセットに保存し、必要な時読み込みできます。 プリセットはプロジェクト単
位で保存されます。 これにより、プロジェクトメンバーが同じ設定でインスタンスをモニタリングすることができま
す。 デフォルトプリセット(Default) が提供されており、デフォルトプリセットは削除できません。

基本プリセット

インスタンスマップのデフォルトプリセットでは、 active_sessions と lock_wait_sessions のしきい値が
以下のように設定されています。

• active_sessions

◦ Warning: 値が 20 以上

◦ Critical: 値が 30 以上

• lock_wait_sessions

◦ Warning: 値が 1 以上

◦ Critical: 値が 3 以上

追加設定

インスタンスマップ右上の アイコンをクリックして、追加設定が可能です。

• 第1グループなしを表示: 第1グループを設定した際、該当グループが存在しない'グループなし'を表示するかどうか
を設定します。

• グループ下部メトリクスエリアの表示：下部のメトリクス情報の要約を表示するかどうかを設定します

インスタンスマップチャート

インスタンスマップチャートは、3つのエリアで構成されています。

上部エリア

インスタンスの全体数、またはグループ化されている場合はグループごとの総数と、選択されたメトリクスの状態別の
件数を表示します。

インスタンスマップ
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インスタンスの可視化エリア

すべてのインスタンスの状態と件数を直感的に把握できるビジュアルダッシュボードを提供します。

下部エリア

主要なメトリクスのインスタンス平均値を表示します。 の グループ下部メトリクスエリアの表示 オプションを使っ
てオン/オフを切り替えることができます。

要約の表示と詳細分析

インスタンスマップで、確認したいインスタンスを選択してください。 右側に表示されるサマリービュー画面では、
該当インスタンスの概要情報を インスタンス概要、メトリクス、アクティブセッション、イベント、ログタブ で確認
できます。 サマリービュー画面で 詳細分析 ボタンをクリックすると、詳細分析画面を確認できます。

インスタンスマップ
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インスタンス概要

詳細分析ページの インスタンス概要 タブでは、選択したインスタンスがモニタリングしているデータベースの情報お
よび指標情報、発生したイベントを確認できます。 また、インスタンスモニタリングメニューへ移動することもでき、
非アクティブなインスタンスの場合は、非アクティブ化された時点のインスタンスモニタリング画面へ移動します。

• イベントエリア: ユーザーが設定したアラート基準に基づくイベント発生情報を提供します。 各イベントカードを
クリックすると、どのイベントが発生したかを確認できます。

• 指標エリア: 主要なデータベースメトリクスおよびリソース使用状況をリアルタイムで確認できます。 リソース使用
状況は XOS エージェントを設定することで確認可能です。

◦ データベース指標

インスタンスマップ
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▪ Active Sessions: 実行中のクエリセッション数

▪ Lock Wait Sessions: ロック待機中のセッション数

▪ Session Logical Reads: メモリから読み取ったデータブロック数（db block gets + consistent gets）

▪ Execute Count: 実行された SQL ステートメントの呼び出し回数

◦ リソース使用状況 (Resource Map (XOS))

▪ CPU Usage: CPU 使用率

▪ Disk Usage: ディスク使用量

▪ Memory Usage: メモリ使用量および使用率

▪ Network I/O: ネットワークの送受信量

• データベース情報エリア（Database Info）: データベースの詳細情報を確認できます。 インスタンスモニタリング
をクリックすると、選択したインスタンスのモニタリング画面へ移動できます。

インスタンス概要詳細ビュー

詳細ビュー画面の インスタンス概要 タブでは、複数のインスタンスを選択して、主要メトリクスおよびデータベース
情報をテーブル形式でモニタリングできます。 インスタンス概要 タブの右上にある 詳細ビュー ボタンをクリックする
か、2次グループを設定後、インスタンス視覚化エリアで2次グループ名をクリックすると、詳細ビュー画面に移動しま
す。
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• 詳細ビュー 画面では、視覚化エリア内のインスタンスアイコンをクリックするか、画面左下のインスタンスリスト
をクリックして、インスタンスを選択または選択解除できます。 すべて選択 または すべて解除 をクリックするこ
とで、全インスタンスの一括選択または解除が可能です。

• 複数のインスタンスを選択した場合、マルチインスタンスモニタリング > ボタンをクリックして、選択されたイン
スタンスを マルチインスタンスモニタリング 画面でモニタリングできます。

メトリクス

メトリクス タブでは、選択されたインスタンスのメトリクストレンドを確認できます。 時間セレクターを操作するこ
とで、リアルタイムまたは過去のメトリクスの変化を確認できます。

アクティブセッション

アクティブセッション タブでは、リアルタイムで実行中のセッションおよびクエリの内容を確認できます。

インスタンスマップ
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テーブルリスト内の文字色は、黒 → オレンジ → 赤 の順にセッションの実行速度が遅いことを示します。

イベント

イベント タブでは、直近1時間に発生したイベントを確認できます。 発生したイベント項目をクリックすると、イベン
トが発生した時点のインスタンスモニタリング画面に移動します。

ログ

ログ タブでは、発生したログの確認およびリアルタイムログの確認が可能です。 右側の 詳細ビュー ボタンをクリック
すると、より詳細なログを確認できます。

インスタンスマップ
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トポロジー
トポロジー画面は、データベースのレプリケーション・クラスター構造をグラフで可視化する機能です。マスターとレ
プリカ(スレーブ・スタンバイ)の接続関係、各ノードの健全性状態、レプリケーション遅延や切断の有無を1つの画面
で把握できます。

サポートプラットフォーム

トポロジー画面は、次のプラットフォームのレプリケーション構造をサポートします。

• MySQL(Replication)

• PostgreSQL(Replication)

トポロジーメニューは上記2つのプラットフォームで表示されます。その他のプラットフォームはサポート予
定です。

画面への進入

ホーム画面 > プロジェクトを選択した後、左メニューからトポロジーを選択します。

画面構成

トポロジー画面は、グラフ領域と補助パネルで構成されます。

• サマリーカード：全ノード数、クラスター数、問題のあるノード数など、レプリケーション構造の要約情報を表示
します。

• 凡例：ノード状態の色と役割、エッジ(接続線)の意味を案内します。

• 問題パネル：レプリケーション遅延や切断など、注意が必要な項目を一覧で表示します。項目を選択すると、該当
ノードに画面が移動します。パネルは折りたたみ・展開できます。

• ミニマップ：グラフ全体で現在表示している領域の位置を表示します。

• コントロール：画面の拡大・縮小(ズーム)と画面フィット機能を提供します。
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ノードとエッジの読み方

• ノード：データベースインスタンス1つを表します。ノードの色は健全性状態を、ノードに表示される役割表示はマ
スター・レプリカなどレプリケーション構造での役割を表します。

• エッジ(接続線)：マスターからレプリカへつながるレプリケーション関係を表します。レプリケーション遅延の程
度は線の色で、レプリケーションが切断された関係は点線で表示します。同期・非同期レプリケーションは矢印で
区別します。

• クラスター：同じレプリケーショングループに属するノードをボックスでまとめて表示します。ボックスにはグル
ープ名とプラットフォームが一緒に表示されます。

レプリケーショントポロジーのノードの色は、該当ノードで発生したイベント(アラート)を基準に表示され
ます。

2Dビューと3Dビュー

画面上部のビュー切り替えボタンで2Dと3Dの表示を切り替えることができます。3Dビューでは、ドラッグで視点を回
転し、ホイールで拡大・縮小できます。両ビューともダークモードをサポートします。

詳細情報を確認する

ノード、エッジ、クラスターを選択すると、画面右側に詳細情報ウィンドウ(Drawer)が表示されます。選択した対象は
強調表示され、関連のない対象は淡く表示されます。各要素にマウスポインターを合わせると、要約情報をツールチ
ップで確認できます。

AI診断

ノードまたはクラスターの詳細情報ウィンドウでAI診断を実行すると、選択した時点のレプリケーション状態を基準に
AIがレプリケーション構造を分析し、結果を提供します。分析は、進行ステップ、分析内容、診断結果(verdict)の順に
表示されます。
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AI診断は、レプリケーショントポロジーをサポートするプラットフォーム(現在MySQL、PostgreSQL)でノー
ドまたはクラスター単位で使用できます。その他のプラットフォームは今後サポート予定です。

Flexボードウィジェット

統合Flexボードにデータベーストポロジーウィジェットを追加できます。ウィジェットで、複数のプロジェクトのレプ
リケーショントポロジーを1つの画面にまとめて確認できます。
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インスタンスモニタリング
ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > インスタンスモニタリング

インスタンスモニタリングメニューでは、データベースサーバーのコア指標とアクティブセッションに関する詳細情報
をリアルタイムでモニタリングし、問題のあるアラートを特定できます。デフォルトでは、過去10分間の収集データ
をリアルタイムで表示します。収集データは5秒間隔で更新します。

インスタンスモニタリング



基本画面ガイド

検索時間と検索先を選択します。

基本的に、直近10分間の収集されたデータをリアルタイムで表示します。 時間とインスタンス項目から時間と対象を
選択すると、収集データが グラフチャートと のアクティブセッションテーブルに自動的に反映されます。

インスタンスモニタリング
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• 過去のデータを照会するには、時間で緑のボタンをクリックし、希望の照会時間を選択します。 過去3週間までの
データを表示できます。

• 任意の日時を照会するには時間で ボタンを選択します。 日付と時間テキスト領域をクリックして、日付と時間を
選択するオプションを表示します。 再度、リアルタイムでデータを検索します ボタンを選択します。

• 他のエージェントのデータを照会するには、インスタンスをクリックし、目的のエージェント名を選択します。

グラフチャートセクション

Defaultプリセットで保存された16個の指標をグラフチャート形式のウィジェットで表示します。 横軸は時間、縦軸
は各指標の数値です。 各指標の意味を知りたい場合は、名前の横の ボタンを選択するか、次の文書を参照してくだ
さい。

• 他のウィジェットの位置を変更する場合は、ウィジェットの上部を選択した状態でドラッグします。 ただし、ウィ
ジェットのサイズは変更できません。

• 時間のリアルタイム照会モードを停止し、ウィジェットでチャートの特定時間をクリックすると、選択した時間に
実行したセッション情報を アクティブセッションテーブルで確認できます。 その後、アクティブセッションテー
ブルの上に、5秒単位でデータを照会できるタイムバーが表示されます。

◦ 選択した時間は、アクティブセッションテーブルの右上で確認できます。

◦ アクティブセッションテーブル一覧の文字の色は黒 → オレンジ → 赤の順にセッションの実行速度が
遅いことを意味します。

• リアルタイム照会モードを停止した後、ウィジェットの右上の ボタンをクリックすると、チャートデータをCSV
ファイルにダウンロードできます。

インスタンスモニタリング
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アクティブセッション / ロックツリー / プロセス情報

リアルタイムで実行中のアクティブセッションおよびロックツリー、プロセス情報を照会できます。 ウィジェットのチ
ャートで特定の時間を選択すると、リアルタイム参照モードが停止し、選択した時間に実行したセッション情報がテー
ブルに表示します。 テーブルの上には5秒単位でデータを検索できる時間選択ボタンが表示されます。

• アクティブセッション

リアルタイムで実行されているセッションとクエリ内容を照会できます。テーブルの一番右にqueryカラムの項目
を選択すると、SQL詳細画面が表示されます。選択したクエリ(Query)に対するFull TextとPlan情報を確認できま
す。詳しい内容は、次の文書を参照してください。

• ロックツリー

ロックセッションに関する情報やHolderとWaiter情報をリアルタイムで照会できます。テーブルのカラムの詳細に
ついては、次の文書を参照してください。

• プロセス情報

データベースサーバーのリソース使用量をリアルタイムで表示できます。

連携プロジェクトを追加するとアクティブセッションテーブルで、アクティブセッションと連動したアプリ
ケーションアクティブTXの詳細情報をリアルタイムで確認できます。 連携プロジェクトの追加と活用につい
ての詳細は、次の文書を参照してください。

• テーブル一覧の文字の色は黒 → オレンジ → 赤順にセッションの実行速度が遅いことを意味します。

• プロセス情報は、XOSエージェントをインストールしないと確認できません。 詳細については、次の文書
を参照してください。

メトリクスを選択する

ウィジェットに指標グラフを追加または置換するには、 ボタンを選択します。 メトリクス選択画面が表示されま
す。 設定を完了して保存ボタンを選択します。
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• プレビュー：選択した指標のグラフのプレビューを確認できます。

• 題名：ウィジェット名を入力します。

• 現在選択されているウィジェットのチャートで表示されるメトリクス項目が表示されます。 最大4つのメトリク
スを選択できます。

メトリクス項目の右側に ボタンを選択すると、そのメトリクスに基づいてアラート通知を設定できるイ

インスタンスモニタリング
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ベント設定 Newメニューに移動できます。

• おすすめのメトリクス / すべてのメトリクス：おすすめのメトリクスを選択すると、データベースモニタリング
で頻繁に表示される指標のリストが表示されます。 一覧に表示されている指標をウィジェットの指標に変更または
追加できます。

• 領域で指標の推移をグラフで確認し、ウィジェットの追加または変更することができます。 目的のタブを選択し
て、メトリクスのリストをカテゴリ別に絞り込むことができます。

指標の追加

ウィジェットに2つ以上の指標を追加できます。 最大4つまで追加できます。

1. 指標を追加するウィジェットの右上の ボタンを選択します。

2. メトリクス選択ウィンドウが表示されると、 メトリクス一覧または グラフ一覧で追加する指標の右側に
ある ボタンを選択します。

3. 指標をさらに追加する場合は、2の手順を繰り返します。

4. ウィジェットを簡単に識別できるように 題名を変更します。

5. 画面の右下にある保存ボタンを選択します。

指標を追加したウィジェットに追加した指標の数に対してチャートが作成されます。 ウィジェット名の横にある ボ
タンを選択すると、追加した指標の名前と内容を確認できます。 また、チャートにカーソルを合わせると、ツールチ
ップから数値を確認できます。

ボタンのツールチップ機能は多言語ではサポートされていません。

指標の変更

ウィジェットの指標を別の指標に変更できます。

1. 指標を変更するウィジェットの右上の ボタンを選択します。

2. メトリクス選択ウィンドウが表示されると、 領域で変更する指標を選択します。
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3. メトリクス一覧または グラフ一覧から目的の指標を選択します。

4. 領域で選択した指標の名前が変更されたことを確認してください。

5. 画面の右下にある保存ボタンを選択します。

指標の削除

ウィジェットに複数の指標を設定されている場合は、不要な指標を削除できます。

1. 指標を削除するウィジェットの右上の ボタンを選択します。

2. メトリクス選択ウィンドウが表示されると、 領域から削除する指標の右側の ボタンを選択します。

3. 画面の右下にある保存ボタンを選択します。

ウィジェットには、少なくとも 1つの指標を選択する必要があります。 ウィジェットのすべての指標を削除
できません。

ダッシュボードウィジェットの編集

ダッシュボードに配置したウィジェットは、ユーザーが希望するサイズに調整でき、任意の位置に配置できます。 る
ウィジェットは削除したり、再度追加したりすることもできます。
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ウィジェットのサイズ変更

ウィジェットの右下にある をマウスでクリックした状態で希望するサイズにドラッグします。 幅と高さの比率が均
一なグリッドが表示され、グリッド単位でウィジェットのサイズを調整できます。

ウィジェットの移動
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ウィジェットの上部にマウスカーソルを位置すると、カーソルの形が の形に変更されます。 この時、マウスの左ボ
タンをクリックした状態で希望する位置にドラッグすると、ウィジェットを移動することができます。

ウィジェットを削除する

削除するウィジェットで右クリックします。 削除ボタンをクリックすると、ウィジェットがダッシュボードから削除
されます。
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ウィジェットを追加する

ダッシュボードから空白エリアにマウスカーソルを移動し、マウスの右ボタンをクリックします。 ポップアップメニ
ューから追加するウィジェットを選択します。 希望する場所にウィジェットを配置してサイズを変更します。

カスタムウィジェット

カスタムウィジェットは、ダッシュボードでデフォルトに提供されるメトリクスの他に、ユーザーがメトリクスを追加
できる機能です。 デフォルトで提供するメトリクスの他に、ダッシュボードで継続的にモニタリングしたいメトリク
スがある場合は、カスタムウィジェット機能を利用できます。

追加する

1. ダッシュボードの空のスペースで、右クリックします。

2. ポップアップメニューでカスタムウィジェットを追加を選択します。
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3. ダッシュボードにCustom Widgetが生成されたら、指標の選択ボタンを選択します。

4. 画面の右側から カスタムウィジェットを追加画面が現れると、題名項目にウィジェットの名前を入力しま
す。
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5. 画面下のメトリクス一覧から、追加するメトリクスの右上にある ボタンを選択します。

6. メトリクスをすべて追加したら保存ボタンを選択します。

• 最大4つのメトリクスを追加できます。 メトリクスを追加する時は、 ボタンを選択します。

• メトリクスを変更する時は、メトリクス一覧で別のメトリクス項目を選択します。 ボタンを選択する
と、そのメトリクスが追加されます。

• ウィジェットのタイトルを入力しないと、Custom Widgetと保存されます。
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チャートタイプを選択する

カスタムウィジェットを追加画面のチャートタイプでは、次の形式のチャートを選択できます。

• シリーズ: 時間の経過によるメトリクスの変化を確認できる時系列形式のチャートです。

• イコライザ: 複数のメトリクスの性能を比較できる棒グラフ形式のチャートです。 様々なメトリクスを1つの画
面に視覚的に表現することで、全体的な性能状態を簡単に把握できます。

• パイ: 複数のメトリクスの全体に対する部門構成比率を確認するのに役立つ円形チャートです。

• テキスト: メトリクスに対する数値をテキスト形式で表示します。

指標の変更

ユーザー定義ウィジェットに追加したメトリクスを、他のメトリクスに変更または追加できます。

1. ダッシュボードに追加したユーザー定義ウィジェットの右上に ボタンを選択します。

2. 画面の右側でカスタムウィジェットを追加画面が表示されたら、変更するメトリクスを選択します。

3. 画面下のメトリクスの一覧で変更するメトリクスを選択します。 メトリクスを追加する場合、追加するメト
リクスの右上に ボタンを選択します。

4. メトリクスを全て変更したのであれば保存ボタンを選択します。
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追加または変更したメトリクス一覧に表示されたアイコンボタンの機能は、次のとおりです。

• : 該当メトリクスをカスタムウィジェットから除外できます。

• : 該当メトリクスに対するアラート通知を設定できます。 ボタンを選択すると、アラート通知 > イベン
ト設定メニューに移動します。 メトリクスイベント設定の詳細については、次の文書を参考にしてくださ
い。

ウィジェットオプション

ウィジェットに表示されているアイコンボタンの機能は次のとおりです。

• ：主要ウィジェットに関する機能と情報が確認できます。 (多言語に対応予定)

• / ：チャートの縦軸範囲を拡大または縮小できます。

• ：該当ウィジェットのデータを広い画面に開いて表示します。

• : 該当ウィジェットのデータをエージェントごとに区分して照会できる詳細画面が表示されます。

ウィジェットによって使用可能なオプションは異なる場合があります。

プリセット

ユーザーが設定したウィジェットの設定とアクティブセッションテーブルの配置状態をプリセットで保存して読み込む
ことができます。 次のプリセットがデフォルトで提供されており、Defaultのプリセットは変更できません。

• Default：主要DB指標で構成されています。

• Default(xos): 主要なDB指標とXOS指標(CPUおよびメモリ使用率、メモリSWAPの使用率、Disk I/Oなど)で構成され
ています。

• Default(rds): 主要なDB指標とRDS CloudWatch指標(CPU使用率、メモリ可用性、ストレージ可用性、Networkな
ど)で構成されています。
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プリセット保存

プリセット一覧から保存した項目を選択して、設定を呼び出すことができます。

1. ウィジェットの指標を追加または変更します。

2. 画面の右上に ボタンを選択します。

3. プリセット保存で名前を変更した上で保存ボタンを選択します。

• Defaultプリセットは、変更できません。

• データベース環境によって、一部のプリセットはサポートされない場合があります。

• ユーザー定義プリセットは、変更した指標グラフだけでなく、アクティブセッションのカラム順序、カラ
ム幅、フィルター適用内容も一緒に適用されます。

• プロジェクト修正権限のあるメンバーのみがプリセットを保存または変更できます。 メンバー権限の詳
細については、次の文書を参照してください。

プリセットを作成する

1. ダッシュボードから、希望する形にウィジェットを配置してみてください。 サイズを変更して、頻繁に確認
するウィジェットのみを配置することもできます。

2. 画面の右上に アイコンをクリックします。
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3. 新しいプリセット名を入力します。

4. 保存ボタンをクリックします。 プリセット一覧から新しく保存したプリセットを確認できます。

• 新しく作成したプリセットに変更が加えられた場合は、再度プリセットを保存してください。 アイコ
ンをクリックし、同じ名前でプリセットを保存します。 既存のプリセットに変更を上書きします。

• ダッシュボードの変更を保存せずに別のメニューに移動すると、変更は保存されません。

• プリセットはプロジェクト単位で保存され、他のユーザーと共有できます。

プリセット削除

画面の右上あるプリセットを選択すると、プリセット一覧が表示されます。 削除するプリセット項目の右側にある
ボタンを選択します。

アクティブセッションのセクションを活用

画面の下にあるアクティブセッションセクションからリアルタイムで実行中のセッション情報を確認できます。ここで
は、テーブルの右上にあるボタン機能を説明します。

• ：テーブルのカラムヘッダー項目に基づいて一覧をフィルタリングできます。

• ：テーブルのリストを更新できます。

• ：テーブル内のカラムヘッダー項目を表示または非表示にすることができます。

• ：稼働中のセッションを停止できます。

この機能は、修正権限のあるメンバーのみ利用できます。メンバー権限に関しての詳細な説明は次の文書
を参照してください。

• ：テーブルの内容をCSVファイルとしてダウンロードできます。

• ：別ウィンドウで開き、より大きな画面でリストを確認できます。
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SQL統計を確認する

過去の特定時間の間に発生した主要性能指標の推移とともに、その間のTop SQL一覧が照会できます。

1. 時間から ボタンを選択して、リアルタイムモードから非リアルタイムモードに切り替えてください。

2. 時間で照会したい時間帯を指定してください。

3. アクティブセッション領域の右上のSQL統計ボタンを選択します。

新しい画面とともにSQL統計メニューへ移動します。 インスタンスメニューで設定した時間の間に実行されたTop SQL
一覧を確認することができます。 SQL統計詳細については、次の文書を参照してください。

SQL 詳細情報の確認

実行中セッションのSQLクエリ情報を確認するには、アクティブセッションセクションのquery(またはsql_text) カラ
ム項目を選択します。 SQL詳細画面が表示されます。 SQLクエリ文とPlan情報を確認することができます。

SQL統計の表示 → ボタンをクリックすると、選択した SQL クエリに関連する統計情報を確認できる SQL統計 に移動
します。
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• Default Bind: クエリ文で変数として設定された部分を既定値としてバインディングできます。

• Reset Bind：バインディングされた既定値を解除し、変数を確認できます。

• Formatting: SQLクエリ文にインデントおよびフォーマットを適用して可読性を高めます。

• Plan: Plan情報を確認するにはDB Name、User Name、Passwordを入力してから、 ボタンを選択します。

◦ Text: テキスト形式でプラン情報を確認できます。

◦ JSON: JSON形式でプラン情報を照会すると、ボトルネックが発生した箇所がすばやく確認できます。

JSON形式でプラン情報を照会する機能は、DBXエージェント1.6.15バージョンから対応しています。

JSON形式でプラン情報を照会した状態でtableまたはindex項目を選択すると、テーブルのcolumn、 index
構成が確認できるObject detailウィンドウが表示されます。
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この機能は、DBXエージェント1.6.15バージョン以降に対応しています。 データベース権限に関する設定
は、次の文書を参考にしてください。

AI チューニングガイド

AI チューニングガイドは、SQL クエリ、プラン、統計情報を分析してパフォーマンス問題を診断し、最適化の提案を
行う機能です。
開発者や DBA がボトルネックの原因を迅速に特定し、効率的な SQL によりパフォーマンスを改善できるよう支援しま
す。

使用条件および注意事項

PostgreSQL、MySQL、SQL Server ではプランの取得が必須です。
プランを取得しない場合、AI チューニングガイドアイコンは （無効）として表示され、機能を使用できま
せん。

• AI が生成する結果は自動分析に基づいており、精度が 100% ではないことにご留意ください。

1. 分析および診断する SQL をクリックし、SQL詳細 画面に移動します。
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2. SQL詳細 画面の右下にある AI チューニングガイドアイコン をクリックして AI 分析を開始します。

3. AI 分析結果を確認します。

結果項目 説明

クエリプラ
ンおよび概

要

クエリの目的と実行概要を表示します。
実行回数、累積実行時間、データベース全体の負荷比率を分析し、当該 SQL がシステムパフォ
ーマンスに与える影響を評価します。

パフォーマ
ンス分析

分析結果を総合し、パフォーマンススコアと診断結果を提供します。
CPU 使用率、ディスク使用率、キャッシュヒット率、待機時間など、クエリ実行過程における
詳細なリソース使用量を分析し、ボトルネックの発生区間を視覚的に表示します。

発見された
主な問題

主な問題点を要約して表示します。

最適化推奨
事項

検出された問題に基づき、最適化されたクエリを提案します。

デフォルトプランを照会する

デフォルトプランユーザーファイル作成時、エージェントが事前定義されたDB情報を使用してプランを自動的に照会
するように設定できます。 デフォルトプランの照会項目のチェックボックスを選択した後、次のように予め入力した
DB接続情報を通じてプラン情報を照会します。

• Linux• Windows

1. エージェント設定(whatap.conf)ファイルに plan_db オプションを追加し、DB名を入力します。

whatap.conf

plan_db=(dbname)

2. DB設定後 planuid.sh スクリプトを使用してユーザーとパスワードを設定します。

./planuid.sh user pwd
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ユーザー( user )とパスワード( pwd )に特殊文字が含まれている場合、各特殊文字の前にバックス
ラッシュ( \ )を追加します。

例、 user$example → user\$example

1. エージェント設定(whatap.conf)ファイルに plan_db オプションを追加し、DB名を入力します。

whatap.conf

plan_db=(dbname)

2. DB設定後 planuid.bat スクリプトを使用してユーザーとパスワードを設定します。

planuid.bat user pwd

連携プロジェクトを確認する

連携プロジェクト管理メニューで別のアプリケーションプロジェクトを追加すると、アクティブセッション項目に
ボタンが追加されます。

ボタンを選択すると表示される連携分析画面を使用すると、ユーザーはアクティブセッションと連動したアプリケ
ーションのアクティブTX情報をリアルタイムで確認できます。 トランザクションURLおよびデータベース接続情報、
DBタイプ、HTTPメソッド、実行時間などの基本情報とともに、トランザクションID、スレッドID、クライアントIP、
CPU使用時間などの具体的なメトリクスを確認できます。 また、SQLクエリの実行時間、呼び出されたSQLの数、DB
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接続時間などもモニタリングでき、システムの性能を総合的に分析できます。

特に、スタックトレースによるコールスタック(Call stack) 情報とSQLクエリを一緒に提供し、問題発生時の詳細な原
因を追跡して解決するのに役立ちます。 これにより、アプリケーションとデータベース間の相互作用を深く分析し、
性能のボトルネック現象を迅速に診断できます。

連携プロジェクトの追加と活用についての詳細は、次の文書を参照してください。

進行中のセッションの停止

1. テーブルの右上にある ボタンを選択します。

2. テーブル一覧から停止するセッションを選択します。 複数選択できます。

3. 停止ボタンを選択します。

4. セッション中止画面が表示されると、パスワード(Parameter Key)を入力します。 パスワードは、エージェ
ントのインストールディレクトリにある [paramkey.txt] で確認できます。

5. 適用ボタンを選択します。 選択したセッションが停止します。

• DBXエージェントのインストールパスのparamkey.txtファイルからパスワードを確認できます。

• この機能は、修正権限のあるメンバーのみ利用できます。 メンバー権限の詳細については、次の文書を参
照してください

グラフチャートセクションを拡大する

現在見ている画面が小さくてウィジェットを確認しづらい場合は、より広い画面でグラフチャートウィジェットを確認
することができます。 画面下段にアクティブセッションセクションの ボタンを選択します。 アクティブセッション
セクションは縮小され、グラフチャートウィジェットセクションは拡大します。

グラフチャートウィジェットセクションを縮小するには、画面下部にアクティブセッションセクションの ボタンを
選択します。
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テーブルカラムの設定

テーブルヘッダーカラムを非表示にしたり、希望する項目を追加できます。 カラムの順序を変更することもできます。
ボタンをクリックします。

• 設定を完了した後は、確認ボタンを選択すると、設定事項がテーブルに反映されます。

• 検索バーにテキストを入力し、カラム項目を検索できます。 入力したテキストと一致するカラム項目
が表示されます。

• 画像は、製品またはプロジェクト、メニューによって異なる場合があります。

カラムを追加する

一覧でテーブルヘッダーカラムに追加する項目を選択します。 すべての項目を追加するには、すべて選択を選択し
ます。

カラムを削除する

一覧から削除するカラム項目のチェックボックスのチェックを解除します。 または 一覧から削除する項目の右側
の ボタンを選択します。

カラムの順序の変更

一覧で順序を変更するアイテムをドラッグして、希望する位置に移動できます。

設定事項の初期化

変更事項をすべてキャンセルし、初期化するには、 初期化ボタンを選択します。
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テーブルデータのフィルタリング

1. テーブルの右上にある ボタンを選択します。

2. テーブルのカラムヘッダー項目と条件を選択します。

3. 条件を入力してください。テキストボックスに条件を入力します。

4. 保存ボタンを選択します。

カラム情報ガイド

• Active session• Lock tree• Process information

項目 説明

user SQL実行アカウント

host このスレッドが関連付けられたhostname

db default database名、 ない場合はNULL

command 実行されているコマンドの種類 (Query/Sleep/Daemonなど)

time 現在のCOMMANDの実行時間(秒)

state スレッドの状態(executing/updating/sending dataなど)
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項目 説明

query 実行されているstatementです。 Processlist.info からリテラル値を除外したSQLを表示します。

query_param query から分離したリテラル値

type Threadのタイプ。 FOREGROUND/BACKGROUNDなど

connection_type Connectionの確立に使用されるprotocol。 TCP/IP、SSL/TLS

項目 説明

Instance インスタンス（エージェント）名

id セッションID

holder_type
ロックがどの対象に対してかかっているかを示します。
- RECORD: テーブルのレコード（行）レベルのロック
- TABLE: テーブル全体に対するロック

holder_mode
ホルダーセッションのロックモード
- S（Shared）: 共有ロック。 他のトランザクションによる読み取りは可能
- X（Exclusive）: 排他ロック。 他のトランザクションはアクセスできません。

waiter_type
ロックがどの対象に対してかかっているかを示します。
holder_type の説明を参照してください。

waiter_mode
ロックを待機中のセッションのロックモードです。
holder_mode の説明を参照してください。

table ロックを待機中のテーブル

index ロックを待機中のインデックス

次の項目は、XOSエージェントをインストールした場合に収集される指標です。
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項目 説明 単位

pid プロセスID -

cpuusage プロセスが使用するCPU使用率 %

cputime プロセスがこれまでに使用した累積CPU時間 秒

elapse プロセスが実行されてからの経過時間 秒

vsize Virtual memory size. 全体の仮想メモリ使用量（RAM + Swap + 予約） KB

rss Resident Set Size. 現在のプロセスが占有している実際の物理メモリサイズ KB

pss Proportional Set Size. 共有メモリを含む実際の物理メモリ使用量 KB

state プロセスの現在の状態コード（例：R、S、D、T、Z など） -

ioread 累積読み込みバイト数（ read_bytes ） バイト（B）

iowrite 累積書き込みバイト数（ write_bytes ） バイト（B）

uid このプロセスを実行したユーザーID -

cmd 実行されたコマンドの短縮形式 -

longcmd 実行されたコマンドの完全な形式（フルパスおよび引数を含む） -
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マルチインスタンス
ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > マルチインスタンス

インスタンスモニタリングメニューでは、1つのエージェント(インスタンス)だけをモニタリングすると、マルチイン
スタンスは、複数のエージェント(インスタンス)を同時に監視して管理できる機能を提供します。

各インスタンスで発生する主な性能指標を、一目で比較して分析できます。 実行中の各エージェントの数、すべてのア
クティブセッションの合計、トランザクション数などのデータを集計して、効果的にモニタリングできます。 ユーザ
ーは、グラフチャートを通じて時間によるメトリクス値の変化と各インスタンスの高い性能メトリクスを簡単に確認で
きます。

また、最も長く続くアクティブセッションに関する情報を確認でき、ユーザーはシステム性能のボトルネック現象を診
断し、解決できる根拠資料として活用できます。

ダッシュボード > インスタンスリストメニューで比較しようとするエージェントを選択しマルチビューボタ
ンを選択するとマルチインスタンスメニューに入ります。
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照会時間設定

ダッシュボードではリアルタイムモニタリング機能を基本的に提供しますが、画面上部のタイムセレクターを利用して
も過去の時間のデータを照会できます。 タイムセレクターで ボタンを選択して時間を設定します。 ユーザーが設定
した時間に基づいて、ダッシュボードに配置したウィジェットのデータを更新します。

エージェント確認

エージェント接続状態を確認する

画面の左上のタイムピッカーの右側には、プロジェクトに関連したエージェントの状態を確認できる情報が表示されま
す。 この機能で、モニタリング対象サーバーの動作有無がすぐに確認できます。

• Total: プロジェクトに関連付けられているすべてのエージェントの数

• Active: 活性化されたエージェントの数

• Inactive: 非活性化状態のエージェント数

• : 非活性化されたエージェントを表示または非表示します。

エージェント別モニタリング

基本的に、ダッシュボードにはすべてのエージェントから収集した指標をチャートとして表示しますが、エージェント
を選択してデータを表示することもできます。 タイムピッカーの下にあるエージェントを1つ以上選択します。 選択し
たエージェントの指標でダッシュボードに配置されたウィジェットのデータを更新します。
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エージェントを1つ以上選択した状態で再度すべてのエージェントを選択するには、選択を解除するか、
Totalをクリックします。

プロジェクトに接続されたエージェントの数が多い場合は、エージェント名を短く設定することをお勧めし
ます。 エージェント名の設定に関する詳細は、次の文書を参照してください。

ウィジェット編集

ダッシュボードに配置したウィジェットは、ユーザーが希望するサイズに調整でき、任意の位置に配置できます。 る
ウィジェットは削除したり、再度追加したりすることもできます。

ウィジェットのサイズ変更

ウィジェットの右下にある をマウスでクリックした状態で希望するサイズにドラッグします。 幅と高さの比率が均
一なグリッドが表示され、グリッド単位でウィジェットのサイズを調整できます。
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ウィジェットの移動

ウィジェットの上部にマウスカーソルを位置すると、カーソルの形が の形に変更されます。 この時、マウスの左ボ
タンをクリックした状態で希望する位置にドラッグすると、ウィジェットを移動することができます。

ウィジェットを削除する
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削除するウィジェットで右クリックします。 削除ボタンをクリックすると、ウィジェットがダッシュボードから削除
されます。

ウィジェットを追加する

ダッシュボードから空白エリアにマウスカーソルを移動し、マウスの右ボタンをクリックします。 ポップアップメニ
ューから追加するウィジェットを選択します。 希望する場所にウィジェットを配置してサイズを変更します。

• ダッシュボードに配置できるウィジェットの詳細については、次の文書を参考にしてください。

• ダッシュボードで基本的に提供されるメトリクスの他に、ユーザーが希望するメトリクスを追加できま
す。 ユーザー定義ウィジェットの詳細については、次の文書を参照してください。

カスタムウィジェット

カスタムウィジェットは、ダッシュボードでデフォルトに提供されるメトリクスの他に、ユーザーがメトリクスを追加
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できる機能です。 デフォルトで提供するメトリクスの他に、ダッシュボードで継続的にモニタリングしたいメトリク
スがある場合は、カスタムウィジェット機能を利用できます。

追加する

1. ダッシュボードの空のスペースで、右クリックします。

2. ポップアップメニューでカスタムウィジェットを追加を選択します。

3. ダッシュボードにCustom Widgetが生成されたら、指標の選択ボタンを選択します。

4. 画面の右側から カスタムウィジェットを追加画面が現れると、題名項目にウィジェットの名前を入力しま
す。
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5. 画面下のメトリクス一覧から、追加するメトリクスの右上にある ボタンを選択します。

6. メトリクスをすべて追加したら保存ボタンを選択します。

• 最大4つのメトリクスを追加できます。 メトリクスを追加する時は、 ボタンを選択します。

• メトリクスを変更する時は、メトリクス一覧で別のメトリクス項目を選択します。 ボタンを選択する
と、そのメトリクスが追加されます。

• ウィジェットのタイトルを入力しないと、Custom Widgetと保存されます。
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チャートタイプを選択する

カスタムウィジェットを追加画面のチャートタイプでは、次の形式のチャートを選択できます。

• シリーズ: 時間の経過によるメトリクスの変化を確認できる時系列形式のチャートです。

• イコライザ: 複数のメトリクスの性能を比較できる棒グラフ形式のチャートです。 様々なメトリクスを1つの画
面に視覚的に表現することで、全体的な性能状態を簡単に把握できます。

• パイ: 複数のメトリクスの全体に対する部門構成比率を確認するのに役立つ円形チャートです。

• テキスト: メトリクスに対する数値をテキスト形式で表示します。

データマージ方式を選択する

カスタムウィジェットを追加画面の対象のマージでは、エージェントから収集されたメトリクスを表示する方法を選択
できます。

• 合計: 複数のエージェントから収集されたメトリクス値を合計して、1つの値として表示します。 このオプション
は、複数のエージェントのデータを統合して全体的な合計を表示する場合に役立ちます。

• 平均: 複数のエージェントから収集されたメトリクス値を平均して、1つの値として表示します。 このオプション
は、エージェント全体の平均性能や状態を把握するのに役立ちます。

• 最大値：複数のエージェントから収集された指標値の中から最大の値を選択して、一つの値として表示します。 こ
のオプションは、エージェントの中で最もパフォーマンスが消耗した状況や最悪の状態を把握するのに役立ちま
す。

• マージなし : 各エージェントのメトリクスを個別に表示します。

チャートのタイプによって選択できるマージ方式は異なる場合があります。

指標の変更

ユーザー定義ウィジェットに追加したメトリクスを、他のメトリクスに変更または追加できます。

1. ダッシュボードに追加したユーザー定義ウィジェットの右上に ボタンを選択します。

2. 画面の右側でカスタムウィジェットを追加画面が表示されたら、変更するメトリクスを選択します。
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3. 画面下のメトリクスの一覧で変更するメトリクスを選択します。 メトリクスを追加する場合、追加するメト
リクスの右上に ボタンを選択します。

4. メトリクスを全て変更したのであれば保存ボタンを選択します。

追加または変更したメトリクス一覧に表示されたアイコンボタンの機能は、次のとおりです。

• : 該当メトリクスをカスタムウィジェットから除外できます。

• : 該当メトリクスに対するアラート通知を設定できます。 ボタンを選択すると、アラート通知 > イベン
ト設定メニューに移動します。 メトリクスイベント設定の詳細については、次の文書を参考にしてくださ
い。

ウィジェットオプション

ウィジェットに表示されているアイコンボタンの機能は次のとおりです。

• ：主要ウィジェットに関する機能と情報が確認できます。 (多言語に対応予定)

• / ：チャートの縦軸範囲を拡大または縮小できます。

• ：該当ウィジェットのデータを広い画面に開いて表示します。

• : 該当ウィジェットのデータをエージェントごとに区分して照会できる詳細画面が表示されます。

マルチインスタンス

182

https://docs.whatap.io/ja/mysql/metric-warning-notice


ウィジェットによって使用可能なオプションは異なる場合があります。

プリセット設定

ダッシュボードからユーザーが設定したウィジェットの設定とレイアウト状態を保存して読み込むことができます。
ウィジェットのサイズを調整し、希望する場所に配置して新しいプリセットを作成できます。

• Default：XOS指標とAWS RDS CloudWatch指標、主なDB指標で構成されたプリセットです。

• Default(xos)：XOS指標と主なDB指標で構成されたプリセットです。

• Default(rds)：AWS RDS CloudWatchの指標と主なDB指標で構成されたプリセットです。

• プリセットに保存できるダッシュボードの設定は次のとおりです。

◦ ウィジェットのサイズ、位置

◦ ユーザー定義ウィジェットに定義された設定

◦ Session Tableウィジェットに定義されたテーブルの幅とフィルター、選択したカラム値

• 基本プリセット(デフォルト)は変更できません。

• データベース環境によって、一部のプリセットはサポートされない場合があります。

• プロジェクト修正権限のあるメンバーのみがプリセットを保存または変更できます。 メンバー権限の詳
細については、次の文書を参照してください。

新しいプリセットを作成する

1. ダッシュボードから、希望する形にウィジェットを配置してみてください。 サイズを変更して、頻繁に確認
するウィジェットのみを配置することもできます。

2. 画面の右上に ボタンを選択します。

3. 新しいプリセット名を入力します。
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エージェント選択履歴を一緒に保存するには、エージェント選択履歴を含むを選択します。

4. 保存ボタンを選択します。

プリセット一覧から新しく保存したプリセットを確認できます。

• 新しく作成したプリセットに変更が加えられた場合は、再度プリセットを保存してください。 ボタン
を選択し、同じ名前でプリセットを保存します。 既存のプリセットに変更を上書きします。

• ダッシュボードの変更を保存せずに別のメニューに移動すると、変更は保存されません。

• プリセットはプロジェクト単位で保存され、他のユーザーと共有できます。

プリセットを削除する

使用していないプリセットは、プリセット一覧から削除できます。 プリセット一覧から削除したい項目の右側に ボ
タンをクリックします。

Defaultプリセットは削除できません。

主なウィジェットを調べる

ダッシュボードに配置できるウィジェットの種類は次のとおりです。
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XOSウィジェット

• [XOS] CPU

エージェント別のCPU使用率をリアルタイムで確認できます。

• [XOS] Memory

エージェント別のメモリ使用率をリアルタイムで確認できます。

• [XOS] Disk Usage

エージェント別のディスク使用率と使用可能サイズ、全体サイズ情報を表示します。

◦ : ディスク使用量の詳細ポップアップが表示されます。 時間帯別のディスク使用量を表示するチャートを確認
できます。 インスタンスごとに確認でき、Size、Free、Usedボタンを選択すると、全体のサイズ、残りのサイ
ズ、使用中のサイズが確認できます。

◦ : ウィジェットに表示されたテーブルをより広い画面で確認できます。

データが表示されない場合は、xos.confファイルに次の設定を追加します。

xos.conf

# disk usage 0ならばoff、単位: 秒
disk_usage_interval=60

AWS RDS CloudWatchウィジェット

• [RDS] CPUUtilization

RDSデータベースのインスタンス別CPU使用率をリアルタイムで確認できます。

• [RDS] FreeableMemory

RDSデータベースのインスタンス別メモリ使用率をリアルタイムで確認できます。

• [RDS] FreeStorageSpace

RDSデータベースの使用可能なストレージ容量をリアルタイムで確認できます。
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AWS CloudWatch指標照会のためのエージェント設定方法は、次の文書を参考にしてください。

Databaseウィジェット

提供するウィジェットを通じて、データベース性能分析の主要メトリクスとして、CPU、メモリ、ディスクI/Oなど多
様なシステムリソースの状態を確認できます。

• Active Sessions

時間に応じたアクティブセッションの数値を時系列チャートで視覚的に表示します。 データベースで実行されてい
るセッションの数を時間ごとに追跡し、グラフ化したウィジェットです。 セッションの使用パターンと負荷を視覚
的に把握するのに役立ちます。

• Lock Wait Sessions

時間に応じたロック待機セッションの数値を時系列グラフで視覚的に表示します。 データベースでロック待機状態
にあるセッションの数を時間ごとに追跡し、リアルタイムグラフで表示したウィジェットです。

• Long Active Session Count

データベースで実行される活性セッションの長期実行に関する情報を提供します。 セッションの実行時間に応じて
グループ化され、時間単位で集計された情報をチャートで表示します。 長時間実行されるセッションを識別してデ
ータベースの性能問題やリソース漏れを早期に感知したり、セッション実行時間による分類を通じてどのセッショ
ンが長期間にわたり活性状態に維持されているかを視覚的に把握できます。

3秒未満は青、3秒以上10秒未満は緑、10秒以上15秒未満はオレンジ、15秒以上は赤で表示します。

• Long Waiting Session Count

データベースでロックを保持または待機するセッションの長期待機時間に関する情報を提供します。 ロック情報と
活性セッション情報を組み合わせて、待機中のセッションの長期待機時間を追跡できます。 長時間ロックを保持ま
たは待機するセッションをモニタリングします。 どのセッションが長時間ロックを保持または待機しているかを視
覚的に把握できます。

5秒未満は青、5秒以上10秒未満は緑、10秒以上60秒未満はオレンジ、60秒以上は赤で表示します。

• SQL Elapse Map

実行中のクエリの経過時間をリアルタイムチャートで表示します。 チャートの特定の領域をドラッグするとQuery
List一覧を確認できます。 または ボタンを選択して、縦軸の範囲を拡大または縮小できます。
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クエリの実行時間は、アクティブセッションを収集して計算します。 その結果、アクティブセッションの
収集サイクルによって誤差範囲が発生する可能性があります。 次の図を参照してください。 収集サイク
ルの間に終了したSQL実行時間は計算されません。 収集サイクルが短いほど誤差範囲は小さくなります
が、DBの負荷を考慮して一般的に5秒に設定されています。 長時間にわたって実行されるクエリをモニタ
リングする場合に役立ちます。 SQL統計メニューのデータは同じです。

• Questions

MySQLサーバーで実行したコマンドの数です。 Stored program内で実行されたコマンドを計算しないという点
で、Queriesとは異なります。

• Slow Query

時間帯別のスロークエリをリアルタイムチャートで表示します。 チャートの特定の領域をドラッグするとSlow
Query List一覧を確認できます。 または ボタンを選択して、縦軸の範囲を拡大または縮小できます。

• Logical I/O

物理的な読み取りを含む論理的な読み取りリクエストの回数です。 Inodb buffer pool hit パーセンテージの計算を
次のように行うことができ、90%以上を推奨します。 もしHit Ratioが低い場合は、 Innodb_buffer_pool_size の
増設を検討してください。

Buffer Hit Ratio = (1 - ( Innodb_buffer_pool_reads / Innodb_buffer_pool_read_requests )) * 100

• Physical I/O

物理的なDiskからデータを読み取った回数です。

• Uptime

エージェント(インスタンス)が起動してからどれくらいの時間が経過したかを確認できます。 時間は
{dd}d {hh:mm:ss} 形式で表示します。
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• Commits

システムまたはセッションで発生したコミット(Commit) の回数です。

• Replication Delay

Replication構造の場合、Replication DBに反映される遅延時間です。

• Select Full Join

1つ以上のテーブルをジョイン( JOIN )する時に、インデックスを使わずにドリブン(Driven)テーブルに対してフル
スキャン(Full Scan)が実行された回数です。

• Tmp Tables

インスタンスごとのコマンドの実行中に、サーバーによって生成された内部一時テーブルの数です。

Session Tableウィジェット

画面下段のSession Tableウィジェットでは、リアルタイムで実行されているアクティブセッションとロックツリー情
報を照会できます。

• アクティブセッション

リアルタイムで実行されているセッションとクエリ内容を照会できます。テーブルの一番右にqueryカラムの項目
を選択すると、SQL詳細画面が表示されます。選択したクエリ(Query)に対するFull TextとPlan情報を確認できま
す。詳しい内容は、次の文書を参照してください。

• ロックツリー

ロックセッションに関する情報やHolderとWaiter情報をリアルタイムで照会できます。テーブルのカラムの詳細に
ついては、次の文書を参照してください。

テーブル一覧の文字の色は黒 → オレンジ → 赤順にセッションの実行速度が遅いことを意味します。

SQL 詳細情報の確認

実行中セッションのSQLクエリ情報を確認するには、アクティブセッションセクションのquery(またはsql_text) カラ
ム項目を選択します。 SQL詳細画面が表示されます。 SQLクエリ文とPlan情報を確認することができます。

SQL統計の表示 → ボタンをクリックすると、選択した SQL クエリに関連する統計情報を確認できる SQL統計 に移動
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します。

• Default Bind: クエリ文で変数として設定された部分を既定値としてバインディングできます。

• Reset Bind：バインディングされた既定値を解除し、変数を確認できます。

• Formatting: SQLクエリ文にインデントおよびフォーマットを適用して可読性を高めます。

• Plan: Plan情報を確認するにはDB Name、User Name、Passwordを入力してから、 ボタンを選択します。

◦ Text: テキスト形式でプラン情報を確認できます。

◦ JSON: JSON形式でプラン情報を照会すると、ボトルネックが発生した箇所がすばやく確認できます。

JSON形式でプラン情報を照会する機能は、DBXエージェント1.6.15バージョンから対応しています。
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JSON形式でプラン情報を照会した状態でtableまたはindex項目を選択すると、テーブルのcolumn、 index
構成が確認できるObject detailウィンドウが表示されます。

この機能は、DBXエージェント1.6.15バージョン以降に対応しています。 データベース権限に関する設定
は、次の文書を参考にしてください。

AI チューニングガイド

AI チューニングガイドは、SQL クエリ、プラン、統計情報を分析してパフォーマンス問題を診断し、最適化の提案を
行う機能です。
開発者や DBA がボトルネックの原因を迅速に特定し、効率的な SQL によりパフォーマンスを改善できるよう支援しま
す。

使用条件および注意事項

PostgreSQL、MySQL、SQL Server ではプランの取得が必須です。
プランを取得しない場合、AI チューニングガイドアイコンは （無効）として表示され、機能を使用できま
せん。

• AI が生成する結果は自動分析に基づいており、精度が 100% ではないことにご留意ください。
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1. 分析および診断する SQL をクリックし、SQL詳細 画面に移動します。

2. SQL詳細 画面の右下にある AI チューニングガイドアイコン をクリックして AI 分析を開始します。

3. AI 分析結果を確認します。

結果項目 説明

クエリプラ
ンおよび概

要

クエリの目的と実行概要を表示します。
実行回数、累積実行時間、データベース全体の負荷比率を分析し、当該 SQL がシステムパフォ
ーマンスに与える影響を評価します。

パフォーマ
ンス分析

分析結果を総合し、パフォーマンススコアと診断結果を提供します。
CPU 使用率、ディスク使用率、キャッシュヒット率、待機時間など、クエリ実行過程における
詳細なリソース使用量を分析し、ボトルネックの発生区間を視覚的に表示します。

発見された
主な問題

主な問題点を要約して表示します。

最適化推奨
事項

検出された問題に基づき、最適化されたクエリを提案します。

デフォルトプランを照会する

デフォルトプランユーザーファイル作成時、エージェントが事前定義されたDB情報を使用してプランを自動的に照会
するように設定できます。 デフォルトプランの照会項目のチェックボックスを選択した後、次のように予め入力した
DB接続情報を通じてプラン情報を照会します。

• Linux• Windows

1. エージェント設定(whatap.conf)ファイルに plan_db オプションを追加し、DB名を入力します。

whatap.conf

plan_db=(dbname)

2. DB設定後 planuid.sh スクリプトを使用してユーザーとパスワードを設定します。

./planuid.sh user pwd
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ユーザー( user )とパスワード( pwd )に特殊文字が含まれている場合、各特殊文字の前にバックス
ラッシュ( \ )を追加します。

例、 user$example → user\$example

1. エージェント設定(whatap.conf)ファイルに plan_db オプションを追加し、DB名を入力します。

whatap.conf

plan_db=(dbname)

2. DB設定後 planuid.bat スクリプトを使用してユーザーとパスワードを設定します。

planuid.bat user pwd

テーブルデータのフィルタリング

1. テーブルの右上にある ボタンを選択します。

2. テーブルのカラムヘッダー項目と条件を選択します。

3. 条件を入力してください。テキストボックスに条件を入力します。

4. 保存ボタンを選択します。
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テーブルカラムの設定

テーブルヘッダーカラムを非表示にしたり、希望する項目を追加できます。 カラムの順序を変更することもできます。
ボタンをクリックします。

• 設定を完了した後は、確認ボタンを選択すると、設定事項がテーブルに反映されます。

• 検索バーにテキストを入力し、カラム項目を検索できます。 入力したテキストと一致するカラム項目
が表示されます。

• 画像は、製品またはプロジェクト、メニューによって異なる場合があります。

カラムを追加する

一覧でテーブルヘッダーカラムに追加する項目を選択します。 すべての項目を追加するには、すべて選択を選択し
ます。

カラムを削除する

一覧から削除するカラム項目のチェックボックスのチェックを解除します。 または 一覧から削除する項目の右側
の ボタンを選択します。

カラムの順序の変更

一覧で順序を変更するアイテムをドラッグして、希望する位置に移動できます。

設定事項の初期化

変更事項をすべてキャンセルし、初期化するには、 初期化ボタンを選択します。

カラム情報ガイド

• Active session• Lock tree• Process information
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項目 説明

user SQL実行アカウント

host このスレッドが関連付けられたhostname

db default database名、 ない場合はNULL

command 実行されているコマンドの種類 (Query/Sleep/Daemonなど)

time 現在のCOMMANDの実行時間(秒)

state スレッドの状態(executing/updating/sending dataなど)

query 実行されているstatementです。 Processlist.info からリテラル値を除外したSQLを表示します。

query_param query から分離したリテラル値

type Threadのタイプ。 FOREGROUND/BACKGROUNDなど

connection_type Connectionの確立に使用されるprotocol。 TCP/IP、SSL/TLS

項目 説明

Instance インスタンス（エージェント）名

id セッションID

holder_type
ロックがどの対象に対してかかっているかを示します。
- RECORD: テーブルのレコード（行）レベルのロック
- TABLE: テーブル全体に対するロック

holder_mode
ホルダーセッションのロックモード
- S（Shared）: 共有ロック。 他のトランザクションによる読み取りは可能
- X（Exclusive）: 排他ロック。 他のトランザクションはアクセスできません。

waiter_type
ロックがどの対象に対してかかっているかを示します。
holder_type の説明を参照してください。
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項目 説明

waiter_mode
ロックを待機中のセッションのロックモードです。
holder_mode の説明を参照してください。

table ロックを待機中のテーブル

index ロックを待機中のインデックス

次の項目は、XOSエージェントをインストールした場合に収集される指標です。

項目 説明 単位

pid プロセスID -

cpuusage プロセスが使用するCPU使用率 %

cputime プロセスがこれまでに使用した累積CPU時間 秒

elapse プロセスが実行されてからの経過時間 秒

vsize Virtual memory size. 全体の仮想メモリ使用量（RAM + Swap + 予約） KB

rss Resident Set Size. 現在のプロセスが占有している実際の物理メモリサイズ KB

pss Proportional Set Size. 共有メモリを含む実際の物理メモリ使用量 KB

state プロセスの現在の状態コード（例：R、S、D、T、Z など） -

ioread 累積読み込みバイト数（ read_bytes ） バイト（B）

iowrite 累積書き込みバイト数（ write_bytes ） バイト（B）

uid このプロセスを実行したユーザーID -

cmd 実行されたコマンドの短縮形式 -

longcmd 実行されたコマンドの完全な形式（フルパスおよび引数を含む） -
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照会リストをダウンロードする

現在照会中のSession TableリストをCSVファイルでダウンロードできます。 Session Tableセクションの右上の ボタ
ンを選択します。

ダウンロードしたファイル名の形式は次のとおりです。

• アクティブセッション: activeSession_HH_MM_SS.csv

• ロックツリー: lockTree_HH_MM_SS.csv

別ウィンドウで見る

Session Tableリストを別ウィンドウで開き、より広い画面で確認できます。 Session Tableセクションの右上の ボタ
ンを選択します。
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スロークエリ
スロークエリ画面では、DBパラメータで設定された基準時間を超えた遅いSQLを監視・確認できます。MySQLはスロ
ークエリをログファイルまたはテーブルに記録しますが、確認するにはDBサーバーにターミナルで接続してテキスト
ログを直接読み取るか、 mysql.slow_log テーブルを照会する必要があります。この画面では、スロークエリログをリ
アルタイムで収集し、視覚的なチャートとリストで提供します。

• Slow Queryチャートで、遅いクエリの発生時点と実行時間を視覚的に把握できます。

• Slow Query Listで、個別クエリの詳細情報を確認し、実行計画（Plan）を照会できます。

• リアルタイム（Live）モードと過去時間照会の両方に対応しています。

スロークエリ収集には追加エージェントが必要です。オンプレミス環境ではXOSエージェント、クラウド
（AWS RDSなど）環境ではDBXCエージェントをインストールしてください。

スロークエリチャートはダッシュボードのSQL Elapse Mapチャートと類似していますが、以下の違いがあります。

表 | スロークエリチャートとSQL Elapse Mapチャートの違い

区分 スロークエリ SQL Elapse Map

データソー
ス

DBが記録するスロークエリログ
エージェントが5秒間隔で収集するアクティブセッ
ション

実行時間の
精度

DBが記録した実際の実行時間で正確
5秒間隔収集のため、最大5秒の誤差が発生する可
能性あり

収集対象
設定基準時間（ long_query_time ）を超えたク
エリのみ

収集時点で実行中のすべてのアクティブセッショ
ン

事前設定

この画面にデータを表示するには、DB設定、DBXエージェント設定、環境に応じてXOSエージェントまたはDBXCエー
ジェントの設定が必要です。
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DB設定

my.cnf （または my.ini ）でスロークエリ関連パラメータを設定します。変更後、MySQLの再起動が必要です。

slow_query_log = 1
long_query_time = 3
log_output = FILE

パラメータ 説明

slow_query_log スロークエリログの有効化。 1 で有効になります。

long_query_time
設定値（秒）を超えるSQLをログに記録します。例： 3 の場合、3秒以上かかるSQLが記録されま
す。

log_output ログの保存方式。 FILE はファイルに、 TABLE は mysql.slow_log テーブルに記録します。

log_output=TABLE に設定した場合、モニタリングアカウントに照会権限を付与する必要があります。ただ
し、 TABLE モードはスロークエリの発生量が多い場合、DBパフォーマンスに影響を与える可能性があるた
め注意が必要です。

GRANT SELECT ON mysql.slow_log TO whatap;

DBXエージェント設定

whatap.confの slow_query_log オプションはデフォルト値が ON のため、別途設定は不要です。

slow_query_log=ON

設定項目 タイプ デフォルト値 説明

slow_query_log Boolean ON スロークエリログ収集の有効化
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OSエージェント設定

スロークエリログを収集するには、DB運用環境に合ったエージェントが必要です。

環境
必要なエージ

ェント
主な設定 設定ガイド

オンプレミス（Linux、
Windows）

XOSエージェ
ント

なし（自動認識失敗時は slow_query= にログファイ
ルパスを直接指定）

XOSエージェン
ト設定

クラウド（AWS RDS、
NCPなど）

DBXCエージ
ェント

slow_query: true （config.yamlのインスタンス別設
定）

DBXCエージェ
ント設定

スロークエリ

基本オプション

スロークエリ画面上部のフィルター領域で、照会する期間と対象DBインスタンスを選択できます。

• 時間: リアルタイム（Live）モードまたは過去の時間を選択します。Liveモードは10秒間隔で自動更新されます。

• インスタンス: 照会対象のDBインスタンスを選択します。全体または個別インスタンスを選択できます。

Slow Queryチャート

スロークエリが発生した時点をscatterチャートで表示します。Y軸は実行時間（秒）、X軸は時間です。

• 各点は1つのスロークエリを表し、上に位置するほど時間がかかったクエリです。

• チャート領域をマウスドラッグすると、該当区間のクエリのみ下部リストに表示されます。

• 右上の**∧ / ∨**ボタンでY軸の範囲を調整できます。

Slow Query List

チャートで選択した区間に該当するスロークエリリストを表示します。
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カラム 説明

Instance クエリが実行されたインスタンス名

DB データベース名

Start Time クエリ開始時刻

User 実行ユーザー名

Host 接続ホスト

ID スレッドID

Schema スキーマ名

QC Hit クエリキャッシュヒットの有無

Query Time (s) クエリ実行時間（秒）

Lock Time (s) ロック待ち時間（秒）

Rows Sent クライアントに返された行数

Rows Examined クエリ処理のために検査した行数

Rows Affected 変更された行数

Bytes Sent クライアントに送信されたバイト数

SQL 実行されたSQL文

SQL詳細表示

SQLカラムのクエリをクリックすると、詳細情報ウィンドウが開きます。
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データ解釈ガイド

主な確認ポイント

• Query Timeが長いクエリ: 個別実行時間が長いクエリ → SQLチューニング、インデックス確認

• Lock Timeが長いクエリ: ロック待ちが長くパフォーマンス低下 → トランザクション競合、ロック原因の確認

• Rows Examinedが大きいクエリ: 検査行数に対して返された行数が少ない場合 → インデックス不足または非効率な
スキャン

• 同一のSQLが繰り返し表示される場合: 特定のクエリが継続的に遅い → 根本的なチューニングが必要

• 特定の時間帯に集中している場合: 該当時間のDB負荷、ロック競合、バッチ処理など外部要因を確認

実践活用シナリオ

シナリオ1: 遅いクエリのリアルタイムモニタリング

1. LiveモードでSlow Queryチャートを観察

2. 新しい点が現れたら、該当領域をドラッグして選択

3. Slow Query ListでクエリをSQLをクリックして詳細情報と実行計画を照会

シナリオ2: 特定時間帯のスロークエリ分析

1. 時間フィルターで問題が発生した時間帯を選択

2. チャートでクエリが集中している区間をドラッグ

3. Query Timeが長いクエリから確認して原因分析

シナリオ3: スロークエリ基準の調整

1. スロークエリが多く収集される場合、 long_query_time の値を上げて基準を緩和

2. スロークエリが収集されない場合、 long_query_time の値を下げるか、 slow_query_log=ON 設定を確認

スロークエリ

201



AIで分析する

画面でWhaTap AIボタンをクリックすると、WhaTap AIチャットウィンドウが開き、照会した画面データを要約して分
析した結果が対話形式で表示されます。結果を読んだ後、同じ対話で続けて質問できます。

• 分析に使用するデータは散布図で選択した項目のうち、所要時間が長い上位20件です。

• 分析対象は画面に照会されたデータです。照会条件を変更してから再度分析すると、変更後のデータを基準に分析
します。

• 対話履歴には AI分析 - {画面名} 形式で記録されます。
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Flexボード
Flexボードはユーザー定義型の統合ダッシュボードです。アプリケーション、サーバー、データベース、コンテナなど
のプロジェクトのデータを使用して、リアルタイムのダッシュボードが作成できます。

事前構成されたテンプレートで初期設定を迅速に完了し、希望する形式のダッシュボードを作成できます。データウィ
ジェットを追加したりプロパティを修正したりして、必要な形式で表示することができ、フィルタリング機能によって
監視対象を絞り込むこともできます。時間範囲を指定すれば特定の時点のデータを確認でき、補助チャートを活用する
ことで多様な方法で分析できます。ダッシュボードはお気に入りに登録して簡単にアクセスでき、カスタマイズしたダ
ッシュボードは他のアカウントにコピーして再利用することも可能です。
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Flexボードは、次のアクセスパスによってさまざまな用途があります。

• ホーム画面 > 統合Flexボード

◦ ウィジェットを作成すると、表示可能なすべてのプロジェクトを選択オプションとして提供します。

◦ ユーザーアカウントにダッシュボードが保存され、他のユーザーにコピーする機能を使用して共有できます。

◦ 個人アカウントダッシュボードで、権限による影響はありませんが、読み取り専用として共有されたダッシュボ
ードの場合は修正できません。
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• ホーム画面 > プロジェクト選択 > ダッシュボード > Flexボード

◦ ウィジェットを作成すると対応するプロジェクトの情報が自動入力されます。

◦ プロジェクトメンバーで作成したFlexボードは、自動共有されます。

◦ プロジェクト修正権限、またはプロジェクトのFlexボードの修正権限、Site Admin権限を持つユーザーが修正
できます。

Flexボードの編集権限を持つユーザーは、以下の機能を利用できます。

• ダッシュボードをJSONファイルとしてエクスポート/インポート

• ダッシュボード内のデータリクエストおよびレスポンス内容を確認

• ウィジェット設定オプションをJSON形式で参照および修正

プロジェクト内のFlexボードメニューでは、ダッシュボードの変更権限のあるユーザーのみが編集モードお
よびアドミンモード、フィルター機能にアクセスできます。

• アクセス可能なメンバー権限

◦ プロジェクト修正権限

◦ プロジェクトのFlexボードの修正権限

◦ Site Admin権限

• ビューモードおよびフィルター機能の詳細については、次の文書を参照してください。

• メンバー権限の詳細については、次の文書を参照してください。
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Flexボードの使用方法

ダッシュボードはメトリクスウィジェットを含むさまざまなウィジェットテンプレートを活用して構成でき
ます。
各テンプレートの特徴と使用方法については、ウィジェットテンプレート ドキュメントで詳しく確認できま
す。

事前テンプレートを適用する

事前構成テンプレートで初期設定を素早く進め、必要に応じて修正して活用してください。

1. Flexボード メニューを選択します。

2. 左側の テンプレート 一覧から使用するテンプレートを選択します。

3. Flexボード管理 ウィンドウが表示されたら、名前変更 に希望の名前を入力します。

• レイアウト でウィジェットを選択し、ドラッグして希望の位置へ移動できます。

4. 保存 ボタンをクリックします。選択したテンプレートを基準に Flex ボードを作成します。

• 作成したボードは Flexボード のボード一覧で確認できます。

Flex ボードを作成する

Flex ボードを作成し、ウィジェットを配置して自分だけのダッシュボードを作れます。

1. Flexボード で右上の ダッシュボード生成 ボタンをクリックします。

2. ダッシュボード生成 ウィンドウが表示されたら、入力ボックスにダッシュボードの 名前 を入力します。

3. ウィジェットの配置方式を選択し、ダッシュボード生成 ボタンをクリックします。

• 固定レイアウトFlexボード: ピクセル基準の自由配置

• レスポンシブFlexボード : ブラウザサイズ基準のグリッドレスポンシブレイアウト

Flexボードの使用方法
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（グリッドを設定してから ダッシュボード生成 ボタンをクリック）

4. ウィジェットテンプレート 選択画面で、ダッシュボードに配置するウィジェットを選択します。

• メトリクスウィジェットを追加する場合は、ウィジェットテンプレート の右側にある すべてのメトリク
ス ボタンをクリックします。

• ウィジェットテンプレート: 一般的な監視状況で重要となる指標を要約し、事前定義されたウ
ィジェット一覧から選択できます。

• すべてのメトリクス: ユーザーのプロジェクトで収集中のすべてのメトリクスデータを基準にウ
ィジェットを作成します。メトリクスウィジェットの詳細は次のドキュメントを参照してくだ
さい。

5. 配置したウィジェットの位置を移動したりサイズを調整します。

• ウィジェット上部で十字カーソルが表示されたら、クリックしたままドラッグして位置を移動します。

• ウィジェット右下で矢印カーソルが表示されたら、クリックしたままドラッグしてサイズを調整しま
す。

6. 追加するウィジェットの配置が完了したら、ビューモード を選択してレイアウトを確認します。レイアウト
を再編集する場合は、編集モード を選択してウィジェット配置を変更します。

7. すべての工程が完了したら、右上の （リストへ）アイコンをクリックします。

• Flexボード の ダッシュボードリスト で作成したボードを確認できます。作成したボードを選択して新し
い Flex ボードを確認してください。

お客様のご要望を反映してダッシュボードテンプレートやウィジェットの追加を検討しています。必要なテ
ンプレートまたはウィジェットがあれば support@whatap.io までご連絡ください。

Flex ボードを編集する

Flex ボード編集権限
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• ホーム > 統合Flexボード: 個人アカウントのダッシュボードで権限の影響はありませんが、閲覧専用で共
有されたダッシュボードは編集できません。

• ホーム > プロジェクト選択 > ダッシュボード > Flexボード: プロジェクトの編集権限、プロジェクトのフ
レックスボード編集権限、または Site Admin 権限のユーザーが編集できます。

メンバー権限の詳細は次のドキュメントを参照してください。

1. Flexボード の ダッシュボードリスト で、 編集アイコンをクリックします。画面右側に Flex ボード管理 ウ
ィンドウが表示されます。

2. Flex ボード管理 ウィンドウで、名前、プロジェクト、レイアウト、widget.json、option.json を設定しま
す。

• 名前変更: ダッシュボード名を編集します。

• プロジェクト: ダッシュボードのウィジェットがデータを取得するプロジェクトを選択します。

プロジェクト オプションは ホーム > 統合Flexボード メニューでのみ設定できます。
統合Flexボード から入った場合は、ウィジェットごとにデータ取得元のプロジェクトを選択で
きます。

1. ウィジェット右上の ボタンをクリックし、目的のプロジェクトを検索して単一ま
たは複数選択します。

2. プロジェクトを選択したら 適用 ボタンをクリックします。

• レイアウト

◦ ウィジェットをドラッグして位置を移動します。

◦ ウィジェット右下をマウスでクリックしたままドラッグしてサイズを調整します。

◦ ウィジェットを削除するには、ウィジェット右上の アイコンをクリックします。

• ウィジェット.json: ダッシュボードのウィジェット設定を JSON 形式で読み込みます。 アイコンをク
リックすると JSON をコピーします。

• オプション.json: ダッシュボードのオプション設定を JSON 形式で読み込みます。 アイコンをクリッ
クすると JSON をコピーします。
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Flex ボードを削除する

1. Flexボード > ダッシュボードリスト で、削除する項目の アイコンをクリックします。

2. 確認メッセージで 削除 ボタンをクリックします。

ダッシュボードの削除は所有者と共有を受けたユーザーで動作が異なります。

• ダッシュボード所有者がダッシュボードを削除すると、共有されたすべてのユーザーアカウントでもその
ダッシュボードが削除されます。

• 共有を受けたユーザーがダッシュボードを削除すると、そのユーザーの ダッシュボードリスト のみから
削除されます。元のダッシュボードは維持されます。

Flex ボードを共有する

Flex ボードの共有機能は ホーム > 統合Flexボード メニューでのみ使用できます。
プロジェクトの Flexボード メニューでは提供されません。

共有とコピーの違い
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• 共有: 共有されたメンバーは同じダッシュボードを閲覧します。

• コピー: ダッシュボードを他のメンバーまたは自分にコピーすると、コピーされた別個のダッシュボード
を閲覧します。

• 読取り専用 で共有/コピーされたダッシュボードは編集できません。編集モード で共有/コピーされた場
合のみ編集できます。

• 読取り専用 で共有を受けたメンバーも、そのダッシュボードを 閲覧専用で再共有 したり コピー できま
す。

• ダッシュボードに含まれるプロジェクトのうち 少なくとも1つ のプロジェクトに所属しているメンバーに
のみ共有できます。共有またはコピー先のメンバーがプロジェクトに所属しているか確認してください。

統合Flexボード で作成した Flex ボードを他のメンバーと共有できます。所有者が共有されたダッシュボードを編集す
ると、共有を受けたすべてのメンバーに同じ変更が反映されます。

1. 統合Flexボード の ダッシュボードリスト で、共有するダッシュボードの アイコンをクリックします。

2. ダッシュボード共有 ウィンドウが表示されたら、共有するメンバーを1名または複数名選択するか、アカウ
ントを直接入力します。

• 読取り専用 を選択すると、共有を受けたメンバーはダッシュボードを編集できません。
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• 共有対象は、ダッシュボードに含まれるプロジェクトのうち少なくとも1つのプロジェクトに所属してい
る必要があります。

3. 共有 ボタンをクリックします。

• 共有された項目には 共有 タグが表示されます。共有 タグにマウスを載せると、共有したメンバー情報を
確認できます。

• 閲覧専用で共有された項目には 読取り専用 タグが表示されます。

ダッシュボードを共有で受け取った場合 ダッシュボードを共有した場合（ダッシュボード所有者）

ダッシュボード共有の条件

• ダッシュボード共有機能は ホーム > 統合Flexボード のみで提供します。

• だれでも自分のダッシュボードを共有でき、共有で受けたダッシュボードを再共有やコピーで
きます。

• 読取り専用 で受けたダッシュボードは編集できませんが、編集モード で受けた場合は編集でき
ます。

• 所有者 がダッシュボードを削除すると、共有を受けたすべてのアカウントで該当ダッシュボー
ドが削除されます。

• 共有を受けたユーザー が削除した場合は、そのユーザーの ダッシュボードリスト のみから削
除され、元のダッシュボードは維持されます。

• 共有で受けたダッシュボードに含まれるプロジェクトのうち、ビュー 権限がないプロジェクト
はデータを参照できません。
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Flex ボードをコピーする

ユーザーは Flex ボードをコピーして他のメンバーに渡せます。

1. 統合Flexボード の ダッシュボードリスト で、 アイコンをクリックします。

2. コピーオプションを選択します。

• 自分にコピー: 自分のアカウントにコピーします。

a. _copied 接尾辞が付いた項目が ダッシュボードリスト に追加されます。

• 他人にコピー: 他のメンバーのアカウントにコピーします。

a. アカウント をクリックします。
b. コピー先メンバーのメールを選択し、ダッシュボードコピー ボタンをクリックします。
c. そのメンバーの ダッシュボードリスト に _copied 接尾辞が付いた項目が追加されます。

JSON ファイルで共有する

Flex ボードの設定を JSON ファイルとして他のメンバーに渡したり、他のメンバーの設定を取り込めます。

エクスポート

1. 統合Flexボード またはプロジェクトの Flexボード メニューに移動します。

2. ダッシュボードリスト で ボタンをクリックします。

3. エクスポートオプションを選択します。

• プロジェクト情報を含む: ダッシュボードに設定されたプロジェクト情報を JSON ファイルに含めて共有

• プロジェクト情報を含まない: ダッシュボードに設定されたプロジェクト情報を JSON ファイルに含めず
に共有

4. JSON ファイルをダウンロードし、共有先のメンバーに渡します。
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インポート

1. 統合Flexボード またはプロジェクトの Flexボード メニューに移動します。

2. 画面右上の インポート ボタンをクリックします。

3. ダウンロードした JSON ファイルを選択します。

この機能は、プロジェクトの 編集 権限を持つメンバーのみ利用できます。

Flex ボードの画面モード

Flex ボードの画面モードに応じて提供機能が異なります。

アクセス可能なメンバー権限

プロジェクト内の Flexボード メニューでは、編集権限 のあるユーザーのみが 編集モード、アドミン、フィ
ルター 機能にアクセスできます。メンバー権限の詳細は次のドキュメントを参照してください。

• プロジェクト編集 権限

• プロジェクトのFlexボードの修正 権限

• Site Admin 権限

モード種類

Flexボード は画面モードにより設定できる機能が異なります。

• 編集モード: ウィジェットテンプレート一覧からレイアウトにウィジェットを配置し、ウィジェットの編集、削除、
位置調整ができます。

• アドミン: ウィジェットの詳細プロパティを JSON 形式で管理できます。レイアウトに配置したウィジェット右上
の ボタンを選択します。

• ビューモード: ウィジェットの配置、サイズ調整、詳細オプションなどの設定を完了後、ダッシュボードのように各
ウィジェットのデータをリアルタイムで監視できます。
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共通機能

• データフィルタリング

• リアルタイムデータの参照範囲設定

• 印刷モード

• Flex ボード管理

• データ結合オプション

データフィルタリング

データフィルタリングで監視対象を絞り、効率的な Flex ボードを構成できます。

1. 画面上部の フィルター タブをクリックします。

2. 画面右に表示される フィルター ウィンドウでフィルタリング対象を選択します。すべて選択するには すべて
選択 を選択します。

• エージェント オプション: エージェント種別またはアプリケーション一覧を選択、検索 機能あり

• メトリクス オプション: プロジェクトまたはエージェント種別を選択、+ And 条件の追加や、含む、除外
による文字列ベースの自動選択が可能

3. フィルタリング対象を選択したら、適用 ボタンをクリックします。

4. よく使う条件は フィルター保存 ボタンで保存します。

a. フィルター名を入力し、保存 を選択します。保存フィルター は フィルター ウィンドウ下部に表示されま
す。

フィルタリング条件

フィルタリング条件はエージェントタイプとメトリクスタイプに分かれます。
エージェントは基本的な監視対象のみ選択肢として提供し、メトリクスはプロジェクトで収集したすべてのメトリクス
データのタグを選択肢として提供します。メトリクスタイプは、非エージェント形式でデータを収集し、その後フィル
タリングを適用する場合に有用です。メトリクスの詳細は次のドキュメントを参照してください。
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タイプ エージェント メトリクス

選択オプション

WhaTap プロジェクトの監視対象
(アプリケーション、サーバー、データベー
ス、
コンテナ、Kubernetes の POD と NODE)

エージェントを含むすべてのメトリクスタグ

適用範囲 すべてのウィジェット
メトリクスデータを使用するすべてのウィジェッ
ト

フィルタリング方
式

チェックボックス 一致, 含む, 除外

参照時間を設定する

Flexボード の画面右上の時間セレクターで、ウィジェットのデータ参照時間を設定できます。

• : リアルタイムモードを停止して特定の参照時間に設定

• : リアルタイムモードに戻す

印刷する

Flex ボード画面を PDF で保存して印刷できます。

1. Flex ボード画面の右上にある アイコンをクリックして印刷モードに切り替えます。

2. オプションを設定します。

• フィルターオプション表示: 画面のフィルターオプションを表示/非表示に切り替え

• {mode}方向に切換え / {mode}方向に切換え: 画面を横向きまたは縦向きに変更

3. 完了後、PDFダウンロード を選択します。

4. 印刷モードを終了するには、右上の 印刷モード終了 をクリックします。

Flex ボード管理

Flex ボードのレイアウト変更、ウィジェットの位置移動やサイズ調整、名称変更などの管理機能を提供します。 Flex
ボード管理 機能は、ダッシュボード > Flexボード メニューの ダッシュボードリスト で アイコンをクリックして入
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ることもできます。

1. Flex ボード画面の右上の アイコンをクリックすると、Flexボード管理 ウィンドウが開きます。

• 名前変更: Flex ボード名の変更

• レイアウト: ウィジェットの位置・サイズ調整および削除

• 他のユーザーの修正を許可しない: 変更制限オプション

◦ 編集権限のあるメンバーは編集・削除・変更が可能で、オプションを有効化すると 他のユーザーの
修正を許可しない: On に変更されます

• ウィジェット.json: Flex ボードに含まれるウィジェットを JSON 形式で編集・管理

• オプション.json: Flex ボードの設定を JSON 形式で編集・管理（プロジェクト情報、Flex ボードフィル
ター、時間選択などの設定値）

ウィジェット.json と オプション.json 機能は、ダッシュボード管理者権限のユーザーにのみ
提供します。

2. すべての設定を完了し、保存 ボタンをクリックします。

ダッシュボードをお気に入りに登録する

作成した Flex ボードはお気に入りに登録して素早くアクセスできます。ダッシュボード > Flexボード の ダッシュボー
ドリスト で、お気に入り登録するダッシュボードの ボタンをクリックすると、 に変わります。
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ウィジェットの管理
Flexボードに配置したウィジェットを管理して、ダッシュボードをユーザーがカスタマイズします。

ダッシュボードはメトリクスウィジェットを含むさまざまなウィジェットテンプレートを活用して構成でき
ます。
各テンプレートの特徴と使用方法については、ウィジェットテンプレート ドキュメントで詳しく確認できま
す。

ウィジェット追加

作成済みのFlexボードにウィジェットを追加できます。

1. Flexボードメニューのダッシュボードリストで、ウィジェットを追加するダッシュボードを選択します。

2. 画面左上の編集モードを選択します。

3. 左側のウィジェットテンプレート一覧から目的のウィジェットを選択します。メトリクスウィジェットを追
加するには、すべてのメトリクスを選択してから、目的のウィジェットをクリックします。

• ホーム画面の統合Flexボードを選択し、ウィジェットを追加した場合は、プロジェクト選択ボタンをクリックし
て、収集対象のプロジェクトを選択します。

• 追加するウィジェットがある場合は、同じプロセスを繰り返してください。

4. すべての手順が完了したら、画面上部のビューモードを選択してレイアウトを確認し、 (リストへ)ボタン
をクリックします。

ウィジェットの属性変更

Flexボードメニューのダッシュボードリストで、ウィジェットのプロパティを変更するボードを選択します。編集モー
ドに入ります。

ウィジェットの管理
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ウィジェット名の変更

1. 名前を変更するウィジェットの名前の右側の ボタンをクリックします。

2. ウィジェットの題名、フォントサイズ、色を設定し、保存ボタンを選択します。

• 保存する際に、すべてのウィジェットに適用トグルボタンの機能を活性化すると、フォントサイズと色
が他のウィジェットにも適用されます。

• ウィジェットのタイトルをロックするには ボタンを選択し、保存ボタンをクリックします。

時間設定

1. 時間を設定するウィジェットの右上の ボタンを選択します。

2. 時間選択ウィンドウで時間を設定してください。

• ダッシュボード画面で設定した時間を適用するには、ダッシュボード設定に従うをチェックします。ダ
ッシュボードの時間設定は右上にあります。

• 特定の時間を設定する場合は、ダッシュボード設定に従うのチェックを外します。 または ボタンを
使用して照会する時間を設定します。

3. 時間設定が終了したら ボタンをクリックします。

ウィジェットのデータタイプによっては、時間設定機能をサポートしていない場合があります。

出力データオプションの設定

チャート型ウィジェットの出力データオプションを設定して、ユーザーが必要なデータを選択できます。

1. ウィジェットの右上にある アイコンをクリックして、出力データのオプションを設定します。

• プロジェクト、エージェント、アプリケーションなどを選択してデータをフィルタリングできます。

• 個々のデータまたはマージされたデータを選択して、チャートに表示されるグラフのタイプを変更でき
ます。

• > を選択します。チャート設定画面で詳細オプションを変更できます。設定できるオプションは次
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のとおりです。

◦ チャートタイプ：集計する現在の数値をチャートに表示するオプションです。

◦ y軸 チャート最大値：Y軸にチャートの最大値を自動または固定で選択できます。

◦ 水平線設定：追加ボタンを選択し、しきい値または範囲を水平線として表示できます。複数を追加
して適用できます。水平線を追加した後は、適用ボタンを選択してチャートに反映してください。

◦ チャートの最大値を表示：チャートに表示されるグラフの最大値を表示します。

◦ サブチャート：ウィジェットのメインチャートにサブチャートを追加できます。サブチャートの種
類を選択し、レイアウトとサイズ、データのマージ有無を選択します。他のウィジェットにも適用
する場合は、すべてのウィジェットに適用ボタンを選択します。サブチャートは、データをさまざま
な方法で確認するとき便利です。

2. オプション設定がすべて完了したら、チャート設定画面の左上の ボタンをクリックするか、チャート設定
領域の外側をクリックします。

ウィジェットのデータタイプによって選択できるオプションは異なる場合があります。

メトリクスウィジェットデータの変更

メトリクスウィジェットのデータ照会の条件を変更できます。

1. Flexボード > ダッシュボードリストで、ウィジェットデータを変更するダッシュボードを選択します。

2. 編集モードで、変更したいウィジェットの右上にある アイコンをクリックします。

3. アイコンをクリックすると、データ設定編集ウィンドウが表示されます。

4. 次を参照して設定を変更するには、適用アイコンウィジェットに適用ボタンをクリックします。

• ウィジェットを作成すると、デフォルトで生成されるメトリクスのオプションがタブに表示されます。

• メトリクス オプションには、カテゴリとフィールド、タグが含まれます。

• カテゴリ項目は現在、変更を加える機能を制限しています。

• フィールド、タグ項目は複数選択できます。選択したタグオプションでチャートデータをグループ化し
ます。

• ボタンをクリックすると、元のデータを表示できます。
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• オブジェクトのマージおよび時間マージ項目の詳細については、データマージオプションを参照してく
ださい。

データマージオプション

Flexボードのすべてのメトリクス一覧に配置されたマトリクスウィジェットでは、データのマージオプションを提供し
ます。 データのマージは、オブジェクトのマージと時間マージ方法を提供します。

• オブジェクトのマージ

左側で選択したタグ(例：エージェント名)に基づいてチャートデータをグループ化するために使用します。この場
合、異なるフィールド(例：CPU)値を持つデータ間でタグが一致する場合、そのデータは結合されます。

• 時間マージ

主に検索時間が長い場合に使用します。ソースデータとフィールド値が同じデータを時間範囲に基づいて一定の時
間間隔(5分または1時間)でデータを結合します。この結合方法は、時間結合と呼ばれます。

• AWS CloudWatchメトリクス

AWSモニタリング指標の場合、統計手法はフィールド名の後にサフィックス(接尾辞) として追加されます。データ
マージの既定値は、このサフィックスを参照しています。

1. 編集モードですべてのメトリクスボタンを選択し、ウィジェットテンプレート一覧をすべてのメトリクス一覧
に変更します。

2. メトリクスウィジェットをレイアウトに配置します。
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3. メトリクス ウィジェットの右上にある ボタンを選択します。

4. タグ(例: エージェント名)オプションを選択すると、データ結合オプションが表示されます。ウィジェットの
サイズによっては、メトリクス オプションの位置が異なる場合があります。

ウィジェットのコピー

1. ウィジェットの右上にある ボタンをクリックします。

2. ボタンをクリックします。

3. コピー画面が表示されたら、 ウィジェット追加を選択します。

4. 一覧にあるウィジェットの名前を変更します。

5. 適用ボタンを選択します。

6. 編集モード画面でコピーしたウィジェットで確認できます。

ウィジェットの削除

1. ウィジェットの右上にある ボタンをクリックします。

2. ボタンをクリックします。

3. 確認メッセージの画面が表示されると、削除ボタンを選択します。削除を取り消すにはキャンセルボタンを
クリックします。
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カウント推移の比較
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > カウント推移比較

分析 > 推移比較 で、データベースの主要指標を時間帯ごとに確認し、パフォーマンスの変化を追跡します。
異なる日付の指標を比較することで、運用の傾向を分析できます。 アクティブセッション テーブルでは、現在実行中
のセッションと長時間実行中のセッションの両方を確認できます。

カウント推移の比較



基本画面ガイド

• 基準日、 比較日、インスタンス項目を選択すると、すべてのウィジェットに選択した項目を基準に、データ
が自動的に反映されます。

• ウィジェットに表示されている指標の意味を知りたい場合は、名前の横の ボタンを選択するか、次の文書を参照
してください。
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ボタンのツールチップ機能は多言語ではサポートされていません。

• 他のウィジェットの位置を変更する場合は、ウィジェットの上部を選択した状態でドラッグします。 ただし、ウィ
ジェットのサイズは変更できません。

• アクティブセッションテーブルの左側には、基準日、右側には、比較日に該当するデータを表示します。

• アクティブセッションテーブル一覧の文字の色は黒 → オレンジ → 赤の順でセッションの実行速度が遅いことを
意味します。

比較対象の選択

基準日、インスタンスを選択し、 比較日、インスタンスを選択します。 チャートの上にマウスをオーバーすると
表示されるツールチップを通じて、その時点の詳細データを確認できます。 ツールチップの内容は、マウスの位置に
応じて値が更新されます。

• シリーズごとに固有の色が表示され、視覚的に簡単に区別できます。 実線は基準日のデータ、点線は比較日のデー
タを意味します。

• Compare Timeは、現在マウスポインターが存在するデータの時間値を表示します。

• 選択したデータ時点のメトリクス値を表示し、シリーズごとに区別して提供します。 各シリーズには、データポイ
ントの日付とエージェント(インスタンス)名、指標名、値が含まれます。
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アクティブセッション情報の比較

• データを表示した時間帯は、 で確認できます。

• アクティブセッションデータは5秒単位で収集され、テーブル上の5秒単位で移動できるボタンを選択すると、その
時間のデータを表示することができます。

• 右上にある または を選択すると、1分単位でデータを表示できます。 5秒単位で移動するには、 または ボ
タンを選択します。

• アクティブセッションテーブル一覧の文字の色は黒 → オレンジ → 赤の順にセッションの実行速度が遅いことを意
味します。

• グラフチャートの特定の時点をクリックすると、( )その時点を赤い線で表示して収集されたアクティブセッショ
ンを確認できます。

特定時間の比較

特定の時間を拡大してデータを比較できます。 画面に配置されたウィジェットから目的の時間帯を選択して、チャー
トをドラッグしてください。 すべてのウィジェットとアクティブセッションテーブルに、ドラッグした特定の時間帯の
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データを表示します。

プリセット

インスタンスモニタリングメニューから、ユーザーが設定したウィジェットの設定とアクティブセッションテーブルの
配置状態をプリセットとして読み込むことができます。

プリセット設定の詳細については、次の文書を参考にしてください。

カラム情報ガイド
• Active session• Lock tree• Process information

項目 説明

user SQL実行アカウント

host このスレッドが関連付けられたhostname

db default database名、 ない場合はNULL

command 実行されているコマンドの種類 (Query/Sleep/Daemonなど)

time 現在のCOMMANDの実行時間(秒)

state スレッドの状態(executing/updating/sending dataなど)

query 実行されているstatementです。 Processlist.info からリテラル値を除外したSQLを表示します。

query_param query から分離したリテラル値

type Threadのタイプ。 FOREGROUND/BACKGROUNDなど

connection_type Connectionの確立に使用されるprotocol。 TCP/IP、SSL/TLS

カウント推移の比較
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項目 説明

Instance インスタンス（エージェント）名

id セッションID

holder_type
ロックがどの対象に対してかかっているかを示します。
- RECORD: テーブルのレコード（行）レベルのロック
- TABLE: テーブル全体に対するロック

holder_mode
ホルダーセッションのロックモード
- S（Shared）: 共有ロック。 他のトランザクションによる読み取りは可能
- X（Exclusive）: 排他ロック。 他のトランザクションはアクセスできません。

waiter_type
ロックがどの対象に対してかかっているかを示します。
holder_type の説明を参照してください。

waiter_mode
ロックを待機中のセッションのロックモードです。
holder_mode の説明を参照してください。

table ロックを待機中のテーブル

index ロックを待機中のインデックス

次の項目は、XOSエージェントをインストールした場合に収集される指標です。

項目 説明 単位

pid プロセスID -

cpuusage プロセスが使用するCPU使用率 %

cputime プロセスがこれまでに使用した累積CPU時間 秒

elapse プロセスが実行されてからの経過時間 秒

vsize Virtual memory size. 全体の仮想メモリ使用量（RAM + Swap + 予約） KB

カウント推移の比較
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項目 説明 単位

rss Resident Set Size. 現在のプロセスが占有している実際の物理メモリサイズ KB

pss Proportional Set Size. 共有メモリを含む実際の物理メモリ使用量 KB

state プロセスの現在の状態コード（例：R、S、D、T、Z など） -

ioread 累積読み込みバイト数（ read_bytes ） バイト（B）

iowrite 累積書き込みバイト数（ write_bytes ） バイト（B）

uid このプロセスを実行したユーザーID -

cmd 実行されたコマンドの短縮形式 -

longcmd 実行されたコマンドの完全な形式（フルパスおよび引数を含む） -

カウント推移の比較
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ロックツリー
1日で発生したLockの推移を分析することができます。Lockを発生させたセッション（Lock Holder）とLockを待機し
ているセッション（Lock Waitier）に対してツリー構造で確認することができます。このような機能により、特定時点
で発生したLock情報であるHolderとWaiterの関係を確認してクエリ（Query）を分析し、デッドロッククエリを確認
することができます。

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > ロックツリー

一日のロック発生有無と発生時間を時系列チャート/ロックツリーとして提供します。ロックが最初に発生した地点か
らholderとwaiterの構造をツリー形式で表現して提供します。ロックツリーは時間の流れで確認できます。

• 時間別ロックトレンドの視覚化: 1-Min Lock TrendsとLock Wait Sessions機能により、ロック発生データを時間
単位で分析できます。

ロックツリー



基本的な使い方

時間、 インスタンスで照会する日付と時間、インスタンスを選択します。設定した時間にロックが発生した場合
は、Lock Wait Sessionsと下段のLock Treeテーブルに照会されているデータが表示されます。

• 1つのチャート内で最大2週間のデータを一度に確認できます。グラフチャートで特定の時間をクリックすると、画
面下のテーブルから選択した時間のロック情報を確認できます。画面下の詳細情報から秒単位ボタンをクリックす
ると、5秒単位でロック情報を照会できます。

Lock Wait Sessionsチャートの右上に表示されているタグを通じて照会の単位を確認できます。

• グラフチャートで特定時間領域をドラッグ(ドリルダウン)するほど、詳細時間のチャートとロックツリーを照会で
きます。

• チャートで3時間以内にドラッグして、5秒単位のデータを照会できます。ただし、5秒単位のデータは、最近1か月
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の範囲に限って照会できます。1か月前のデータは、5分要約データでしか閲覧できません。例えば、40 日前のロッ
クツリーデータをドラッグ(ドリルダウン)すると、5分要約データは照会できますが、5秒データは照会できませ
ん。

Lock Wait Sessions

Lock Wait Sessionsは、ロック待機セッションの情報を分析できる機能です。照会期間によってロック待機セッション
データを3時間以上照会すると5分間隔で、3時間未満照会すると5秒間隔で提供します。また、チャートをドラッグし
て時間範囲を流動的に調整できます。

1-Min Lock Trends

Lock Wait Sessionsで特定の時間帯をクリックすると、その時間基準で15分前から15分後までの計30分間のロック発
生状況を可視化して表示します。これにより、30分単位でロック発生トレンドを効果的に分析できます。

Total Locksは、その時間帯に発生したロックの合計個数を意味します。

時間照会

Lock Wait Sessionsでクリックした時間に発生した最大ロック数を基準に1-Min Lock TrendsとLock Treeテーブルの時
間が設定されます。これにより、ロックが最も多く発生した区間を把握できます。
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Lock Wait Sessionsはそのままにして1-Min Lock Trendsチャートで他の時間帯のバーをクリックした場合、該当する
分の最大ロック数を持つ秒の時点でLock Treeテーブルの時間範囲が同期されます。これにより、時間帯を変更する時
にLock Treeテーブルに反映された情報を確認できます。

• 3時間以上照会した場合 (5分単位のデータ使用)

照会時点から5分の区間でバーの色が濃く表示されます。

07:15:00 時点をクリックした場合、 07:15:00~07:20:00 区間バーのチャートの色が濃く表示されます。

• 3時間未満照会した場合 (5秒単位のデータ使用)

短い時間間隔で発生したロック状況を分析する時に役立ちます。
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• Active session• Lock tree• Process information

項目 説明

user SQL実行アカウント

host このスレッドが関連付けられたhostname

db default database名、 ない場合はNULL

command 実行されているコマンドの種類 (Query/Sleep/Daemonなど)

time 現在のCOMMANDの実行時間(秒)

state スレッドの状態(executing/updating/sending dataなど)

query 実行されているstatementです。 Processlist.info からリテラル値を除外したSQLを表示します。

query_param query から分離したリテラル値

type Threadのタイプ。 FOREGROUND/BACKGROUNDなど

connection_type Connectionの確立に使用されるprotocol。 TCP/IP、SSL/TLS
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項目 説明

Instance インスタンス（エージェント）名

id セッションID

holder_type
ロックがどの対象に対してかかっているかを示します。
- RECORD: テーブルのレコード（行）レベルのロック
- TABLE: テーブル全体に対するロック

holder_mode
ホルダーセッションのロックモード
- S（Shared）: 共有ロック。 他のトランザクションによる読み取りは可能
- X（Exclusive）: 排他ロック。 他のトランザクションはアクセスできません。

waiter_type
ロックがどの対象に対してかかっているかを示します。
holder_type の説明を参照してください。

waiter_mode
ロックを待機中のセッションのロックモードです。
holder_mode の説明を参照してください。

table ロックを待機中のテーブル

index ロックを待機中のインデックス

次の項目は、XOSエージェントをインストールした場合に収集される指標です。

項目 説明 単位

pid プロセスID -

cpuusage プロセスが使用するCPU使用率 %

cputime プロセスがこれまでに使用した累積CPU時間 秒

elapse プロセスが実行されてからの経過時間 秒

vsize Virtual memory size. 全体の仮想メモリ使用量（RAM + Swap + 予約） KB

ロックツリー
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項目 説明 単位

rss Resident Set Size. 現在のプロセスが占有している実際の物理メモリサイズ KB

pss Proportional Set Size. 共有メモリを含む実際の物理メモリ使用量 KB

state プロセスの現在の状態コード（例：R、S、D、T、Z など） -

ioread 累積読み込みバイト数（ read_bytes ） バイト（B）

iowrite 累積書き込みバイト数（ write_bytes ） バイト（B）

uid このプロセスを実行したユーザーID -

cmd 実行されたコマンドの短縮形式 -

longcmd 実行されたコマンドの完全な形式（フルパスおよび引数を含む） -

AIで分析する

画面でWhaTap AIボタンをクリックすると、WhaTap AIチャットウィンドウが開き、照会した画面データを要約して分
析した結果が対話形式で表示されます。結果を読んだ後、同じ対話で続けて質問できます。

• 分析に使用するデータは照会範囲全体の推移、30分区間の集計、選択時点のロックツリースナップショットの3つ
です。

• 分析対象は画面に照会されたデータです。照会条件を変更してから再度分析すると、変更後のデータを基準に分析
します。

• 対話履歴には AI分析 - {画面名} 形式で記録されます。

ロックツリー
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セッション履歴
照会期間中に収集されたセッション情報を時系列で照会できる画面です。特定の時間帯にどのセッションがどのSQLを
実行したか、各セッションのステータスとリソース使用量はどうであったかを分析できます。

• 5秒間隔で収集されたアクティブセッションのスナップショットをもとにデータを提供します。

• セッション推移チャートを通じて、時間帯別のセッション数の変化を視覚的に把握できます。

• フィールドパネルとフィルターを活用して、特定の条件のセッションのみを照会できます。

セッション履歴を照会する

上部フィルターで照会条件を設定し、フィールドパネルでセッションをフィルタリングした後、セッション推移チャー
トと一覧で時間帯別のセッション変化とステータスを確認できます。

基本オプション

上部フィルター領域で時間、対象インスタンス、フィルターなどを設定できます。

• 時間: 照会時間範囲を選択できます。デフォルトで10分単位に設定されており、左右の矢印で移動可能です

• インスタンス: 照会対象のDBインスタンスを選択

• フィルター: フィールドごとに条件を追加してデータをフィルタリング。複数条件はANDロジックが適用されます

• 表示モード: テーブルビューまたはツリービューに切り替え可能

• ダウンロード: CSV形式でエクスポート

フィールドパネル

画面左側のフィールドパネルから、フィルター条件を簡単に追加できます。

1. フィールドパネルでフィールド名をクリックすると、そのフィールドの条件入力ポップアップが表示されま
す。

2. 演算子と値を設定してから適用ボタンをクリックすると、上部フィルターに条件が追加されます。

3. 上部の検索バーでフィールド名を検索できます。フィルター横の ボタンをクリックすると、条件を満たす

セッション履歴



セッションのみがチャートとテーブルに表示されます。

• 例えば query フィールドに「sale」を含む条件を設定すると、SQLに「sale」が含まれるセッションの
みを照会できます。複数条件を適用する場合はANDロジックで動作します。

セッション推移チャート

照会期間中のアクティブセッション数とロック待機セッション数をバーチャートで表示します。X軸は時間、Y軸はセ
ッション数です。最大1時間の範囲で照会できます。

• 全アクティブセッション数のうち、ロック待機（Lock Wait）セッションは赤色で区別して表示します。

• 特定の時間帯の総アクティブセッション数とそのうちロック待機セッションの割合を視覚的に把握できます。

• チャート領域をマウスドラッグすると、その区間にドリルダウンして詳細分析できます。

• チャートの特定の時間をクリックすると、その時間帯のアクティブセッションのみが下部テーブルに表示されま
す。

セッション一覧テーブル

収集されたセッション情報を時系列で表示します。下部のページネーションでページを移動でき、ページあたりの表示
件数を設定できます。

カラムガイド

各カラムのサポート環境は、そのカラムのデータを照会できる条件を意味します。

• MySQL: performance_schema.threads と information_schema.processlist の結合結果から収集します。モニタ
リング対象がMySQLの場合のみ提供されます。

• MariaDB: information_schema.processlist から収集します。モニタリング対象がMariaDBの場合のみ提供されま
す。

• MySQL, MariaDB: 両DBで提供されるカラムです。

• XOS: XOSエージェントを追加インストールした場合のみ照会できます。

• 共通: DBの種類やエージェントのインストール有無にかかわらず、常に提供されます。

セッション履歴
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基本情報

カラム 説明 サポート環境

time セッション情報が収集された時刻 共通

instance DBインスタンス名 共通

id セッション（プロセス）ID MySQL, MariaDB

user 接続ユーザー名 MySQL, MariaDB

host 接続ホストアドレス MySQL, MariaDB

db 使用中のデータベース名 MySQL, MariaDB

実行情報

カラム 説明 サポート環境

command 現在実行中のコマンドタイプ（Query、Sleep、Daemonなど） MySQL, MariaDB

runtime 現在のコマンドの実行時間（秒） MySQL, MariaDB

state セッションの現在ステータス（executing、Waiting forなど） MySQL, MariaDB

query 実行中のSQL文 MySQL, MariaDB

query_param SQLのバインドパラメーター値 共通

query_hash SQLハッシュ値 共通

query_id クエリID MariaDB
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スレッドおよびプロセス

カラム 説明 サポート環境

os_id OSレベルのスレッドID MySQL

thread_id MySQL内部スレッドID MySQL

tid スレッドID MariaDB

type スレッドタイプ MySQL

name スレッド名 MySQL

connection_type 接続タイプ MySQL

実行ステージ

カラム 説明 サポート環境

stage 現在の実行ステージ MariaDB

max_stage 全実行ステージ数 MariaDB

progress 現在ステージの進捗率 MariaDB

time_ms 実行時間（ミリ秒） MariaDB

リソース使用量

カラム 説明 サポート環境

cpuusage CPU使用率 XOS

セッション履歴
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カラム 説明 サポート環境

cputime CPU使用時間 XOS

memory_used メモリ使用量 MariaDB

max_memory_used 最大メモリ使用量 MariaDB

rss Resident Set Size（物理メモリ使用量） XOS

pss Proportional Set Size（比例メモリ使用量） XOS

vsize 仮想メモリサイズ XOS

I/OおよびRow処理

カラム 説明 サポート環境

ioread I/O読み取り量 XOS

iowrite I/O書き込み量 XOS

examined_rows 検査した行数 MariaDB

データ解釈ガイド

主な確認ポイント

カラム 意味 解釈ポイント

command
セッションのコマンドタ
イプ

Query: SQL実行中、Sleep: アイドル状態、Daemon: バックグラウン
ドプロセス

セッション履歴
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カラム 意味 解釈ポイント

runtime
現在のコマンドの実行時
間

値が高いほど長時間実行中のセッション → ロック競合、非効率クエリ
の可能性

state
セッションの現在ステー
タス

Waiting on...: 待機状態 → ロック、I/O待機の原因確認が必要

examined_rows 検査した行数 値が高いほど非効率なスキャン → インデックスの確認が必要

cpuusage CPU使用率 高い場合はCPU集約型クエリ → クエリの最適化が必要

異常セッションの識別

• runtime が異常に高いセッション: 長時間実行中のセッション → ロック競合、遅いクエリ、未完了トランザクシ
ョンの確認

• state がWaiting状態のセッションが多数: 特定リソースへの競合発生 → ロック原因の分析

• command がSleepで runtime が長いセッション: アイドル接続が長時間維持されている → 接続プール設定の確
認

• examined_rows が高く state がexecutingのセッション: 大量スキャン実行中 → インデックス確認、クエリチュ
ーニング

実践活用シナリオ

シナリオ1. 特定の時間帯のセッション急増分析

1. セッション推移チャートでセッション数が急増した区間を確認

2. その時間帯のセッション一覧で command 、 state を確認

3. 同じ query が繰り返されているか、特定の host から集中しているかを分析

4. フィルターを活用して state または command 基準でセッションを分類
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シナリオ2. 長時間実行セッションの追跡

1. フィールドパネルで runtime フィルターを追加して長時間実行セッションを照会

2. そのセッションの query を確認し、どのSQLが長時間実行されているかを把握

3. state を確認してクエリ実行中かロック待機中かを判断

4. 必要に応じてそのSQLの実行計画（Plan）を確認

シナリオ3. 特定ユーザーまたはホストのセッション分析

1. フィールドパネルで user または host フィルターを追加

2. そのユーザー/ホストのセッションパターンを確認

3. 異常に多いセッションや長時間実行クエリがないかを分析

シナリオ4. ロック競合原因の分析

1. フィールドパネルで state フィルターを追加してWaiting状態のセッションを照会

2. 待機中のセッションの query と db を確認

3. 同一テーブルやリソースにアクセスしているセッションを識別

4. runtime が長いセッションがロックを保持していないかを確認

追加機能

フィルターの使い方

1. フィルター追加エリアをクリックするか、フィールドパネルでフィールド名をクリックします。

2. フィルターキーを選択します。

• 文字列（String）: = （含む）、 != （含まない）

• 数値（Number）: == （等しい）、 >= （以上）、 <= （以下）

3. 値を入力して適用します。
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4. 複数条件はANDロジックを適用します。

テーブルカラム設定

テーブルヘッダーのカラム選択機能を通じて表示するカラムを追加/削除し、ドラッグで順序を変更できます。

セッション履歴
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デッドロック

デッドロック

ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > デッドロック

デッドロック（Dead Lock）とは、複数のプロセスまたはトランザクションがそれぞれ他のトランザクションに必要な
データベースリソース（テーブルまたは行）をロックして互いに進行できない状態に陥ることを指します。頻繁に発生
するデッドロックは、エンドユーザーに不便を与え、サービス品質の低下につながります。デッドロック メニューで
は、デッドロックが発生した時点と関連情報を確認できます。この情報はアプリケーション設計上の問題を特定し、解
決するのに役立ちます。

データベースで発生したデッドロックに関する情報を確認できます。

デッドロック



1. 時間で照会したい時間を設定します。

2. インスタンスで照会したいインスタンス名を選択します。

3. ボタンを選択します。

取得したデッドロック情報をテーブル形式で提供します。

• 照会時間は最大3週間まで選択できます。

収集方法

エージェントは一定の周期ごとに SHOW ENGINE INNODB STATUS コマンドを実行してデッドロック情報を収集しま
す。このコマンドの特性上、最も最近発生したデッドロック情報のみを確認できます。収集した情報が以前と重複する
場合は、別途保存しません。

収集間隔

基本的に 1時間ごと に情報を収集し、次のエージェントオプションを通じて周期を調整できます。

• deadlock_interval (Int)
既定値: 60 (単位: 分)
デッドロック情報を収集する間隔を設定します。設定した周期内に発生したデッドロックの中で 最も最近発生した
1つのデッドロック情報のみを収集 します。

データ収集に関するオプションの使用方法は 次の文書 を参照してください。

アラーム設定

デッドロック発生に対するアラームを設定できます。ただし、デッドロック情報は deadlock_interval の周期ごとに
確認されるため、 アラームはリアルタイムで発生せず、該当周期ごとに確認されたデッドロックに対して発生 しま
す。
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AIで分析する

画面でWhaTap AIボタンをクリックすると、WhaTap AIチャットウィンドウが開き、照会した画面データを要約して分
析した結果が対話形式で表示されます。結果を読んだ後、同じ対話で続けて質問できます。

• 分析に使用するデータは照会されたデッドロック履歴のうち最新15件です。

• 分析対象は画面に照会されたデータです。照会条件を変更してから再度分析すると、変更後のデータを基準に分析
します。

• 対話履歴には AI分析 - {画面名} 形式で記録されます。
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Top SQL比較
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > Top SQL比較

特定の日付を基準に設定された時間帯のSQLの推移を比較できます。 ユーザは複数の基準を選択してSQLの性能を比較
しSummary Chartを通じて時系列グラフで確認できます。 また、画面下のテーブルリストでは、基準日付と比較日付
のTop SQL順位と騰落を比較できます。

• SQL性能把握: ユーザーはTop SQL比較メニューを通じてSQLの性能を簡単に把握できます。 SQLの実行回数、最大
経過時間、総経過時間、待機時間などを比較することで、システムの性能問題を迅速に感知できます。

• 時間別の推移確認: Summary Chartを通じて時間によるSQLの性能変化を視覚的に確認できます。 これにより、ユ
ーザーはシステムの負荷が発生した時間帯や性能低下が発生した区間を素早く把握して対応できます。

• Top SQL比較: 画面下のテーブルリストでは、基準日付と比較日付のTop SQL順位を比較できます。 これにより、ユ
ーザーはSQLの性能変化を確認し、比較して性能改善に必要な措置を取ることができます。

Top SQL比較



Top SQL比較

画面の上でTop SQL比較のための条件を設定した後、 ボタンを選択します。

• 基準時間: 比較のための基準時間を設定します。 最大24時間まで設定できます。 緑のボタンをクリックすると、照
会時間を選択できるオプションが表示されます。 ユーザーが希望する時間を直接設定するには、日付と時間エリア
を選択します。

◦ 照会できる時間範囲はｍ、最大24時間です。

◦ 基準時間オプションの利用方法の詳細については。

• 比較: 基準時間で設定した時間と比較する日付または時間を選択します。 希望する条件を選択した後、確認ボタン
を選択します。

日付 時間

• インスタンス: SQL比較のためにインスタンス対象を選択します。

• 照会基準: 比較基準を選択します。 選択した項目に基づいてチャートを作成し、順位をソートします。

◦ excute count: 実行回数に基づいて照会結果をソートします。

◦ elapsed max: 最大経過時間に基づいて照会結果をソートします。

Top SQL比較
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◦ elapsed time: 合計経過時間に基づいて照会結果をソートします。

◦ elapsed wait: 待ち時間に基づいて照会結果をソートします。

• 照会件数: 画面の下にあるSQL順位テーブルのリストに表示される個数を設定してください。

Summary Chart

Summary Chartでは、基準日付と比較日付のSQL推移を比較できる時系列グラフを提供します。 これにより、ユーザ
ーは時間によるSQLの性能変化を容易に把握できます。

• ◼ 青色のグラフ: 基準日付を意味し、右側の数値は平均値を意味します。

• ◼ グレーのグラフ: 比較の日付を意味し、右側の数値は平均値を意味します。

SQL順位の比較

画面下のSQL順位テーブルでは、上位SQL一覧が表示されます。 表示される個数は、画面上の照会件数で設定できま
す。

Top SQL比較
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左側に配置されたテーブルは、基準日付に該当するSQL順位が、右側には比較日付に該当するSQL順位が表示されま
す。 基準日付テーブルのranck changedカラムでは、比較日付に比べて変化した騰落を確認できます。

例えば、ユーザーがelapsed time(経過時間)を基準に比較したとき、比較日付に比べて基準日付に同じSQL文の経過時
間がさらに増えた場合は、当該SQL文の性能を検討する必要があります。 クエリ最適化またはインデックスを使用して
性能を最適化してください。

クエリプレビュー

クエリプレビュー

SQL順位テーブルでqueryカラム項目にマウスオーバーすると、該当SQL文のクエリを確認できます。

SQL 詳細情報の確認

詳細なSQL情報を確認するには、SQL順位テーブルのqueryカラム項目を選択します。 SQL詳細画面が表示されます。
SQLクエリ文とPlan情報を確認することができます。

SQL統計の表示 → ボタンをクリックすると、選択した SQL クエリに関連する統計情報を確認できる SQL統計 に移動
します。

Top SQL比較

250



• Default Bind: クエリ文で変数として設定された部分を既定値としてバインディングできます。

• Reset Bind：バインディングされた既定値を解除し、変数を確認できます。

• Formatting: SQLクエリ文にインデントおよびフォーマットを適用して可読性を高めます。

• Plan: Plan情報を確認するにはDB Name、User Name、Passwordを入力してから、 ボタンを選択します。

◦ Text: テキスト形式でプラン情報を確認できます。

◦ JSON: JSON形式でプラン情報を照会すると、ボトルネックが発生した箇所がすばやく確認できます。

JSON形式でプラン情報を照会する機能は、DBXエージェント1.6.15バージョンから対応しています。

JSON形式でプラン情報を照会した状態でtableまたはindex項目を選択すると、テーブルのcolumn、 index
構成が確認できるObject detailウィンドウが表示されます。

Top SQL比較

251



この機能は、DBXエージェント1.6.15バージョン以降に対応しています。 データベース権限に関する設定
は、次の文書を参考にしてください。

AI チューニングガイド

AI チューニングガイドは、SQL クエリ、プラン、統計情報を分析してパフォーマンス問題を診断し、最適化の提案を
行う機能です。
開発者や DBA がボトルネックの原因を迅速に特定し、効率的な SQL によりパフォーマンスを改善できるよう支援しま
す。

使用条件および注意事項

PostgreSQL、MySQL、SQL Server ではプランの取得が必須です。
プランを取得しない場合、AI チューニングガイドアイコンは （無効）として表示され、機能を使用できま
せん。

• AI が生成する結果は自動分析に基づいており、精度が 100% ではないことにご留意ください。

1. 分析および診断する SQL をクリックし、SQL詳細 画面に移動します。
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2. SQL詳細 画面の右下にある AI チューニングガイドアイコン をクリックして AI 分析を開始します。

3. AI 分析結果を確認します。

結果項目 説明

クエリプラ
ンおよび概

要

クエリの目的と実行概要を表示します。
実行回数、累積実行時間、データベース全体の負荷比率を分析し、当該 SQL がシステムパフォ
ーマンスに与える影響を評価します。

パフォーマ
ンス分析

分析結果を総合し、パフォーマンススコアと診断結果を提供します。
CPU 使用率、ディスク使用率、キャッシュヒット率、待機時間など、クエリ実行過程における
詳細なリソース使用量を分析し、ボトルネックの発生区間を視覚的に表示します。

発見された
主な問題

主な問題点を要約して表示します。

最適化推奨
事項

検出された問題に基づき、最適化されたクエリを提案します。

デフォルトプランを照会する

デフォルトプランユーザーファイル作成時、エージェントが事前定義されたDB情報を使用してプランを自動的に照会
するように設定できます。 デフォルトプランの照会項目のチェックボックスを選択した後、次のように予め入力した
DB接続情報を通じてプラン情報を照会します。

• Linux• Windows

1. エージェント設定(whatap.conf)ファイルに plan_db オプションを追加し、DB名を入力します。

whatap.conf

plan_db=(dbname)

2. DB設定後 planuid.sh スクリプトを使用してユーザーとパスワードを設定します。

./planuid.sh user pwd
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ユーザー( user )とパスワード( pwd )に特殊文字が含まれている場合、各特殊文字の前にバックス
ラッシュ( \ )を追加します。

例、 user$example → user\$example

1. エージェント設定(whatap.conf)ファイルに plan_db オプションを追加し、DB名を入力します。

whatap.conf

plan_db=(dbname)

2. DB設定後 planuid.bat スクリプトを使用してユーザーとパスワードを設定します。

planuid.bat user pwd
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データベースパラメータ
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > パラメータ

データベース設定値の参照機能を提供し、過去の日付の時点でのデータベース設定を表示することができます。比較機
能を使用すると、データベースのパラメータ値を日付別に比較できます。デフォルトでは、現在時刻のデータが表示さ
れます。

データベースにパラメータ値が原因で問題が発生した場合、データベースパラメータ比較機能を使用すると、すばやく
原因を特定できます。

1. 基準日と比較日を設定します。

2. インスタンス項目で目的のインスタンスを選択します。

3. ボタンをクリックします。

現在と選択した過去の日付との変更点を一目で確認する場合は、変更を表示ボタンを選択します。

データベースパラメータ



今日の日付のデータベースパラメータを比較する

基準日と比較日をすべて今日の日付に設定すると、リアルタイムデータと保存された最後のデータを照会し
て比較できます。データの最終保存時刻は、データベースサーバーの環境によって異なる場合があります。
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メトリクス

メトリクスとは?

WhaTapは、モニタリング対象からデータを収集し、ユーザーに提供します。エージェントから収集されるデータをメ
トリクスと呼びます。

メトリクスは、次の情報で構成されています。

• Category：関連する指標をバインドする単位

• Tags：収集対象を特定できる個別情報を含むデータ

• Fields：エージェントから収集された指標

• Time：メトリクスが収集された時間

• Oid：メトリクスを収集したエージェントの固有番号

収集したデータを表示するには、ホーム画面でプロジェクトを選択し、サイトマップ > メトリクス表示を選択します。

例えば、 db_mysql_counter という名前のカテゴリを選択し、関連する指標を検索すると、次のようにカテゴリに対
応するタグ(Tags)とフィールド(Fields)項目を表示できます。

メトリクスデータの検索と可視化

WhaTapは収集したメトリクスをさまざまな方式で照会できるメニューを提供します。メトリクスの原本データを照会
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できるメトリクス照会、可視化したチャートでメトリクスデータを照会できるメトリクスチャート、AIが学習したメト
リクスのパターンと比較して予想パターンを外れた異常を探知できるメトリクス異常検出メニューを確認してくださ
い。
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MYSQLメトリクス
データベース指標(メトリクス)は、データベースの作業量とリソース使用量を包括的に収集します。WhaTapモニタリ
ングサービスは持続的に指標を収集し、データベースのボトルネックを特定し、性能問題の根本原因を特定するのに役
立つデータを提供します。

メトリクスに関する詳細については、次の文書を参照してください。

agent_status_summary

エージェントの状態に関するメトリクスを10秒間隔で収集したカテゴリです。

Fields

Field Type Unit Description

inActTime - ミリ秒(ms) エージェントが無効になったままの時間

isActive Boolean - 現在のエージェントの活性化状態

isRestart Boolean - エージェントが最近再起動したかどうか ( true / false )

lastActTime - ミリ秒(ms) 最後にエージェントが活性化された状態の時刻 ( 0 : 非活性化された場合)

oid - - プロジェクトに含まれる各エージェントの固有の識別子

startTime - ミリ秒(ms) エージェントが開始された時点でのタイムスタンプ
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db_mysql_counter

Tags

db_mysql_counter カテゴリに収集されるタグ値の案内です。

Tag Description Additional Info

agentIp エージェント別のIPアドレス -

dbIsMulti マルチテナント対応可否 -

dbName データベース名 -

dbType データベース種類 -

dbVersion 利用中のデータベースのバージョン -

oname エージェント名 一意の値

Field

db_mysql_counter カテゴリに収集されるフィールド値の案内です。

Metric
Category /

Unit
Description

aborted_clients Connection 異常終了したクライアント接続の回数

access_denied_errors Connection
ログイン失敗回数
- 間違ったユーザー名/パスワード使用時に増加

active_sessions Connection
クエリを実行しているセッションの数
- threads_runningと同一
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Metric
Category /

Unit
Description

active_transactions Throughput Active Transaction数

bytes_received
Throughput
/ Byte

クライアントから受信した合計バイト数
- 値が高ければ書き込み作業中心サーバーと推定

bytes_sent
Throughput
/ Byte

クライアントに送信した合計バイト数
- 値が高ければ読み取りジョブ中心サーバーと推定
- Questions、Uptimeとともに分析に有用

com_commit Throughput COMMITコマンドを実行した回数

com_delete Throughput DELETEコマンドを実行した回数

com_insert Throughput INSERTコマンドを実行した回数

com_rollback Throughput ROLLBACKコマンドを実行した回数

com_select Throughput SELECTコマンドを実行した回数

com_update Throughput UPDATEコマンドを実行した回数

connections Connection クライアントがMySQLサーバーに接続を試みた回数

created_tmp_disk_tables Performance
ディスクに作成された一時テーブルの数
- ジョイン/ソート/グルーピング時のメモリ不足で発生
- tmp_table_size、max_heap_table_size調整を考慮

created_tmp_files Performance 作成された一時ファイル数

created_tmp_tables Performance
サーバーによって生成された内部一時テーブル
- UNION ALL、ORDER BY、GROUP BYなどで使用
- ディスク臨時テーブル比率 10%未満を推奨

innodb_buffer_pool_pages_free InnoDB 全体バッファプールの未使用(使用可能な) ページ数
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Metric
Category /

Unit
Description

innodb_buffer_pool_pages_total InnoDB 全体バッファプールのページ数

innodb_buffer_pool_read_requests InnoDB

バッファプールで読み込まれたページ数
- Buffer Hit Ratio = (1 - (innodb_buffer_pool_reads /
innodb_buffer_pool_read_requests)) * 100
- 90% 以上を推奨、低ければinnodb_buffer_pool_sizeの増設
を考慮

innodb_buffer_pool_reads InnoDB
ディスクから読み取ったページ数
- 値が高いとバッファプール的中率が低い

innodb_buffer_pool_wait_free InnoDB
バッファプールで空のページがないため、ディスクフラッシュ
を待った回数

innodb_log_waits InnoDB

ログバッファがいっぱいでディスクの書き込みを待つ回数
- Redo log競合比率 = innodb_log_waits / innodb_log_writes
- 1 未満を推奨し、値が高ければinnodb_log_buffer_sizeの増
設を考慮

innodb_rows_deleted InnoDB InnoDBテーブルから削除された行数

innodb_rows_inserted InnoDB InnoDBテーブルに挿入された行数

innodb_rows_read InnoDB SELECTで処理された行数

innodb_rows_updated InnoDB InnoDBテーブルに更新された行数

innodb_rows_writes InnoDB
書き込み処理された行数
- innodb_rows_inserted + innodb_rows_updated +
innodb_rows_deleted

innodb_row_lock_time InnoDB / ms row lockの取得に掛かった合計時間(milliseconds)

innodb_row_lock_waits InnoDB
row lockを待機した回数
- 値が急増するとクエリーチューニングが必要
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Metric
Category /

Unit
Description

lock_wait_sessions Performance
row lockを待機中のセッション数
- innodb_row_lock_current_waitsと同一

max_connections Connection
最大同時クライアント接続回数
- コネクション数の不足時Too Many Connectionエラーが発生
可能

queries Throughput
全体実行されたSQL文の数
- Stored program内で実行されたstatement を含む

questions Throughput
MySQLサーバーで実行したコマンドの数
- Stored program内で実行されたstatementを除く

replication_delay
Performance
/ sec

replication遅延時間 (秒)
- Slave DBで測定される

select_full_join Performance
インデックスを使用せずにfull joinが発生した回数
- 値が大きい場合はインデックス漏れの検討が必要

select_scan Performance
インデックスを使用せずにフルテーブルをスキャンした回数
- 実行計画でtype = ALLのクエリの点検が必要

slow_queries Performance
long_query_time以上かかったクエリ数
- 値が急増したらslow query log確認が必要

sort_merge_passes Performance
sort merge pass回数
- 値が高ければクエリー索引の改善またはsort_buffer_sizeの増
設を考慮

table_locks_waited Performance

他のロックがすでにそのテーブルを使用しているため、待った
回数
- ロック待機率 = table_locks_waited /
(table_locks_immediate + table_locks_waited) * 100
- 値が高い場合は、クエリ最適化とテーブル分割/複製を考慮
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Metric
Category /

Unit
Description

table_open_cache_misses Performance テーブルを開こうと試みたがキャッシュになくて開いた回数

threads_connected Connection
現在接続されているクライアント数
- 急に増加する場合は、コネクション漏れ有無の点検を推奨

threads_running Throughput
現在実行中のスレッド数
- 持続的に高ければボトルネックの可能性がある

trx_rseg_history_len Performance
Undoレコードストレージ使用量
- 増加し続けると性能低下の可能性がある

uptime Performance MySQLサーバー実行後の経過時間(秒)

XOS関連メトリクス

XOSエージェントから収集されるメトリクスについての説明です。

Metric Unit Description

cpu(xos) pct
CPU使用率
cpu_user + cpu_sys + cpu_iowait の合計

cpu_idle(xos) pct CPUが遊休状態の時間

cpu_iowait(xos) pct CPUがI/O作業を待機した時間

cpu_sys(xos) pct CPUがカーネルコードの実行に使用された時間

cpu_user(xos) pct CPUがユーザーコードの実行に使用された時間

disk_read_bytes(xos)
バイ
ト

ディスクから読み取ったデータ量
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Metric Unit Description

disk_reads(xos) block ディスクで読み取られたブロック数

disk_write_bytes(xos)
バイ
ト

ディスクに記録されたデータ量

disk_writes(xos) block ディスクに記録されたブロック数

mem(xos) pct メモリ使用率

mem_available(xos) MB 使用可能なメモリサイズ

mem_buffcache(xos) MB buff/cache用途に使用中のメモリサイズ

mem_free(xos) MB 使用していないメモリサイズ

mem_swapfree(xos) MB
未使用のスワップ領域サイズ
スワップはディスク領域を使用するため、使用時に性能が低下する可能性
がある

mem_swaptotal(xos) MB
全体スワップ(Swap)サイズ
物理メモリ不足時に使用

mem_total(xos) MB 全体メモリのサイズ

mem_used(xos) MB 使用中のメモリサイズ

net_recv_bytes(xos)
バイ
ト

ネットワークから受信したデータ量

net_recv_packets(xos) count ネットワークから受信したパケット数

net_send_bytes(xos)
バイ
ト

ネットワークで送信したデータ量

net_send_packets(xos) count ネットワークで送信したパケット数
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メトリクスチャート
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > メトリクスチャート New

メトリクスチャート Newメニューは、WhaTapモニタリングソリューションの主要機能であり、様々なモニタリング対
象から収集したデータを時系列チャートで視覚化して提供します。 これにより、ユーザーはシステムの性能を効果的
にモニタリングし、異常をすばやく識別して、問題解決に必要なインサイトを確認できます。
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• 様々なメトリクスを時系列チャートを通じて視覚的に確認でき、障害発生時点の様々なメトリクスを一度に分析で
きます。

• 特定の時間範囲を選択して過去のデータを照会し、その期間の性能を分析できます。

• 特定の時間帯や条件に合ったデータをフィルタリングすることで、より正確な分析ができます。

• ユーザーは、目的のチャートを画面に配置し、レイアウトを自由に調整できます。

• ユーザーが希望するメトリクスを配置し、プリセットとして保存し、必要に応じて読み込みできます。

既存のメトリクスチャートメニューとの違い

Service 2.8.0 アップデート以降の変更点は以下の通りです。 アップデート後の変更事項を画面で確認するに
は、右上のチュートリアルボタンを選択します。

• ユーザーが時間、対象、インターバルオプションを設定した後、モニタリングする対象のメトリクスを特
定し、チャートを追加できるようにユーザー経験(UX)を改善しました。

• ダッシュボードに配置されたウィジェットを削除することなく、チャートの照会時間の範囲を変更できま
す。

• ダッシュボードに配置したすべてのウィジェットのオプションを一括で適用できる一括変更機能を提供し
ます。

• プリセット機能により、ダッシュボードに配置されたウィジェットの情報を保存し、読み込みできます。

• 提供する様々なオプションにより、ダッシュボードのレイアウトやウィジェットの機能を調整できます。

チャートウィジェットを追加する

ダッシュボードにメトリクスをウィジェットとして追加するには、画面左上のチャート追加ボタンを選択します。

照会時間の設定

時間でメトリクスを照会する日付と時間を設定します。

対象を選択する

プロジェクトに含まれるエージェントの中から、対象を選択します。 個々のエージェントを選択するか、エージェン
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ト設定で分類されたグループ単位で選択できます。

• エージェント: 個別エージェントまたはすべてを選択できます。

• 種類別: エージェント設定で whatap.okind に分類されたグループ単位でエージェントをモニタリングします。

• サーバー別: エージェント設定で whatap.onode に分類されたグループ単位でエージェントをモニタリングしま
す。

• 設定した時間と日付によって、選択できる対象が変更される場合があります。

• エージェントの一覧からマウスをクリックして、対象を選択または解除できます。 Shift キーを使用
して複数のエージェントを選択できます。

• すべて選択またはすべて解除ボタンを選択すると、関連する下位対象をすべて選択または解除できま
す。

• 希望のエージェントが一覧に表示されない場合は、リフレッシュボタンを選択します。

• すべて折りたたむまたはすべて開くボタンを選択してグループ単位で一覧を隠したり、展開したりでき
ます。
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指標を選択する

モニタリングする対象エージェントを選択した後、メトリックパネルに選択できる一覧が表示されます。 一覧からご
希望のメトリクスを選択します。

選択したメトリクスに対応するチャートウィジェットが右側のダッシュボードに配置されます。 他のメトリクスを選
択し、チャートウィジェットを追加できます。 チャート領域を拡大して見るには、時間オプションの右にある ボタ
ンを選択します。 対象とメトリックパネルが消え、チャート領域のみが画面に表示されます。

• 指標検索入力欄に文字列を入力すると、希望のメトリクスをすばやく検索できます。

• メトリクスのカテゴリとフィールド名に基づいても検索できます。 カテゴリおよびフィールドの詳細につ
いては、次の文書を参照してください。

• すべて折りたたむまたはすべて開くボタンを選択して、カテゴリ単位でメトリクス一覧を非表示または表
示できます。

• 希望するメトリクス項目が一覧に表示されない場合は、リフレッシュボタンを選択します。
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インターバルを設定する

チャートごとにインターバルを設定でき、データの集計単位を調整して、様々な時間間隔のデータを可視化できま
す。 メトリックパネルの右上にある ボタンを選択すると、インターバルオプションを選択できます。

メトリクスごとにデフォルトで設定されたインターバル時間が異なり、照会時間の範囲によってインターバル時間
が変更されます。

例えば、5分間インターバルは5分単位の平均値を表示し、1時間インターバルは、1時間単位の平均値を表示します。

インターバルオプションを調整し、短い間隔の詳細データから長い間隔の全体的な推移まで、多様な観点か
らデータを分析できます。
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照会時間を変更する

ウィジェットのチャート照会時間の範囲を変更するには、ウィジェット上部の または ボタンを選択します。 時間
変更範囲は、時間オプションに設定された時間基準と同じです。 例えば、時間オプションで1日間に設定されている
時、 または ボタンを選択すると、時間を1日単位で変更できます。

またはチャートの特定領域をドラッグすると、ドラッグした範囲に時間を変更して照会できます。
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• 画面の上部にあるチャート時間の一括適用オプションを有効にして、ウィジェットの時間を変更すると、
すべてのウィジェットの時間を変更できます。

• 照会時間の範囲を変更した後、直近の時間に再度変更するには、 ボタンを選択します。

もし画面の上部にあるチャート時間の一括適用オプションを有効にした場合、 時間バッチ初期化ボタ
ンが表示されます。 このボタンを選択すると、すべてのウィジェットの時間を初期化できます。

一括変更機能を利用してウィジェット全体の時間を変更し、モニタリング対象とインターバルも修正できま
す。 詳細については、次の文書を参照してください。

チャートウィジェットの詳細

チャートウィジェットに表示される各アイテムの詳細を確認します。
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• メトリクス名とカテゴリ: チャートウィジェットのメトリクス名を表示します。 メトリクスの右側には、照会対
象のカテゴリをタグ形式で表示します。 ご利用の商品によりカテゴリ名称は異なる場合がございます。

◦ *oid : 個々のエージェントを選択した時に表示されます。

◦ project : プロジェクト単位で対象を選択した時に表示されます。

◦ okind : エージェント設定で whatap.okind で分類されたグループを選択した時に表示されます。

◦ onode : エージェント設定で、 whatap.onode で分類されたグループを選択した時に表示されます。

• ウィジェットオプション: チャートウィジェットのオプションメニューです。 詳細については、次の文書を参照
してください。 インターバルオプションの詳細については、次の文書を参照してください。

• 時間: チャートのデータを照会する時間範囲を表示します。 または ボタンを選択して照会時間範囲を調整で
きます。

• データ: モニタリング対象のうち照会したデータの最大値(Max)とデータ結合方式(Value Type)を確認できます。

• 凡例: モニタリング対象を凡例として表示します。 凡例表示の詳細については次の文書を参照してください。

• チャート: 照会したデータを時系列グラフで表示します。 マウスをグラフの上にかざすと、詳細な情報を確認で
きます。 チャートの特定領域をドラッグすると、ドラッグした範囲に時間を変更して照会できます。
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• サイズ調整: チャートウィジェットの真ん中の下部領域をドラッグすると、ウィジェットのサイズを調整できま
す。

チャートウィジェットオプションを利用する

チャートウィジェットの右上にあるオプションボタンを使用すると、様々な機能が利用できます。

対象をフィルタリングする

画面に追加したチャートウィジェットに、モニタリング対象を追加または除外できます。

1. ボタンを選択すると、モニタリング対象を選択できる画面メニューが表示されます。

2. 画面の案内に従って希望する対象を選択します。
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3. 適用ボタンを選択します。

詳細を照会する

チャートのデータをより広い画面で詳細情報を確認するには ボタンを選択します。 詳細検索画面が表示されます。
個々の対象に対するチャートと平均および最大値を照会できます。

• 1日前: 1日前のデータと比較して確認できます。

• 1週前: 1週間前のデータと比較して確認できます。

• CSV: 照会したデータをCSV形式のファイルとしてダウンロードできます。

• グラフチャートの下部にあるアイコンをドラッグすると、チャートのサイズを調整できます。
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チャートウィジェットを削除する

画面に配置したチャートウィジェットを削除するには、 ボタンを選択します。

凡例を活用する

凡例を通じてチャートに表示されるモニタリング対象を確認し、希望する基準で整列したりフィルタリングできます。
画面上部のウィジェットの凡例の表示オプションをオンまたはオフにすると、ウィジェットのチャートの右側に凡例
を表示・非表示できます。 オプションをオフにした状態では凡例をクリックしてモニタリング対象を確認して選択で
きます。
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• すべて選択/すべて解除ボタンを選択してモニタリング対象を選択または解除できます。

• 凡例一覧では、モニタリング対象を名前順、最大値、平均値に基づいてソートできます。

メトリクスチャート

277



• 凡例一覧の各項目にマウスをオーバーすると、そのモニタリング対象に対するグラフを強調して確認でき、Max値
が記録された特定時間をツールチップで表示します。 または、凡例一覧の対象を選択してもフィルタリングできま
す。
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凡例色を変更する

モニタリング対象に該当するグラフの色を変更できます。 凡例一覧から色を変更したい対象の左側にある四角い箱
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を選択します。 希望する色を選択した後適用ボタンをクリックします。

設定した色は、プリセット機能によって保存されません。 この機能は、今後のアップデートで提供される
予定です。

追加オプションを利用する

チャートウィジェット右上にある ボタンを選択すると、次の追加オプションが利用できます。

• 設定

◦ 自動Y軸を使用: 照会したデータ範囲内でY軸の大きさを自動調整できます。

◦ 最大値表示: チャートのグラフ領域に最大値を表示できます。

• 画像をダウンロード : チャートを画像形式のファイルとしてダウンロードできます。

• 画像のコピー: チャートを画像形式でクリップボードにコピーできます。

• CSV: チャートで照会したデータをCSV形式のファイルにダウンロードできます。

• CSVコピー: チャートで照会したデータをCSV形式でクリップボードにコピーできます。

プリセットを設定する

ダッシュボードからユーザーが設定したウィジェットの設定とレイアウト状態を保存して読み込むことができます。
ウィジェットのサイズを調整し、希望する場所に配置して新しいプリセットを作成できます。
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プロジェクト修正権限のあるメンバーのみがプリセットを保存または変更できます。 メンバー権限の詳細に
ついては、次の文書を参照してください。

新しいプリセットを作成する

1. ダッシュボードから、希望する形にウィジェットを配置してみてください。 サイズを変更して、頻繁に確認
するウィジェットのみを配置することもできます。

2. 画面の右上に ボタンを選択します。

3. 新しいプリセット名を入力します。

4. 保存ボタンを選択します。

プリセット一覧から新しく保存したプリセットを確認できます。

• 新しく作成したプリセットに変更が加えられた場合は、再度プリセットを保存してください。 ボタン
を選択し、同じ名前でプリセットを保存します。 既存のプリセットに変更を上書きします。

• ダッシュボードの変更を保存せずに別のメニューに移動すると、変更は保存されません。

• プリセットはプロジェクト単位で保存され、他のユーザーと共有できます。

• プリセットに保存される対象は、ダッシュボードのレイアウトとダッシュボードに配置したウィジェッ
ト、ウィジェットで修正したオプション(対象, 間隔)です。 画面上部の時間オプションは保存されませ
ん。
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• プリセットを読み込んでからウィジェットの照会時間を変更するには、一括変更機能を利用します。 詳細
については、次の文書を参照してください。

プリセットを削除する

使用していないプリセットは、プリセット一覧から削除できます。 プリセット一覧から削除する項目の右側にある
ボタンを選択します。

ダッシュボードウィジェットの編集

ダッシュボードに配置したウィジェットをユーザーが希望する場所に配置したり、サイズを調整できます。

ウィジェットの移動

ウィジェットの上部にマウスをかざすと、 に変更されます。 この時、クリックしたまま希望の位置にドラッグする
とウィジェットを移動できます。
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ウィジェットのサイズ変更

ダッシュボードオプションのレイアウトがカスタムに設定されていると、ウィジェットのサイズを調整できます。

ウィジェットの右下にある をマウスでクリックした状態で希望するサイズにドラッグします。

レイアウトがカスタムに設定されていない場合は、ウィジェットの高さだけを調整できます。 ウィジェット
の真ん中の下部領域をマウスでクリックしたままでサイズを調整します。

ダッシュボードオプションを利用する

画面上部にあるオプションメニューを利用して、チャートウィジェットに適用された様々な設定を一度に適用できま
す。 また、ダッシュボードのレイアウトを希望する形に設定できます。
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チャートウィジェットオプションを一括変更する

画面に配置されたチャートウィジェットに、詳細オプションを一度に適用できる機能を提供します。 画面左上に一括
変更ボタンを選択します。 一括変更画面が表示されたら、オプションを設定し、適用ボタンを選択します。

• 時間: チャートのデータ照会範囲を設定できます。

• 対象: モニタリング対象を選択します。 個々のエージェントを選択したり、エージェント設定を通じて分類したグ
ループ単位で選択できます。
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◦ エージェント: 個別エージェントまたはすべてを選択できます。

◦ 種類別: エージェント設定で whatap.okind に分類されたグループ単位でエージェントをモニタリングします。

◦ サーバー別: エージェント設定で whatap.onode に分類されたグループ単位でエージェントをモニタリングしま
す。

• 間隔: 様々な時間間隔でデータの集計単位を調整できます。

• 適用ウィジェット: 変更するオプションを適用するチャートウィジェットを選択します。 選択したウィジェットに
変更したオプションを一度に適用できます。

ダッシュボードを自動ソートする

ダッシュボードに配置したウィジェットの位置を自動的にソートするには自動整列ボタンを選択します。 ウィジェッ
トの幅、高さが小さい順にウィジェットの配置を自動的にソートします。 幅が同じであれば、高さが小さい順にソー
トします。

複数のチャートを比較する

ダッシュボードに配置した複数のチャートデータを1つのチャートで確認できる機能です。 この機能により、同時間帯
の様々なメトリクス情報を他のメトリクスと比較しながら確認できます。 チャートオーバーレイボタンを選択します。
画面にオーバーレイチャートを配置できます。
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• オーバーレイチャート左上の数を選択すると、x軸チャートのデータ基準を変更できる一覧が表示されます。 希望
する項目を選択して、チャートのデータを比較できます。

• : 照会中のデータに基づいて、チャートを画像形式のファイルとしてダウンロードできます。

• : 照会中のデータに基づいて、チャートをCSV形式のファイルとしてダウンロードできます。

• 右側のセクションでは、メトリクスごとのエージェントの一覧を確認できます。 個々のエージェントの色は、チャ
ートのグラフの色と一致します。

配置されたウィジェットを一括削除する

ダッシュボードに配置された複数のウィジェットを一度に削除できます。 全体ウィジェットの削除ボタンを選択しま
す。 確認メッセージが表示されたら削除ボタンを選択します。

CSVファイルでダウンロードする

ダッシュボードに配置したウィジェットのデータをCSV形式のファイルとしてダウンロードできます。 ダウンロード >
CSVを選択します。 時間帯のメトリクスのデータを確認できます。
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イメージファイルでダウンロードする

ダッシュボードに配置されたすべてのウィジェットを1つのイメージファイルでダウンロードできます。 ダウンロード
> 画像をダウンロード を選択します。 ダッシュボード画面をそのままイメージで保存できます。

以前のバージョンを利用する

以前のバージョンのメトリクスチャートメニューを利用するには、旧バージョンボタンを選択します。 または サイ
トマップ > 分析 > メトリクスチャート Oldメニューパスで確認できます。

メトリクスチャート Oldメニューの詳細は、次の文書を参照してください。

その他のオプションを利用する

次のその他のオプションで、ダッシュボードのレイアウトを調整したり、ウィジェットに適用されたオプションを簡
単に一括設定できます。

• レイアウト: ダッシュボードで列の数、つまり1行に配置できるウィジェットの数を設定できます。 最大4列まで設
定できます。 カスタムを選択すると、列の数に関係なくウィジェットを配置できます。

カスタムでは、ウィジェットの幅と高さを自由に調整できます。 他のオプションを選択すると、ウィジ
ェットの高さだけを調整できます。

• ウィジェットの凡例の表示: オプションをオンまたはオフにすると、ウィジェットのチャートの右側に凡例を表示
・非表示できます。 オプションをオフにした状態では凡例をクリックしてモニタリング対象を確認して選択できま
す。 凡例の活用についての詳細は次の文書を参照してください。

• ツールチップにターゲットをすべて表示: チャートにマウスかざすと、そのグラフの位置に該当する値を確認できま
す。 マウスが位置した時間帯のすべての対象のデータを確認するにはオプションをオンにします。

• ウィジェットの高さを一括適用: オプションをオンにすると、すべてのウィジェットの高さを同じく設定できます。
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• チャート時間の一括適用: チャートウィジェットのデータ照会時間を変更する時、他のウィジェットのチャート時間
も一緒に変更するにはオプションをオンにします。

チュートリアルを利用する

画面の右上のチュートリアルボタンを選択すると、Service 2.8.0 アップデート以降の変更を確認できます。
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メトリクスチャート

サイトマップ > 分析 > メトリクスチャート Old

メトリクスチャートメニューでは、モニタリング対象から収集されたメトリクスデータを次のようにチャートで照会で
きます。時間と指標の指定が必須です。
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上部オプション

領域のメトリクスチャートの上部オプションからチャートの時間範囲とモニタリング対象エージェントを指定でき
ます。

• 時間：時間の範囲でX軸の開始と終了を指定できます。

• 間隔：時間間隔でX軸データの間隔を指定できます。

• 時間マージ：データマージ方式の1つを選んで、指定した時間間隔内のデータをマージできます。

例）平均は、1時間のデータ平均値を意味します。

• エージェント：照会するエージェントを指定できます。指定しない場合は、すべてを対象に照会します。

指標一覧

領域は、オプションを参照する指標の一覧です。指標を検索するか、一覧で目的の指標を選択します。 領域の上
のメニューで指定した時間範囲のデータに基づいて 領域でチャートウィジェットを使用してデータを表示すること
ができます。

データ結合

データのマージは、オブジェクトのマージと時間マージ方法を提供します。

• 時間マージは、ソースデータからフィールド値が同じデータを一定の間隔でマージします。

• オブジェクトのマージは、異なるフィールド値を持つデータの中からタグが一致する場合、そのデータを
マージします。

チャートウィジェット

領域のチャートウィジェットの左上で指標名を確認できます。チャートウィジェットの右上で次のオプションを確
認できます。

• タイムシフト： 左矢印または右矢印ボタンを使用して、選択した時間範囲だけ-1または、+1ずつ移動すること
ができます。
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例えば、時間範囲が2月13日00:00~2月14日00:00の場合、 左矢印を選択すると、2月12日00:00~2月13日00:00
までのデータが表示できます。

• 間隔/時間のマージ： トップメニューで指定した間隔と時間のマージを修正できます。

• モニタリング対象： アイコンを選択して、モニタリング対象を指定できます。選択しない場合は、すべて表示さ
れます。

• 時間比較： アイコンを選択すると、同じ指標の以前の時間帯の推移を比較できます。

• スナップショット： アイコンを選択すると、ウィジェットのオプションを除くチャートのスナップショットを取
得できます。

• CSV： アイコンを選択して、チャートを描画したデータをCSVファイルとしてダウンロードできます。

• 詳細： アイコンを選択して詳細を表示します。モニタリング対象が多い場合、モニタリング対象の指標推移を特
定して確認できるため便利です。

メトリクスチャートウィジェットの上部にオプションが表示されない場合は、 アイコンを選択します。

ウィジェットを削除する

画面に配置したすべてのウィジェットを削除するには、 全体ウィジェットの削除ボタンを選択します。
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メトリクス照会
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > メトリクス照会

メトリクス照会メニューからタグベースで特定のメトリクスを照会できます。

時間とカテゴリの選択

領域でメトリクスが収集された時間選択と最大カウントおよびカテゴリを指定できます。 時間選択とカテゴリは、
必ず指定してください。

• 時間選択：メトリクスが収集された時間を指定して照会できます。 既定値は 1時間 です。 基本オプションとして提
供する照会時間以外に、ユーザーが時間選択タブを選択して日付と時間を指定できます。

時間選択オプションの利用方法の詳細については。

• 最大カウント： 一覧から参照するメトリクスの最大数を指定できます。 10 、 50 、 100 、 200 、 300 、
1000 、 2000 、 3000 個まで設定できます。

• カテゴリ：関連指標の分類単位です。 カテゴリタブを選択し、カテゴリを指定できます。

• カテゴリ、タグ、フィールドオプションの更新：カテゴリ、タグおよびフィールドオプションを再読み込みでき
ます。
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タグとフィールドの選択

領域でタグとフィールドを選択します。 ユーザーが個別に指定しない場合、デフォルト設定が完全な選択になりま
す。

• タグ：収集された対象を区分できる固有情報データです。

• フィールド：モニタリング対象から収集された指標です。

• フィルター： タグ値でフィルタリングボタンを選択し、タグ値を設定してフィルタリングできます。

例） oname の値を demo-8101 に設定すると、フィルタリングしたデータを表示することができます。

• 検索：条件を設定して検索アイコンを選択すると、 領域でそのメトリクスの原本データを検索できます。

• ：メトリクスの原本データをCSVファイルとしてダウンロードできます。

メトリクステーブル

収集されるメトリクスを事前に特定できないため、収集されるすべてのメトリクスの原本データを確認することが重要
です。 上記の条件領域で目的の条件を設定した後 領域で、そのメトリクスの原本データをテーブル形式で検索でき
ます。 ユーザーがタグとフィールドの各条件を指定することによって、テーブルのカラムが変更されます。

• メトリクスの参照時、時間選択とカテゴリを指定する必要があります。

• メトリクス参照時、タグとフィールドの指定はオプションです。

メトリクス照会
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メトリクス異常検出
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 分析 > メトリクス異常検出

さまざまなメトリクスのパターンをAIが学習した予想パターンと比較できます。予想パターンを外れた異常探知をグラ
フチャートで確認できます。過去のデータに基づいて繰り返されるパターンを確認し、今後の指標値の予測に活用でき
ます。

• 画面に配置したウィジェットは、別のメニューに移動すると保存されずに初期化されます。

• パターン分析と異常値検出機能を除くと分析 > メトリクスチャートメニューに似ています。

• 異常値(Anomaly Detection)アラート通知機能の技術的根拠は、メトリクス異常値です。異常値アラート
通知設定の詳細については、次の文書を参照してください。

ウィジェットを確認する

• 明るい色のグラフ領域は、AIによって分析した予想されるパターンです。

• 青色グラフは、プロジェクトのメトリクスの推移です。

• AIによって分析された予想パターンから外れるとオレンジ色と、赤色のステップでグラフにドットが表示されま
す。予想されるパターンの範囲から大幅に外れた値を赤色として表示します。

メトリクス異常検出
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ウィジェットを配置する

1. 時間で、目的の時間間隔を設定してください。最大1か月間隔まで設定できます。

2. フィルターでメトリクスの範囲を選択します。

3. 以下の一覧でモニタリングするメトリクスを選択します。

選択したメトリクスを画面の右側に配置します。

• モニタリング対象を選択してメトリクスを絞り込んで確認するには、 タグを選択します。画面右側に
タグ選択リストが表示されます。目的の項目を選択し、ウィジェットを追加します。

• 画面に配置したウィジェットは、時間またはタグ値を変更してもチャートに反映されません。

• 画面に配置したウィジェットを削除するには、ウィジェット右上の ボタンを選択します。

• ウィジェットの左上を選択した状態でドラッグすると、ウィジェットの位置を変更できます。

• ウィジェットの右下を選択した状態でドラッグすると、ウィジェットのサイズを変更できます。

ウィジェットを削除する

画面に配置したすべてのウィジェットを削除するには、 全体ウィジェットの削除ボタンを選択します。

メトリクス異常検出
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関連メトリクスを確認する

ウィジェットでチャートの一部の領域をドラッグします。画面の右側に類似パターン指標画面が表示されます。ドラッ
グした時間範囲の開始時間に基づいて、最大6時間の関連メトリクスを照会できます。

メトリクス異常検出
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メトリクストレンド分析
メトリクス推移分析 は、過去 30 日以内のメトリクス変化を可視化し、トレンドを比較・分析できる機能です。
データベースの主要なパフォーマンス指標を期間別または時間別に照会し、特定の時点や時間帯のパターンを迅速に把
握できます。

基本画面

メトリクス推移分析 は、上部の オプションバー と下部の チャート領域 で構成されています。
オプションバーで照会範囲と表示メトリクスを選択すると、条件に合ったトレンドグラフが自動的に表示されます。

オプションバー

オプションバーでは、時間範囲の設定、メトリクス選択、プリセット管理などの機能を提供します。

Time Window

特定の時間帯のみのデータを表示したい場合に使用します。
トグルを有効にすると時間範囲入力フィールドが有効になります。デフォルトは無効です。

たとえば、業務時間（09:00〜18:00）のデータを分析する場合は、Time Window をオンにして該当時間を指定しま
す。

インスタンス

照会するデータベースインスタンスを選択します。
プロジェクトに接続されたインスタンス一覧が表示され、検索ボックスを使用してインスタンスをすばやく見つけるこ
とができます。

メトリクス

表示するメトリクスを選択します。
カテゴリ別にフィールドが一覧表示され、必要な項目を選択して照会できます。

メトリクストレンド分析



プリセット

頻繁に使用するチャート構成を保存または呼び出すことができます。

• 上部の日付別チャートのクリック状態はプリセットに保存されます。

• 下部の日別トレンドチャートのクリック状態は保存されません。

プリセットの保存

ダッシュボードで設定した指標とレイアウトをプリセットとして保存します。

1. Time Window、メトリクス などを希望の形で設定します。

2. 画面右上の アイコンをクリックします。

3. プリセットとして保存 ウィンドウで名前を入力し、保存 ボタンをクリックします。

プリセットの呼び出し

1. プリセットドロップダウンリストから保存済みプリセットを選択します。

2. 保存された Time Window、メトリクス、チャート などの設定がそのまま適用されます。

プリセットを保存すると、繰り返し設定することなくすぐに照会できます。

チャート

メトリクス推移分析 のチャート領域では、選択したメトリクスの変化を可視化します。
特定期間のトレンド、平均値、最大値などを比較でき、必要に応じて新しいチャートを追加したり不要なチャートを
削除できます。

チャートの追加

1. （任意）上部オプションバーで Time Window を指定します。

2. メトリクス から希望するフィールドを選択します。

3. 画面右上の + チャート追加 ボタンをクリックします。

メトリクストレンド分析
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チャートの削除

削除するチャートの右上にある アイコンをクリックします。

ウィジェット

メトリクス推移分析 の下部チャートは Interval と リンクを開く 機能を提供します。
これにより特定期間のデータをより詳細に分析したり、該当時間帯の詳細モニタリング画面へ直接移動することができ
ます。

Interval

チャートに表示されるデータの集計単位を変更します。
データを 1 時間単位または 5 分単位で照会できます。
デフォルトでは 1 時間単位の集計データが表示され、より詳細なデータを確認したい場合は 5 分単位表示に切り替え
ます。

リンクを開く

チャートの特定時間区間のバーをクリックすると、その時間に移動して該当区間の詳細モニタリングページを開きま
す。

リンクを開く > ボタンは、特定の時間区間のバーをクリックしたときのみ有効になります。
選択した時間帯の詳細な指標を確認できます。

メトリクストレンド分析
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Top SQL
照会期間中のTop SQLリストを提供します。エージェントが収集したアクティブセッション内のSQLに基づいて、実行
回数、実行時間、待ち時間などの指標をWhaTapが独自に算出したSQL統計です。

• 最小1分〜最大30日の範囲で照会でき、長期分析に適しています。

• 推移チャートを通じて、特定の時間帯のSQL発生パターンを視覚的に把握できます。

• リテラル値を除いたSQLを基準に統計を算出します。

• DBXエージェント2.4.5バージョン以上が必要です。

SQL統計（DB）との違い

区分 Top SQL SQL統計（DB）

データソ
ース

エージェントが収集したアクティ
ブセッション

DBの performance_schema ビュー

統計算出 WhaTap独自算出 DBが提供する統計をそのまま収集

別途DB
設定

不要 performance_schema の有効化および権限付与が必要

主な指標
実行回数、実行時間（avg/max/
sum）

実行回数、実行時間、Row処理、インデックス効率、一時
テーブル、ソートなど

照会範囲 1分〜30日 時間/日単位

推移チャ
ート

提供 非提供

Top SQL



事前設定

Top SQL分析機能を使用するにはエージェント設定が必要です。

エージェント設定

別途設定なしで5分単位の統計がデフォルトで提供されます。より精密な1分単位の分析が必要な場合、whatap.confに
以下の設定を追加します。

sqlstat_send_interval=1

設定項目
タイ

プ
デフォルト

値
説明

sqlstat_send_interval int 5
SQL統計データを生成・送信する周期（分）。 1 または 5 に設定可
能。

TOP SQL分析

Top SQL画面は分析基準タブとソート順を選択して、SQLパフォーマンスをさまざまな視点から分析できるように構成
されています。ユーザーはアプリケーション視点のグループ分析から個別SQLパフォーマンス分析までdrill-down/
drill-up方式で段階的に探索できます。

Top SQL分析は以下の順序で進めます。

1. 分析基準タブで分析基準を選択してください。

• 分析基準タイプ：ALL、DB、USER、HOST

2. ソート順でTop選定指標を選択してください。

• Top選定指標タイプ：Elapsed Time、Avg Elapsed Timeなど

3. チャートで負荷が高いグループを識別してください。

4. 特定のグループを選択し、SQL Listで個別Top SQLを確認してください。

Top SQL
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5. 追加分析が必要な場合は、SQL詳細分析画面に移動して分析してください。

基本オプション

上部フィルター領域で時間、対象インスタンス、フィルターなどを設定できます。

• 時間: 照会時間範囲を選択（1分〜30日）

• インスタンス: 照会対象DBインスタンスを選択

• フィルター: フィールド別条件検索（デフォルト： SQL Text から'WhaTap'を除外）

• ソート順: Top SQLを選定する基準指標（Elapsed Time、Avg Elapsed Time、Max Elapsed Time、Execute
Count）を選択。選択した指標を基準に降順ソート

• 照会件数: テーブルに表示する件数を設定

• Top N: 推移チャートに表示する上位項目数を設定

• カラム選択: 表示するカラムを追加/削除し、ドラッグで順序変更可能

• ダウンロード: CSV形式でエクスポート

フィールドパネル

画面左側のフィールドパネルでフィルター条件を簡単に追加できます。フィールド名をクリックして条件を入力する
と、その条件がフィルターに追加されます。

フィールド タイプ 説明

SQL Text 文字 SQL文

Elapsed Time 数値 実行時間合計（秒）

Avg Elapsed Time 数値 平均実行時間（秒）

Max Elapsed Time 数値 最大実行時間（秒）

Execute Count 数値 実行回数

SQL Hash Value 文字 SQLハッシュ値
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フィールド タイプ 説明

User 文字 実行ユーザー

分析基準タブ

分析基準タブでは、Top SQLをどの基準で分析するかを選択します。ALL、DB、USER、HOSTなどさまざまな分析基
準を提供し、選択した基準に応じてSQL実行情報をグループ単位またはSQL単位で分析できます。

ALL

ALLを選択するとSQL単位のTop SQLをすぐに確認できます。チャートもSQL単位の基準で表示され、システム全体で
パフォーマンス影響度が高いSQLを直接確認する際に使用します。

DB/USER/HOST

DB/USER/HOSTはアプリケーション視点でよく使用する分析基準です。このタブを選択すると、該当基準でSQL実行
指標が集計されてチャートに表示されます。

タブ 説明

DB データベース単位でSQL実行負荷を分析

USER ユーザーアカウント基準でSQL負荷を分析

HOST ホスト基準でSQL負荷を分析

チャートで特定のグループを選択すると、下部にそのグループに属するSQLリスト（SQL List）が表示されます。これ
によりグループ→SQL段階でdrill-downして個別Top SQLまで詳細分析できます。

推移チャート

選択した指標タブ基準でTop N個のSQLの推移を時系列チャートで表示します。どのSQLが該当指標値が高いか、どの
時間帯に高いかを一目で確認できます。チャート下部の凡例で各SQLを確認でき、凡例またはチャートをクリックする
と該当SQLラインがハイライトされます。
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照会時間範囲に応じてチャートのデータ間隔が自動調整されます。

照会範囲 チャートインターバル

3時間以下 1分または5分（ sqlstat_send_interval 値により決定）

1日以下 5分

30日以下 1時間

クエリ別チャート

テーブル項目の**►ボタンをクリックすると、該当個別クエリの実行回数と平均実行時間**チャートを確認できます。
チャートインターバルは上記基準と同じです。

• マウスをオーバーすると時間別の数値を確認できます。

• チャートの棒グラフをクリックすると、該当時間のインスタンスモニタリング画面が新しいウィンドウで開きま
す。該当SQLが実行された時間帯のインスタンス全体とアクティブセッションを一度に確認できます。

データ解釈ガイド

主な指標

カラム 意味 解釈ポイント

sql SQL文（リテラル値除く） どのクエリかを確認

instance 実行されたインスタンス名 どのDBで実行されたかを確認

execute count 実行回数
高いほど頻繁に呼び出されるSQL → 最適化効果が
大きい

elapse sum
(sec)

総累積実行時間（秒） 高いほど全体負荷が大きいSQL
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カラム 意味 解釈ポイント

elapse avg
(sec)

平均実行��間（秒）= elapse sum / execute
count

高いほど個別実行が遅いSQL → チューニング優先
対象

elapse max
(sec)

最大実行時間（秒）
断続的なパフォーマンス低下の検出 → 最悪ケース
の把握

チューニング対象SQLの識別

• elapse sum が高く execute count も高いSQL

頻繁に実行されながら全体負荷が大きい → 最優先チューニング対象

• elapse avg が高いSQL

個別クエリ自体が遅い → SQLチューニング、インデックス確認

• elapse avg は低いが execute count が高いSQL

個別は速いが頻繁に呼び出されすぎ → キャッシュ、呼び出しロジックの改善

• elapse max と elapse avg の差が大きいSQL

普段は速いが特定の条件で急激に遅くなる → ロック競合、データ偏りなどを確認

実践活用シナリオ

シナリオ1. 全体負荷が大きいSQLを探す

1. elapse sum (sec) 基準で降順ソート

2. 上位SQLがDB全体の負荷に最も大きな影響を与えるクエリ

3. execute count と elapse avg を合わせて確認し判断

• elapse avgが高い場合: 個別クエリ自体が遅い → SQLチューニング、インデックス確認

• elapse avgは低いがexecute countが高い場合: 頻繁に呼び出されすぎ → キャッシュ、呼び出しロジッ
クの改善
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シナリオ2. 遅いSQLを探す

1. elapse avg (sec) 基準で降順ソート

2. 個別実行が遅いSQLを識別

3. 該当SQLのPlan（実行計画）を確認してチューニングポイントを決定

シナリオ3. 断続的なパフォーマンス低下の検出

1. elapse max (sec) と elapse avg (sec) の差が大きいSQLを確認 → 普段は速いが特定の条件で急激に遅くな
るSQL

2. ►ボタンでクエリ別推移チャートを開き遅くなった時間帯を確認

3. 該当時間帯の棒グラフをクリックしてインスタンスモニタリングで原因分析

シナリオ4. 特定時間帯の異常分析

1. 推移チャートで異常に高い区間を確認

2. 該当時間帯をクリックしてインスタンスモニタリング指標を確認

3. どのSQLが該当時間帯に集中的に実行されたかを分析

追加機能

SQL詳細情報の確認と条件ベースのフィルター設定ができます。

SQL詳細表示

SQLカラムをクリックすると詳細情報ウィンドウが開きます。SQL詳細ウィンドウの説明は以下を参照してください。

フィルターの使い方

1. フィルター追加ボタンをクリックしてください。

2. フィルターキーを選択してください。

Top SQL

306



• 文字（String）: = （含む）、 != （含まない）

• 数値（Number）: == （等しい）、 >= （以上）、 <= （以下）

3. 値を入力した後、適用してください。

4. 複数条件はANDロジックを適用してください。
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MySQL SQL統計

MYSQL SQL統計は今後SQL統計（DB）に名称が変更される予定です。

MySQLの performance_schema.events_statements_summary_by_digest ビューで提供するDB自体のSQL統計で
す。SQL別の実行回数、実行時間、処理Row数などのデルタ値をDBに直接照会することなく画面で確認できます。

• エージェントが1時間間隔でデルタ値を計算して収集します。

• sum_timer_wait 基準でエージェントオプション statements_row_limit まで収集します。（デフォルト値：
5,000件）

• DBXエージェント1.6.10バージョン以上が必要です。

設定完了後、約1時間後にデータ収集が開始されます。

事前設定

この画面にデータを表示するには、DB設定とエージェント設定の2つが必要です。

DB設定

1. Performance Schemaの有効化（ my.cnf ）

変更後、MySQLの再起動が必要です。

[mysqld]
performance_schema = on

2. モニタリングアカウントへの権限付与

エージェントが performance_schema を照会できるようにDBで権限を付与します。

MySQL SQL統計



GRANT SELECT ON performance_schema.* TO 'whatap'@'%';

エージェント設定

whatap.confファイルに以下の設定を追加します。

statements=true

設定項目 タイプ デフォルト値 説明

statements boolean false SQL統計収集の有効化

詳細オプション

設定項目
タイ

プ
デフォル

ト値
説明

statements_interval int 1 SQL統計収集間隔（時間単位）

statements_min_row int 10000
SQL統計データを収集する基準。下記の収集基準を参照
してください。

statements_row_limit int 5000 収集最大件数（ sum_timer_wait 基準の上位）

収集基準（ statements_min_row ）

performance_schema.events_statements_summary_by_digest の以下の3つの指標のいずれか1つで
も statements_min_row を超える（OR）場合に、該当SQLデータを収集します。

指標 説明

sum_rows_affected 影響を受けた行数

sum_rows_sent 送信された行数

MySQL SQL統計
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指標 説明

sum_rows_examined 検査した行数

DBワークロードによってSQL収集量が多すぎるまたは少なすぎる場合、
statements_min_row と statements_row_limit の値を調整して収集量を制御できます。

MYSQL SQL統計

基本オプション

上部フィルター領域で照会期間、対象インスタンス、フィルター条件などを設定できます。

• 時間: 照会する日時を選択

• インスタンス: 照会対象DBインスタンスを選択

• フィルター: 条件別データフィルタリング（複数条件はANDロジックを適用）

• ソート順: カラムヘッダーをクリックして昇順/降順ソート

• 照会件数: テーブル表示件数を設定

• 結果内検索: 照会された結果内でクエリキーワード検索

• （カラム選択）: 表示するカラムを追加/削除、ドラッグで順序変更可能

• （ダウンロード）: CSV形式でエクスポート

MySQL SQL統計
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カラムガイド

基本情報

カラム 説明

digest_text 正規化されたSQL文（リテラル値が ? に置換される）

digest SQL文のハッシュ値

schema_name SQLが実行されたスキーマ（データベース）名

instance SQLが実行されたDBインスタンス名

実行および時間

カラム 説明

count_star SQL実行回数

timer_wait 全実行時間合計（秒）

lock_time テーブルロック待ち時間合計（秒）

Row処理

カラム 説明

rows_affected INSERT、UPDATE、DELETEで変更されたRow数

rows_sent クライアントに返されたRow数

rows_examined サーバーが検討したRow数（ストレージエンジン内部処理を除く）

MySQL SQL統計
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一時テーブル

カラム 説明

created_tmp_disk_tables ディスクに作成された内部一時テーブル数

created_tmp_tables メモリに作成された内部一時テーブル数

ジョイン（Select）

カラム 説明

select_full_join ジョイン時にインデックスなしでFull Table Scanした回数

select_full_range_join ジョイン時にRangeスキャンを使用した回数

select_range 最初のテーブルでインデックスRangeスキャンを使用した回数

select_range_check 各Rowごとにインデックス使用可否を再確認したジョイン回数

select_scan 最初のテーブルをFull Scanした回数

ソート（Sort）

カラム 説明

sort_merge_passes Sortバッファ不足により一時ファイルにマージソートした回数

sort_range Rangeスキャンを利用したソート回数

sort_rows ソートされた全Row数

sort_scan Full Scanを利用したソート回数

MySQL SQL統計
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インデックス使用

カラム 説明

no_index_used インデックスを使用せずにテーブルスキャンした回数

no_good_index_used 適切なインデックスなしに実行された回数

データ解釈ガイド

チューニング対象SQLの識別

• timer_wait が高く count_star も高いSQL: 頻繁に実行されながら遅い → 最優先チューニング対象

• rows_examined / rows_sent の比率が大きいSQL: 不必要なRowを多くスキャン → インデックス確認

• lock_time が高いSQL: ロック競合が発生 → 同時実行性の問題を確認

インデックス確認が必要な場合

• select_full_join > 0: ジョイン用インデックスの追加を検討

• select_range_check > 0: ジョイン条件とインデックス構成の確認

• no_index_used > 0: インデックスの作成が必要

• no_good_index_used > 0: 既存インデックスが適切でない

メモリ/ディスク効率の確認

• created_tmp_disk_tables が高い場合、 tmp_table_size 、 max_heap_table_size の増設を検討

• sort_merge_passes が高い場合、 sort_buffer_size の増設を検討

• created_tmp_disk_tables / created_tmp_tables の比率でディスク転換率を確認

MySQL SQL統計
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実践活用シナリオ

シナリオ1. 遅いSQLを探す

1. timer_wait 基準で降順ソート

2. 上位SQLの count_star を確認 → 頻繁に実行されながら遅いSQLが最優先チューニング対象

シナリオ2. 非効率なSQLを探す

1. rows_examined が高いのに rows_sent が低いSQLを確認

2. インデックスがないか適切でなく、不必要なRowを多くスキャン中

3. 該当SQLのPlan（実行計画）を確認してインデックス追加の有無を決定

シナリオ3. ロック競合の確認

1. lock_time が高いSQLを確認

2. そのテーブルへの同時アクセスが多いか、トランザクションが長時間維持されている可能性あり

追加機能

SQL詳細表示

SQLカラムをクリックすると詳細情報ウィンドウが開きます。SQL詳細ウィンドウの説明は以下を参照してください。

DB参考情報

events_statements_summary_by_digest

画面のデータはDBの events_statements_summary_by_digest ビューから取得するため、DB設定変更やデータ削除

MySQL SQL統計
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が収集データに直接影響します。

performance_schema_digests_size

performance_schema_digests_size パラメータは、異なるSQLパターン（digest）を最大何個まで保存するかを決定
します。 -1 の場合、自動サイズ調整（auto sizing）が実行されます。

-- 例：以下の2つのSQLは同じdigestに正規化されます。
SELECT * FROM user WHERE id = 10;
SELECT * FROM user WHERE id = 20;
→ SELECT * FROM user WHERE id = ?

digest数がlimitを超えると、新しいSQLパターンは個別の統計として集計されず、 DIGEST = NULL のRowに合算され
ます。この場合、どのSQLか識別できず、モニタリングで一部のSQLが欠落する可能性があります。

-- 現在のlimitを確認
SHOW VARIABLES LIKE 'performance_schema_digests_size';

-- digestの使用量を確認
SELECT COUNT(*) FROM performance_schema.events_statements_summary_by_digest;

-- overflowの有無を確認（NULL digestに統計が蓄積されている場合はlimit超過）
SELECT * FROM performance_schema.events_statements_summary_by_digest WHERE DIGEST IS NULL;

TRUNCATE 初期化

TRUNCATE コマンドでビューを初期化すると、既存データがすべて削除され、新しいデータが記録されます。エージ
ェントが収集するデルタ値も初期化されるため注意してください。

MySQL SQL統計
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テーブルサイズの増減
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計/レポート > テーブルサイズ増減

テーブルおよびインデックスの使用量を日別に収集し、期間の経過に伴う全体およびテーブル別使用量の増減情報を提
供します。収集基準は、エージェント設定パラメータの table_min_row (既定値：1000件以上)、 tables_hour (既定
値：午前5時) の値に従います。収集基準を変更するには、管理 > エージェント設定メニューに移動してください。

1. 基準日を設定してください。今日の日付が既定値として設定されます。

2. データを比較する比較日を設定してください。

3. インスタンス一覧で、データベース設定値を検索するインスタンスを選択します。

4. ボタンを選択します。

テーブル増減セクションでは件数、データ、インデックス別増減率と全体増減率を確認できます。テーブル別の容量詳
細セクションではテーブル名による詳細な増減率を確認することができます。

• エージェント設定メニューの詳細については、次の文書を参照してください。

• 収集したいテーブルの参照権限が必要です。次のコマンドを実行してアクセス権限を取得してください。

テーブルサイズの増減



grant select on [DB_NAME].[TABLE_NAME] to whatap;
/* または */
grant select on *.* to whatap;

• 参照した内容をcsv形式のファイルにダウンロードするには、 ボタンを選択します。

テーブルサイズの増減
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データベースのサイズ
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計/レポート > DBサイズ

データベースごとのテーブルのサイズを集計し、推移情報をチャートで提供します。 データベースの容量が増加する傾
向を識別して管理できます。 容量が急速に増加する場合を事前に把握して備えられます。

データベースのサイズは、性能にも大きな影響を与える可能性があります。 サイズの増加により、クエリの実行時間が
長くなる可能性があるため、性能問題の解決を準備できます。 間違ったクエリやデータベース構造によりサイズが増
加する可能性のある問題を事前に把握して予防することも必要です。

データベースサイズの推移により、使用量のパターンとデータの成長が理解できます。 将来の容量要件を予測し、対策
を講じられます。 これらの変化をモニタリングすることは、リソースとコストを最適化するのに役立ちます。

使用する前に

権限を割り当てる

MySQLのデータベースサイズ情報は、 information_schema.tables で照会するため、モニタリングアカウントにテー
ブル照会権限が必要です。 次のように権限設定が必要です。

grant select on {DB_NAME}.* to whatap;

• データベースが information_schema 、 performance_schema 、 sys 、 mysql の場合、データベース
のサイズ情報を収集しません。

• 収集サイクルは1時間に1回収集します。

エージェントオプションを設定する

データベースサイズの情報を収集するために、次のエージェントオプションを設定できます。

• tables Boolean

データベースのサイズ



既定値 true

テーブルサイズの情報を収集します。 統計/レポート > DBサイズ メニューでそのデータベースを選択すると、テー
ブルサイズ情報が確認できます.

• tables_hour Int

既定値 5

テーブルサイズの情報を保存するために情報を収集する時刻を設定します。 既定値は 5 であり、午前5時に収集を
始めます。

• tables_min_row Int

既定値 10000

テーブル情報を収集する場合、設定した値より小さいrow番号のテーブル情報は収集しません。

• table_filesize Boolean

既定値 true

テーブルサイズの収集時に innodb_tablespaces の file_size を一緒に収集します。

基本画面ガイド

データベースのサイズ
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1. 時間で照会したい時間を設定します。 緑のボタンを選択して照会時間を選択することもできます。

2. インスタンスで照会したい対象を選択します。

3. ボタンを選択します。

時間別変化量を確認する

• サイズ推移

時間帯ごとに、データベースの全体的なサイズと使用量の変化を視覚的に確認できます。 チャートで各データベー
スのサイズを色分けして表示し、マウスをチャートの上にオーバーした状態で左右に移動します。 特定の時点の各
データベースサイズをツールチップで詳細に確認できます。

• サイズ詳細

データベースごとの容量の詳細をテーブル形式で提供します。 各データベースの名前(DB NAME)および合計容量
(TOTAL)、変更量(CHANGED)を確認できます。 特定のデータベースを選択すると、テーブルサイズ(トップ50)セク
ションで詳細情報を確認できます。

テーブル別のサイズを確認する

サイズ詳細セクションでデータベースを選択すると、そのデータベース内のサイズTOP50に該当するテーブルごとのサ
イズを一覧で確認できます。

データベースのサイズ
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データベース内のテーブルごとのデータサイズ(DATA SIZE)およびインデックスサイズ(INDEX SIZE)、行数(ROWS)をデ
フォルトで表示します。 照会開始時点と終了時点の変化量を確認できます。 これにより、容量の大きいテーブルを簡
単に把握し、容量最適化のための管理に役立ちます。

• サイズ詳細セクションの情報は、 information_schema.tables の情報で実際のサイズと異なる場合があ
ります。 information_schema.innodb_tablespaces のファイルサイズ(FILE SIZE)を一緒に確認するに
は、DBXエージェントに次のオプションを設定します。 このサイズは実際のサイズに似ています。

whatap.conf

table_filesize=true

• モニタリングアカウントに照会権限があるテーブルを対象とします。 モニタリング用アカウント作成の詳
細については、次の文書を参照してください。

テーブルサイズ(トップ50)セクションのテーブル一覧でTABLENAMEカラム項目を選択すると、columnおよびindex構
成が確認できるObject Detail画面が表示されます。

データベースのサイズ

321



• テーブルサイズ(トップ50)セクションでテーブルカラムの順番を変更したり、特定のカラムを非表示にす
るには、右上に ボタンを選択します。 カラム設定の詳細については、次の文書を参照してください。

照会データのダウンロード

照会したデータをCSV形式のファイルでダウンロードできます。 ボタンを選択した後サイズ詳細またはテーブル
サイズ(トップ50)を選択します。

データベースのサイズ

322



レポート
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 統計/レポート > レポート

画面の上にレポートで ボタンをクリックすると、日刊、週刊、月刊に分類された各種分析レポートを確認できま
す。希望するレポート様式を選択し、照会したい日付と時間、フィルターオプションを設定してください。 ボタン
を選択すると、選択したレポートを確認できます。

レポートは、個々のプロジェクトのサービスの使用状況と障害の発生履歴を報告する文書です。サービスモニタリン
グ担当者は、レポートを通じて関連部署の担当者とステータスを共有します。

モニタリングデータ分析は、サービスの改善方向を定める指標となるため、極めて重要です。ただし、複数のダッシュ
ボードからデータを収集して文書化するには煩雑な場合があります。

WhaTapのレポートメニューは、レポート作成業務の自動化をサポートします。毎週報告書を作成すること、決まった
時間に報告書を共有すること、様々な書式を管理することなど、すべてレポートメニューから解決できます。

レポートダウンロード

レポートのダウンロード、印刷またはメール送信の予約を希望する場合は ダウンロードボタンをクリック
してください。html形式でダウンロードできます。

レポートの種類

基本レポートは、大手企業、公共機関やITサービス企業などで実際に使用しているフォームです。 ご要望のフォームを
作成したい場合は、support@whatap.ioまでお問い合わせください。要望されたレポートは、統計/レポート > レポー
ト一覧に追加されます。

メール送信予約

定期的にレポートをメールで受信する場合は、レポートのメール送信予約を選択します。出社直後行っていたサービス
のチェック作業をメール確認で代わりにできます。

レポート
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日次レポート：データベース

日次データベースレポートは、1日あたりのデータベースのパフォーマンスを数値とチャートで確認できるレポートで
す。レポート作成時に必要に応じて開始日、開始時間、終了時間を設定することができます。特定のインスタンスのみ
選択して表示することができます。すべてを選択すると、すべてのインスタンスを一度に表示します。

性能推移チャート

データベースインスタンスごとに指標チャートを確認できます。各指標の最大値を円形で表示し、最大値が発生した時
間をまとめて表示します。

• チャートで表現される指標は、Config設定によって異なる場合があります。

• 各チャートの右上にあるCSVボタンを使用して、データをエクセルファイルとしてダウンロードすること
ができます。

SQL TOP 10

検索期間中に全体または選択したインスタンスが実行したSQLクエリ統計を確認できます。クエリ実行時間の最大値を
降順にソートし、上位10項目のみ表示します。

レポート
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週次レポート：データベース

週次データベースレポートは、1週間のデータベースのパフォーマンスを数値とチャートで確認できるレポートです。
開始日を直接設定することができ、参照日の7日前から表示できます。

性能推移チャート

データベースインスタンスごとに、週間指標を数値およびチャートで比較できます。検索期間の最大値を円形で表示
し、その数値が発生した時間も表示されます。

• チャートで表現される指標は、Config設定によって異なる場合があります。

• 各チャートの右上にあるCSVボタンを使用して、データをエクセルファイルとしてダウンロードすること
ができます。

SQL TOP 10

検索期間に全体または選択したインスタンスが実行したSQLクエリ統計を確認できます。クエリ実行時間の最大値
(elapse max)を降順にソートし、上位10項目のみを表示します。

月次レポート：データベース

月間のデータベースの性能を数値とチャートで確認できるレポートです。開始日を設定でき、開始日から30日まで表
示できます。月間の各指標別の変化量をインスタンス別に確認することができ、検索期間中に実行した上位10項目の
SQLクエリ統計も確認できます。

レポート
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ログ
WhaTapのログモニタリングは、システム統合を通じて、優れた利便性とログデータへのスムーズなアクセスを提供し
ます。独自の技術力による確実なデータ収集を強みとし、ライブテール、ログトレンド、ログ検索、イベント通知、パ
ーサーなどの主要機能をより効率的に活用いただけます。

ログメニューは、照会およびクエリの分析とオプション設定などの機能を提供します。イベント設定メニューでは、ロ
グ関連のイベント通知が設定できます。

• ホーム画面 > プロジェクト選択 > ログ

WhaTapモニタリングサービスのメイン画面からプロジェクトを選択し、プロジェクトメニューにあるログメニュ
ーを選択します。次の機能を活用すると、複雑なログにより簡単にアクセスができ、様々な条件でリアルタイムに
確認および分析ができます。

◦ ログTail

◦ ログトレンド

◦ ログ検索

• ホーム画面 > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定

WhaTapモニタリングサービスのメイン画面でプロジェクトを選択し、プロジェクトメニューにあるアラート通知
メニューを選択し、イベント設定メニューを開きます。イベント条件を設定し、メール、SMS、メッセンジャー、
App Pushなどの様々な方法で通知を受信できます。

WhaTapログモニタリングサービスの主要なメニューガイドを次のように提供します。

適用方法

データベースとAWS RDSのログを収集する方法をご案内します。

ログ



ライブテール

ログモニタリングのライブテールについて説明します。

ログエクスプローラー

ログモニタリングのログエクスプローラーメニューについて案内します。

ログトレンド

ログモニタリングのログトレンドメニューについて案内します。

ログの検索

ログモニタリングのログ検索メニューについて説明します。

ログの設定

ログモニタリングの設定方法について説明します。

ログパーシング

WhaTapが提供するログパーサについて案内します。

ログ

327



適用方法
WhaTapは、データベースのログモニタリングを提供します。 サーバーインストール型データベースと、クラウドサー
ビスであるAWS RDSのログを収集できます。 これにより、WhaTapのログモニタリング機能であるログTail、ログトレ
ンドメニューからデータベースの散在したログをひと目で確認できます。

ログモニタリングを適用した後、各メニューのカテゴリ項目とログ一覧からインストール型DBは #DB 、
AWS RDSは #RDS_LOG および #RDS_EVENT と表示されます。

サーバーインストール型DBに適用する

サーバーにインストールされたデータベースのログをモニタリングするには、WhaTapのxos.confファイルに次のオプ
ションを適用します。

xos.conf

file=/var/log/mysqld.log
file1=/var/log/mysql_history.log
file2=/var/lib/mysql/dbx-database-slow.log

適用する前に、XOSエージェントをインストールしてエージェント設定を行う必要があります。 詳細につい
ては、次の文書を参照してください。

適用方法



ログモニタリングを開始する

すべての設定を完了した後、ログ > ログ設定メニューにアクセスし、ログモニタリングを活性化します。

適用方法
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ライブテール

ログ参照権限がない場合は、そのメニューにアクセスできません。

ホーム画面 > プロジェクト選択 > ログ > ログTail

ログTail メニューでは、サーバーコンソールに接続せずに、ログデータストリームをモニタリング画面上で直接確認で
きます。複雑で大量のログも、フィルター と ハイライト 機能を活用して絞り込み、素早く把握できます。ログデータ
の取得周期は2秒です。

主な用語は次のとおりです。

• Category：ログの収集および照会単位

• Content：ログメッセージ

• Search Key：ログパーサーの設定によって生成される検索キー

• Tag：収集されたログを検索できるタグ

ログテーブルカラムの端をドラッグしてカラムの幅を修正できます。

エージェントオプション

エージェントオプションが設定されている場合、ログレベルを収集し、各ログの左側に色付きの縦線が次のように表示
されます。
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エージェントのオプション設定

# whatap.conf
weaving=log4j-2.17
weaving=logback-1.2.8

• Javaエージェント2.2.22バージョンからウィービング設定にlog4j-2.17またはlogback-1.2.8設定時に使用
できます。 エージェントの再起動が必要です。

• ログレベルは、パーシングされたキーワードの中で level 、 type 基準で判別します。 level 、 type に
パーシングされたキーが存在し、パーシングの値がFATAL, CRITICAL、ERROR、WARN、WARNING、
INFOを含む場合は、ログレベルの色を表示します。

フィルター領域

フィルター適用

フィルターを適用すると、入力した条件に合ったログをフィルタリングします。 複数のフィルターを入力できます。
フィルターのタグが同じ場合、OR( || )、 そうでない場合はAND( && )が適用されます。

入力欄に文字を直接入力するか、フィルター入力欄をクリックしてフィルターを指定します。 フィルタータグは
検索キー 、 オペレーター 、 検索値 の順に入力します。 検索 ボタンを選択すると、フィルターが適用されたデ

ータをログ一覧で確認できます。

ガイドUI

次のように入力ウィンドウの下にガイドUIを提供します。 入力画面またはフィルタータグにマウスカーソル
がある場合、ガイドUIを閉じる時はESCキーで操作できます。
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検索キー、オペレーター、検索値の入力

• 検索キー 入力時、一般インデックス、予約語インデックス、数字のみ入力できるインデックスを区分して推奨値
を提供します。

• オペレーター 入力時、一般インデックス検索キーの場合は、 == 、 != オプションが下に表示されます。 数字のみ
入力できるインデックスの場合、 > 、 < 、 <= 、 >= 、 == 、 != オプションを提供します。

• 検索値 入力時の一致検索( > 、 < 、 <= 、 >= 、 == )の時は青色で、除外検索( != )の時は赤色でハイライトしま
す。 検索値 入力時に大文字と小文字の区分オプションを活用して検索することができます。

• フィルタータグが2行以上長くなる場合 折りたたみアイコンを選択して折りたたむことができます。

• フィルタータグを入力した後、入力画面でShiftとTabキーを同時に使用して、以前のフィルタータグに移
動できます。

• フィルタータグを入力した後、入力画面でTABキーを通じて次のフィルタータグに移動できます。
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フィルタータグ追加

入力フィールドにテキストを入力し、Enter または Tab キーを押すか、入力欄下のガイド UI で推奨値をクリックまた
は矢印キーで選択して追加できます。

フィルタータグの削除

単一のタグを削除するには、Backspace キーを押すか、タグ上の X アイコンをクリックします。 すべてのタグを一度
に削除するには、入力フィールド右側の X アイコンをクリックします。

フィルターのお気に入り

フィルターお気に入り機能を提供します。 入力画面の右側にある お気に入りアイコンを選択して、目的のフィルタ
ー検索条件をお気に入りに追加、削除および既存のお気に入りを選択できます。 お気に入りは最大50個まで保存され
ます。
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フィルター適用の例外状況

• 数字のみ入力できるインデックス( .n で終わる 検索キー )を入力したタグで、 検索値 は数字のみ入力できます。

• 重複した 検索キー 、 検索値 は入力できません。

• 検索キー 、 検索値 いずれかのタグが存在しない場合は、検索できません。 有効でないタグの場合、灰色と表示
します。

ログTail 検索キー として category は入力できません。
入力フィルター値の下にある数式(expression)は、ログデータを表示するときに適用されるフィルター式の
プレビューです。

パーシングされていないキーワードのフィルター適用

ログからパーシングされていない、つまりインデックスが作成されていないキーワードを含むログを照会できます。
この場合、指定範囲内のすべてのログをFull Scanします。 そのため、インデックスが生成されたキーに比べて検索速
度が多少落ちる可能性があります。 定型化されたログデータの場合、ログパーサの設定を通じてインデックスキーを
活用した検索をお勧めします。

1. カテゴリを選択します。

2. フィルター入力欄に content を選択後、検索キーワードを入力します。

例） content *select*

3. 検索ボタンをクリックしてログを照会します。

• ログTailの場合、すべてのログ検索が可能であるため、カテゴリを指定する必要はありません。

• パーサ設定の詳細については、次の文書を参考にしてください。
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フィルター修正

フィルターに値を入力し、入力した値をクリックすると、その値を修正できます。

• フィルター入力欄にテキストを書き換えて修正できます。

• フィルター入力欄の下に表示されるガイドUIから推奨値を選択して修正できます。

検索キー(Search Key)

次の画像で青いボックス部分はパーシング(parsing)された検索キーです。 検索キーはログ設定のログパーサの設定タ
ブでパーシングロジックを登録し、設定できます。

検索キー

フィルター入力の文法

タグは検索キーと検索値で構成されています。 次の例で、検索キーは exception 、検索値は
UnknownHostException となります。 この例は、収集したログデータのうち、IPアドレスとドメインアドレスが一致

せず、サーバーをホストに接続できない場合に発生する例外( UnknownHostException )が含まれたログデータを照会
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します。

検索キーの種類

検索キーの種類
検索キーフォー

マット
意味 検索キーと検索値の例 検索例

文字列キーワー
ド

keyword ファイル名
- キー：fileName
- 値：/data/whatap/logs/
yard.log

fileName:/data/whatap/logs/
yard.log

数字キーワード keyword.n
レスポンス
時間

- キー: response_time.n
- 値: 2945

response_time.n>=2945

予約語キーワー
ド
(辞書定義キーワ
ード)

@keyword TXID
- キー：@txid
- 値：85459614215434144

-

ログ本文キーワ
ード

content ログ本文
- キー: content
- 値: ユーザー入力値

content: *ERROR*

Content検索キー

• Content検索キーは、インデックスされていないログの本文を対象に検索します。 例えば、
content *ERROR* のように入力する場合は、ログ本文中で ERROR を含めたログを検索します。

• どのキーワードでインデックスをかけるべきかわからない場合は、Content検索キーを活用して問題とな
るキーワードを含むログを識別します。 その後、ログ設定メニューのログパーサ設定を通じて、該当キ
ーワードでパーサを設定し、インデックスを生成する方式で、検索速度を早くできます。
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共通文法

文法の種類 説明 例

==searchValue 検索値と一致するログを検索します。 exception==RuntimeExceptionexception

!=searchValue 検索値を除いたログを検索します。 exception!=RuntimeException

*searchValue 検索値で終わるログを検索します。 word==*hello

searchValue* 検索値で始まるログを検索します。 word==hello*

*searchValue* 検索値として中間に含まれるログを検索します。 word==*hello*

*search*Value* 検索値として含まれるログを検索します。 word==*he*llo*

re:{正規表現} 正規表現にマッチングされるログを検索します。 caller==re:^i\.w\.a\.w\.s\.v\.r\.

** 検索語に該当するすべてのログを検索します。

検索キーが数字キーワード(keyword.n)の場合の文法

次の文法は検索キーが、 keyword.n 形式の場合のみに対応します。

• 検索値は数字のみ使えます。

• .n キーワードの値にはPrefixを付けません。 .n 以外のキーワードは、すべてPrefixを付ける必要があります。

例) +>searchValue は有効ではありません。

文法の種類 説明 例

>searchValue 検索値よりも大きな値を含むログを照会します。 response_time.n>3000

>=searchValue 検索値よりも大きいか、同じ値を含むログを照会します。 response_time.n>=3000

==searchValue 検索値と同じ値を含むログを照会します。 response_time.n==3000
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文法の種類 説明 例

!=searchValue 検索値とは異なる値を含むログを照会します。 response_time.n!=3000

<searchValue 検索値より小さい値を含むログを照会します。 response_time.n<3000

<=searchValue 検索値より小さいか、同じ値を含むログを照会します。 response_time.n<=3000

個人情報の照会

ログの個人情報照会権限がある場合個人情報の表示 トグルボタンの活性化を通じて非識別化処理した個人情報を
表示することができます。

• ログの個人情報照会権限についての詳細は次の文書を参照してください。

• ログ個人情報の非識別化機能についての詳細は次の文書を参照してください。

コンテンツハイライト領域

ログのコンテンツ内で目的のキーワードを簡単に識別できるよう、ハイライト機能を提供します。単一または複数のキ
ーワードでフィルタリングできます。

1. ハイライトしたいキーワードをキーワード入力欄に入力します。
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• 例: select

2. 検索したキーワードがログリストのContent内でハイライト表示されます。

• 拡大表示 アイコンをクリックすると、ログ と タイムスタンプ を全画面で確認できます。

• ハイライトされたキーワード間の移動はショートカットで操作できます。

◦ Enter : 次の行へ移動

◦ Shift+Enter : 前の行へ移動

◦ / アイコン: 行の移動

◦ Cmd + F (Mac) / Ctrl + F (Windows): キーワード検索

複数キーワード条件

複数キーワードでハイライトする場合は、次のように作成します。

入力文字列 説明 結果

a b c 各キーワードをスペースで区切ります。 a, b, c

"Whatap is good." キーワードにスペースを含める場合は、 '' または "" で囲みます。
Whatap is
good.

"Whatap\\ is
good."

""で囲まれたキーワードに、 \ を含める場合は、 \\ と入力する必要がありま
す。

Whatap\ is
good.

ハイライトカラー設定

ハイライトするキーワードおよび色を設定できます。

• デフォルトでは、ログレベルに応じたハイライト（FATAL、ERROR、WARN、SEVERE、CRITICAL）が適用されて
います。

• 設定した内容はプロジェクト単位で保存されます。

1. アイコンをクリックします。
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2. ハイライト ウィンドウで、色を設定するキーワードを入力欄に追加してください。

3. 入力欄の左側の色をクリックすると、色を選択できます。

テーブル設定

カラム設定

領域の右で カラム設定ボタンを選択します。カラムを追加したり、順序を設定できます。

• カラム追加

タグを選択してテーブルにカラムを追加できます。logカラム選択を解除する場合ログ表示詳細設定が確認できませ
ん。必ず1つ以上のカラムを選択します。

• カラム順序設定

カラムを追加すると表示項目に該当カラムが追加されます。希望のカラムをドラッグしてカラムの順序を変更しま
す。

ログ表示詳細設定

領域右で ログ表示詳細設定 ボタンを選択します。デフォルトでcontent、タグすべてチェックされており、両方
の項目を表示します。contentとタグどちらかは必ず選択します。

チェックが解除されたアイテムはテーブルに表示されません。次のようにタグを解除する場合、テーブルでログのタグ
は表示されません。

ログテーブルコンテンツタグ非表示

タグ管理一覧にタグを追加すると、追加した順にログのタグがソートされます。タグの順序はドラッグして変更できま
す。追加したタグを無効にすると、無効にしたタグはログのタグに表示されません。

カラムおよびログ表示設定の適用範囲

• カラム設定とログ表示詳細設定は、ログTail、ログ検索、ログトレンドで使用できます。

• 同一プロジェクト内のログTail、ログ検索、ログトレンドは、カラム設定とログ表示詳細設定を共有しま
す。
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ログファイルのダウンロード

検索したログの結果を CSV または TXT ファイル形式でダウンロードできます。

1. 画面中央右側の ダウンロード ボタンをクリックします。

2. CSVダウンロード または Logダウンロード をクリックして、希望の形式のファイルをダウンロードします。
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ログエクスプローラー

ログ参照権限がない場合は、そのメニューにアクセスできません。

ホーム画面 > プロジェクト選択 >ログ> ログエクスプローラーNew

ログエクスプローラー（Log Explorer） 機能は、ログデータを迅速に検索、フィルタリング、分析します。 フィール
ド構造に関する情報を把握し、クエリベースのフィルタリングによって必要なログを効率的に検索し、結果をデータの
可視化を通じて確認できます。 本機能はLuceneインデックスをベースに動作し、主な特徴は以下のとおりです。

1. ログトレンド分析および検索: ログのトレンドと検索機能を同時にサポートし、時間経過によるログの変化傾
向を把握できます。

2. 高速検索およびフィルタリング: ユーザーは簡単なキーワード入力だけで、問題のあるログを迅速に検索でき
ます。 WhaTapログ検索クエリおよびLuceneクエリ言語に対応しており、さまざまな検索条件を設定できま
す。

3. オートコンプリート機能：クエリ入力時にオートコンプリート機能が提供され、ユーザーが簡単にクエリを
作成し、習得できるようサポートします。

4. データ可視化：スタックグラフを活用して時系列のログ件数データを視覚的に表示し、ドリルダウン機能を
通じて特定のログを深く分析できます。

5. お気に入りと共有：よく使うフィルターはお気に入りとして保存でき、URLを通じて他のユーザーと簡単に
共有できます。

ログエクスプローラー



基本画面ガイド

時間設定

上部のオプションバーにあるタイムセレクターを使用して、ログ検索の時間範囲を設定できます。

カテゴリ

上部のオプションバーにあるカテゴリ選択で、探索したいログの種類を選択します。 （例：AppLogなど）

フィルター

上部オプションバーの フィルター でクエリ言語を選択し、検索条件を入力してフィルターを適用します。
検索クエリ構文は、WhaTapログ検索クエリとLuceneクエリの両方をサポートしています。
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• : WhaTapログ検索クエリ

• : Luceneクエリ

検索クエリ構文

WhaTap log search query

WhaTapのログ検索クエリはオートコンプリート機能を提供しており、簡単なキーワード入力だけで問題のログを迅速
に検索できます。 and、orなどのさまざまな構文を活用して、さまざまな検索条件を入力できます。

• 例、検索フィルターに error と入力するだけで、content（ログ本文）を検索できます。

1. 上部オプションバーでフィルターアイコンをクリックした後、クエリ検索ウィンドウでフィールド（選択
した時間とカテゴリに応じたリストが表示されます）を選択してください。

2. 演算子を選択してください。

a. 基本: : , : * 、 and 、 or

b. 選択したフィールドが Number 型の場合（基本 + <= 、 >= 、 < 、 > ）

c. 選択したフィールドが String の場合（基本のみ）

3. 値（選択した時間、カテゴリ、フィールドに一致するリストが表示されます）を選択してください。

検索インデックスフィールドタイプ

サポートされているフィールドタイプは、 Number 、 String 、 Boolean の3種類のみです。

• Number : Long、double、float 型の数値

• String : メール本文のような全文テキスト

• Boolean : True または False の値

WhaTapログ検索クエリの構文に関する詳細は次の文書を参照してください。
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Lucene

Apache Lucene 8.11.1バージョンのオープンソースの構文がそのまま利用可能です。 ただし、自動補完機能は提供して
いません。

LuceneのQueryParserクラシックパッケージに関する詳細は公式ドキュメントを参照してください。

フィールド一覧

ドリルダウン分析に活用できます。

フィールド情報のフィルターを反映する

フィールド一覧でフィールド名を確認し、 = または != ボタンをクリックして条件をフィルターに適用してください。

• フィールドにマウスオーバーすると、 = 、 != ボタンが表示され、クリックするとフィルターに反映されます。

• フィールド検索機能を使って、目的のフィールドを素早く見つけることができます。

Trendチャート

Trendチャートでインターバルやブレイクダウンを適用して、ログをグラフで確認できます。

• グラフインタラクション: マウスドラッグや ボタンで時間のズームイン、バークリックで該当領域のログを確認
可能

• インターバル: 自動、1秒、5秒、30秒、1分、5分、10分、30分、1時間から選択可能

• Breakdown: 特定のフィールドを基準にTop 3 + Othersの値を分布として可視化し、ドリルダウンフィルターの適
用が可能

breakdown

Breakdownは、ログ件数の推移を特定のフィールドで分析する可視化機能です。

• 特定のフィールドのTop 3の値とOthers（その他の値）を区別して、スタックグラフで分布を表示します。

• ドリルダウン分析に活用でき、凡例やスタックグラフの特定領域（部分グラフ）をクリックして、特定の値のみを
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強調したり、フィルター条件を追加することができます。

ログの確認

検索条件に一致するログの一覧を確認でき、フィールド一覧ではフィールド情報とログタグが同じ色で表示されます。

コンテンツハイライト

ログのコンテンツ内で目的のキーワードを簡単に識別できるよう、ハイライト機能を提供します。単一または複数のキ
ーワードでフィルタリングできます。

1. ハイライトしたいキーワードをキーワード入力欄に入力します。

• 例: select

2. 検索したキーワードがログリストのContent内でハイライト表示されます。

• 拡大表示 アイコンをクリックすると、ログ と タイムスタンプ を全画面で確認できます。

• ハイライトされたキーワード間の移動はショートカットで操作できます。

◦ Enter : 次の行へ移動

◦ Shift+Enter : 前の行へ移動

◦ / アイコン: 行の移動

◦ Cmd + F (Mac) / Ctrl + F (Windows): キーワード検索

複数キーワード条件

複数キーワードでハイライトする場合は、次のように作成します。

入力文字列 説明 結果

a b c 各キーワードをスペースで区切ります。 a, b, c

"Whatap is good." キーワードにスペースを含める場合は、 '' または "" で囲みます。
Whatap is
good.

ログエクスプローラー

346



入力文字列 説明 結果

"Whatap\\ is
good."

""で囲まれたキーワードに、 \ を含める場合は、 \\ と入力する必要がありま
す。

Whatap\ is
good.

ハイライトカラー設定

ハイライトするキーワードおよび色を設定できます。

• デフォルトでは、ログレベルに応じたハイライト（FATAL、ERROR、WARN、SEVERE、CRITICAL）が適用されて
います。

• 設定した内容はプロジェクト単位で保存されます。

1. アイコンをクリックします。

2. ハイライト ウィンドウで、色を設定するキーワードを入力欄に追加してください。

3. 入力欄の左側の色をクリックすると、色を選択できます。

カラム設定

ボタンをクリックして、カラムを追加したり順序を設定することができます。

• カラム追加

カラム追加：タグを選択して、テーブルにカラムを追加できます。

ログカラムの選択を解除すると、ログ表示詳細設定を確認できません。 必ず1つ以上のカラムを選択しま
す。

• カラム順序設定

カラム設定でカラムを追加すると、表示項目に該当カラムが追加されます。 希望するカラムをドラッグして、カラ
ムの順序を変更してください。
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ログ表示詳細設定

ボタンをクリックして、ログの表示を詳細に設定します。 デフォルトでは content、タグ の両方がチェックされて
おり、両方の項目が表示されます。

• contentとタグのいずれかを必ず選択してください。

• タグ管理リストにタグを追加すると、追加した順にログのタグが表示されます。 タグの順序はドラッグで変更でき
ます。 追加したタグを無効にすると、無効にしたタグはログのタグに表示されません。

• チェックが解除された項目は、テーブルに表示されません。 次のようにタグを解除する場合、テーブルからログの
タグは表示されません。

log table contents remove tag sc

カラムおよびログ表示設定の適用範囲

• カラム設定とログ表示詳細設定は、ログTail、ログ検索、ログトレンドで使用できます。

• 同一プロジェクト内のログTail、ログ検索、ログトレンドは、カラム設定とログ表示詳細設定を共有しま
す。

ログファイルのダウンロード

検索したログの結果を CSV または TXT ファイル形式でダウンロードできます。

1. 画面中央右側の ダウンロード ボタンをクリックします。

2. CSVダウンロード または Logダウンロード をクリックして、希望の形式のファイルをダウンロードします。
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ログトレンド

ログ参照権限がない場合は、そのメニューにアクセスできません。

ホーム画面 > プロジェクト選択 > ログ > ログトレンド

ログトレンド では、タイプ別に分類されたログの発生件数の推移を通じて、特定エラータイプの発生パターンを確認
し、時間別の詳細ログデータを確認できます。ハイライト機能により、目的のログをすばやく識別できます。カテゴリ
別に収集されたログの推移を照会できます。

主な用語は次のとおりです。

• Category：ログの収集および照会単位

• Content：ログメッセージ

• Search Key：ログパーサーの設定によって生成される検索キー

• Tag：収集されたログを検索できるタグ

ログトレンド



データ参照

• 下部までスクロールすると、次のデータを表示します。

• で検索するログデータの時間と収集単位としてカテゴリを指定します。

• カテゴリを変更すると、選択されたカテゴリに対応するログを表示します。 バーチャートと ログテーブルで確
認できます。

• 棒グラフのバーをクリックすると、バーの時間範囲に対応するログを検索します。

• ログテーブルの左上から照会されたログの総数を確認できます。

• ログテーブル上段の右の 全画面 アイコンを選択すると、 ログと収集時間を全画面で確認できます。

• サイドメニューからタグでフィルタリングすることでログを確認できます。 検索キーは最大2つまで選択でき、
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検索値は複数選択できます。

• エージェントオプションが設定されている場合、ログレベルを収集し、各ログの左側に色付きの縦線が次のように
表示されます。

エージェントのオプション設定

# whatap.conf
weaving=log4j-2.17
weaving=logback-1.2.8

◦ Javaエージェント2.2.22バージョンからウィービング設定にlog4j-2.17またはlogback-1.2.8設定時に
使用できます。 エージェントの再起動が必要です。

◦ ログレベルは、パーシングされたキーワードの中で level 、 type 基準で判別します。 level 、
type にパーシングされたキーが存在し、パーシングの値がFATAL, CRITICAL、ERROR、WARN、

WARNING、INFOを含む場合は、ログレベルの色を表示します。

ログテーブルカラムの端をドラッグしてカラムの幅を修正できます。

個人情報の照会

ログの個人情報照会権限がある場合個人情報の表示 トグルボタンの活性化を通じて非識別化処理した個人情報を
表示することができます。

• ログの個人情報照会権限についての詳細は次の文書を参照してください。

• ログ個人情報の非識別化機能についての詳細は次の文書を参照してください。
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ログContentの確認

Content はログメッセージです。 ログカラムの1行目には、パースされたキーと値が表示され、2行目にはContent（ロ
グメッセージ）が表示されます。

• ログテーブルの行(ログ)ごとに 詳細ボタンがあります。 詳細ボタンを選択すると のように、ログの全体
contentを確認できます。

ハイライト設定

目的のキーワードを簡単に識別できるように、ハイライト機能を提供しています。 アイコンをクリックし、キーワ
ードを入力してからEnterキーを押して追加してください。

コンテンツハイライト

ログのコンテンツ内で目的のキーワードを簡単に識別できるよう、ハイライト機能を提供します。単一または複数のキ
ーワードでフィルタリングできます。

1. ハイライトしたいキーワードをキーワード入力欄に入力します。

• 例: select

2. 検索したキーワードがログリストのContent内でハイライト表示されます。

• 拡大表示 アイコンをクリックすると、ログ と タイムスタンプ を全画面で確認できます。

• ハイライトされたキーワード間の移動はショートカットで操作できます。

◦ Enter : 次の行へ移動

◦ Shift+Enter : 前の行へ移動

◦ / アイコン: 行の移動

◦ Cmd + F (Mac) / Ctrl + F (Windows): キーワード検索

複数キーワード条件

複数キーワードでハイライトする場合は、次のように作成します。
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入力文字列 説明 結果

a b c 各キーワードをスペースで区切ります。 a, b, c

"Whatap is good." キーワードにスペースを含める場合は、 '' または "" で囲みます。
Whatap is
good.

"Whatap\\ is
good."

""で囲まれたキーワードに、 \ を含める場合は、 \\ と入力する必要がありま
す。

Whatap\ is
good.

ハイライトカラー設定

ハイライトするキーワードおよび色を設定できます。

• デフォルトでは、ログレベルに応じたハイライト（FATAL、ERROR、WARN、SEVERE、CRITICAL）が適用されて
います。

• 設定した内容はプロジェクト単位で保存されます。

1. アイコンをクリックします。

2. ハイライト ウィンドウで、色を設定するキーワードを入力欄に追加してください。

3. 入力欄の左側の色をクリックすると、色を選択できます。

ログトレンド

353



ログをチャートで検索

• バーチャートで 目的の時間領域バーをクリックまたはドラッグして、その時間範囲のログを確認できます。

• 棒チャートの下のログテーブル上部左側の 時間選択オプションを使用して、次のように選択した時間帯でより詳
細なログ検索が可能です。

◦ 1min：interval（チャート内の棒の間隔）

◦ 時間選択オプション：選択された時間範囲を6つの間隔に分割した時間帯
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テーブル設定

カラム設定

領域の右で カラム設定ボタンを選択します。カラムを追加したり、順序を設定できます。

• カラム追加

タグを選択してテーブルにカラムを追加できます。logカラム選択を解除する場合ログ表示詳細設定が確認できませ
ん。必ず1つ以上のカラムを選択します。

• カラム順序設定

カラムを追加すると表示項目に該当カラムが追加されます。希望のカラムをドラッグしてカラムの順序を変更しま
す。

ログ表示詳細設定

領域右で ログ表示詳細設定 ボタンを選択します。デフォルトでcontent、タグすべてチェックされており、両方
の項目を表示します。contentとタグどちらかは必ず選択します。

チェックが解除されたアイテムはテーブルに表示されません。次のようにタグを解除する場合、テーブルでログのタグ
は表示されません。

ログテーブルコンテンツタグ非表示

タグ管理一覧にタグを追加すると、追加した順にログのタグがソートされます。タグの順序はドラッグして変更できま
す。追加したタグを無効にすると、無効にしたタグはログのタグに表示されません。

カラムおよびログ表示設定の適用範囲

• カラム設定とログ表示詳細設定は、ログTail、ログ検索、ログトレンドで使用できます。

• 同一プロジェクト内のログTail、ログ検索、ログトレンドは、カラム設定とログ表示詳細設定を共有しま
す。
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ログファイルのダウンロード

検索したログの結果を CSV または TXT ファイル形式でダウンロードできます。

1. 画面中央右側の ダウンロード ボタンをクリックします。

2. CSVダウンロード または Logダウンロード をクリックして、希望の形式のファイルをダウンロードします。
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ログの検索

ログ参照権限がない場合は、そのメニューにアクセスできません。

ホーム画面 > プロジェクト選択 > ログ > ログ検索

ログ検索メニューから収集された大量のログをさまざまな条件で検索し、ユーザーが必要なログを指定できます。複
数の検索条件をパーシングされたキーとバリューで指定できるため、目的の条件に一致するログデータのみを抽出しま
す。

動的ページで取得したログデータは、設定された行単位で取得され、スクロールで画面の下まで移動すると自動的に
次のデータが取得されて表示されます。

主な用語は次のとおりです。

• Category：ログの収集および照会単位

• Content：ログメッセージ

• Search Key：ログパーサーの設定によって生成される検索キー

• Tag：収集されたログを検索できるタグ
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データ参照

• 画面の下までスクロールすると、次のデータを検索します。一度に、10,000個のログを参照できます。

• ログテーブルの左上に検索されたログの総数を確認することができます。

• ログデータを時間の順と逆順で照会できます。 ログテーブルの右上の古い順と新しい順の中から照会方式を選択
します。

• 時間範囲を指定した後適用ボタンを選択して照会時間を設定し、 検索ボタンを選択してデータを照会します。

• ログテーブルの右上の 拡大表示アイコンを選択すると、ログとタイムスタンプを全画面で確認できます。

• エージェントオプションが設定されている場合、ログレベルを収集し、各ログの左側に色付きの縦線が次のように
表示されます。
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エージェントのオプション設定

# whatap.conf
weaving=log4j-2.17
weaving=logback-1.2.8

◦ Javaエージェント2.2.22バージョンからウィービング設定にlog4j-2.17またはlogback-1.2.8設定時に
使用できます。 エージェントの再起動が必要です。

◦ ログレベルは、パーシングされたキーワードの中で level 、 type 基準で判別します。 level 、
type にパーシングされたキーが存在し、パーシングの値がFATAL, CRITICAL、ERROR、WARN、

WARNING、INFOを含む場合は、ログレベルの色を表示します。

ログテーブルカラムの端をドラッグしてカラムの幅を修正できます。

ログContentの確認

Content はログメッセージです。 ログカラムの1行目には、パースされたキーと値が表示され、2行目にはContent（ロ
グメッセージ）が表示されます。

• ログテーブルの行(ログ)ごとに 詳細ボタンがあります。 詳細ボタンを選択すると のように、ログの全体
Contentを確認できます。

• ログのタグを選択すると、コピー, 検索, 除外検索, 隣接ログを検索できるドロップダウンメニューが表示されます。

フィルター

フィルター適用

左側の時間選択バーで時間範囲を指定できます。 右側から、フィルターを適用すると、入力した条件に合ったログ
をフィルタリングします。 複数のフィルターを入力できます。 フィルターのタグが同じ場合、OR( || )、 そうでない場
合はAND( && )が適用されます。
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入力欄に文字を直接入力するか、フィルター入力欄をクリックしてフィルターを指定します。 フィルタータグは
検索キー 、 オペレーター 、 検索値 の順に入力します。 検索 ボタンを選択すると、フィルターが適用されたデ

ータをログ一覧で確認できます。

ガイドUI

次のように入力ウィンドウの下にガイドUIを提供します。 入力画面またはフィルタータグにマウスカーソル
がある場合、ガイドUIを閉じる時はESCキーで操作できます。

検索キー、オペレーター、検索値の入力

• 検索キー 入力時、一般インデックス、予約語インデックス、数字のみ入力できるインデックスを区分して推奨値
を提供します。

• オペレーター 入力時、一般インデックス検索キーの場合は、 == 、 != オプションが下に表示されます。 数字のみ
入力できるインデックスの場合、 > 、 < 、 <= 、 >= 、 == 、 != オプションを提供します。

• 検索値 入力時の一致検索( > 、 < 、 <= 、 >= 、 == )の時は青色で、除外検索( != )の時は赤色でハイライトしま
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す。 検索値 入力時に大文字と小文字の区分オプションを活用して検索することができます。

• フィルタータグが2行以上長くなる場合 折りたたみアイコンを選択して折りたたむことができます。

• フィルタータグを入力した後、入力画面でShiftとTabキーを同時に使用して、以前のフィルタータグに移
動できます。

• フィルタータグを入力した後、入力画面でTABキーを通じて次のフィルタータグに移動できます。

フィルタータグ追加

入力フィールドにテキストを入力し、Enter または Tab キーを押すか、入力欄下のガイド UI で推奨値をクリックまた
は矢印キーで選択して追加できます。

フィルタータグの削除

単一のタグを削除するには、Backspace キーを押すか、タグ上の X アイコンをクリックします。 すべてのタグを一度
に削除するには、入力フィールド右側の X アイコンをクリックします。

フィルターのお気に入り

フィルターお気に入り機能を提供します。 入力画面の右側にある お気に入りアイコンを選択して、目的のフィルタ
ー検索条件をお気に入りに追加、削除および既存のお気に入りを選択できます。 お気に入りは最大50個まで保存され
ます。
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フィルター適用の例外状況

• 数字のみ入力できるインデックス( .n で終わる 検索キー )を入力したタグで、 検索値 は数字のみ入力できます。

• 重複した 検索キー 、 検索値 は入力できません。

• 検索キー 、 検索値 いずれかのタグが存在しない場合は、検索できません。 有効でないタグの場合、灰色と表示
します。

構文解析されていないキーワードのフィルター適用

ログからパーシングされていない、つまりインデックスが作成されていないキーワードを含むログを照会できます。
この場合、指定範囲内のすべてのログをFull Scanします。 そのため、インデックスが生成されたキーに比べて検索速
度が多少落ちる可能性があります。 定型化されたログデータの場合、ログパーサの設定を通じてインデックスキーを
活用した検索をお勧めします。
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1. カテゴリを選択します。 カテゴリ指定が必須です。

2. フィルター入力欄に content を選択後、検索キーワードを入力します。

例） content *select*

3. 検索ボタンをクリックしてログを照会します。 ログ全体の一部を先に照会します。 1回あたりの検索結果
は最大1万件です。

4. スクロールを下げて下段の追加照会ボタンを選択すると、つづけて照会できます。

• 全体ログのうち、サーバー照会範囲当たり1万件ずつ照会します。 サーバー照会範囲の場合、基本20万件
ですが、ログ全体の量によって比率が変わることがあります。

• パーサ設定の詳細については、次の文書を参考にしてください。

フィルター修正

フィルターに値を入力し、入力した値をクリックすると、その値を修正できます。
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• フィルター入力欄にテキストを書き換えて修正できます。

• フィルター入力欄の下に表示されるガイドUIから推奨値を選択して修正できます。

検索キー(Search Key)

検索キーは、ログデータ内で希望する特定の値にアクセスするための識別子を意味します。 検索キーに該当する実際
のデータが検索値です。 左側の 領域のタグはカテゴリ別にパーシング(parsing) された検索キーです。 タグを選択し
てフィルターを入力します。 オレンジ色タグはカテゴリで、青色タグは検索キーです。

例えば 領域のAppLogとAppStdOutはカテゴリであり、その下のoidなどのタグは、パーシング(parsing) された検索
キーです。 検索キーはログ > ログ設定のログパーサの設定タブでパーシングロジックを登録し、設定できます。

フィルター入力文法

タグは検索キーと検索値で構成されています。 次の例で、検索キーは exception 、検索値は
UnknownHostException となります。 この例は、収集したログデータのうち、IPアドレスとドメインアドレスが一致

せず、サーバーをホストに接続できない場合に発生する例外( UnknownHostException )が含まれたログデータを照会
します。
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検索キーの種類

検索キーの種類
検索キーフォー

マット
意味 検索キーと検索値の例 検索例

文字列キーワー
ド

keyword ファイル名
- キー：fileName
- 値：/data/whatap/logs/
yard.log

fileName:/data/whatap/logs/
yard.log

数字キーワード keyword.n
レスポンス
時間

- キー: response_time.n
- 値: 2945

response_time.n>=2945

予約語キーワー
ド
(辞書定義キーワ
ード)

@keyword TXID
- キー：@txid
- 値：85459614215434144

-

共通文法

文法の種類 説明 例

==searchValue 検索値と一致するログを検索します。 exception==RuntimeExceptionexception

!=searchValue 検索値を除いたログを検索します。 exception!=RuntimeException

*searchValue 検索値で終わるログを検索します。 word==*hello

searchValue* 検索値で始まるログを検索します。 word==hello*

*searchValue* 検索値として中間に含まれるログを検索します。 word==*hello*

*search*Value* 検索値として含まれるログを検索します。 word==*he*llo*
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文法の種類 説明 例

re:{正規表現} 正規表現にマッチングされるログを検索します。 caller==re:^i\.w\.a\.w\.s\.v\.r\.

** 検索語に該当するすべてのログを検索します。

検索キーが数字キーワード(keyword.n)の場合の文法

次の文法は検索キーが、 keyword.n 形式の場合のみに対応します。

• 検索値は数字のみ使えます。

• .n キーワードの値にはPrefixを付けません。 .n 以外のキーワードは、すべてPrefixを付ける必要があります。

例) +>searchValue は有効ではありません。

文法の種類 説明 例

>searchValue 検索値よりも大きな値を含むログを照会します。 response_time.n>3000

>=searchValue 検索値よりも大きいか、同じ値を含むログを照会します。 response_time.n>=3000

==searchValue 検索値と同じ値を含むログを照会します。 response_time.n==3000

!=searchValue 検索値とは異なる値を含むログを照会します。 response_time.n!=3000

<searchValue 検索値より小さい値を含むログを照会します。 response_time.n<3000

<=searchValue 検索値より小さいか、同じ値を含むログを照会します。 response_time.n<=3000

個人情報の照会

ログの個人情報照会権限がある場合個人情報の表示 トグルボタンの活性化を通じて非識別化処理した個人情報を
表示することができます。

• ログの個人情報照会権限についての詳細は次の文書を参照してください。
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• ログ個人情報の非識別化機能についての詳細は次の文書を参照してください。

ログのタグオプション

ログのタグを選択すると、ドロップダウンメニューが表示されます。検索、 除外検索、隣接ログ、トランザクション
情報オプションが確認できます。

ログタグ
オプショ
ンメニュ

ー

説明

コピー 該当するタグのログをコピーします。

検索 フィルターには、該当のタグを含む（'=='）条件で入力されます。

除外検索 フィルターには、該当のタグを除外する（'!='）条件で入力されます。

隣接ログ
隣接ログ の詳細画面では、選択したログのサーバーを対象に、選択したログと隣接する時間帯のログを照
会できます。時間を選択して、周辺の時間帯に発生したログを確認することも可能です。基準となるログ
は青い背景で表示されます。

トランザ
クション

情報

ログに @txid や @mtid タグが含まれている場合は、トランザクション情報 をクリックすると、トラン
ザクション情報 の詳細画面で内容を確認できます。

ログの検索

367

https://docs.whatap.io/ja/log/log-deidentification#log-deidentification-of-personal-info


コンテンツハイライト

ログのコンテンツ内で目的のキーワードを簡単に識別できるよう、ハイライト機能を提供します。単一または複数のキ
ーワードでフィルタリングできます。

1. ハイライトしたいキーワードをキーワード入力欄に入力します。

• 例: select

2. 検索したキーワードがログリストのContent内でハイライト表示されます。

• 拡大表示 アイコンをクリックすると、ログ と タイムスタンプ を全画面で確認できます。

• ハイライトされたキーワード間の移動はショートカットで操作できます。

◦ Enter : 次の行へ移動

◦ Shift+Enter : 前の行へ移動

◦ / アイコン: 行の移動

◦ Cmd + F (Mac) / Ctrl + F (Windows): キーワード検索

複数キーワード条件

複数キーワードでハイライトする場合は、次のように作成します。

入力文字列 説明 結果

a b c 各キーワードをスペースで区切ります。 a, b, c

"Whatap is good." キーワードにスペースを含める場合は、 '' または "" で囲みます。
Whatap is
good.

"Whatap\\ is
good."

""で囲まれたキーワードに、 \ を含める場合は、 \\ と入力する必要がありま
す。

Whatap\ is
good.
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ハイライトカラー設定

ハイライトするキーワードおよび色を設定できます。

• デフォルトでは、ログレベルに応じたハイライト（FATAL、ERROR、WARN、SEVERE、CRITICAL）が適用されて
います。

• 設定した内容はプロジェクト単位で保存されます。

1. アイコンをクリックします。

2. ハイライト ウィンドウで、色を設定するキーワードを入力欄に追加してください。

3. 入力欄の左側の色をクリックすると、色を選択できます。

テーブル設定

カラム設定

領域の右で カラム設定ボタンを選択します。カラムを追加したり、順序を設定できます。

• カラム追加

タグを選択してテーブルにカラムを追加できます。logカラム選択を解除する場合ログ表示詳細設定が確認できませ
ん。必ず1つ以上のカラムを選択します。

• カラム順序設定

カラムを追加すると表示項目に該当カラムが追加されます。希望のカラムをドラッグしてカラムの順序を変更しま
す。

ログ表示詳細設定

領域右で ログ表示詳細設定 ボタンを選択します。デフォルトでcontent、タグすべてチェックされており、両方
の項目を表示します。contentとタグどちらかは必ず選択します。

チェックが解除されたアイテムはテーブルに表示されません。次のようにタグを解除する場合、テーブルでログのタグ
は表示されません。
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ログテーブルコンテンツタグ非表示

タグ管理一覧にタグを追加すると、追加した順にログのタグがソートされます。タグの順序はドラッグして変更できま
す。追加したタグを無効にすると、無効にしたタグはログのタグに表示されません。

カラムおよびログ表示設定の適用範囲

• カラム設定とログ表示詳細設定は、ログTail、ログ検索、ログトレンドで使用できます。

• 同一プロジェクト内のログTail、ログ検索、ログトレンドは、カラム設定とログ表示詳細設定を共有しま
す。

ログファイルのダウンロード

検索したログの結果を CSV または TXT ファイル形式でダウンロードできます。

1. 画面中央右側の ダウンロード ボタンをクリックします。

2. CSVダウンロード または Logダウンロード をクリックして、希望の形式のファイルをダウンロードします。
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ログの設定
ホーム画面 > プロジェクト選択 > ログ > ログ設定

ログ設定 の上部タブからログモニタリングを設定できます。 エージェント設定の確認、ログモニタリングの有効化設
定、ログデータの保持期間および照会パスワードの設定、ログパーサーの登録、クイックインデックスの設定、個人情
報のマスキング管理などを行うことができます。

権限

• ログモニタリング機能の活性化 を使用するには、プロジェクト修正 権限が必要です。

• ログエディター 権限があれば、ログモニタリング機能の活性化 のほか、ログ設定 メニューを編集できま
す。

ログの設定



ログモニタリングを開始する

上段でログモニタリングの開始タブを選択します。 ガイド表示アイコンを選択すると、関連の案内画面に移動しま
す。

エージェント設定とログモニタリングの有効化

領域でエージェント設定を確認し、ログモニタリングの有効化または無効化を設定できます。

エージェントの設定確認

ログモニタリングを開始するために、エージェントのバージョンと設定情報を確認してください。 エージェント設定
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に関する詳細は次の文書を参照してください。

ログモニタリングの有効化

ログモニタリングを有効化または無効化できます。 2. ログモニタリング機能の活性化 でログモニタリングの有効／無
効を設定してください。

• ログモニタリングの有効化：トグルボタンをオンにするとログモニタリングが有効になり、有効化した日から
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15日間は無料でお試しいただけます。

• ログモニタリングの無効化：トグルボタンをオフにするとログモニタリングが無効になり、以降ログは保存さ
れません。

ログモニタリングのデータ設定

領域でログ使用量が確認できます。 またログ保存期間とログ照会パスワード設定を変更できます。

ログ参照パスワード

セキュリティを強化するため、ログ照会パスワードを設定してください。 ログ検索パスワードの指定はオプションで
す。 ログ検索パスワードを使用中の場合は、ログ画面に入るときは必ずパスワードを入力します。

パスワードを忘れた場合

ログ編集権限を持つユーザーは、ログ設定 で新しいパスワードに変更できます。

ログ保存期間

共通に適用する基本(default) データ保持期間です。

• 最小1日から最大40日まで入力できます。 未指定の場合、既定値は1日です。 ログ保存期間の選択オプションの他
に、ユーザーが希望する期間を入力できます。

• ログ使用量一覧で別に設定しない場合、このログデータの保存期間がデフォルトで適用されます。 ログ使用量 リス
トでカテゴリごとのデータ保持期間を設定し、初期化 ボタンをクリックすると、デフォルトのデータ保持期間に初
期化されます。

ログ使用量

ログ使用量一覧でカテゴリ別のログデータの保存期間を指定できます。 ログ数は、当該期間中に蓄積されたログの件
数を意味します。 例えば、日間ログ数は、1日にたまったログ件数、予想ログ数は、データ保持日に今日のログ数を掛
けたログ件数を意味します。

ログデータの保存期間を次のように指定できます。 期間指定により、古いデータを削除してスペースを確保できます。

• トライアルプロジェクト
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データ保存期間として1日、2日、3日を選択できます。

• 有料プロジェクト

データの保存期間として1日、2日、3日、4日、5日、6日、7日、10日、30日、40日が選択できます。

• 保存量基準課金

データの保存期間によってコストが異なります。

例、1日平均200万ログ件数が蓄積され、データ保存期間を3日に指定した場合、平均600万ログ件数が収集サー
バーに保持され、課金の対象となります。

ログプライマリパーサ設定

ログ設定 上部の ログプライマリパーサ設定 タブを選択して、収集されたログに対するパーサーを登録できます。

ログプライマリパーサはGROKとJSONパーサを提供し、タイプ別ログ発生数の集計や特定ログの検索に必須のパーサ
です。 パターン条件に一致する検索キーと検索値を抽出し、パーシングされたキーはログのタイプ分類と検索インデ
ックスに活用します。

• GROK：基本的には、正規表現ベースのパーシングに対応します。 予約キーワードベースのパーシングを提供しま
す。

• JSON：ログからJSONで出力された部分に対して一括パーシング機能を提供します。

パーシングロジックが未登録時に検索可能なkey

category , oid , oname , okind , okindName , @txid , @login , httphost

パーサで登録のできない予約語

timestamp , message , pcode , category , content , logContent

• 次の予約語の場合、パーサを登録してもインデックスは作成されません。

ログパーサに関する詳細はこちらの文書をご覧ください。
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設定項目

設定値 説明 その他

カテゴ
リ

パターンを適用する対象のカテゴリです。 required

ログ検
出条件

フィルターとして使用する検索キーと検索値を入力します。
- ログ検出条件に一致するログデータにのみパターンが適用されます。検出条件を入力しない場
合、すべてのログにパターンが適用されます。

optional

パター
ン

ログをパースするためのパターンです。
- 作成したパターンに従ってログをパースし、インデックスを生成します。
GROKおよび正規表現の構文をサポートしています。

required

パーサ一覧

登録済みのパーサーを確認でき、追加や編集が可能です。 適用順にパーサーが評価され、最初に一致したパーサーの
みが適用されます。

• 右上の**+**追加するボタンをクリックすると、パーサ 追加画面が表示されます。

• 優先順位カラムの アイコンをドラッグしてパーサの設定手順を変更できます。

• 活性化トグルでパーサの活性化有無を指定できます。

• 修正及び 削除アイコンで登録したパーサを修正または削除できます。

パーサー登録

以下はパーサーを登録する共通の手順です。

1. ログプライマリパーサ設定 で + 追加する ボタンをクリックしてください。

2. パーサ 追加画面でパーサを選択してください。
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パーサーおよびパターンの登録方法

• GROK パーサおよびパターン登録

• JSON パーサおよびパターン登録

3. パーサーを選択すると、パターン登録ボタンが有効になります。 パターン登録ボタンをクリックした後、パ
ーサーシミュレーションウィンドウでパターンとログを入力します。

a. パターンを入力してください。

b. ログのカテゴリとシミュレーション用のパースログを入力してください。 ログ検索ボタンをクリックした
後、検索結果の一覧から目的のログの右側にある選択ボタンをクリックすると、ログが自動的に入力されま
す。

ログ検索を使用して、収集されたログの中からサンプルログを選択できます。 選択したログはシミ
ュレーション入力欄に自動的に反映され、コピーや貼り付けなしですぐにテストできます。

c. 登録するパターンが正しいかどうかを確認するには、シミュレーションボタンをクリックして、シミュレ
ーションとパターンのパフォーマンスを測定してください。

シミュレーションと性能測定についての詳細は、次の文書を参照してください。

4. 正常にパースされるかどうかシミュレーション結果を確認した後、パターン適用ボタンをクリックしてくだ
さい。

5. 追加ボタンをクリックすると、パーサーが追加されます。

個人情報の非識別化

パーサー登録時に検索キー名を 検索キー.p に指定すると非識別化の対象になります（例： myname.p **
）。 WhaTapは個人情報の非識別化タブで非識別化を管理する方式を勧めます。 詳細は個人情報の非識別化
を参照してください。
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GROKパーサパターン登録

基本文法は、 %{SYNTAX:SEMANTIC} です。 GROKパーサの詳細は、次の文書を参照してください。 パターン登録と
シミュレーションが必須です。

• SYNTAX

GROK定義パターンです。

• SEMANTIC

パーシングされたデータに割り当てるキーです。

SEMANTICでは、予約語ではなく、組み合わせでの使用を推奨します。

JSONフォーマットのパーサパターン登録

ログ全体または一部がJSON形式で出力される場合、JSONフォーマットのパーサを使用して、JSONに出力された部分
をパーシングできます。 ログのうちJSON形式として出力された部分を検出するために、Prefix、Postfixオプションを
組み合わせてログのどの部分をJSONとして認識してパーシングするかを指定します。 JSONパーサの詳細は、次の文
書を参照してください。 シミュレーションが必須です。

オプショ
ン

説明

Prefix
JSON文字列の先頭の前にある文字列を指定します。 未指定時、ログ出力文の先頭からJSON文字列として
識別します。

Postfix
JSON文字列の最後後の部分の文字列を指定します。 未指定時、ログ出力文の最後までをJSON文字列とし
て識別します。

Ignore JSON出力部分のうちキー抽出を除外するフィールドを指定します。

• 登録例

Log
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[2022-10-25 10:15:34:145]...(改行)
Request : {"key1":"value1","key2":"value2",...}(改行)
Response : {"key3":"value3","key4":"value4",...}

例のように流入されるログがRequest JSON、Response JSONをすべてパーシングする場合、次の2つのパターンを
登録します。

◦ Requestパーシング用のパターン

"Request："と"Response"間の文字列 {"key1":"value1","key2":"value2",...} 対象

◦ Responseパーシング用のパターン

"Response："からログの最後までの文字列 {"key3":"value3","key4":"value4",...} 対象

• JSONカスタムパターンの登録

ログの一部がJSON形式で出力される場合、JSONで出力された部分をカスタムパーサを使用してパーシングできま
す。 パターンを次のように入力します。

io.whatap.logsink.parser.JsonFormatParser{}

ログのうちJSON形式として出力された部分を検出するために、Prefix、Postfixオプションを組み合わせてログの
どの部分をJSONとして認識してパーシングするかを指定します。

JsonFormatParser{} の {} にオプションを指定します。

◦ 登録例

Log

[2022-10-25 10:15:34:145]...(改行)
Request : {"key1":"value1","key2":"value2",...}(改行)
Response : {"key3":"value3","key4":"value4",...}

例のように流入されるログがRequest JSON、Response JSONをすべてパーシングする場合、次の2つのパター
ンを登録します。

▪ Requestパーシング用のパターン

"Request："と"Response"間の文字列 {"key1":"value1","key2":"value2",...} 対象
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io.whatap.logsink.parser.JsonFormatParser {prefix:"Request : ",postfix:"Response"}

▪ Responseパーシング用のパターン

"Response："からログの最後までの文字列 {"key3":"value3","key4":"value4",...} 対象

io.whatap.logsink.parser.JsonFormatParser {prefix: "Response : "}

パーサーシミュレーションと性能測定

パーサーシミュレーション後、パターンを登録できます。 パフォーマンス測定は、シミュレーション実行対象文字列に
対してパーサーの反復パーシング所要時間を測定します。

1. パターンとログを入力します。 ログ検索ボタンをクリックした後、検索結果の一覧から目的のログの右側に
ある選択ボタンをクリックすると、ログが自動的に入力されます。

2. シミュレーションボタンをクリックして、登録しようとするパターンでパーシングに成功することを確認し
ます。

3. シミュレーションの成功時シミュレーション結果と性能測定の結果を照会できます。

4. シミュレーション後、パターン適用ボタンをクリックすると、選択したパーサーに入力したパターンが適用
されます。

パーシングの成功

パーシング ロジックを登録し、キー(key)が生成されたら、ログを照会する際に該当キーでパーシングされた値が追加
されます。 次のログTailメニュー例のように、パーシングされたキーと値が追加されます。

パーシングされたキーはログTail、ログ検索、ログトレンドで確認できます。
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ログセカンダリーパーサ設定

ログ設定メニューの上部にあるログセカンダリーパーサの設定タブを選択してログパーサを登録できます。

ログのセカンダリーパーサは、プライマリーパーサ(GROKまたはJSON)で抽出した値を加工して統計データや新しいフ
ィールドを生成します。 HTTPステータスコードベースの統計パーサとともに、キーワードフィルタ、フィールド加
工、応答時間分類、GeoIP変換など、さまざまなプロセッサを提供します。

ログのセカンダリーパーサは、1次でパーシングされた結果に対して、追加での2次パーシング機能を提供し
ます。 セカンダリーパーサを使用するには、プライマリーパーサを登録する必要があります。

パーサ一覧

登録したパーサを確認でき、追加および編集が可能です。

パーサの追加、順序変更、活性化トグル、修正および削除などの操作方法はプライマリーパーサ一覧と同一です。

パーサ登録手順

次に、パーサ登録の共通の手順を説明します。
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1. +追加するボタンを選択するとパーサ 追加画面が表示されます。

2. パーサ選択画面からパーサを選択します。 各パーサの設定項目の詳細については、次の文書を参照してくだ
さい。

• 4xx、5xx状態コードパーサ 設定項目

• 状態コード成功率パーサ 設定項目

3. 除外する状態コードを入力します。

4. カテゴリ選択画面からカテゴリを選択するか、直接入力します。

5. ログ検出条件を選択するか、直接入力します。

6. 追加ボタンを選択してパーサを登録します。
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4xx、5xxステータスコードパーサ設定項目

4xx、5xx状態コードパーサ はプライマリーパーサでパーシングされたstatus値を基に4xx、5xx件数データを生成しま
す。 特定のステータスコードを除外する場合は、除外するステータスコードを入力してください。

設定項目

設定値 説明 その他

カテゴリ 4xx、5xxの件数データを生成するカテゴリです。 required

ログ検出
条件

フィルターとして適用する検索キー、検索値を入力します。 ログ検出条件を満たすログデータ
に対して、4xx、5xxのデータを生成します。 ログ検出条件を入力しない場合は、すべてのログ
のデータを生成します。

optional

除外する
ステータ
スコード

統計データの作成時に除外するステータスコードです。 入力がなければ、4xx・5xxに該当する
すべてのエラーステータスコードを対象に4xx、5xxの件数データを生成します。

optional

statusパーサの登録例

流入されるログが {"msg":"message","status":404} で、例のようにGROKパーサでstatusをパーシングする場合、
status: 404 のようにパーシングされます。 statusが正しくパーシングされることを確認したら、4xx、5xxのステータ

スコードのパーサから除外するステータスコードを登録します。

データ参照

パーサをすべて登録すると、統合Flexボードに移動してログ 4XX、5XX件数ウィジェットを作成します。
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ウィジェットを作成すると、次のようにデータを確認できます。

• avg：照会期間のデータで平均値です。

• max：照会期間のデータで最大値です。

• recently：照会期間のデータで最後の値です。

ステータスコード成功率パーサ設定項目

状態コード成功率パーサ はプライマリーパーサでパーシングされたstatus値を基にHTTPリクエスト成功率データを生
成します。 特定のステータスコードを除外する場合は、除外するステータスコードを入力してください。 statusパー
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シングに関する内容は、4xx、5xxステータスコードパーサ設定項目を参照してください。

設定項目

設定値 説明 その他

カテゴリ 要請成功率データを生成するカテゴリです。 required

ログ検出
条件

フィルターとして適用する検索キー、検索値を入力します。 ログの検出条件を満たすログデー
タのみで要請成功率データを生成します。 ログ検出条件を入力しない場合は、すべてのログの
データを生成します。

optional

除外する
ステータ
スコード

要請成功率データを生成する際に除外するステータスコードです。 入力がなければ、2xx・
3xxに該当するすべての成功ステータスコードを対象に要請成功率のデータを生成します。

optional

データ参照

パーサをすべて登録したら、統合Flexボードに移動し、ログ要請の成功率ウィジェットを作成します。

ウィジェットを作成すると、次のようにデータを確認できます。
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チャート上のデータは、照会期間に関する統計を示します。 統計方法としては最近値、最大値、平均値などを選択で
きます。 最近使った値がデフォルトで選択されています。

セカンダリーパーサプロセッサ

ログのセカンダリーパーサは、4xx、5xx状態コードパーサ と状態コード成功率パーサ のほかにも、次のようなフィー
ルド加工プロセッサを提供します。

ログのセカンダリーパーサプロセッサ一覧

プロセッサ 説明

すべてのキーワード含有フィル
タ

指定したすべてのキーワードが含まれるログにフラグフィールドを追加します。

一部キーワード含有フィルタ 指定したキーワードのうち1つでも含まれるログにフラグフィールドを追加します。
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プロセッサ 説明

フィールド名変更 既存のフィールド名を別の名前に変更します。

ステータスコードグループ分類 HTTPステータスコードを2xx/3xx/4xx/5xxグループに自動分類します。

URL静的/動的分類
URLに拡張子( . )があれば静的コンテンツ、なければ動的サーブレットに分類しま
す。

URLパラメータ除去 URLから ? 以降のクエリパラメータを除去した値を保存します。

応答時間分類 応答時間(ms)をfast/normal/slow/critical区間に自動分類します。

JSONフィールド抽出
JSON文字列フィールドから特定のキーを抽出して新しいフィールドとして保存しま
す。

GeoIP変換 IPアドレスを国/都市情報に変換します。

直接入力 FQNクラス名でプロセッサを直接登録します。

すべてのキーワード含有フィルタ

指定したすべてのキーワードが含まれるログにフラグフィールドを追加します。

設定値 説明 デフォルト値

入力フィールド キーワードを検索するフィールド名 content

保存フィールド 結果を保存するフィールド名 has_str_all

keyword 検索するキーワード一覧(カンマで区切って入力) required

活用例: 入力フィールドを content 、キーワードを error, timeout, database に設定すると、3つのキーワードがすべ
て含まれるログにのみ has_str_all フィールドが追加されます。
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一部キーワード含有フィルタ

指定したキーワードのうち1つでも含まれるログにフラグフィールドを追加します。

設定値 説明 デフォルト値

入力フィールド キーワードを検索するフィールド名 content

保存フィールド 結果を保存するフィールド名 has_str_any

keyword 検索するキーワード一覧(カンマで区切って入力) required

活用例: 入力フィールドを content 、キーワードを reboot, shutdown, restart に設定すると、キーワードのうち1つ
でも含まれるログに has_str_any フィールドが追加されます。

フィールド名変更

既存のフィールド名を別の名前に変更します。 対象のフィールド名がすでに存在する場合は上書きしません。

設定値 説明 デフォルト値

元のフィールド 変更する既存のフィールド名 required

新しいフィールド名 変更後のフィールド名 required

ステータスコードグループ分類

HTTPステータスコードを status_2xx 、 status_3xx 、 status_4xx 、 status_5xx グループに自動分類します。

設定値 説明 デフォルト値

入力フィールド ステータスコードが入ったフィールド名 status

保存フィールド グループ分類結果を保存するフィールド名 status_nxx

活用例: status 値が 404 の場合、 status_nxx フィールドに status_4xx が保存されます。
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URL静的/動的分類

URLに拡張子( . )が含まれていれば静的コンテンツ、含まれていなければ動的サーブレットに分類します。

設定値 説明 デフォルト値

入力フィールド URLが入ったフィールド名 url

保存フィールド 分類結果を保存するフィールド名 url_type

URLパラメータ除去

URLから ? 以降のクエリパラメータを除去したパスのみを保存します。

設定値 説明 デフォルト値

入力フィールド URLが入ったフィールド名 url

保存フィールド パラメータ除去結果を保存するフィールド名 url_without_params

活用例: /api/v1/users?page=1&size=20 → url_without_params フィールドに /api/v1/users が保存されます。

応答時間分類

応答時間(ms)を区間別に自動分類します。 区間のしきい値を直接設定できます。

設定値 説明 デフォルト値

入力フィールド 応答時間(ms)が入ったフィールド名 elapsed

保存フィールド 分類結果を保存するフィールド名 response_class

Fast上限(ms) fast区間の上限値 100

Normal上限(ms) normal区間の上限値 500
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設定値 説明 デフォルト値

Slow上限(ms) slow区間の上限値 2000

デフォルト値基準の分類結果は次のとおりです。

応答時間 分類

0 ~ 100ms fast

101 ~ 500ms normal

501 ~ 2000ms slow

2001ms以上 critical

活用例: ログ探索で response_class: critical でフィルタリングすると、応答時間が2秒を超えるログのみを照会できま
す。

JSONフィールド抽出

プライマリーパーサで抽出したフィールドにJSON文字列が含まれる場合、該当のJSONから特定のキーを抽出して新
しいフィールドとして保存します。

設定値 説明 デフォルト値

入力フィールド JSON文字列が入ったフィールド名 payload

抽出するキー 抽出するJSONキー一覧(カンマで区切って入力) required

保存プレフィックス 抽出されたキー名の前に付けるプレフィックス(例: json_ ) optional

• ログ全体がJSONの場合、1次JSONパーサが自動的にパーシングします。 このプロセッサは、GROK 1次
パーサ使用時にテキストログ内に含まれるJSON部分を追加でパーシングする際に便利です。

• パフォーマンス保護のため、JSONフィールドサイズが10KBを超えるとパーシングをスキップします。
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活用例

1次GROKパーシング結果

payload = {"user":"alice","action":"purchase","product":"laptop","amount":45000}

入力フィールド payload 、抽出するキー user, action 、保存プレフィックス pay_ を設定すると、次のように抽出さ
れます。

JSONフィールド抽出結果

pay_user = alice
pay_action = purchase

GeoIP変換

IPアドレスを国および都市情報に変換します。 IP2Locationデータベースを活用して、アクセスログの地域別分析が可
能です。

設定値 説明 デフォルト値

入力フィールド IPアドレスが入ったフィールド名 client_ip

保存プレフィックス 結果フィールド名のプレフィックス geo

結果として {プレフィックス}_country 、 {プレフィックス}_city の2つのフィールドが生成されます。

活用例: 入力フィールド client_ip の値が 223.130.195.200 で、保存プレフィックスが geo の場合:

GeoIP変換結果

geo_country = KR
geo_city = Seongnam

直接入力

一覧にないプロセッサをFQN(Fully Qualified Name)クラス名で直接登録できます。

直接入力形式
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io.whatap.logsink.processor.ClassName{"param1":"value1","param2":"value2"}

クラス名とパラメータ形式が正確である必要があります。 誤った入力の場合、プロセッサが動作しないこと
があります。

セカンダリーパーサのチェイニング

同一カテゴリに複数のセカンダリーパーサを登録してチェイニングできます。 各プロセッサは登録順に実行されます。

元のログ

2026-04-23T10:30:00.123+0900|INFO|api-01|192.168.1.10|/api/v1/
orders?detail=true|200|1234|{"user":"alice","action":"purchase"}|Request processed

順序 パーサ 入力 → 出力

1次 GROK timestamp, level, host, client_ip, url, status, elapsed, payload, content

2次-1 JSONフィールド抽出 payload → user, action

2次-2 応答時間分類 elapsed → response_class ( slow )

2次-3 ステータスコードグループ分類 status → status_nxx ( status_2xx )

2次-4 URLパラメータ除去 url → url_without_params ( /api/v1/orders )

2次-5 GeoIP変換 client_ip → geo_country ( KR ), geo_city ( Seoul )

セカンダリーパーサのカテゴリは、プライマリーパーサと同一に設定する必要があります。 異なるカテゴリ
に設定すると、該当のログにセカンダリーパーサが適用されません。
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高速インデックス設定

ログ設定メニューの上段から高速インデックス設定タブを選択します。 大量のログを収集すると、ログ検索性能が低
下する場合があります。 よく使う検索条件は、インデックス(index)で生成すると、ログ検索がより速くなります。 設
定項目は次のとおりです。

設定値 必須の有無 説明

カテゴリ 必須 高速インデックスを設定するカテゴリ

検索キー 必須 高速インデックスを設定する検索キー

大文字と小文字を区別しない オプション 大文字と小文字の区別するかどうか

ルール 必須 * を少なくとも１つ以上を含める必要あり

活性化有無 必須 活性化または非活性化の設定(既定値 true )

ログ設定のインポート・エクスポート

パーサ設定、高速インデックス設定、フィルター設定の内容をJSONファイル形式で保存し、他のプロジェクトから
JSONファイルをインポートして適用できます。 プロジェクトごとに何度も繰り返し設定を作成する手間を減らしま
す。

1. 1つのプロジェクトにパーサ設定、高速インデックス設定、フィルター設定を追加します。

2. 各設定タブで画面右上にJSON ボタンを選択します。

3. JSONエクスポート画面が表示されると、画面右上にある抽出ボタンを選択します。

4. JSON設定ファイルがユーザーPCに保存されます。

5. 他のプロジェクトに移動してから、ログ > ログ設定メニューに移動してください。

6. まず、JSON設定ファイルをエクスポートした設定タブを選択し、 ボタンを選択します。

7. ファイル選択画面が表示されたら、ユーザーのPCに保存したJSON設定ファイルを選択します。
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8. JSONインポート画面が表示されたら、設定内容を確認し、リストに追加するまたは 上書きボタンを選択し
ます。

9. 画面右上の保存ボタンを選択します。

JSON設定ファイルをインポートして、保存ボタンを選択しないと、インポートされた設定は保存されませ
ん。

ログ長期保存統計の設定

ログ設定メニューの上段からログ長期保存統計タブを選択します。 ログデータは、非常に大容量のため、長期間保存
することは難しいです。 したがって、ログ統計データの設定機能を使用して特定の条件を満たすログデータが5分ごと
に何件収集されたかに関する情報を保存できます。 長期間にあたって、実際のログデータが削除されても、条件を満
たすログがどれだけ収集されているかの推移は確認できます。

ログ長期保存統計の追加
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ログ長期保存統計タブで + 追加するボタンを選択するとログ長期保存統計 追加画面が表示されます。 + 追加するボタ
ンでルールを追加したり、作成したルールを**-**アイコンで削除できます。

設定項目

フィールド 説明

カテゴリ ルールが適用されるカテゴリです。

統計キー(key) ルールを満たすログが発生した場合、保存するキーとして同じキーを重複で設定できません。

ログ検出条件
ログ統計データを生成する条件です。 この条件を満たすログがどのくらい収集されたかで統計デー
タを生成します。

除外 除外をチェックすると、入力した条件を満たさない値で統計データを作成します。

大小文字を区別
する

入力したログ検出条件の値に対して大文字と小文字の区別有無を指定します。

活性化有無 活性化または非活性化の設定(既定値 true )

例

次のように設定を追加した場合、収集されたログのうち、statusが 200 , 300 のログを対象にTotalCountのキーで統
計データを作成します。
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データ参照

1. 統合Flexボードのウィジェットテンプレートでログ長期保存統計を検索し、ウィジェットを作成します。

2. データを照会するカテゴリと統計キーを指定して適用ボタンを選択します。

3. 追加した設定でログ長期保存統計データを次のように確認できます。
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個人情報の非識別化

個人情報の非識別化ではログデータ内の個人情報をマスキング処理したり、安全な値に置換できます。

• 暗号化の保存：指定された機密な情報は暗号化され、データベースに保存されます。

• マスキング処理：ログ画面に表示される時、機密な情報は基本的にマスキング( *** )処理されて表示されます。

• 置換処理：機密な情報をユーザーが指定した安全な値に変更します。

個人情報の分類

一般的に個人情報として分類する項目は次のとおりです。 一般の個人情報以外にも機密な情報として処理すべき項目
があれば個人情報の非識別化機能を通じて、ログ内で必要な項目をマスキング処理または置換処理してください。

• 個人識別番号

• パスポート番号

• 運転免許証番号

• 外国人登録番号

• クレジットカード番号

• 銀行口座番号
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• 生体情報

要求権限

非識別化された個人情報はマスキング処理されて表示されます。 ログの個人情報照会権限が付与されたユーザーのみ
個人情報の表示トグルを通じて元のデータを確認できます。 非識別化の対象検索キーの追加及び修正は、ログ編集権
限が必要です。

ログの個人情報照会権限及びログ編集権限の詳細は次の文書を確認してください。

個人情報の非識別化設定

新規のログデータにマスキング処理を適用して機密な情報を保護できます。

1. 個人情報の非識別化タブで追加するボタンを選択します。

2. 右側の個人情報の非識別化 追加画面でカテゴリを選択し、マスキング処理する検索キーを入力します。
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3. 追加ボタンをクリックして設定を追加します。

4. 個人情報の非識別化一覧で非識別化項目を確認した後、右上の保存ボタンを押して現在の設定を保存してく
ださい。

• 非識別化処理された検索キーの場合、ログコンテンツ内の 検索キー.pii 形式で出力されます。

• 個人情報の非識別化一覧内の活性化カラムで非識別化項目を 活性化にできます。

• 個人情報の非識別化一覧内の編集カラムで 修正及び 除去できます。

ログプライマリパーサ設定タブで検索キー名を 検索キー.p に指定すると、非識別化対象として自動登録され
ます。自動登録された項目は個人情報の非識別化タブでカテゴリ選択後、指定された検索キーで確認または
解除できます。

パーサーで .p 接尾辞を指定する方式よりも、個人情報の非識別化タブで直接設定することを推奨します。

個人情報の表示

非識別化されたデータはログTail、ログトレンド、ログ検索メニューでマスキング状態で表示されます。 ログの個人情
報照会権限のあるユーザーはログ一覧内の個人情報の表示 ボタンをクリックすると元のデータを確認できます。
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個人情報の非識別化タブで指定した検索キーは、ログメニュー内のログコンテンツから 検索キー.pii 形式で
表示されます。

例: status.pii 例 ***

ログの個人情報の非識別化点検

ログ個人情報の非識別チェック機能を通じて既存のデータを置き換える場合、そのデータは元に戻すことが
できません。

ログ個人情報の非識別チェックは既存のログデータ内の個人情報を識別し、ユーザーが指定した置換値に置き換えま
す。

対象キー指定による置換

対象キーを指定すると、該当キーに保存された値のみを置換し、残りのログ内容はそのまま維持します。対象キーは
ログの field 値と tag 値の両方に適用されます。対象キーを指定しない場合、従来と同様にログコンテンツ全体から
個人情報を識別して置換します。

置換は保存されたログデータにのみ適用されます。検索インデックスには、置換後も元の値が残っている場
合があります。

対象キーは、ログ個人情報の非識別化点検フォームの対象キー入力欄で指定し、画面では field と tag を区別せず、1
つの対象キーとして入力します。
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1. 開始時間と終了時間を設定してください。

2. カテゴリを設定します。

3. 個人情報項目を例の中から選択または直接入力を選択します。

直接入力選択時に個人情報を識別するための正規表現式パターンを直接入力します。

4. 置換の適用有無トグルで個人情報が識別された場合、該当情報の置換有無を選択します。

5. 既存のログで正規表現式パターンに識別された文字列を変更する置換値を入力します。

• 置換値は元の値より長くしてはなりません。

• 置換の適用有無トグルの活性化時に、必ず置換値を入力する必要があります。

6. 条件を入力した後、チェック開始ボタンを選択します。

点検中の場合はいつでもチェック中止ボタンで点検過程を中止できます。

7. 置き換えを適用する時個人情報の非識別チェックの開始確認画面で置き換え入力後確認ボタンをクリックし
ます。
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8. 点検作業の完了後、例の画像のように右側からチェック作業の結果を確認できます。

• カテゴリ：点検されたカテゴリ情報を表示します。

• 検索開始時刻及び検索終了時刻：点検が実行された時間範囲を表示します。

• 個人情報項目：点検された個人情報の項目を表示します。

• 個人情報パターン：使用された正規表現式のパターンを表示します。

• 置換値：適用された置換値を表示します。

• パターンのマッチング結果: 識別された個人情報の数を表示します。 結果の確認クリックするとサンプル
ログを確認できます。

• チェック作業の結果：個人情報が識別された結果を表示します。

SUCCESS (点検成功)、 FAILED (点検失敗)、 STOP (点検中止)、 TIMED_OUT (時間超過による点検
終了)

チェック履歴の確認

ログ個人情報の非識別化点検を行った後、過去に行われた点検結果を照会するには、上段右側でチェック履歴の確認ボ
タンをクリックします。 置き換え履歴、点検時点、適用された個人情報項目などを追跡できます。 またチェック履歴
の確認画面の上段右側の CSVボタンをクリックすると_CSV_ファイル形式でそのリスト情報をダウンロードできま
す。

ログの設定

402



個人情報のパターン

既存のログデータから個人情報を識別する際に使用される正規表現式のパターンの例は以下の通りです。

個
人
情
報
の
パ
タ
ー
ン

個人情報の例 正規表現式パターン
置換される

値

個
人
識
別
番
号

123456-1234567 (?<!w)d{2}(0[1-9]|1[0-2])([0-2][0-9]|3[0-1])-[1-4]d{6}(?!w)
******-
*******

パ M1234567 ([MSRODTC][0-9]{7}\b) ********
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個
人
情
報
の
パ
タ
ー
ン

個人情報の例 正規表現式パターン
置換される

値

ス
ポ
ー
ト
番
号

運
転
免
許
証
番
号

01-23-456789-00 (?<!w)d{2}-d{2}-d{6}-d{2}(?!w)
**-**-
******-**

外
国
人
登
録
番
号

987654-1234567 (?<!w)d{6}-?[5-8]d{6}(?!w)
******-
*******

ク
レ
ジ
ッ
ト

1234-5678-9012-3456 (?<!w)d{4}-d{4}-d{4}-d{4}(?!w)
****-****-
****-****
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個
人
情
報
の
パ
タ
ー
ン

個人情報の例 正規表現式パターン
置換される

値

カ
ー
ド
番
号

携
帯
電
話
番
号

010-1234-5678 (?<!w)(+82-?1[016789]-?d{3,4}-?d{4}|01[016789]-?d{3,4}-?d{4})(?!w)
***-****-
****

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

example@domain.com ([a-zA-Z0-9][a-zA-Z0-9._%+-]*@[a-zA-Z0-9.-]+.[a-zA-Z]{2,}) ***@***.***

銀
行
口
座
番
号

123456-01-654321 (?<!w)d{6}-d{2}-d{6}(?!w)
******-**-
******
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個
人
情
報
の
パ
タ
ー
ン

個人情報の例 正規表現式パターン
置換される

値

事
業
者
登
録
番
号

111-11-01111 (?<!w)d{3}-d{2}-d{5}(?!w)
***-**-
*****

法
人
登
録
番
号

111111-1111111 (?<!w)d{6}-?d{7}(?!w)
******-
*******
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ログパーシング
ログパーサを使用すると、不規則な形のログをクエリが可能な構造化された形に変更できます。 WhaTapログモニタリ
ングは、次の2つのタイプのパーサを提供します。

• GROKパーサ：任意の形で収集されるログを正規表現とGROKを活用してパーシングします。

• JSONパーサ：JSON形式で収集されるログをパーシングします。

共通の注意事項

• 同じカテゴリに複数のパーサが登録されている場合、最初にマッチングされるパーサのみが適用されま
す。

• WhaTapはWhaTapサービスの安定性に影響を与えるパーサを無効にする場合があります。。

GROKパーサ

ログが不規則な形で収集される場合、GROKパーサを使用してログをパーシングできます。 GROKパターンは、named
regular expressionsを提供し、正規表現をより簡単かつ便利に使用できます。

GROKを開始する

GROKは2種類の文法を提供します。

1. %{SYNTAX:SEMANTIC} ：GROKライブラリーが提供するパターンです。 named regular expressionsを活
用してタグを抽出できます。 活用例は次のリンクを参照してください。

• SYNTAX：GROKが提供するnamed regular expressionsを指定します。

• SEMANTIC：マッチングされる値に付ける名前を指定します。

named regular expressions

GROKが提供するパターンです。 複雑な正規表現に名前を付けて使用できるよう、GROKが提供す
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る機能です。

name regular expression

WORD \b\w+\b

SPACE \s*

NOTSPACE \S+

UUID [A-Fa-f0-9]{8}-(?:[A-Fa-f0-9]{4}-){3}[A-Fa-f0-9]{12}

WhaTapで提供するすべてのnamed regular expressionsを確認したい場合は、次のリンクを参考に
してください。

2. (?<SEMANTIC>REGX) ：正規表現のnamed capturing group文法です。 正規表現を活用して、ユーザーの
意図に合わせてタグを抽出できます。 活用例は次のリンクを参照してください。

• SEMANTIC：マッチングされる値に付ける名前を指定します。

• REGX：マッチングに使用する正規表現を入力します。

named capturing group

正規表現の文法です。

• capturing group: 複数のトークンを1つにまとめて1つのマッチング単位で使用する機能を意味
します。

• named capturing group: capturing groupに名前を付けたものです。

• 文字列マッチングの例を見てみましょう。 dev@whatap.io

◦ 例1： (\w+)@(\w+\.\w+)

◦ 例2：Eメール全体のマッチング、およびusernameとdomainを追加でマッチングする場
合 (?<username>\w+)@(?<domain>\w+\.\w+)
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%{SYNTAX:SEMANTIC} 活用の例

次は %{SYNTAX:SEMANTIC} を活用する例です。

Sample log

[2023-08-08 02:02:30,101 GMT][INFO ][i.w.y.l.c.LogSinkDexScheduleThread.realProcess(159)] 8 VirtualLog 20230808
02:01:00.000 {area=4, city=5} 56ms

サンプルログを見て、各単語が意味する内容を推測できます。 各部分をsemanticな単語に置き換えると、次のように
表現できます。

semantic replace

[date][logLevel][caller] projectCode logCategory dexBuildStartTime {area=areaEnum, city=cityEnum} dexBuildElapsed

semanticな単語すべて、正規表現に書き換えできます。 GROKパーサを使用すると、事前に定義されたnamed regular
expressionsを活用できます。 ここで使われた TIMESTAMP_ISO8601 、 LOGLEVEL 、 DATA は、GROKが提供する
named regular expressionsです。 これらの値は、それぞれ次の正規表現に置き換えられてマッチングされます。

• name: TIMESTAMP_ISO8601

◦ regular expression: %{YEAR}-%{MONTHNUM}-%{MONTHDAY}[T
]%{HOUR}:?%{MINUTE}(?::?%{SECOND})?%{ISO8601_TIMEZONE}?

• name: LOGLEVEL

◦ regular expression: LOGLEVEL
([Aa]lert|ALERT|[Tt]race|TRACE|[Dd]ebug|DEBUG|[Nn]otice|NOTICE|[Ii]nfo|INFO|[Ww]arn?(?:ing)?|WARN?(?:I
NG)?|[Ee]rr?(?:or)?|ERR?(?:OR)?|[Cc]rit?(?:ical)?|CRIT?(?:ICAL)?|[Ff]atal|FATAL|[Ss]evere|SEVERE|EMERG(?:ENC
Y)?|[Ee]merg(?:ency)?)

• name: DATA

◦ regular expression: .*?

GROK parsing pattern

\[%{TIMESTAMP_ISO8601:date}\sGMT\]\[%{LOGLEVEL:level}\s\]\[%{DATA:caller}\]

上記の内容でパーシングすると、次のようにタグを抽出できます。 このようにGROKの %{SYNTAX:SEMANTIC} パター
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ンは、複雑で長い正規表現を簡単に適用できる機能を提供します。

Tag extraction

- date : 2023-08-08 02:02:30,101
- caller : i.w.y.l.c.LogSinkDexScheduleThread.realProcess(159)
- level : LEVEL

(?<SEMANTIC>REGX) 活用の例

named regular expressionsでマッチングされない部分は (?<SEMANTIC>REGX) パターンを使ってパーシングできま
す。 上記のサンプルログから %{SYNTAX:SEMANTIC} パターンだけでパーシングされない領域は次の通りです。

Unparsed area

8 VirtualLog 20230808 02:01:00.000 {area=4, city=5} 56ms

該当ログの各部分をsemanticな単語に置き換えると、次のように表現できます。

semantic replace

projectCode logCategory dexBuildStartTime {area=areaEnum, city=cityEnum} dexBuildElapsed

このように不規則な形の文字列は、次のような (?<SEMANTIC>REGX) パターンを使ってパーシングできます。

サンプルログパーシングキーワード別にマッチングされる正規表現

パーシングキーワード (?<SEMANTIC>REGX)

8 (?<projectCode>\d)

VirtualLog (?<logCategory>\w*)

20230808 02:01:00.000 (?<dexBuildStartTime>\d{8}\s\d{2}:\d{2}:\d{2}\.\d{3})

area=4 area=(?<areaEnum>\d)

city=5 city=(?<cityEnum>\d)
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パーシングキーワード (?<SEMANTIC>REGX)

56 ms (?<dexBuildElapsed>\d{2})ms

正規表現の基本文法

文法 意味 別名

? 0 or 1 -

+ 1 or more -

* 0 or more -

a{5} exactly 5 -

\w word character [a-zA-Z_0-9]

\s white space -

. any character except newline

[abc] any of -

[^abc] not a,b, or c -

[a-z] character between a and z -

[1-3[7-9]] union (combining two or more character classes) -

[1-6&&[3-9]] intersection (共通集合) -

[0-9&&[^2468]] subtraction (差集合) -

a{2,} 2 or more -

a{1,3} between 1 and 3 -
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文法 意味 別名

a+? match as few as possible -

{2,3}? match as few as possible -

(abc) capturing group (複数の文字列をsingle unitで処理する) -

\d digit [0-9]

\D non-digit [^0-9]

\W non-word character -

\S non-white space -

このようにパーシングされたキーワードをスペース( \s )と、特殊文字escape( \{ 、 \, 、 \} )で接続すると、次のよう
にパターンを適用できます。

GROK parsing pattern

(?<projectCode>\d)\s(?<logCategory>\w*)\s(?<dexBuildStartTime>\d{8}\s\
d{2}:\d{2}:\d{2}\.\d{3})\s\{area=(?<areaEnum>\d),\scity=(?<cityEnum>\d)\}\s(?<dexBuildElapsed>\d{2})ms

上記の内容でパーシングすると、次のようにタグを抽出できます。

Tag extraction

- projectCode : 8
- logCategory : VirtualLog
- dexBuildStartTime : 20230808 02:01:00.000
- areaEnum : 4
- cityEnum : 5
- dexBuildElapsed : 56
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GROKを適用する

ログ設定 > ログプライマリパーサ設定

1. GROKパターンパーサを適用するには、ログ設定メニューのログプライマリパーサ設定タブに移動します。

2. + 追加するを選択した後パーサ入力欄でGROKパーサを選択します。

3. パターン登録ボタンを選択すると、右側にパターン登録とシミュレーション画面が表示されます。

4. パターンとログ入力後、シミュレーションボタンをクリックして、適用するパターンでパーシングに成功す
ることを確認します。

パターン 例:
[%{TIMESTAMP_ISO8601:date}\sGMT][%{LOGLEVEL:level}\s][%{DATA:caller}]\s(?<projectCode>\d)\s(?<logCategory>\
d{2}:\d{2}:\d{2}\.\d{3})\s\{area=(?<areaEnum>\d),\scity=(?<cityEnum>\d)\}\s(?<dexBuildElapsed>\d{2})ms

ログ例:
[2023-08-08 02:02:30,101 GMT][INFO ][i.w.y.l.c.LogSinkDexScheduleThread.realProcess(159)] 8
VirtualLog 20230808 02:01:00.000 {area=4, city=5} 56ms

5. シミュレーションの成功時シミュレーション結果と性能測定の結果を照会できます。

6. シミュレーション後、パターン適用ボタンをクリックすると、選択したパーサーに入力したパターンが適用
されます。

7. パターン適用後、カテゴリとログ検出条件、パターンを入力します。
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• カテゴリ

ログカテゴリを選択します。 カテゴリは必須入力項目です。

• ログ検出条件

◦ 条件を満たすログのみパーサが適用されます。

◦ 検索キーと検索値を選択するか、直接入力します。

◦ ログ検出条件は、すべてのパーサが実行される前に適用されます。 つまり、パーサの結果として追
加されるタグを使用できません。

8. 追加ボタンを選択してパーサを登録します。

• ログパーサ一覧から該当パーサの優先順位を変更するか、活性化および修正、削除できます。

• パーサーシミュレーション後、パターンを登録できます。
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GROKパーサの注意事項

• GROKパーサは %{SYNTAX:SEMANTIC} 、 %{SYNTAX:SEMANTIC} 二つのパターンをサポートします。

• %{SYNTAX:SEMANTIC} パターンを使用する時、 SEMANTIC を必ず入力します。

• %{SYNTAX:SEMANTIC} パターンを使用する時、 SEMANTIC は一つのパーサの中でユニークである必要
があります。

• (?<SEMANTIC>REGX) パターンを使用する時、 SEMANTIC は文字(a-z、A-Z)、数字(0-9)、および指定さ
れた特殊文字( . 、 _ 、 - )のみが使えます。

• SEMANTIC は文字(a-z、A-Z)で始めなければなりません。

• SEMANTIC は文字(a-z、A-Z)または数字(0-9)で終わる必要があります。

GROK追加パターンの選択

GROKパーサのシミュレーション時に、基本パターン( WORD 、 NUMBER 、 IP など)以外に特定のログ形式に合った
追加パターンを選択できます。 Java、Nginx、MySQLなど32個のパターンタイプが11個のカテゴリにグループ化され
て提供されます。

追加パターンカテゴリのドロップダウン

1. パーサのシミュレーション画面で**追加パターン (選択)**領域のドロップダウンをクリックしてください。

2. カテゴリ別にグループ化されたパターンタイプ一覧から、必要なパターンタイプを選択してください。 検索
入力欄にパターンタイプ名または説明を入力して検索することもできます。

3. 選択したパターンタイプは、シミュレーション時に基本パターンとともにロードされます。

基本パターン(Core)は常に自動的に含まれます。 追加パターンの選択は任意です。

カテゴリ別パターンタイプ一覧

カテゴリ パターンタイプ

Web Servers haproxy, httpd, iis, nginx, squid
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カテゴリ パターンタイプ

Application Servers & Frameworks java, log4j, rails, ruby, springboot

Databases mongodb, mysql, oracle, postgresql, redis

Cloud aws

System & Infrastructure docker, kubernetes, linux-syslog

Messaging & Search elasticsearch, kafka

Network & Security bind, bro, firewalls, junos, zeek

Mail exim, postfix

Monitoring & Backup bacula, mcollective, nagios

Build Tools maven

活用例

Tomcat Catalina 8のログをパーシングするには、javaパターンタイプを追加で選択した後、 %{CATALINA8_LOG} パ
ターンを使用してください。

Sample log

31-Jul-2020 16:40:38 INFO [main] org.apache.catalina.startup.VersionLoggerListener.log Server version name: Apache
Tomcat/8.5.57

GROK parsing pattern

%{CATALINA8_LOG}

Tag extraction

- log_timestamp : 31-Jul-2020 16:40:38
- log.level : INFO
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- java.log.origin.thread.name : main
- java.log.origin.class.name : org.apache.catalina.startup.VersionLoggerListener
- log.origin.function : log
- log_message : Server version name: Apache Tomcat/8.5.57

パターン詳細表示

選択した追加パターンタイプにどのパターンが含まれているかを詳細画面で確認できます。 パターン定義(正規表現)と
サンプルログを照会し、シミュレーションにすぐに適用できます。

パターン詳細表示

追加パターンタイプを選択した後、選択されたパターンタイプのタグをクリックすると、右側に詳細画面が開きます。
詳細画面はシミュレーションフォームを隠さずに並んで表示されるため、パターン定義を確認しながらシミュレーショ
ンを進めることができます。

各パターン項目で次の機能を使用できます。

ボタン 機能 説明

サンプ
ル

サンプルログ入力
該当パターンにマッチングする例ログをシミュレーションパーシングログ入力欄に自動
的に入力します。

選択 パターン挿入
%{パターン名} 形式でパターン入力欄に挿入します。 該当パターンタイプも自動的に選
択されます。

コピー
クリップボードコ
ピー

%{パターン名} 形式をクリップボードにコピーします。

• パターン項目をクリックすると、パターン定義(正規表現)が展開されます。 複数のパターンを同時に展開
して定義を比較できます。

• パターン定義に含まれる %{PATTERN:field} 参照は、パターン名、フィールド名、リテラル文字がそれぞ
れ異なる色で区別されて表示されます。

• サンプルボタンで入力されたログでそのままシミュレーションを実行してパーシング結果を確認できま
す。

ログパーシング
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シミュレーションサンプルログの保存

シミュレーションに使用したログは、パーサ設定とともに自動的に保存されます。 パーサを修正する際に、以前に使
用したサンプルログがシミュレーション画面に自動的に復元され、毎回ログを再入力する必要がありません。

JSONパーサ

ログがJSONフォーマットで収集される場合、JSONパーサを使用して簡単かつ便利にパーシングできます。

JSONを適用する

ログ設定 > ログプライマリパーサ設定

1. JSONパターンパーサを適用するにはログ設定メニューのログプライマリパーサ設定タブに移動します。

2. + 追加するを選択した後パーサ入力欄でJSONパーサを選択します。

3. パターン登録ボタンを選択すると、右側にパターン登録とシミュレーション画面が表示されます。

4. パターンとログ入力後、シミュレーションボタンをクリックして、適用するパターンでパーシングに成功す
ることを確認します。

Example

2023-08-08 02:43:28,615 -- {"host":"10.21.3.24","method":"POST","status":"200","url":"http://dev.whatap.io/yard/
api/flush"} --

例のログでPrefixとPostfixを -- に指定し、Ignoreに url を指定時 host 、 method 、 status 3つタグのみ
生成します。

• Prefix ログでJSONフォーマットが開始する場所を指定します。 ログ全体がJSONフォーマットの場合
は、空の値に設定します。

• Postfix ログでJSONフォーマットが終わる位置を指定します。 ログ全体がJSONフォーマットの場合
は、空の値に設定します。

• Ignore JSONフォーマットの中でタグを生成しないキーを指定します。

5. シミュレーションの成功時シミュレーション結果と性能測定の結果を照会できます。
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6. シミュレーション後、パターン適用ボタンをクリックすると、選択したパーサーに入力したパターンが適用
されます。

7. パターン適用後、カテゴリとログ検出条件、パターンを入力します。
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• カテゴリ

ログカテゴリを選択します。 カテゴリは必須入力項目です。

• ログ検出条件

◦ 条件を満たすログのみパーサが適用されます。

◦ 検索キーと検索値を選択するか、直接入力します。

◦ ログ検出条件は、すべてのパーサが実行される前に適用されます。 つまり、パーサの結果として追
加されるタグを使用できません。

8. 追加ボタンを選択してパーサを登録します。

• ログパーサ一覧から該当パーサの優先順位を変更するか、活性化および修正、削除できます。

• パーサを登録する前にシミュレーションを通じて登録するパターンが正常であるか確認できます。 GROK
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パーサ登録シミュレーションプロセスと同じです。 次の文書を参考にしてください。

JSONフォーマット活用例

Sample log

{"host":"10.21.3.24","method":"POST","status":"200","url":"http://dev.whatap.io/yard/api/flush"}

上記のようなサンプルログが収集された場合パーサ 追加画面でJSONパーサを選択します。 複雑なパーシングロジック
を作成する必要なく、ログ分析に必要なタグを次のように抽出できます。

Tag extraction

- host : 10.21.3.24
- method : POST
- status : 200
- url : http://dev.whatap.io/yard/api/flush

JSONフォーマットを一部構成する時の活用例

Some JSON format sample log

2023-08-08 02:43:28,615 -- {"host":"10.21.3.24","method":"POST","status":"200","url":"http://dev.whatap.io/yard/api/flush"}
--

もし、例のようにログの一部のみがJSONフォーマットで構成されている場合はPrefixとPostfixを指定してください。
WhaTapログモニタリングはPrefixとPostfix間の領域をJSONフォーマットで認識してからパーシングします。

Tag extraction

- host : 10.21.3.24
- method : POST
- status : 200
- url : http://dev.whatap.io/yard/api/flush
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警告アラート
監視対象のシステムまたはアプリケーションで問題が発生した際に、あらかじめ設定した条件に基づいてユーザーへ通
知を送信する機能です。通知は、メール、SMS、メッセンジャー、アプリのプッシュ通知など、さまざまなチャネルを
通じて配信されます。

たとえば、CPU 使用率、メモリ使用量、ディスク I/O、ネットワークトラフィック、トランザクション数、エラー発
生、レスポンスタイムの遅延などの主要なパフォーマンス指標にアラート基準を設定しておくと、その基準を超過した
場合や異常な兆候が検出された際に通知が送信されます。

WhaTap の AI ベースのアラート機能を使用すると、複雑な条件を手動で設定する必要はありません。AI がアプリケー
ションの正常な動作パターンを学習し、異常パターンを自動的に検知して通知します。また、タグカウントアラート機
能を活用することで、特定のタグを基準に集計された値に条件を設定でき、複雑な状況でも高精度な検知が可能です。

主な機能

• イベント設定: 閾値ベースのアラート条件および通知チャネルの設定

• 通知設定: ユーザーごとの通知チャネルおよび時間帯設定

• イベント履歴: アラート発生履歴の確認

権限

イベントを追加または設定するには、アラート設定権限 が必要です。

• 閲覧: メトリクスイベント設定を確認するには、閲覧・分析権限 が必要です。

• 追加／編集／削除: 設定を変更するには、アラート設定権限 が必要です。

• 通知受信: 通知を受信するには、通知受信権限 が必要です。

参考資料

詳細については、メンバー権限 を参照してください。

警告アラート

https://docs.whatap.io/project/project-structure#member-auth


イベント設定
ホーム画面 > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定

イベント設定 では、監視対象のシステムやアプリケーションで発生する可能性のある異常兆候を基準に、イベントを
設定・管理できます。設定した条件が満たされると、メール、SMS、メッセンジャー、アプリのプッシュ通知など、希
望するチャネルで通知を受信できます。監視の目的に応じて、イベントを柔軟に構成できます。

メトリクス

メトリクスイベントは、リアルタイムデータを基にシステムおよびアプリケーションのパフォーマンス指標を監視できます。

複合メトリクス

複合メトリクス機能では、複雑なルールを活用してイベントを作成し、警告アラートを送信できます。

異常値

異常値機能では、想定外のパターンを検出して警告アラートを送信するよう設定できます。

リアルタイムログ

リアルタイムで収集されたログから設定したイベント条件が検出された場合、警告アラートを送信します。

イベント設定



複合ログ

ログの内容を基準に警告通知を発生させる複合ログイベントを設定します。

ホーム画面 > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定

イベント設定 では、監視対象のシステムやアプリケーションで発生する可能性のある異常兆候を基準に、イベントを
設定・管理する機能を提供します。設定した条件を満たすと、メール、SMS、メッセンジャー、アプリプッシュなど、
希望するチャネルで通知を受信できます。監視目的に応じてイベント構成を設計できます。

メトリクス

メトリクスイベントは、リアルタイムデータを基にシステムおよびアプリケーションのパフォーマンス指標を監視できます。

複合メトリクス

複合メトリクス機能では、複雑なルールを活用してイベントを作成し、警告アラートを送信できます。

異常値

異常値機能では、想定外のパターンを検出して警告アラートを送信するよう設定できます。

リアルタイムログ

リアルタイムで収集されたログから設定したイベント条件が検出された場合、警告アラートを送信します。

イベント設定
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複合ログ

ログの内容を基準に警告通知を発生させる複合ログイベントを設定します。

参考

• イベント設定時は、不要なイベント発生を防ぐために適切なしきい値を設定してください。

• 通知設定では、問題解消時に通知される回復通知もあわせて検討すると、運用対応に役立ちます。

共通機能

すべてのイベント設定は JSON または Excel 形式 でダウンロードできます。同じ種類のプロダクト設定を共有するこ
とで、繰り返し発生するイベント設定作業を削減できます。

• JSON 一括編集: すべてのイベント条件を JSON 形式で一括編集できます。

• JSON 一括ダウンロード: 現在登録されているイベント条件を JSON ファイルとして保存できます。

• Excel 一括ダウンロード: イベント一覧を Excel ファイルとしてダウンロードし、外部レポートやバックアップに活
用できます。

JSON 一括編集

1. 画面上部の [ JSON 一括編集 ] ボタンをクリックします。

2. JSON 一括ダウンロード 機能でダウンロードした JSON ファイルを読み込むか、直接編集します。

3. [ 上書き ] ボタンをクリックして保存します。

4. 確認メッセージが表示されたら、[ 上書き ] ボタンをクリックします。

上書き後は、以前のイベント設定に戻すことはできません。

• productType または platform プロパティの値を任意に変更すると、他のプロジェクトでイベントが
正常に動作しなくなる可能性があります。

イベント設定
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• JSON 編集画面には検証機能が組み込まれています。形式や値が正しくない場合、編集画面下部にエラー
メッセージが表示され、[ 上書き ] ボタンは無効になります。

JSON データ構造

{
"productType": "{productType}",
"platform": "{platform}",
"events": {

"HITMAP": {
...

},
"LOG_REALTIME": [

{...}
],
"METRICS": [

{...}
],
"COMPOSITE_LOG": [

{...}
],
"BASIC": [

{...}
],
"COMPOSITE_METRICS": [

{...}
],
"ANOMALY": [

{...}

イベント設定
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]
}

}

JSON フィールド 説明

productType プロダクトタイプ（例: APM、Infra など）

platform プラットフォーム情報（例: java、node など）

events イベントデータ

ㄴ HITMAP ヒットマップパターン

ㄴ LOG_REALTIME リアルタイムログイベント

ㄴ METRICS メトリクス

ㄴ COMPOSITE_LOG 複合ログイベント

ㄴ BASIC 基本イベント

ㄴ COMPOSITE_METRICS 複合メトリクス

ㄴ ANOMALY 異常値

JSON 一括ダウンロード

画面上部の [ JSON 一括ダウンロード ] ボタンをクリックします。

• JSON ファイル名は integrated-event- YYYYMMDD .json 形式です。

• JSON データの構造や events 属性配下のサブ属性は、プロダクト（ platform ）またはプロダクトタイプ（
productType ）によって異なる場合があります。
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JSON データ内の productType または platform プロパティの値を任意に変更すると、他のプロジェクト
でイベントが正常に動作しなくなる可能性があります。

Excel 一括ダウンロード

画面上部の [ Excel 一括ダウンロード ] ボタンをクリックします。

イベント設定
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メトリクス
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > メトリクス タブ

プロジェクトに設定されているすべてのメトリクスベースのイベント一覧を確認できます。設定済みのメトリクスイベ
ントを確認、修正、削除したり、新しいイベントを追加したりできます。

基本オプション

• イベントレベル: イベントの深刻度を示し、正常（Info）、警告（Warning）、危険（Critical）の3段階に分類され
ます。

• エージェント重複アラート抑止: 同じ名前のエージェントが同時に2つ以上動作している場合、選択した時間（30
秒、1分、3分、5分、10分）の間はイベントが発生しません。

• 検索: イベント名を基準に検索します。

• JSON ダウンロード／アップロード: JSON エディタでイベントルールを直接編集するか、ファイルとしてダウンロ
ードして編集後に再アップロードできます。

• + イベント追加: 新しいメトリクスイベントを追加します。

• カラムサイズ調整: 各カラムの境界をドラッグして幅を調整できます。

表 | メトリクスイベント一覧構成

項目 説明

No. イベントの番号

イベントの有効化状態
– 有効: 条件を満たすとイベントが発生
– 無効: イベントは動作せず、条件も評価されません

イベント設定の編集および削除

イベント
名

ユーザーが指定したイベント名
– 最大255文字

メトリクス



項目 説明

ルール イベント発生条件

対象 イベントが適用される監視対象

発生回数
イベント発生の基準となる期間と回数
– 選択した時間内に設定回数分条件を満たすとイベントが発生

一時停止

アラート発生後、同一イベントの発生を一定時間停止
– 選択可能時間: 使用しない、5分、10分、15分、20分、30分、1時間、2時間、3時間、6時間、12時間、1
日
– 回復通知が有効な場合、RECOVERED（正常）通知後、選択した時間は同一イベントが発生しても通知さ
れません

回復通知

Critical および Warning レベルのイベントが解消された際に、RECOVERED（正常）通知を受信するかど
うか
– 有効: 進行中から正常状態に遷移すると RECOVERED 通知を送信し、イベント履歴で進行中／解消状態を
区別して確認可能
– 無効: しきい値を超えるたびに単発イベントが発生

イベント
受信

該当イベント通知を受信するユーザーまたはグループ（受信タグ）

イベント設定

メトリクスイベントは、監視対象で発生する事象を条件に基づいて定義し、効率的に通知を受信できるよう設定するた
めの機能です。

イベント追加

メトリクスイベントを追加するには、イベント設定 > メトリクス タブに移動し、右上の [ + イベント追加 ] ボタンをク
リックします。

メトリクス
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メトリクスイベント追加手順

Step 1. テンプレート選択: イベントの基本構成を選択します。

Step 2. イベント条件定義: どの条件でイベントを発生させるかを設定します。

Step 3. イベント対象選択: イベントが適用される監視対象を選択します。

Step 4. 基本情報および通知設定: イベント名、メッセージ、受信対象を設定します。

テンプレート選択

1. イベントの構成方法に応じて、画面左側の 3 つのテンプレートのいずれかを選択します。

• 新規作成: カテゴリやメトリクスを一から自由に構成できます。複雑な条件や詳細な監視ルールが必要な
上級ユーザーに適しています。

• クイック設定: あらかじめ定義されたカテゴリ、メトリクス、基本しきい値が提供され、しきい値のみを
調整して素早く適用できるため、初心者に適しています。

• 高度な設定: あらかじめ定義されたカテゴリやメトリクスを基に、条件を追加したり自由に変更したりで
きます。

メトリクスイベントでは、さまざまな設定方法をサポートしています。利用する監視プラットフォームによ
って、提供されるテンプレートは異なる場合があります。

イベント条件定義

イベント条件定義 のステップでは、イベント発生の判断に使用するメトリクス設定、発生回数、一時停止、回復通
知、イベント動作時間を設定します。

指標設定

1. 検索欄にカテゴリを入力するか、カテゴリ一覧からカテゴリ（指標）を選択します。
指標設定を進めるには、カテゴリの選択が必要です。
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• カテゴリ一覧では、カテゴリ名、データ収集間隔、キーを確認できます。直近 3 時間にプロジェクトで
収集されたメトリクスデータが表示されます。

2. 一覧にない指標を使用する場合は、直接入力 を選択してカテゴリを手動で入力します。

カテゴリや指標が不明な場合は、メトリクス照会を活用してください。

初めて指標を設定する場合、メトリクス照会を利用すると効率的に指標を見つけられます。

• メトリクス照会で指標を検索すると、関連するカテゴリや詳細情報を確認できます。

• 検索結果から必要なメトリクスの [ 選択 ] ボタンをクリックすると、選択した値がイベント設
定画面に自動的に反映されます。

3. イベントレベル（Critical、Warning、Info）を選択します。1 つの指標に対して複数のレベルを設定できま
す。

イベントレベルの動作

複数の条件を満たしても、最も優先度の高いレベル（Critical → Warning → Info）のみがイベント
として発生します。詳細は レベル動作ガイド を参照してください。

• イベントレベルは、危険（Critical）、警告（Warning）、正常（Info）に分類されます。

• 同一指標に対して段階的なしきい値でレベルを設定することを推奨します。
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4. 選択したイベントレベルのフィールド、演算子、値を入力します。

a. + 追加 をクリックすると条件を追加できます。

• && : すべての条件を同時に満たした場合 にイベントが発生

• || : いずれか 1 つ以上の条件を満たした場合 にイベントが発生

b. — をクリックすると、その条件が削除されます。

条件式の書き方や対応する演算子については、条件設定ガイド を参照してください。

発生回数

条件が何回満たされた場合にイベントを発生させるかを設定します。継続的な問題のみを検知したい場合に有効です。

1. 発生頻度を選択します。

• 連続: 設定した回数分、イベントが連続して発生した場合にイベントを発生

• 直近: 選択した時間内に、設定した回数分イベントが発生した場合にイベントを発生

◦ 選択可能時間: 5秒 , 10秒 , 15秒 , 30秒 , 1分 , 2分 , 3分 , 4分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間

2. 発生回数を入力します。

• Interval の値は、選択したカテゴリのデータ収集間隔を示します。（Interval: 10s）

一時停止

過剰なイベント発生を防ぐため、イベント動作を一時停止する時間を選択してください。イベント発生後、設定した時
間が経過するまで同一イベントは発生しません。

• 選択可能時間: 使用しない , 5分 , 10分 , 15分 , 20分 , 30分 , 1時間 , 2時間 , 3時間 , 6時間 , 12時間 , 1日

解消通知が有効な場合

正常状態の通知（RECOVERED）を受信した時点から、設定した時間が経過するまで、同一イベントが再発
しても通知は送信されません。
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解消通知

解消通知機能を有効にすると、イベント発生後の状態変化（進行中 → 解消）を追跡できます。イベント履歴 メニュー
では、進行中のイベントとして表示されます。

• 解消通知は Critical および Warning レベルにのみ適用されます。Info レベルは常に単発イベントとして動作しま
す。

• Critical または Warning レベルのイベントが解消されると、正常（RECOVERED）状態の通知が送信されます。

• トグルボタンをクリックして 有効化 または 無効化 してください。

◦ 有効: イベントは状態ベースで動作します。しきい値を超えると進行中となり、値がしきい値未満に回復す
ると解消状態に遷移します。

◦ 無効: しきい値を超えるたびに単発イベントが発生します。

イベント動作時間

イベントが特定の時間帯（勤務時間／非勤務時間／点検時間など）にのみ動作するよう、タグを設定してください。タ
グを設定しない場合、イベントが有効な状態では 24 時間常時動作します。

1. + 追加 をクリックします。

2. イベント動作時間で + 新しいタグを作成 をクリックします。

3. イベント動作時間タグ作成 で タグ名、曜日、時間、色 を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグはタグ一覧で確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. タグを修正または削除するには、 をクリックし、イベント動作時間タグ修正 で修正または削除してくださ
い。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーからタグが削除されます。ただし、イベン
トルールで使用中のタグは削除できません。

シミュレーション

シミュレーション機能では、設定したイベント条件を過去データに基づいて事前にテストできます。想定されるイベン
ト件数が多すぎる、または少なすぎる場合は、条件を調整して最適なしきい値を見つけることができます。
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• ルール検証: 新しく作成したイベントルールを過去データに適用した場合の結果を確認できます。

• しきい値チューニング: イベントが頻発する、またはまったく発生しない場合に、適切なレベルへしきい値を調整し
ます。

シミュレーション開始

1. イベント条件の設定が完了したら、[ シミュレーション ] ボタンをクリックします。

2. 想定イベント件数と可視化された結果を確認します。

シミュレーション結果の理解

1. 時系列データ

指標の時間帯別変化と各レベルのしきい線がグラフで表示され、イベント発生タイミングを直感的に確認で
きます。

2. レベル別発生状況

画面右側に Critical、Warning、Info レベルごとのイベント発生回数が表示され、全体の分布や頻度を把握で
きます。

3. 対象別詳細情報

グラフ上の特定ポイントにマウスを合わせると、その時点の正確な指標値と監視対象が表示されます。複数
の対象がある場合は色で区別され、対象ごとにパターンが異なる場合はフィルタリング機能で個別分析が可
能です。

4. ピーク区間の特定

指標が急激に上昇する時間帯を確認し、問題が頻発する時間帯やパターンを把握できます。

シミュレーション活用のヒント

• 複数時間帯でのシミュレーション

平日／週末、ピーク／非ピーク時間帯をそれぞれシミュレーションし、時間帯ごとの最適なしきい値を設
定してください。
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• 実際の障害期間を含める

過去に障害が発生した期間を含めてシミュレーションを実行し、現在のルールが障害を正しく検知できる
か確認しましょう。

• 対象フィルタリングの追加

監視対象が多い場合、結果が複雑になります。フィルタリング機能を使って特定の対象のみを選択し、明
確な結果を確認してください。

• しきい値を段階的に調整

一度に大きく変更するのではなく、10 パーセント単位で段階的に調整しながら最適値を探すことをおす
すめします。

イベント対象選択

イベント対象を指定しない場合、プロジェクト内のすべての対象に対してイベントが発生し、多数のイベントが生成さ
れる可能性があります。そのため、イベントを適用する対象を明確に設定することを推奨します。

イベント対象を変更すると、イベント件数が変わる場合があります。シミュレーション ボタンをクリックし
て再実行し、想定イベント件数を確認してください。

対象選択

イベントを適用する対象は、選択入力 または 直接入力 の方法で指定できます。

• 選択入力• 直接入力

1. タグ、演算子、値を選択または入力してください。
a. タグが見つけにくい場合は、メトリクス照会 を使ってタグを検索できます。

2. + 追加 をクリックして、条件（ && , || ）でイベント対象を追加してください。

監視対象のタグ、演算子、値を直接入力してください。

• 直接入力を選択すると、入力欄の下に使用可能なタグ一覧（タグ選択入力）が表示されます。

メトリクス

436



ex. endsWith(okindName, 'example_name') && container == 'prod.billing'
ex. ${4xxErrorType} == '401'

入力方法を変更すると、作成中の内容は初期化されます。

基本情報および通知設定

イベント名、メッセージ、受信対象 を設定します。設定した内容はイベント履歴や実際の通知メッセージにそのまま
表示されるため、識別しやすく分かりやすい名称にすることが重要です。

イベント有効化

設定した条件を満たした際にイベントを発生させるかどうかを設定します。

• 有効: 設定した条件を満たすとイベントが発生します。

• 無効: 条件を判定しません。

イベント名

イベントのタイトルとして使用するイベント名を入力してください。設定したイベント名は イベント一覧 および イベ
ント履歴 メニューに表示され、この名前で検索することができます。

メッセージ

イベントメッセージを入力してください。入力したメッセージは、イベント履歴および通知に使用されます。 をク
リックすると、過去に作成したメッセージ履歴を確認できます。メッセージには変数を使用して、イベント発生時点の
実際の値を含めることができます。

• 変数の使用ルール

◦ 変数形式: ${指標名}

◦ 設定した カテゴリと同一カテゴリ内 の指標のみを変数として使用できます。

◦ 複数の変数を組み合わせて、より詳細なメッセージを作成できます。

◦ 使用可能な変数一覧は メトリクス照会 メニューで確認できます。
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• 変数の使用例

イベント設定 イベント発生時

タイトル Disk 使用量増加 Disk 使用量増加

メッセージ Disk = ${disk}% Disk = 89.9%

イベント受信

イベント通知を受信するメンバーを指定します。

• 全体受信• タグ選択受信

プロジェクトで通知設定が有効になっているすべての対象（メンバー、チャンネル）に通知が送信されます。

指定したタグを持つプロジェクトメンバーに通知が送信されます。

1. タグ選択受信 を選択します。

2. 受信タグ 項目で [ + タグ追加 ] または [ + ] ボタンをクリックします。

3. イベント受信タグ 画面の下にある + 新しいタグを作成 をクリックします。

4. タグ作成 画面でタグ名を入力し、色を選択した後、[ タグ作成 ] ボタンをクリックしてタグを作成します。

5. 作成したタグは、タグ一覧の をクリックして修正または削除できます。

6. イベント受信タグ 画面の タグ一覧 から希望するタグを選択すると適用されます。

受信タグ

受信タグは、通知を受け取るユーザーやチャンネルを グループ単位で管理するための機能 です。イベントに
受信タグを設定すると、そのタグが付与されたユーザーにのみ通知が送信されます。受信タグを設定しない
場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

イベント修正／削除

1. 警告アラート > イベント設定 の メトリクス タブに移動します。
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2. イベント一覧で、修正または削除したいイベントの をクリックします。

3. イベントルール修正 画面でオプションを修正し、[ 保存 ] ボタンをクリックします。

a. 選択したイベントを削除する場合は、イベントルール修正 画面右上の [ 削除 ] ボタンをクリックします。

イベント共有

メトリクスイベント設定を JSON ファイルとして保存し、他のユーザーと設定を共有したり、他のユーザーの設定を取
り込んだりすることができます。

• JSON ファイル名: event-rules- YYYYMMDD .json

エクスポート

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. JSON 編集画面が表示されたら、[ エクスポート ] ボタンをクリックします。

• イベントを検索した状態でエクスポート機能を使用すると、検索結果のみが JSON ファイルとしてダウ
ンロードされます。

3. JSON ファイルがダウンロードされたら、共有したい他のユーザーに渡してください。

インポート

1. 画面右上の [ ] ボタンをクリックします。

2. エクスポート 機能でダウンロードした JSON ファイルを選択します。

3. JSON 編集画面が表示されたら、[ 一覧に追加 ] または [ 上書き ] を選択します。

同じ種類の製品間での利用を推奨します。異なる製品のプロジェクトからイベント設定を取り込むことは可
能ですが、正常に動作しない場合があります。

JSON 形式で編集する

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。
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2. 編集画面が表示されたら、JSON 形式に従って内容を修正してください。

3. 修正が完了したら、画面下部の [ 保存 ] ボタンをクリックします。

修正した内容が JSON 形式に合っていない場合、画面下部にエラーメッセージが表示され、保存できませ
ん。表示されるエラーメッセージは、形式エラーの内容によって異なる場合があります。

JSON error

JSON データ構造

{
"version": 2,
"eventId": "zcef7s7f27rum1",
"enabled": true,
"stateful": false,
"title": "Active Transaction",
"message": "Active Transaction = ${active_tx_count}",
"category": "app_counter",
"alertLabel": [

"oid"
],
"repeatCount": 1,
"repeatDuration": 0,
"silent": 300000,
"receiver": [],
"timeTag": [],
"selectString": "",
"conditions": [

{
"level": 20,
"enabled": true,
"rule": "active_tx_count > 100"

}
],
"createTime": 1763632674345,
"lastModifiedTime": 1763632674347,
"lastModifiedUser": "support@whatap.io",
"basic": true,
"metaId": "java004",
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"selectCondition": {
"oid": [

"-1010758404",
"-250906941"

]
}

}

表 | JSON データ構造

JSON フィールド 型 説明 備考

version Integer イベントルールのバージョン 変更制限

eventId String イベントルールの一意識別子

enabled boolean イベントの有効／無効

stateful boolean 状態ベースイベントかどうか

title String ユーザーが設定したイベントルール名

message String
ユーザーが設定したイベントルールメ
ッセージ

category String データカテゴリ

alertLabel List<String>
イベント状態管理のため、カテゴリご
とに指定される基本識別子（プライマ
リキー）値

変更制限

repeatCount Integer 繰り返し回数

repeatDuration Long 繰り返し期間

silent Integer 一時停止時間

receiver List<String> 受信タグのキー値一覧
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JSON フィールド 型 説明 備考

timeTag List<String> 動作時間タグのキー値一覧

selectString String 対象選択

conditions List<Object> レベル別の発生条件一覧

ㄴ level byte レベル値 Critical : 30、 Warning : 20、 Info : 10

ㄴ enabled boolean レベルの有効／無効

ㄴ rule String レベル発生条件

createTime Long イベントルールの初回作成時刻

lastModifiedTime Long イベントルールの最終修正時刻

lastModifiedUser String
イベントルールを最後に修正したアカ
ウント

basic boolean
クイック設定で作成されたイベントか
どうか

変更制限

metaId String
クイック設定テンプレートの一意識別
子

変更制限: この値はクイック設定で作成
されたイベントにのみ存在します
（basic=true）。

selectCondition Object クイック設定の対象選択値
この値はクイック設定で作成されたイ
ベントにのみ存在します
（basic=true）。

「変更制限」と表示されたフィールドはイベント動作に影響を与える可能性があるため、値を変更しないこ
とを推奨します。
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付録

発生条件・対象選択ガイド

メトリクスアラートにおけるイベントの発生条件とイベント対象の選択は、同一の構文を使用します。ただし、イベン
ト発生条件ではフィールド（Field）のキーを変数として使用し、イベント対象の選択ではタグ（Tag）のキーを変数と
して使用します。

レベル動作ガイド

イベントレベルは、危険（Critical）、警告（Warning）、正常（Info）の3段階に分類されます。

1. 優先順位に基づくイベント発生

複数のレベル条件を同時に満たした場合、最も優先度の高いイベントのみが発生します。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

現在の状態: CPU 95%
→ 結果: Critical イベントのみ発生（Warning は抑制される）

2. レベル上昇

進行中状態を持つイベントにおいて、低いレベルのイベントが進行中の状態で高いレベルの条件を満たす
と、両方のレベルが進行中状態になります。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

シナリオ:
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1) CPU 80% → Warning 発生（進行中）
2) CPU 95% → Warning（進行中）、Critical（進行中）

3. レベル下降

進行中状態を持つイベントで、高いレベルから低いレベルへ遷移した場合、高いレベルは解消され、低いレ
ベルが維持されます。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

シナリオ:
1) CPU 97% → Critical 発生
2) CPU 85% → Critical 解消、Warning 維持
3) CPU 65% → Warning 解消

4. 動作フロー

- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

メトリクス値: 60%   → 75%    → 92%    → 85%    → 60%
状態: 正常        Warning      Critical       Warning       正常

（発生）        （発生）        （維持）        （解消）
Warning

（維持）

進行中状態を持つイベントは、条件が満たされている間は継続して有効となり、条件が解除されるまで維持
されます。
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条件設定ガイド

メトリクス名が数字で始まる場合、または特殊文字を含む場合は、 ${メトリクス名} の形式で記述する必要
があります。

• 括弧 ( ) , [ ]

• 演算子 + , - , * , / , %

• 区切り文字 : , @ , # , , , (空白)

• その他の特殊文字 ! , ^ , & , | , ~ , ```, =

${} 使用例:

${cpu(xos)} > 50
${mem[0]} >= 100
${cpu-usage} > 80
${namespace:cpu} > 70
${metric name} > 60
${4xx_error} > 10

${} なしで使用可能: 英字、アンダースコア（ _ ）、ドット（ . ）のみを含む場合

cpu > 80
cpu_usage > 50
CPUUtilization.Average > 0.8

1. 比較演算子

数値比較

より大きい:        cpu > 80
以上:              cpu >= 80
より小さい:        memory < 1000
以下:              memory <= 1000
等しい:            status == 200
等しくない:        error != 0
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文字列比較

status == 'OK'
region == "us-east-1"

2. 算術演算子

• 基本的な算術演算

加算:        cpu + 10 >= 90
減算:        memory - 100 >= 500
乗算:        cpu * 2 >= 100
除算:        disk / 1024 >= 100
剰余:        value % 10 == 0

• 括弧による優先順位の制御

(cpu + memory) * 2 >= 200
(disk - used) / total >= 0.2
((cpu + memory) / 2) >= 50

• 負の値の表現

cpu > -100

3. 論理演算子

• AND 演算（&&）

cpu > 80 && memory > 1000
${cpu(xos)} > 50 && ${mem(xos)} > 60

• OR 演算（||）

cpu > 90 || memory > 90
disk < 10 || network > 1000

• 複合論理演算
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(cpu > 50 && memory > 50) || disk < 20
cpu > 80 && (memory > 1000 || disk > 500)

4. パターンマッチング演算子

• LIKE 演算子

oname like 'prod-*'
url like '*error*'
message like 'WARN%'

• NOT LIKE 演算子

oname not like 'test-*'
url not like '*debug*'

5. 組み込み関数

• Null チェック関数

isNull(value)             # null かどうかを確認
isNotNull(value)          # null でないかを確認
nvl(value, 0)             # null の場合に既定値を返す
isEmpty(str)              # 空文字列かどうかを確認
isNotEmpty(str)           # 空文字列でないかを確認

• 集計関数

sum(cpu, memory, disk)              # 合計
avg(cpu, memory)                    # 平均
max(cpu, memory, disk)              # 最大値
min(cpu, memory, disk)              # 最小値
count(value1, value2, value3)       # 件数

• 数学関数
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round(cpu, 2)             # 四捨五入（小数点以下2桁）

• 文字列関数

length(str)                # 文字列の長さ
startsWith(str, 'prefix')  # 接頭辞の確認
endsWith(str, 'suffix')    # 接尾辞の確認
indexOf(str, 'search')     # 文字列の位置
substring(str, 0, 10)      # 部分文字列
trim(str)                  # 空白の削除
replace(str, 'old', 'new') # 文字列の置換
hasStr(str, 'search')      # 文字列の包含判定

• 条件関数

◦ if: 条件式が true の場合は true値 を返し、 false の場合は false値 を返す条件関数

形式

if(条件, true値, false値)

例

if(value >= 90, 'High', 'Medium') == 'High'

◦ decode: 値と条件を比較し、一致した条件の結果を返します。一致しない場合は既定値を返します

形式

decode(値, 条件1, 結果1, 条件2, 結果2, ..., 条件N, 結果N, 既定値)

例

decode(value, 1, 'Low', 2, 'Medium', 3, 'High', 'Unknown') == 'Unknown'

◦ in: 値が指定した候補値のいずれかと一致した場合は true 、それ以外は false を返します
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形式

in(値, 候補値1, 候補値2, ..., 候補値N)

例

in(status, 200, 201, 204) == false

記述時の注意事項

• 推奨事項

◦ 簡単な変数名は ${} を使わずに記述（例: cpu, memory）

◦ 特殊文字を含む場合は必ず ${} を使用

◦ 複雑な演算は括弧で明確に区切る

◦ 関数名は正確に入力（大文字と小文字を区別）

• 避けるべき事項

◦ 不完全な式の記述（例: cpu > , memory && ）

◦ 括弧の不一致（例: (cpu > 80 && cpu > 70) ）

◦ 演算子の連続使用(例: cpu >> 80 , cpu >< 80 )
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複合メトリクス
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > 複合指標 タブ

複雑なルールを利用してイベントを作成し、警告通知を送信できます。

基本オプション

• 検索: イベント名またはイベント受信タグを選択して、目的のイベントを検索します

• JSON ダウンロード／アップロード: JSON エディタでイベントルールを直接編集するか、ファイルとしてダウンロ
ードして編集後に再アップロードできます

• 通知メッセージ設定: 受信するメッセージの詳細項目を選択し、項目ごとに内容を編集します

• + イベント追加: 新しい複合メトリクスイベントを追加します

権限

複合指標 イベントを設定するには アラート設定 権限が必要です。この権限は ホーム > プロジェクト選択 >
管理 > 統合メンバー管理 で、対象メンバーの をクリックして付与できます。

表 | 複合メトリクスイベント一覧の構成

項目 説明

イベントタイトル
ユーザーが指定したイベント名
- 最大 255 バイトまで入力可能

条件 イベント発生条件

イベント状態が解消された
場合の追加通知

Critical および Warning レベルのイベントが解消された際に、RECOVERED（正常）状態
の通知を受信するかどうか
– 有効: 進行中 → 正常状態に切り替わると RECOVERED 通知を送信し、イベント履歴で
進行中／解消状態を区別して確認できます
– 無効: しきい値を超えるたびに単発のイベントが発生します
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項目 説明

イベント受信タグ 該当イベントの通知を受信するユーザーまたはグループ

イベントの修正および削除

イベントの有効／無効状態
– 有効: 条件を満たすとイベントが発生
– 無効: イベントは動作せず、条件も評価されません

イベント設定

複合指標 イベントは、メトリクスデータのクエリ言語である MXQL を基にイベント条件を作成します。チャートから
作成 機能では、MXQL の自動補完を支援するコンボボックス機能を提供します。

イベント追加

1. アラート通知 > イベント設定 から 複合指標 タブをクリックします。

2. 画面右側の [ + イベント追加 ] ボタンをクリックします。

3. 複合指標 画面で チャートから作成 をクリックします。

a. 提供されているテンプレートを利用できます。

4. イベント設定 画面で、先にイベントデータを取得し、その後イベント条件を設定します。

イベントデータ照会

イベントデータを照会してチャートを構成します。イベント設定 画面右側の イベントデータ照会 で、ウィジェット ま
たは テキスト オプションを選択してイベントを設定します。

• ウィジェット• テキスト

時系列チャートを構成するオプションを使用して、イベント設定に利用する MXQL を自動補完できます。

1. データを照会する日付を選択します。

2. データを照会する カテゴリ（対象）を選択します。
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3. フィルター 項目の + フィルター追加 をクリックしてイベント条件を作成します。

a. フィルター画面で、演算式、タグ、フィルター値を選択します。
b. + 追加 をクリックして条件を追加できます。
c. 条件を削除する場合は、条件の横にある – をクリックします。

4. グループ化 項目で、グループ化されたメトリクスデータを選択します。複数選択が可能です。

5. タイムユニット 項目で、 秒 、 分 、 時間 単位のいずれかを選択し、データを分割する時間基準を設定しま
す。

6. フィールド 項目で、イベント発生条件に使用するフィールドを選択します。複数選択が可能です。

テキストモードで入力した MXQL は、ウィジェットモードと互換性がありません。

MXQL を直接編集できるエディタが表示されます。

1. MXQL を直接修正し、照会 ボタンをクリックします。

2. 日付を選択すると、該当内容をチャートまたはグラフで確認できます。

通知

警告通知設定の基本情報を入力します。

• イベント有効化: トグルボタンを有効にすると、イベントが動作します。

• レベル: イベントレベル（Critical、Warning、Info）を選択します。

◦ イベント状態が解消された場合の追加通知: トグルを有効にすると、イベントが解消され、正常
（RECOVERED）状態の通知が送信されます。

• タイトル: イベントルールのタイトルを入力します。

• メッセージ: イベント発生時に受信する通知メッセージの内容を入力します。メッセージ内で変数を使用すると、イ
ベント発生時点の実際の値を含めることができます。

Message example

変数使用ルール
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• 変数形式: ${メトリクス名}

• 設定した カテゴリと同一カテゴリ 内のメトリクスのみ変数として使用できます。

• 複数の変数を組み合わせて、詳細なメッセージを構成できます。

• 使用可能な変数一覧は メトリクス照会 で確認できます。

イベント発行条件

• データ照会範囲: リアルタイムデータの照会範囲を選択します。

◦ 選択可能な範囲: 30秒 , 1分 , 2分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間 , 2時間 , 3時間

• 条件: イベント発行条件を入力します。イベントデータ照会に含まれるフィールドのみ使用できます。

付加情報

• インターバル: 選択した時間間隔（ 1分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間 , 12時間 ）ごとにアラート条件を確認しま
す。

• サイレンス: イベント発生後、選択した時間（ unset , 1分 , 5分 , 10分 , 30分 , 1時間 , 12時間 ）の間、同一イ
ベントは発生しません。

• イベント動作時間: 勤務時間、非勤務時間、点検時間など、特定の時間帯にイベントが動作するようタグを設定し
ます。タグを設定しない場合、イベントは有効な状態で 24 時間常時動作します。

1. + 追加 をクリックします。

2. イベント動作時間 で + 新しいタグ作成 をクリックします。

3. イベント動作時間タグ作成 で タグ名、曜日、時間、色 を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグはタグ一覧で確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. 修正または削除するタグの をクリックし、イベント動作時間タグ修正 で編集または削除できます。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーから削除されます。ただし、イベントル
ールで使用中のタグは削除できません。

• イベント受信タグ: 受信タグを設定すると、該当タグを持つプロジェクトメンバーに通知が送信されます。受信タ
グを設定しない場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。
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1. + タグ追加 または + をクリックします。

2. イベント受信タグ 画面下部の + 新しいタグ作成 をクリックします。

3. タグ作成 画面でタグ名を入力し、色を選択した後、[ タグ作成 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグは、タグ一覧の をクリックして修正または削除できます。

5. イベント受信タグ 画面の タグ一覧 から適用したいタグを選択します。

イベント設定時にイベント受信タグを選択すると、該当タグを持つプロジェクトメンバーおよび 3rd-
party プラグインに通知を送信できます。アラート通知 > 通知設定 で、それぞれにタグを割り当てること
ができます。

イベントルールテスト

設定した条件を過去データに基づいてテストし、どの程度のイベントが発生するかを予測できます。

1. イベントルールをテストする日付を選択し、[ 確認 ] ボタンをクリックします。

2. [ 実行 ] ボタンをクリックして、イベント発生件数を確認します。

イベント修正／削除

1. アラート通知 > 通知設定 の 複合指標 タブに移動します。

2. 複合メトリクス一覧で、修正または削除したいイベントの をクリックします。

3. 通知設定 画面でオプションを修正し、[ 保存 ] ボタンをクリックします。

a. 選択したイベントを削除する場合は、通知設定 画面右上の [ 削除 ] ボタンをクリックします。

イベント共有

メトリクスイベント設定を JSON ファイルとして保存し、他のユーザーと設定を共有したり、他のユーザーの設定を取
り込んだりすることができます。

• JSON ファイル名: event-rules- YYYYMMDD .json
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エクスポート

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. JSON 編集画面が表示されたら、[ エクスポート ] ボタンをクリックします。

• イベントを検索した状態でエクスポート機能を使用すると、検索結果のみが JSON ファイルとしてダウ
ンロードされます。

3. JSON ファイルがダウンロードされたら、共有したい他のユーザーに渡してください。

インポート

1. 画面右上の [ ] ボタンをクリックします。

2. エクスポート 機能でダウンロードした JSON ファイルを選択します。

3. JSON 編集画面が表示されたら、[ 一覧に追加 ] または [ 上書き ] を選択します。

同じ種類の製品間での利用を推奨します。異なる製品のプロジェクトからイベント設定を取り込むことは可
能ですが、正常に動作しない場合があります。

JSON 形式で編集する

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. 編集画面が表示されたら、JSON 形式に従って内容を修正してください。

3. 修正が完了したら、画面下部の [ 保存 ] ボタンをクリックします。

修正した内容が JSON 形式に合っていない場合、画面下部にエラーメッセージが表示され、保存できませ
ん。表示されるエラーメッセージは、形式エラーの内容によって異なる場合があります。

JSON error

通知メッセージ設定

受信するメッセージの詳細項目を選択し、項目ごとに内容を編集できます。
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付録

MXQL 文法ガイド

複合指標 は MXQL クエリを基に動作します。詳細な文法については、MXQL 文法ガイド を参照してください。

複合メトリクス
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異常値
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > 異常検知 タブ

異常検知 は、メトリクスデータから異常な上昇または下降パターンを検出し、通常とは異なる動きが検知された場合
にイベントを発生させる機能です。

基本オプション

• 検索: イベント名またはイベント受信タグを選択して、目的のイベントを検索します。

• + イベントルール追加: 新しい異常値イベントを追加します。

表 | 異常値イベント一覧の構成

項目 説明

イベントメッセージ イベント発生時に送信されるメッセージ

カテゴリ メトリクスデータを分類する単位で、メトリクスイベント設定の基準となるカテゴリ

フィールド 異常を検知する指標（メトリクスフィールド）

フィルター 異常値の対象となるデータ範囲を制限する条件

上昇／下降パターン 上昇または下降パターンの感度

イベント受信タグ 該当イベントの通知を受信するユーザーまたはグループ

イベント設定の修正

イベントの削除

イベントの有効／無効状態
- 有効: 条件を満たすとイベントが発生
- 無効: イベントは動作せず、条件も評価されません
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イベント設定

メトリクスデータを基に、値の動きが通常とは異なり上昇または下降した場合に、警告通知を送信するよう設定できま
す。

イベントルール追加

1. 画面右側の [ + イベントルール追加 ] ボタンをクリックします。

2. イベント基本情報, メトリクス, 異常値, 付加情報 を順に設定します。

イベント基本情報

1. イベントレベル（Critical, Warning, Info）を選択します。

• イベントの重要度および通知レベルが決定されます。

2. イベント発生時に受信する通知メッセージを入力します。

• メッセージ内で変数を使用すると、イベント発生時点の実際の値を含めることができます。

使用可能な変数

• $pcode : プロジェクトコード

• $category : カテゴリ

• $field : フィールド

• $value : 発生値

• $oname : イベント対象

メトリクス

1. カテゴリ を選択します。

• 異常を検知するメトリクスデータの基準となるカテゴリです。
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2. イベント発生条件に使用する フィールド を選択します。複数選択が可能です。

3. イベント対象を絞り込むためのフィルターを選択します。複数選択が可能です。

異常値

1. 上昇パターン と 下降パターン の感度を選択します。

2. 各パターンのトグルボタンをクリックして、有効または無効を切り替えます。

• 上昇パターンのみを検知する場合: 上昇パターン ON, 下降パターン OFF

• 下降パターンのみを検知する場合: 下降パターン ON, 上昇パターン OFF

付加情報

イベント動作時間

勤務時間、非勤務時間、点検時間など、特定の時間帯にイベントが動作するようタグを設定します。タグを設定しな
い場合、イベントは有効な状態で 24 時間常時動作します。

1. + 追加 をクリックします。

2. イベント動作時間 で + 新しいタグ作成 をクリックします。

3. イベント動作時間タグ作成 で タグ名、曜日、時間、色 を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグはタグ一覧で確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. 修正または削除するタグの をクリックし、イベント動作時間タグ修正 で編集または削除できます。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーから削除されます。ただし、イベントルー
ルで使用中のタグは削除できません。

イベント受信タグ

イベント受信タグを設定すると、該当タグを持つプロジェクトメンバーに通知が送信されます。受信タグを設定しな
い場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

1. + タグ追加 または + をクリックします。

2. イベント受信タグ 画面下部の + 新しいタグ作成 をクリックします。
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3. タグ作成 画面でタグ名を入力し、色を選択した後、[ タグ作成 ] ボタンをクリックします。

4. 作成したタグは、タグ一覧の をクリックして修正または削除できます。

5. イベント受信タグ 画面の タグ一覧 から適用したいタグを選択します。

イベント設定時にイベント受信タグを選択すると、該当タグを持つプロジェクトメンバーおよび 3rd-party
プラグインに通知を送信できます。アラート通知 > 通知設定 で、それぞれにタグを割り当てることができま
す。

イベント修正

1. アラート通知 > イベント設定 の 異常検知 タブに移動します。

2. 異常値 一覧で、修正するイベントの右側にある をクリックします。

3. 異常値 画面でオプションを修正し、[ 保存 ] ボタンをクリックします。

イベント削除

1. アラート通知 > イベント設定 の 異常検知 タブに移動します。

2. 異常値 一覧で、削除するイベントの右側にある をクリックします。

3. 削除確認画面で [ 削除 ] ボタンをクリックします。
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リアルタイムログイベント
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > リアルタイムログ タブ

収集したログデータを条件に合わせてフィルタリングして警告通知を設定できます。ログイベントを使用するには、ロ
グモニタリングを有効化する必要があります。ログモニタリングの有効化については、各製品のログドキュメントを参
照してください。

• リアルタイムログイベント: リアルタイムで収集したログで、設定したイベント条件が満たされるとイベントが発生
します。

基本オプション

• 検索: イベント名またはイベント受信タグを選択して目的のイベントを検索

• JSONダウンロード/アップロード: イベントルールはJSONエディタで直接編集するか、ファイルにダウンロードし
て修正後に再アップロード可能

• 通知メッセージ設定: 受信するメッセージの詳細項目を選択し、項目ごとに内容を編集

• + イベント追加: 新しいログイベントを追加

表 | リアルタイムログイベント一覧構成

項目 説明

イベント名
通知タイトルとして使用されるイベント名
- 最大255バイトまで入力可能

カテゴリ ログ分類名（ログフォルダ名）

検索キー
ログデータで検索したい項目
- 例: HTTPレスポンスステータスコードの値にアクセスする場合、検索キー status

検索値
検索キーに対応する実際のデータ。ログに入力した文字列が含まれる場合に警告通知を送信
- 例: 検索キー status 、検索値 200 を設定した場合、HTTPステータスコード200を含むログ
データ収集時に警告通知が発生
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項目 説明

イベント発生一時停
止

イベント通知発生後、同じイベントの発生を一定時間停止
- 選択可能時間: 使用しない、5分、10分、15分、20分、30分、1時間、2時間、3時間、6時
間、12時間、1日
- 解消通知が有効な場合、正常（RECOVERED）状態の通知受信後、選択した時間中は同じイ
ベントが発生しても通知されない

イベント対象フィル
タリング

イベントが適用される対象の条件
- 対象条件を設定しない場合、収集されるすべてのデータに対して通知を判断
- 選択入力: タグ、演算子、値を選択して条件を構成
- 直接入力: 条件を直接入力して対象を指定

イベント受信タグ イベント通知を受け取るユーザーまたはグループ（受信タグ）

イベントの編集と削除

イベントの有効化状態
- 有効: 条件を満たすとイベント発生
- 無効: イベントが動作せず、条件をチェックしない

イベント設定

ログイベントは、リアルタイムで収集されるログ、または特定条件を満たすログが一定数蓄積された際に警告通知を設
定できる機能です。

リアルタイムログイベントの追加

1. アラート通知 > イベント設定のリアルタイムログタブをクリックしてください。

2. 画面右側の [ + イベント追加 ] ボタンをクリックしてください。

3. イベントルール追加ウィンドウでログイベント条件を設定してください。

• イベント名: イベントタイトルとして使用する名前を入力してください。
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• イベント有効化: トグルボタンを有効にすると、条件を満たしたときにイベントが発生します。

• レベル: イベントレベル（Critical、Warning、Info）を選択してください。

• メッセージ: イベント発生時に受け取る通知メッセージを入力してください。メッセージに変数を使用し
て、イベント発生時点の実際の値を含めることができます。

変数使用ルール

◦ 変数形式: ${指標名}

◦ 設定したカテゴリと同じカテゴリ内の指標のみ変数として使用できます。

◦ 複数の変数を組み合わせて詳細なメッセージを構成できます。

◦ 使用可能な変数一覧はメトリクス照会で確認できます。

• カテゴリ: ログ分類名（ログフォルダ名）をリストから選択するか、直接入力してください。カテゴリを
選択してから検索キーと検索値を入力できます。

• 検索キー: ログデータで検索したい項目を入力してください。

◦ 例: HTTPレスポンスステータスコードの値にアクセスする場合、検索キー status

• 検索値: 検索キーに対応する実際のデータを入力してください。ログに入力した文字列が含まれる場合に
警告通知を送信します。

◦ 例: 検索キー status 、検索値 200 を設定した場合、HTTPステータスコード200を含むログデータ
収集時に警告通知が発生

• イベント対象フィルタリング: イベントが適用される対象の条件を入力してください。入力値がない場
合、収集されるすべてのデータに対して通知を判断します。

◦ 選択入力: タグ、演算子、値を選択して対象条件を設定してください。

条件式の記述方法とサポートされる演算子については、条件設定ガイドを参照してくださ
い。

◦ 直接入力: 条件を直接入力してください。

• イベント発生一時停止: 通知を一時停止する時間を選択してください。イベント発生後、設定した時間中
は同じイベントが発生しません。
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◦ 選択可能時間: 使用しない 、 1分 、 2分 、 3分 、 5分 、 10分 、 20分 、 30分 、 1時間 、 3時
間 、 6時間 、 12時間

• イベント動作時間: 特定の時間帯（業務/非業務/メンテナンス時間など）にイベントが動作するようにタ
グを設定してください。タグを設定しない場合、イベントが有効な状態で24時間常時動作します。

1. + 追加をクリックしてください。

2. イベント動作時間で**+新しいタグを作成**をクリックしてください。

3. イベント動作時間タグの作成でタグ名、曜日、時間、色を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックし
てください。

4. 作成したタグはタグリストで確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. 変更または削除するタグの アイコンをクリックして、イベント動作時間タグの編集でタグを
編集または削除できます。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーのタグが削除されます。ただ
し、イベントルールで使用中のタグは削除できません。

• イベント受信タグ: イベントに受信タグを設定すると、そのタグを持つプロジェクトメンバーに通知が送
信されます。受信タグを設定しない場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

1. + タグ追加または+をクリックしてください。

2. イベント受信タグウィンドウ下部の**+ 新しいタグを作成**をクリックしてください。

3. タグ作成ウィンドウでタグ名を入力し、色を選択してから、[ タグ作成 ] ボタンをクリックして
タグを作成してください。

4. 作成されたタグはタグリストの アイコンをクリックして編集または削除してください。

5. イベント受信タグウィンドウのタグリストから目的のタグを選択すると適用されます。

イベント設定時にイベント受信タグを選択して、そのタグを持つプロジェクトメンバーとサー
ドパーティプラグインに通知を送信できます。アラート通知 > 通知設定でプロジェクトメンバ
ーとサードパーティプラグインにそれぞれタグを指定できます。

4. イベントルール追加ウィンドウで設定が完了したら、[ 保存 ] ボタンをクリックしてください。
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イベントの編集/削除

1. アラート通知 > イベント設定のリアルタイムログタブに移動してください。

2. ログイベントリストで編集または削除するイベントの アイコンをクリックしてください。

3. イベント設定画面でオプションを変更し、[ 保存 ] ボタンをクリックしてください。

a. 選択したイベントを削除するには、イベント設定画面の右上の [ 削除 ] ボタンをクリックしてください。

イベントの共有

メトリクスイベント設定を JSON ファイルとして保存し、他のユーザーと設定を共有したり、他のユーザーの設定を取
り込んだりすることができます。

• JSON ファイル名: event-rules- YYYYMMDD .json

エクスポート

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. JSON 編集画面が表示されたら、[ エクスポート ] ボタンをクリックします。

• イベントを検索した状態でエクスポート機能を使用すると、検索結果のみが JSON ファイルとしてダウ
ンロードされます。

3. JSON ファイルがダウンロードされたら、共有したい他のユーザーに渡してください。

インポート

1. 画面右上の [ ] ボタンをクリックします。

2. エクスポート 機能でダウンロードした JSON ファイルを選択します。

3. JSON 編集画面が表示されたら、[ 一覧に追加 ] または [ 上書き ] を選択します。

同じ種類の製品間での利用を推奨します。異なる製品のプロジェクトからイベント設定を取り込むことは可
能ですが、正常に動作しない場合があります。
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JSON 形式で編集する

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. 編集画面が表示されたら、JSON 形式に従って内容を修正してください。

3. 修正が完了したら、画面下部の [ 保存 ] ボタンをクリックします。

修正した内容が JSON 形式に合っていない場合、画面下部にエラーメッセージが表示され、保存できませ
ん。表示されるエラーメッセージは、形式エラーの内容によって異なる場合があります。

JSON error

付録

発生条件・対象選択ガイド

メトリクスアラートにおけるイベントの発生条件とイベント対象の選択は、同一の構文を使用します。ただし、イベン
ト発生条件ではフィールド（Field）のキーを変数として使用し、イベント対象の選択ではタグ（Tag）のキーを変数と
して使用します。

レベル動作ガイド

イベントレベルは、危険（Critical）、警告（Warning）、正常（Info）の3段階に分類されます。

1. 優先順位に基づくイベント発生

複数のレベル条件を同時に満たした場合、最も優先度の高いイベントのみが発生します。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%
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現在の状態: CPU 95%
→ 結果: Critical イベントのみ発生（Warning は抑制される）

2. レベル上昇

進行中状態を持つイベントにおいて、低いレベルのイベントが進行中の状態で高いレベルの条件を満たす
と、両方のレベルが進行中状態になります。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

シナリオ:
1) CPU 80% → Warning 発生（進行中）
2) CPU 95% → Warning（進行中）、Critical（進行中）

3. レベル下降

進行中状態を持つイベントで、高いレベルから低いレベルへ遷移した場合、高いレベルは解消され、低いレ
ベルが維持されます。

例

設定:
- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%

シナリオ:
1) CPU 97% → Critical 発生
2) CPU 85% → Critical 解消、Warning 維持
3) CPU 65% → Warning 解消

4. 動作フロー

- Warning: CPU > 70%
- Critical: CPU > 90%
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メトリクス値: 60%   → 75%    → 92%    → 85%    → 60%
状態: 正常        Warning      Critical       Warning       正常

（発生）        （発生）        （維持）        （解消）
Warning

（維持）

進行中状態を持つイベントは、条件が満たされている間は継続して有効となり、条件が解除されるまで維持
されます。

条件設定ガイド

メトリクス名が数字で始まる場合、または特殊文字を含む場合は、 ${メトリクス名} の形式で記述する必要
があります。

• 括弧 ( ) , [ ]

• 演算子 + , - , * , / , %

• 区切り文字 : , @ , # , , , (空白)

• その他の特殊文字 ! , ^ , & , | , ~ , ```, =

${} 使用例:

${cpu(xos)} > 50
${mem[0]} >= 100
${cpu-usage} > 80
${namespace:cpu} > 70
${metric name} > 60
${4xx_error} > 10

${} なしで使用可能: 英字、アンダースコア（ _ ）、ドット（ . ）のみを含む場合

cpu > 80
cpu_usage > 50
CPUUtilization.Average > 0.8
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1. 比較演算子

数値比較

より大きい:        cpu > 80
以上:              cpu >= 80
より小さい:        memory < 1000
以下:              memory <= 1000
等しい:            status == 200
等しくない:        error != 0

文字列比較

status == 'OK'
region == "us-east-1"

2. 算術演算子

• 基本的な算術演算

加算:        cpu + 10 >= 90
減算:        memory - 100 >= 500
乗算:        cpu * 2 >= 100
除算:        disk / 1024 >= 100
剰余:        value % 10 == 0

• 括弧による優先順位の制御

(cpu + memory) * 2 >= 200
(disk - used) / total >= 0.2
((cpu + memory) / 2) >= 50

• 負の値の表現

cpu > -100

3. 論理演算子

• AND 演算（&&）
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cpu > 80 && memory > 1000
${cpu(xos)} > 50 && ${mem(xos)} > 60

• OR 演算（||）

cpu > 90 || memory > 90
disk < 10 || network > 1000

• 複合論理演算

(cpu > 50 && memory > 50) || disk < 20
cpu > 80 && (memory > 1000 || disk > 500)

4. パターンマッチング演算子

• LIKE 演算子

oname like 'prod-*'
url like '*error*'
message like 'WARN%'

• NOT LIKE 演算子

oname not like 'test-*'
url not like '*debug*'

5. 組み込み関数

• Null チェック関数

isNull(value)             # null かどうかを確認
isNotNull(value)          # null でないかを確認
nvl(value, 0)             # null の場合に既定値を返す
isEmpty(str)              # 空文字列かどうかを確認
isNotEmpty(str)           # 空文字列でないかを確認

• 集計関数
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sum(cpu, memory, disk)              # 合計
avg(cpu, memory)                    # 平均
max(cpu, memory, disk)              # 最大値
min(cpu, memory, disk)              # 最小値
count(value1, value2, value3)       # 件数

• 数学関数

round(cpu, 2)             # 四捨五入（小数点以下2桁）

• 文字列関数

length(str)                # 文字列の長さ
startsWith(str, 'prefix')  # 接頭辞の確認
endsWith(str, 'suffix')    # 接尾辞の確認
indexOf(str, 'search')     # 文字列の位置
substring(str, 0, 10)      # 部分文字列
trim(str)                  # 空白の削除
replace(str, 'old', 'new') # 文字列の置換
hasStr(str, 'search')      # 文字列の包含判定

• 条件関数

◦ if: 条件式が true の場合は true値 を返し、 false の場合は false値 を返す条件関数

形式

if(条件, true値, false値)

例

if(value >= 90, 'High', 'Medium') == 'High'

◦ decode: 値と条件を比較し、一致した条件の結果を返します。一致しない場合は既定値を返します

形式

リアルタイムログイベント

471



decode(値, 条件1, 結果1, 条件2, 結果2, ..., 条件N, 結果N, 既定値)

例

decode(value, 1, 'Low', 2, 'Medium', 3, 'High', 'Unknown') == 'Unknown'

◦ in: 値が指定した候補値のいずれかと一致した場合は true 、それ以外は false を返します

形式

in(値, 候補値1, 候補値2, ..., 候補値N)

例

in(status, 200, 201, 204) == false

記述時の注意事項

• 推奨事項

◦ 簡単な変数名は ${} を使わずに記述（例: cpu, memory）

◦ 特殊文字を含む場合は必ず ${} を使用

◦ 複雑な演算は括弧で明確に区切る

◦ 関数名は正確に入力（大文字と小文字を区別）

• 避けるべき事項

◦ 不完全な式の記述（例: cpu > , memory && ）

◦ 括弧の不一致（例: (cpu > 80 && cpu > 70) ）

◦ 演算子の連続使用(例: cpu >> 80 , cpu >< 80 )

リアルタイムログイベント

472



複合ログイベント設定
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 > 複合ログ タブ

収集したログデータを条件に合わせてフィルタリングして警告通知を設定できます。ログイベントを使用するには、ロ
グモニタリングを有効化する必要があります。ログモニタリングの有効化については、各製品のログドキュメントを参
照してください。

• 複合ログイベント: 設定したデータ照会範囲内のログを基準に、ログ検索条件を満たすログ数が閾値以上の場合に
イベントが発生します。

権限

複合メトリクスイベントを設定するには通知設定権限が必要です。 通知設定権限は、ホーム画面 > プロジェ
クト選択 > 管理 > 統合メンバー管理で、権限を付与するメンバーの アイコンをクリックして設定できま
す。

基本オプション

• 検索: イベント名またはイベント受信タグを選択して目的のイベントを検索

• JSONダウンロード/アップロード: イベントルールはJSONエディタで直接編集するか、ファイルにダウンロードし
て修正後に再アップロード可能

• 通知メッセージ設定: 受信するメッセージの詳細項目を選択し、項目ごとに内容を編集

• + イベント追加: 新しいログイベントを追加

表 | 複合ログイベント一覧構成

項目 説明

イベント名 通知タイトルとして使用されるイベント名

テンプレート 複合ログテンプレート
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項目 説明

カテゴリ ログ分類名（ログフォルダ名）

ルール イベントが発生する条件

イベント状態が解消され
たら追加通知

CriticalとWarningレベルのイベントが解消されたとき、正常（RECOVERED）状態の通
知を受信するかどうか
- 有効: 進行中 → 正常状態に移行したときRECOVERED通知を送信し、イベント履歴で進
行中/解消状態を区別して確認可能
- 無効: 閾値を超えるたびに単発のイベントが発生

イベント発生一時停止

イベント通知発生後、同じイベントの発生を一定時間停止
- 選択可能時間: 使用しない、5分、10分、15分、20分、30分、1時間、2時間、3時間、
6時間、12時間、1日
- 解消通知が有効な場合、正常（RECOVERED）状態の通知受信後、選択した時間中は同
じイベントが発生しても通知されない

インターバル ログデータを照会する時間範囲

イベント受信タグ イベント通知を受け取るユーザーまたはグループ（受信タグ）

イベントの編集と削除

イベントの有効化状態
- 有効: 条件を満たすとイベント発生
- 無効: イベントが動作せず、条件をチェックしない

イベント設定

設定したデータ照会範囲内のログを基準に、ログ検索条件を満たすログ数が閾値以上の場合に警告通知を設定できる
機能です。
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複合ログイベントの追加

1. アラート通知 > イベント設定の複合ログ タブをクリックしてください。

2. 画面右側の [ + イベント追加 ] ボタンをクリックしてください。

3. イベントルール追加ウィンドウでログイベント条件を設定してください。詳細については、基本設定、詳細
設定、追加設定を参照してください。

複合ログイベントの追加

4. イベントルール追加ウィンドウで設定が完了したら、[ 保存 ] ボタンをクリックしてください。

基本設定

• イベント名: イベントタイトルとして使用する名前を入力してください。

• イベント有効化: トグルボタンを有効にすると、条件を満たしたときにイベントが発生します。

• レベル: イベントレベル（Critical、Warning、Info）を選択してください。

詳細設定

テンプレート（プリセット）、メッセージ、カテゴリ、フィルター、イベント発行条件を設定します。

テンプレート（プリセット）

定義済みのプリセットを選択すると、フィルター、クエリタイプ、イベント発行条件が自動的に設定されます。プリセ
ットを選択後、必要に応じて変更できます。

複合ログテンプレートの種類

プリセット クエリタイプ デフォルトルール

使用しない none rows > 10

2xxステータスコード件数 count count > 10
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プリセット クエリタイプ デフォルトルール

3xxステータスコード件数 count count > 10

4xxステータスコード件数 count count > 10

5xxステータスコード件数 count count > 10

正常ステータスコード(2xx, 3xx)件数 count_v2 include_minus_exclude_count > 10

エラーステータスコード(4xx, 5xx)件数 count_v2 include_minus_exclude_count > 10

エラー受信件数 count count > 10

例外受信件数 count count > 10

毎秒ログ発生件数 rps rps > 100

フィールド集計（Aggregation） aggr avg > 1000

比率（Rate） rate rate > 10

ユニーク値数（Cardinality） cardinality cardinality > 100

パーセンタイル（Percentile） percentile p99 > 3000

メッセージ

イベント発生時に受け取る通知メッセージを入力してください。メッセージに変数を使用して動的なメッセージを構成
できます。

• 例示: メッセージ ${host} でエラー ${count} 件発生 → 通知メッセージ web-01でエラー15件発生

表 | メッセージ変数
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変数 説明 使用条件

${count} 条件に一致するログ件数 常に使用可能

${groupField} グループ化フィールド名 グループ化通知のみ

${groupValue} グループ化フィールド値 グループ化通知のみ

${フィールド名} グループ化フィールド値（フィールド名で直接参照） グループ化通知のみ

${count} 変数はグループ化の有無に関わらず、すべての通知で使用できます。 ${groupField} 、
${groupValue} 、 ${フィールド名} 変数はグループ化フィールドが設定されている場合のみ置換されます。

カテゴリ

ログ分類名（ログフォルダ名）をリストから選択するか、直接入力してください。カテゴリを選択してから検索キーと
検索値を入力できます。

フィルター

Luceneクエリ構文でログ検索条件を入力します。2種類の入力モードをサポートします。

• フィルターモード : フィールドと値を選択してクエリを構成します。

• コードモード : Luceneクエリを直接入力します。

表 | Luceneクエリ例

クエリ 説明

level:ERROR levelフィールドがERRORのログ

status_nxx:status_4xx OR status_nxx:status_5xx 4xxまたは5xxステータスコード

appender:accessLog accessLog appenderのログ

response_time.n:* response_time.nフィールドが存在するログ
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クエリ 説明

host:web-01 AND level:ERROR web-01ホストのエラーログ

イベント発行条件

クエリタイプ別に設定します。選択したテンプレート（プリセット）またはクエリタイプに応じて、追加設定項目が表
示されます。

表 | イベント発行条件キーの意味

キー 意味

rows / count フィルター条件に一致するログ件数

rps 毎秒ログ発生件数（件数 / インターバル秒）

avg 対象フィールド値の平均

sum 対象フィールド値の合計

min 対象フィールド値の最小値

max 対象フィールド値の最大値

rate 分子件数 / 分母件数 × 100（%）

cardinality 対象フィールドのユニーク値数

p99 / p95 / p90 / p75 / p50 対象フィールドのパーセンタイル値

include_minus_exclude_count 含むフィルター件数 - 除外フィルター件数

• 件数（count / none）: 設定したフィルター条件に一致するログの件数をカウントします。

表 | 件数設定項目
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設定項目 説明

フィルター ログ検索条件（Luceneクエリ）

イベント発行条件 件数 または 条件に一致するログ {演算子} {閾値} （例: count > 10 ）

• 毎秒ログ発生件数（rps）: 設定したフィルター条件に一致するログの毎秒発生件数（Requests Per Second）を計
算します。インターバル時間中の総件数をインターバル秒数で割って算出します。

表 | 毎秒ログ発生件数設定項目

設定項目 説明

フィルター ログ検索条件（Luceneクエリ）

イベント発行条件 RPS {演算子} {閾値} （例: rps > 0.5 ）

• フィールド集計（aggr）: 指定した数値フィールドの集計値（平均、合計、最小値、最大値）を計算します。イベ
ント発行条件で集計方式をドロップダウンから選択できます。

表 | フィールド集計設定項目

設定項目 説明

フィルター ログ検索条件（Luceneクエリ）

対象フィールド 集計対象の数値フィールド（例: response_time.n ）

イベント発行条件 平均 / 合計 / 最小値 / 最大値 {演算子} {閾値} （例: avg > 1000 ）

• 比率（rate）: 分子フィルターと分母フィルターの件数比率（%）を計算します。全ログに対する特定条件の比率を
監視する際に有用です。

表 | 比率設定項目
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設定項目 説明

フィルター（分子） 比率計算の分子となるログ条件（例: level:ERROR ）

分母フィルター 比率計算の分母となるログ条件（例: level:* ）

イベント発行条件 比率（%） {演算子} {閾値} （例: rate > 10 ）

◦ 例示: フィルター level:ERROR 、分母フィルター level:* 、ルール rate > 10 → 全ログ中のエラー比率が10%
を超えると通知が発生

• ユニーク値数（cardinality）: 指定したフィールドのユニーク値数を計算します。異常に多くの種類の値が発生す
る場合を検出する際に有用です。

表 | ユニーク値数設定項目

設定項目 説明

フィルター ログ検索条件（Luceneクエリ）

対象フィールド ユニーク値を計算するフィールド（例: host ）

イベント発行条件 ユニーク値数 {演算子} {閾値} （例: cardinality > 100 ）

• パーセンタイル（percentile）: 指定した数値フィールドのパーセンタイル値を計算します。レスポンスタイムのテ
ールレイテンシを監視する際に有用です。パーセンタイルの選択を変更すると、イベント発行条件のキーが自動的
に更新されます。

表 | パーセンタイル設定項目

設定項目 説明

フィルター ログ検索条件（Luceneクエリ）

対象フィールド パーセンタイルを計算する数値フィールド（例: response_time.n ）

パーセンタイル P99、P95、P90、P75、P50から選択
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設定項目 説明

イベント発行条件 P99 / P95 /... {演算子} {閾値} （例: p99 > 3000 ）

表 | パーセンタイルの意味

パーセンタイル 意味

P50 中央値。全データの50%がこの値以下

P75 全データの75%がこの値以下

P90 全データの90%がこの値以下

P95 全データの95%がこの値以下

P99 全データの99%がこの値以下

• 含む/除外件数（count_v2）: 含むフィルターの件数から除外フィルターの件数を引いた純件数を計算します。

表 | 含む/除外件数設定項目

設定項目 説明

フィルター（含む） 含むログ条件（例: status_nxx:status_4xx OR status_nxx:status_5xx ）

フィルター除外 除外するログ条件（例: status_nxx:status_4xx ）

分母フィルター 比率計算用の分母（任意）

イベント発行条件 含む-除外件数 {演算子} {閾値} （例: include_minus_exclude_count > 10 ）

◦ 例示: フィルター status_nxx:status_4xx OR status_nxx:status_5xx 、フィルター除外 status_nxx:status_4xx
→ 4xx+5xxから4xxを除いた純5xx件数が10を超えると通知が発生
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グループ化フィールド（Group By）

グループ化フィールドを設定すると、そのフィールドの値ごとに独立して通知条件が判定されます。ドロップダウンか
らグループ化するフィールドを選択します。ドロップダウンをクリックすると、現在のカテゴリで使用可能なフィール
ド一覧がオートコンプリートで表示されます。

• 例示: フィルター level:ERROR 、グループ化フィールド host 、ルール rows > 3

表 | グループ化設定の比較

項目 グループ化なし グループ化あり

判定単位 全ログを1つに集計 グループ値ごとに独立して集計

通知発生 1件 条件を満たすグループ数分

通知タイトル イベントタイトル [グループ値] イベントタイトル

Stateful 全体基準での状態遷移 グループごとに独立した状態遷移

◦ [web-01] エラー通知 — web-01でエラー8件 → 通知発生

◦ [web-02] エラー通知 — web-02でエラー5件 → 通知発生

◦ [api-01] エラー通知 — api-01でエラー2件 → 条件未達、通知なし

イベント状態が解消されたら追加通知を有効にした場合、グループごとに独立してABNORMAL →
RECOVERED状態が遷移します。例えば web-01 のエラーが解消されると [web-01] RECOVERED 通知が
発生し、他のホストの状態には影響しません。

追加設定

• インターバル: 選択した時間（ unset 、 1分 、 5分 、 10分 、 30分 、 1時間 、 12時間 ）間隔で通知条件を確認
します。

• 無音: イベント発生後、選択した時間（ unset 、 1分 、 5分 、 10分 、 30分 、 1時間 、 12時間 ）中は同じイベ
ントが発生しません。
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• イベント動作時間: 特定の時間帯（業務/非業務/メンテナンス時間など）にイベントが動作するようにタグを設定し
てください。タグを設定しない場合、イベントが有効な状態で24時間常時動作します。

1. + 追加をクリックしてください。

2. イベント動作時間で**+新しいタグを作成**をクリックしてください。

3. イベント動作時間タグの作成でタグ名、曜日、時間、色を選択し、[ 適用 ] ボタンをクリックしてくださ
い。

4. 作成したタグはタグリストで確認でき、チェックボックスを選択すると適用されます。

5. 変更または削除するタグの アイコンをクリックして、イベント動作時間タグの編集でタグを編集または
削除できます。

タグを削除すると、そのタグが適用されているすべてのユーザーのタグが削除されます。ただし、イベン
トルールで使用中のタグは削除できません。

• イベント受信タグ: イベントに受信タグを設定すると、そのタグを持つプロジェクトメンバーに通知が送信されま
す。受信タグを設定しない場合、プロジェクト内のすべてのユーザーに通知が送信されます。

1. + タグ追加または+をクリックしてください。

2. イベント受信タグウィンドウ下部の**+ 新しいタグを作成**をクリックしてください。

3. タグ作成ウィンドウでタグ名を入力し、色を選択してから、[ タグ作成 ] ボタンをクリックしてタグを作
成してください。

4. 作成されたタグはタグリストの アイコンをクリックして編集または削除してください。

5. イベント受信タグウィンドウのタグリストから目的のタグを選択すると適用されます。

イベント設定時にイベント受信タグを選択して、そのタグを持つプロジェクトメンバーとサードパーティ
プラグインに通知を送信できます。アラート通知 > 通知設定でプロジェクトメンバーとサードパーティプ
ラグインにそれぞれタグを指定できます。

シミュレーション

通知を保存する前に、過去のデータでシミュレーションして通知発生予測件数を確認できます。
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1. 通知設定を完了後、下部の時間範囲を選択してください。

2. [ シミュレーション ] ボタンをクリックしてください。

3. チャートに時間帯別データと通知発生回数が表示されます。

シミュレーション時間範囲を調整して、さまざまな時間帯の通知発生パターンを確認できます。直
近1〜2分のデータはインデックスビルド遅延により照会されない場合があります。

4. イベントルール追加ウィンドウで設定が完了したら、[ 保存 ] ボタンをクリックしてください。

ログエクスプローラーから通知を作成

ログエクスプローラーから直接通知を作成できます。

1. ログ > ログ検索メニューに移動してください。

2. カテゴリと検索クエリを設定してください。

3. 画面右上の [ イベント追加 ] ボタンをクリックしてください。

4. Drawerで通知設定フォームが開き、現在のカテゴリと検索クエリが自動的に入力されます。

5. 追加設定を完了し、[ 保存 ] ボタンをクリックしてください。

6. 保存完了後、[ 移動 ] ボタンをクリックすると通知一覧に移動します。

イベントの編集/削除

1. アラート通知 > イベント設定の複合ログタブに移動してください。

2. ログイベントリストで編集または削除するイベントの アイコンをクリックしてください。

3. イベント設定画面でオプションを変更し、[ 保存 ] ボタンをクリックしてください。

a. 選択したイベントを削除するには、イベント設定画面の右上の [ 削除 ] ボタンをクリックしてください。
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イベントの共有

メトリクスイベント設定を JSON ファイルとして保存し、他のユーザーと設定を共有したり、他のユーザーの設定を取
り込んだりすることができます。

• JSON ファイル名: event-rules- YYYYMMDD .json

エクスポート

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. JSON 編集画面が表示されたら、[ エクスポート ] ボタンをクリックします。

• イベントを検索した状態でエクスポート機能を使用すると、検索結果のみが JSON ファイルとしてダウ
ンロードされます。

3. JSON ファイルがダウンロードされたら、共有したい他のユーザーに渡してください。

インポート

1. 画面右上の [ ] ボタンをクリックします。

2. エクスポート 機能でダウンロードした JSON ファイルを選択します。

3. JSON 編集画面が表示されたら、[ 一覧に追加 ] または [ 上書き ] を選択します。

同じ種類の製品間での利用を推奨します。異なる製品のプロジェクトからイベント設定を取り込むことは可
能ですが、正常に動作しない場合があります。

JSON 形式で編集する

1. 画面右上の [ JSON ] ボタンをクリックします。

2. 編集画面が表示されたら、JSON 形式に従って内容を修正してください。

3. 修正が完了したら、画面下部の [ 保存 ] ボタンをクリックします。
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修正した内容が JSON 形式に合っていない場合、画面下部にエラーメッセージが表示され、保存できませ
ん。表示されるエラーメッセージは、形式エラーの内容によって異なる場合があります。

JSON error
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データベース
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント設定 classic

データベースの指標ごとにイベント条件を設定し、アラート通知を送信します。指標ごとにしきい値を入力すること
で、危険 および 警告 レベルに分けて通知できます。

基本オプション

データベースインスタンスの主要指標を基準にイベント条件を設定できます。

• インスタンス: イベント条件を設定するデータベースエージェント

• データベース: モニタリング対象のデータベース

• エージェント非アクティブ警告: 設定した時間後に応答がない場合、エージェントから警告通知を送信

表 | データベースイベント設定画面の構成

項目 説明

メトリクス イベント条件を設定するデータベース指標

危険 Critical レベルのしきい値

警告 Warning レベルのしきい値

検知回数
指標が 5 秒ごとに収集される際、しきい値を連続して超過した回数
– 例: 3 回に設定した場合、 5 秒 × 3 回連続 条件で通知

状態解消時の追加通知
イベント発生後、正常状態に復旧したことを知らせる追加通知
– DBX エージェント 1.6.30 以上対応

イベント削除

イベントの有効 / 無効
- 有効: 条件を満たすとイベント発生
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項目 説明

- 無効: イベントは動作せず条件も評価されません

イベント追加

選択した メトリクス 項目に基づき、入力した 危険 および 警告 条件が 検知回数 分だけ発生すると、アラート通知を送
信するよう設定できます。

1. アラート通知 > イベント設定 classic に移動します。

2. インスタンス でアラートを設定するエージェントを選択します。

3. [ + イベント追加 ] ボタンをクリックします。

4. メトリクス から目的の指標を選択します。

5. 危険 と 警告 の比較演算子（ < , ≤ , > , ≥ ）を選択し、数値を入力します。

• 設定値を超過するとアラートが発生します。

6. 検知回数 に希望する数値を入力します。

• 5 秒間隔で設定回数連続発生すると通知されます。

• 例: 検知回数が 3 の場合
5 秒（1 回目） - 5 秒（2 回目） - 5 秒（3 回目） → 合計 15 秒 → 通知

7. 状態解消時の追加通知 を有効にすると、イベントが解消（RECOVERED）された際に追加通知が送信されま
す。

状態解消時の追加通知 機能は DBX エージェント バージョン 1.6.30 以上 で対応しています。

8. 右端のトグルボタンを有効（ ）にするとアラート通知が送信されます。

a. イベントを削除する場合は、該当イベントの をクリックしてください。

アラート複製

現在選択しているインスタンスに作成したアラートイベントを、他のインスタンスに複製できます。

データベース
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1. アラート通知 > イベント設定 classic に移動します。

2. [ アラート複製 ] ボタンをクリックします。

3. アラート複製 画面で複製先インスタンスを選択します。すべてのインスタンスに複製する場合は 全体選択 を
選択してください。

4. [ 複製 ] ボタンをクリックしてアラートを複製します。

複製先インスタンスに既存のアラートイベントがある状態で アラート複製 機能を使用すると、既存のアラー
トイベントは削除されます。

エージェント非アクティブ警告

設定した時間後に応答がない場合、エージェントから警告通知を送信します。

1. アラート通知 > イベント設定 classic に移動します。

2. エージェント非アクティブ警告 で希望する時間（ 30秒 , 1分 , 2分 , 3分 , 5分 , 10分 , 30分 ）を選択し
ます。

3. 右側のトグルボタンをクリックして有効化します。

• 有効: 設定した時間中にエージェントからデータを受信できない場合、INACTIVE MONITORING
AGENT イベントが発生します。

基本アラート: Connection FAILED

イベントルールを別途設定しなくても、エージェントが DB 接続に 15 回以上失敗した場合、アラートが送信されま
す。DB シャットダウンやネットワーク障害、アカウントまたは権限の問題が原因となる場合があります。
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通知設定
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > 通知設定

ユーザー別アラート受信設定

ユーザー別アラート受信設定 における他メンバーの情報は、メンバー管理 権限を持つメンバーのみが確認で
きます。それ以外のメンバーには、必須情報がマスキングされて表示されます。

• イベント通知の一括受信設定およびアクセス設定のためのモバイル端末管理は、アカウント情報 で行う
ことができます。

• メンバー権限の詳細については、こちらのドキュメント を参照してください。

通知手段の設定

メール、SMS、WhatsApp、モバイル による通知を提供します。

ユーザー別アラート受信設定 セクションで、受信したい通知手段のチェックボックスを選択すると警告アラートを受
信できます。通知手段のチェックボックスを解除すると、その手段ではアラートは送信されません。

プロジェクトの最高管理者を除き、すべてのユーザーは自分自身の受信設定のみ変更できます。

メール通知

メール通知は、会員登録時に入力したメールアドレス宛に送信されます。

SMS通知

SMSで通知を受信できます。

SMS通知機能は、有料プロジェクトでのみ利用できます。

通知設定
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1. 画面右上の プロフィールアイコン をクリックし、アカウント管理 に移動します。

2. アカウント情報 の ユーザー電話番号 セクションで、[ 一般携帯電話 ] ボタンをクリックします。

3. 認証番号を受信する 電話番号 を入力します。

• SMS通知を受信できる電話番号は、韓国の携帯電話番号のみ対応しています。

4. [ 保存 ] ボタンをクリックします。

登録した電話番号の変更および削除

• 電話番号を変更する場合は、[ 変更 ] ボタンをクリックしてください。SMS認証が必要です。

• 電話番号を削除する場合は、[ 削除 ] ボタンをクリックしてください。削除後は、SMSによる通知を受信
できなくなります。

WhatsApp通知

WhatsAppを通じて通知を受信できます。

WhatsApp通知機能は、有料プロジェクトでのみ利用できます。

1. 画面右上の プロフィールアイコン をクリックし、アカウント管理 に移動します。

2. アカウント情報 の ユーザー電話番号 セクションで、[ WhatsApp ] ボタンをクリックします。

3. 認証番号を受信する 電話番号 を入力します。

4. [ 認証番号送信 ] ボタンをクリックします。

5. WhatsAppアプリケーションに送信された6桁の認証番号を入力します。

• 10分以内に認証番号を受信できなかった場合は、[ 認証番号再送信 ] ボタンをクリックしてください。

6. [ 認証 ] ボタンをクリックします。

モバイル通知

モバイル通知を受信するには、モバイル端末にWhaTapアプリケーションをインストールし、ログインする必要があり
ます。
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• WhaTapアプリケーションをダウンロード – Android

• WhaTapアプリケーションをダウンロード – iOS

繰り返し通知（エスカレーション）設定

アラート発生後も状況が解消されない場合、初回アラート発生時刻を基準に通知を繰り返す間隔を設定できます。この
設定は Critical レベルのアラートにのみ適用されます。

例えば、初回アラート発生から即時（0分）、1時間後、1日後に通知を繰り返す場合は、繰り返し通知（エスカレーシ
ョン） カラムに 0,1H,1D と入力します。

1. アラート通知 > 通知設定 に移動し、ユーザー別アラート受信設定 セクションを開きます。

2. 繰り返し通知（エスカレーション） 項目で設定します。

• M: 分、H: 時間、D: 日。単位を省略した場合は分単位として扱われます。

• 数値、または 数値＋単位（M, H, D）の形式で入力してください。入力形式が正しくない場合はメッセー
ジが表示されます。

3. [ 保存 ] ボタンをクリックしてください。保存しない場合、設定は反映されません。

イベント受信タグ

イベント設定時に イベント受信タグ を選択すると、そのタグを持つプロジェクトメンバーや 3rd-party プラグインに
通知を送信できます。イベント受信タグを設定しない場合、すべてのプロジェクトメンバー に警告アラートが送信さ
れます。

イベント受信タグの追加・編集・削除

イベントに 適用中のイベント受信タグ は削除できません。

1. アラート通知 > 通知設定 に移動します。

2. ユーザー別アラート受信設定 セクションのユーザー一覧で、+ タグ追加 または + をクリックします。

3. イベント受信タグ 画面で + 新しいタグ作成 をクリックします。

4. タグ作成 画面でタグ名を入力し、色を選択して [ タグ作成 ] ボタンをクリックします。
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5. 作成されたタグは、タグ一覧の をクリックして編集または削除できます。

6. イベント受信タグ 画面の タグ一覧 から使用したいタグを選択すると適用されます。

イベント受信タグを解除する

1. アラート通知 > 通知設定 に移動し、ユーザー別アラート受信設定 セクションを開きます。

2. イベント受信タグを解除したいユーザーの イベント受信タグ 項目にある + をクリックします。

3. イベント受信タグ 画面で、解除したいタグの X をクリックすると、そのタグが解除されます。

受信タグ未設定のアラートを受信する

イベント設定時にイベント受信タグを選択すると、そのタグを持つプロジェクトメンバーや 3rd-party プラグインに通
知を送信できます。

• イベント受信タグが設定されていないアラートを受信するには、受信タグ未設定のアラートを受信 オプションを有
効にしてください。

• イベント受信タグが設定されているアラートのみ受信したい場合は、このオプションを無効にしてください。

すべての警告アラートを受信しない場合は、このオプションを無効にし、イベント受信タグ が一つも選択さ
れていない状態にしてください。

イベント受信モードの選択

ユーザー別アラート受信設定セクションで、メンバーまたはサードパーティチャネルごとにイベント通知の受信範囲を
次の3つのモードから選択できます。受信モードは、各メンバーまたはチャネル行のイベント受信タグ列で選択しま
す。

Mode Description

すべての通知を受信 イベント受信タグに関係なく、すべての警告通知を受信

選択したタグのみ通知を受信 選択したイベント受信タグを持つ警告通知のみ受信。タグを最低1つ以上選択

すべての通知を受信しない いかなるイベント通知も受信しない。選択したタグは削除されずそのまま保存
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• 選択したタグのみ通知を受信モードでは、タグ選択領域で通知を受信するタグを1つ以上選択してください。

• イベント受信タグが指定されていない警告通知まで受信するには、タグ選択領域で未分類仮想タグを選択してくだ
さい。未分類タグは通常のタグと同様に選択または解除でき、タグ自体を編集・削除することはできません。

すべての通知を受信しないモードでは、該当メンバーまたはチャネルがイベント通知をまったく受信しませ
ん。このとき選択したタグは削除されず保存されるため、再び選択したタグのみ通知を受信モードに切り替
えると、以前に選択したタグ設定をそのまま使用できます。

通知受信言語の選択

ユーザーが受信するアラート通知の言語を選択できます。

1. アラート通知 > 通知設定 に移動します。

2. ユーザー別アラート受信設定 セクションのユーザー一覧で、言語を設定したいユーザーの一番左にある ▶ ボ
タンをクリックします。

3. 通知受信言語 を選択します。

曜日・時間別通知設定

ユーザーごとに、曜日および時間帯別の通知受信可否を設定できます。

1. アラート通知 > 通知設定 に移動します。

2. ユーザー別アラート受信設定 セクションのユーザー一覧で、曜日・時間別通知を設定したいユーザーの一番
左にある ▶ ボタンをクリックします。

3. 警告アラートを受信したい曜日を選択するか、時間帯を入力します。

• 通知手段ごとに設定できます。

サードパーティプラグイン

外部アプリケーションを通じて警告アラートを受信できます。

• 対応アプリケーション: Slack、Telegram、Teams、Teams Workflows、Jandi、AlertNow、Webhook、Webhook
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JSON、Opsgenie、PagerDuty、LINE、ilert

WhaTap のサポート範囲に含まれない社内メッセンジャーは、標準の Webhook または Webhook JSON を
使用して連携できます。

表 | サードパーティプラグイン一覧

項目 説明

プラグイン名 プラグインの名称

認証キー 認証キー

認証値 認証値

受信レベル 警告、全体、危険のいずれか

繰り返し通知（エスカレーション）
問題が解消されない場合、初回通知時刻から再通知する間隔
- Critical レベルのアラートにのみ適用

Smart メッセージ（AI）
Telegram プラグイン追加時に AI 通知機能を提供
- 対応言語：韓国語、英語、日本語

イベント受信タグ プロジェクト内の特定メンバーまたはチームに対する通知受信設定

削除 サードパーティプラグインの削除

サードパーティプラグインの追加

1. アラート通知 > 通知設定 に移動します。

2. サードパーティプラグイン セクションで 追加 ボタンをクリックします。

3. サードパーティプラグイン追加 画面で、使用するサービスのタブを選択します。

4. 選択したサービスの案内（サードパーティプラグイン通知の追加方法）に従って設定します。

5. 受信テスト ボタンをクリックして設定を確認します。
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6. すべて完了したら 追加 または 登録 ボタンをクリックします。

サードパーティプラグイン通知の追加方法

Slack

サードパーティプラグイン追加 画面の Slack タブで、[ Slackに登録 ] ボタンをクリックすると、Slack
のチームおよびチャンネルに WhaTapNotiBot を登録できます。

Telegram

1. Telegramで @WhaTapApmNotiBot を検索してください。

Telegram

2. ボットを選択し、[ 開始 ] ボタンをクリックします。

3. チャット画面に /license コマンドと、通知を受信したいプロジェクトのアクセスキーを入力
してください。

Telegram

使用可能なコマンド一覧

• /help : コマンド一覧を表示

• /license : 通知を受信するプロジェクトのアクセスキーを入力

• /remove : 通知を受信しないプロジェクトコードを入力

• /list : 現在通知を受信しているプロジェクトコードを表示

Teams

1. 通知を受信したいチャンネルの コネクタ に移動します。
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2. Webhook を追加し、[ 構成 ] ボタンをクリックします。

3. Webhook 名を入力し、[ 作成 ] ボタンをクリックします。

通知設定

498



4. 生成された Webhook URL をコピーします。

5. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Teams タブ下
部の Channel Name と Webhook URL に値を入力します。

6. [ 登録 ] ボタンをクリックします。

Teams Workflows
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ワークフローを使用するには、Microsoft Teams にアクセス可能なアカウントと ビジネスプランのサブ
スクリプションが必要です。

1. チーム メニューの その他の操作 (...) > チャネルを追加 をクリックします。

2. チャネルの作成 画面で チャネル名 と 説明 を入力します。チャネルの種類 は 標準 を選択し、[
作成 ] ボタンをクリックします。
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チャネルの種類を 共有 にするとワークフローは使用できません。プライベート を選
択した場合、ワークフローは追加できますが通知は受信できません。

3. 作成したチャネルの その他の操作 (...) > ワークフロー をクリックします。
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4. ワークフロー ダイアログの一覧から Webhook 要求を受信したらチャネルに投稿 を選択し、[
ワークフローを追加 ] ボタンをクリックします。
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5. 名前 と 接続 の状態を確認し、[ 次へ ] ボタンをクリックします。

6. 詳細 を確認後、[ ワークフローを追加 ] ボタンをクリックします。

7. ワークフローが追加されました。生成された URL をコピーします。

8. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Teams
Workflows タブ下部の Channel Name と Webhook URL に値を入力します。

9. [ 登録 ] ボタンをクリックします。

Jandi
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1. 通知を受信する トピック または チャット で、Jandi Connect 設定 に移動します。

2. コネクト一覧 から Webhook 受信（Incoming Webhook） を選択し、[ 連携する ] ボタンをク
リックします。

3. [ Webhook 受信を追加 ] ボタンをクリックします。

4. Webhook URL 登録 項目に表示される Webhook URL をコピーします。

5. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Jandi タブ下
部の Channel Name と Webhook URL に値を入力します。

6. [ 登録 ] ボタンをクリックします。
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AlertNow

1. AlertNow サービスにアクセスし、設定 > Integration メニューに移動します。

2. Integration 画面で [ Integration 作成 ] ボタンをクリックします。

3. Integration タイプの中から WhaTap を選択します。

4. Integration 作成 画面で、名前 および 命名規則 を設定します。

5. [ 確認 ] ボタンをクリックすると、Integration が作成されます。

6. 作成された Integration の一覧を確認し、該当する Integration を選択します。
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7. 詳細画面で、URL 右側のコピーアイコンをクリックして URL をコピーします。

8. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、AlertNow タ
ブ下部の Channel Name と Webhook URL に値を入力します。

9. [ 登録 ] ボタンをクリックします。

Webhook

1. 通知を受信する Webhook を登録します。登録した URL に対して、通知の title と text が
POST メソッドで送信されます。

{
"title":"Alert Title",
"text": "Sample warning message"

}

2. Webhook Name と Webhook URL の項目を入力します。

3. [ 登録 ] ボタンをクリックします。
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Webhook JSON

1. 通知を受信する Webhook を登録します。登録した URL に対して、通知データが JSON 形式で
POST メソッドにより送信されます。JSON に含めることができる置換変数については、使用可
能な変数を参照してください。

• ${something} は WhaTap が提供する置換値を表します。対応する全一覧と意味について
は、使用可能な変数を参照してください。

• イベント状態（ status ）は、イベント発生（ on ）と イベント解消（ off ）に区別されま
す。

• level は None 、 Info 、 Warning 、 Critical に区別されます。

{
"pcode": "${pcode}",
"projectName": "${projectName}",
"time": "${time}",
"oid": "${oid}",
"oname": "${oname}",
"title": "${title}",
"message": "${message}",
"level": "${level}",
"status": "${status}",
"metricName": "${metricName}",
"metricValue": "${metricValue}",
"metricThreshold": "${metricThreshold}",
"uuid": "${uuid}",
"okind": "${okind}",
"onode": "${onode}"

}

2. Webhook Name と Webhook URL の項目を入力してください。

3. ヘッダー値を追加するには、ユーザーヘッダー値の追加 の + 追加 をクリックし、key と value
を入力してください。

4. [ 登録 ] ボタンをクリックしてください。

Opsgenie
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1. Teams メニューで、アラートを受信するチームを選択してください。

2. Integration メニューに移動し、[ Add Integration ] ボタンをクリックしてください。

3. インテグレーション一覧で API を検索し、選択してください。

4. API 名を設定し、チームを割り当て、各権限を設定した後、[ Save Integration ] ボタンをクリ
ックしてください。
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5. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Opsgenie タ
ブ下部の Name と API Key を入力してください。

6. [ 登録 ] ボタンをクリックしてください。

PagerDuty

1. PagerDuty アカウントを登録し、ログインしてください。

2. PagerDuty で Services > Service Directory メニューに移動し、[ + New Service ] ボタンをクリ
ックしてください。

PagerDuty

3. サービス情報（Name）を入力し、[ Next ] ボタンをクリックしてください。

PagerDuty

4. Escalation Policy を設定し、[ Next ] ボタンをクリックしてください。
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PagerDuty

5. Alert Grouping と Transient Alerts を設定し、[ Next ] ボタンをクリックしてください。

PagerDuty

6. Integrations で Event API V2 を選択し、[ Create Service ] ボタンをクリックしてください。

PagerDuty

7. 作成されたサービス画面で Integration Name と Integration Key の値をコピーしてくださ
い。

PagerDuty

8. WhaTap モニタリングサービスの サードパーティプラグインの追加 画面に戻り、Integration
Name と Integration Key を入力してください。

9. [ 登録 ] ボタンをクリックしてください。

メッセージを受信できない、またはプラグインが登録されない場合は、Integration Name ま
たは Integration Key の値が正しいか確認してください。

LINE

1. LINE アプリをインストールしてください。

2. 以下の QR コードをスキャンして、WhaTapLabs 公式チャンネルを友だち追加してください。

LINE 3rd パーティプラグイン追加

3. 次のコマンドを使用して、プロジェクトを LINE と連携し、通知を設定してください。

コマンド

/help # 使用可能なコマンド一覧を表示
/list # 連携されているプロジェクト一覧を表示
/license [アクセスキー] # 新しいプロジェクト連携を追加
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/remove [プロジェクトコード] # プロジェクト連携を解除
/language [ko|ja|en] # 通知言語を設定（韓国語／日本語／英語）

• プロジェクトのアクセスキーは 管理 > プロジェクト管理 で確認できます。

• LINE 内で /language コマンドを使用した場合、その設定は 該当する LINE チャットルー
ム内のみ に適用されます。他の 3rd パーティプラグインやプロジェクトの通知言語は変更
されません。

使用例

/license XXXXXXXXXX # プロジェクトを連携
/language ko # 言語を韓国語に設定
/list # 連携済みプロジェクトを確認

• プロジェクトアクセスキー: WhaTap プロジェクト内の 管理 > プロジェクト管理 で確認でき
ます。

• 言語設定: /language コマンドは LINE チャットルーム内でのみ有効で、他の通知チャネル
の言語は変更されません。

ilert

1. ilert コンソールの Alert sources 画面右上にある [+ Create alert source] をクリックします。

2. Integration type ステップ下部の Filter integrations 検索欄に WhaTap を入力して検索しま
す。

3. 検索結果から WhaTap タイルを選択し、[ Next ] ボタンをクリックします。

4. アラートソース名を入力し、チームを指定した後、[ Next ] ボタンをクリックします。

• エスカレーションポリシーは、新規作成または既存のものを選択できます。

5. アラートのグループ化方式を選択し、[ Continue setup ] ボタンをクリックします。

• 最初に選択した Do not group alerts は後から変更可能です。

6. 次の画面で アラートテンプレートや優先度などの追加設定 を行うことができます。ここでは [
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Finish setup ] ボタンをクリックして設定を完了します。

7. 設定が完了すると、完了画面で API キー または Webhook URL が生成されます。

8. Webhook JSON タブで生成された Webhook URL をコピーし、下部の Webhook URL 入力欄
に貼り付けます。

9. [ 登録 ] ボタンをクリックします。

大量アラート発生の防止

短時間に大量のアラートが発生した場合、指定した時間だけアラート通知を一時的に停止します。たとえば、5 分間に
20 件のイベントが発生すると、その後 5 分間は警告アラートが送信されません。設定した 停止時間 が経過すると、大
量アラート防止機能は自動的に解除されます。

1. 次の画面に移動してください。アラート通知 > 通知設定 > 大量アラート通知発生防止 セクション

2. トグルボタンをクリックして 有効化 または 無効化 します。

• 有効: 大量アラートを検知した場合、一時的に通知を停止

• 無効: アラート通知を再開

3. 検知時間, 検知回数, 停止時間 を設定してください。

• 検知時間 内に 検知回数 以上のイベントが発生すると、停止時間 の間、警告アラートが停止されます。

大量アラートによってブロックされた場合、ブロック案内ボックスが表示されます。大量アラート防止機能
をすぐに解除するには、ボックス内の 大量アラート発生中止 ボタンをクリックしてください。
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イベント通知フォーマット

共通アラートテンプレート

共通テンプレートは、ほとんどのケースで適用できます。さまざまな環境において、同一のフォーマットでアラートを
受信できます。

• プロダクトタイプ: アプリケーション、データベース、Kubernetes

• イベントタイプ: アプリケーションアラート、データベースアラート、メトリクスアラート

• イベントチャネル: SMS、Mobile、3rd-party プラグイン、プラグイン

イベントタイトル

Event title format

[Level][Platform][ProjectName][ApplicationName][EventTitle]

Event title example

[Info][JAVA][アプリケーションプロジェクト][TC-0-1-8081][CRITICAL_HIGH_MEMORY]

ApplicationName が設定されていない場合、イベントタイトルから省略されます。

• Platform は以下のいずれかで表示されます。
◦ JAVA

◦ NODEJS

◦ PYTHON

◦ PHP

◦ DOTNET

◦ GO

◦ POSTGRESQL
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◦ ORACLE

◦ MYSQL

◦ MSSQL

◦ BSM_JAVA

◦ CLOUDWATCH

◦ TIBERO

◦ KUBERNETES

◦ KUBE_NS

◦ URLCHECK

◦ URLCHECK_ADMIN

◦ CUBRID

◦ ALTIBASE

◦ CLUSTER

◦ REDIS

◦ MONGODB

◦ VR

◦ RUM

イベントメッセージ

イベントメッセージに含めることができる情報です。 optional が false の場合、常にメッセージに含まれます。
optional が true の場合、該当データが確認できるときのみ表示されます。

イベントメッセージ例

Project Name : アプリケーションプロジェクト
Project Code : 3
Agent Name : TC-0-1-8081
Message : RECOVERED: Memory is too high. less than 10%
Event Time : 2022-04-12 18:53:24 +0900

イベント通知フォーマット

514



Event OFF Time : 2022-04-12 18:53:24 +0900
Alert Type : APPLICATION_MEMORY
Metric Name : memory
Metric Value : 20
Metric Threshold : 10
Stateful : true

表 | イベントメッセージ構成要素

En Ko
対応するアラートタ

イプ
説明

Project Name プロジェクト名 全て -

Project Code
プロジェクトコー
ド

全て -

Agent Name エージェント名 全て（optional） oname

Message
イベントメッセー
ジ

全て -

Alert Type イベント種別 全て 下記の AlertType 表を参照

Event Time イベント発生時間 全て
2022-04-13 10:40:49 +0900 の
+0900 は GMT オフセット

Event Off Time イベント解除時間 全て（optional）
2022-04-13 10:40:49 +0900 の
+0900 は GMT オフセット

Metric Name メトリクス名 全て（optional）
イベント条件判定に使用されるメト
リクス名

Metric Value メトリクス値 全て（optional）
メトリクス値が閾値を超えた場合に
含まれる

Metric Threshold メトリクス閾値 全て（optional） メトリクス条件の閾値
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En Ko
対応するアラートタ

イプ
説明

Stateful 復旧イベント通知 全て（optional）
復旧通知が有効な場合 true 、それ以
外は false

Event Rule イベント発生条件 メトリクスアラート -

Target Filter イベント対象選択 メトリクスアラート
特定対象から収集されたメトリクス
のみ評価

Repeat Count
イベント繰り返し
回数

メトリクスアラート
繰り返し時間内に指定回数条件を満
たすと発生

Repeat Duration
イベント繰り返し
時間

メトリクスアラート 繰り返し回数を評価する時間

Receiver 受信者 メトリクスアラート -

Query MXQL クエリ
複合メトリクスアラ
ート

-

Rule イベント発生条件
複合メトリクスアラ
ート

-

Query Period クエリ期間
複合メトリクスアラ
ート

-

Query Interval クエリ間隔
複合メトリクスアラ
ート

-

Silent Time サイレント時間
複合メトリクスアラ
ート

-

Query URL Exception アラート 例外を発生させたリクエストの URL

TXID
トランザクション
ID

Exception アラート -
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En Ko
対応するアラートタ

イプ
説明

Class エラークラス名 Exception アラート -

Log Message ログメッセージ
サーバー－ファイル
ログアラート

-

Log File ログファイルパス
サーバー－ファイル
ログアラート

-

IP IP
サーバーアラート全
体

-

CPU CPU
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

CPU_load1 CPU_load1
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

CPU_loadPerCore CPU_loadPerCore
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Memory メモリ
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Swap スワップ
サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Disk Name | Used Percent |
Free Size | IO Percent

ディスクパフォー
マンス

サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Name | Bps | Pps
トラフィックパフ
ォーマンス

サーバーアラート全
体

イベント発生時のスナップショット

Message | Time | Name
処理履歴メッセー
ジ

サーバーアラート全
体

-
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このセクションでは、該当するイベントで提供可能な情報を最大限に表示します。

• AlertType は以下のいずれかの値で表示されます。

AlertType 説明

APPLICATION_CPU アプリケーション CPU アラート

APPLICATION_MEMORY アプリケーション メモリアラート

APPLICATION_DISK アプリケーション ディスクアラート

APPLICATION_ACTIVE_TRANSACTION アプリケーション アクティブTXアラート

APPLICATION_ERROR_TRANSACTION アプリケーション エラートランザクションアラート

APPLICATION_SLOW_TRANSACTION アプリケーション トランザクション応答時間アラート

METRICS メトリクスアラート

COMPOSITE_METRICS 複合メトリクスアラート

ANOMALY 異常値アラート

LOG_REALTIME リアルタイムログアラート

COMPOSITE_LOG 複合ログアラート

SERVER_REBOOT サーバー 再起動アラート

SERVER_NO_DATA サーバー データ未受信アラート

SERVER_PORT サーバー ポートアラート

SERVER_NETWORK_IOPS サーバー ネットワーク IOPS アラート

SERVER_NETWORK_BPS サーバー ネットワーク BPS アラート

イベント通知フォーマット
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AlertType 説明

SERVER_DISK_IO サーバー ディスク I/O アラート

SERVER_DISK_QUOTA サーバー ディスク使用量アラート

SERVER_DISK_INODE サーバー inode アラート

SERVER_CPU サーバー CPU アラート

SERVER_MEMORY サーバー メモリアラート

SERVER_CPU_STEAL サーバー CPU steal アラート

SERVER_MEMORY_SWAP サーバー スワップメモリアラート

SERVER_LOG_FILE サーバー ログファイルアラート

SERVER_WINDOW_EVENT サーバー Windows イベントアラート

SERVER_OFF サーバー アラート OFF 通知

SERVER_ACKNOWLEDGE サーバー 処理確認通知

SERVER_PROCESS_COUNT サーバー プロセス数アラート

SERVER_PROCESS_CPU サーバー プロセス CPU アラート

SERVER_PROCESS_MEMORY サーバー プロセス メモリアラート

SERVER_PROCESS_OFF サーバー プロセスアラート OFF 通知

AGENT_ACTIVE エージェント 有効化アラート

AGENT_INACTIVE エージェント 無効化アラート
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AlertType 説明

AGENT_REACTIVATED エージェント 再有効化アラート

URL URL アラート

TOO_MANY_EVENT イベント多発アラート

CLOUD_WATCH CloudWatch アラート

EXCEPTION 例外アラート
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イベント履歴
ホーム > プロジェクト選択 > アラート通知 > イベント履歴

イベント履歴 では、プロジェクトで発生したさまざまなイベントを確認し、詳細情報を分析できます。Elasticsearch
DSL クエリをサポートしており、指定した条件に一致するイベントを迅速かつ正確に検索できます。

イベント履歴の確認

検索結果で イベントタイトルをクリックすると、そのイベントが発生した時間帯の詳細データを分析できる画面に移
動します。これにより、イベント発生前後の状況を総合的に把握できます。

1. アラート通知 > イベント履歴 に移動してください。

2. イベント履歴 画面の 時間選択 で、イベント履歴を確認する期間を設定してください。

3. フィルター入力欄にクエリを入力し、[ 虫眼鏡 ] ボタンをクリックしてください。

• クエリを入力しない場合、すべてのイベントが表示されます。

カラム設定

表示するカラムや非表示にするカラムを設定できます。

1. イベント履歴 画面の左上にある [ カラム設定 ] ボタンをクリックしてください。

2. カラム設定 画面で、表示または非表示にするカラムを選択してください。

• 表示項目 でカラムの順序を変更できます。

• カラム名検索 欄で目的のカラムを検索できます。

カラム項目 説明

イベント名 イベントのタイトル

メッセージ イベントのメッセージまたはスナップショット情報
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カラム項目 説明

イベント状態 イベントの現在の状態

エージェント名
イベントが発生した対象エージェントの名前（Oname）
- 特定のエージェントに紐づかないイベントの場合は空欄で表示されます

エージェントグループ
イベントが発生した対象エージェントの種類（OkindName）
- 特定のエージェントに紐づかないイベントの場合は空欄で表示されます

エージェントノード
イベントが発生した対象エージェントのサーバー（OnodeName）
- 特定のエージェントに紐づかないイベントの場合は空欄で表示されます

イベント発生時刻 イベントが発生した時刻

イベント解消時刻
イベントが解消された時刻
- 解消状態を持たないイベントの場合は - と表示されます

3. 設定が完了したら、[ 確認 ] ボタンをクリックしてカラム設定を反映してください。

CSV ダウンロード

検索結果を CSV ファイル形式でダウンロードできます。

1. アラート通知 > イベント履歴 で [ CSV ] ボタンをクリックしてください。

2. 現在のフィルター条件に一致するイベント一覧が CSV ファイルとして保存されます。

進行中のイベントのみ表示

現在進行中の状態のイベントのみを表示できます。

1. アラート通知 > イベント履歴 で [ 進行中のイベントのみ表示 ] ボタンをクリックしてください。

2. フィルタークエリに次の条件が自動的に追加され、検索が実行されます。
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Stateful: true and Status : "ON"

イベント検索

• 正確な検索: 必要なイベントだけを取得できるよう、条件を正確に指定

• 複合条件: 複数のフィールドを同時に検索し、複雑な条件も一度に処理

• 柔軟なパターン: ワイルドカードや部分一致など、さまざまな検索方式をサポート

• 高速パフォーマンス: インデックス化されたデータを活用した高速検索

検索可能なフィールド

フィールド名および値は大文字と小文字を区別しません。

• フィールド名タグ: フィールドがサポートされるイベントタイプ

• フィールドタイプ: フィールドのデータ型

◦ : Number

◦ : String

◦ : Boolean

◦ : Date

イベント情報フィールド

フィールド名 タイプ 説明 例

Title String イベントタイトル "Database Connection Error"

OffTitle String イベント解消タイトル "RECOVERED: Database Connection Error"

Message String イベントメッセージ "Connection timeout occurred"

OffMessage String イベント解消メッセージ "RECOVERED: Connection timeout occurred"
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フィールド名 タイプ 説明 例

Level String 現在のイベントレベル Critical , Warning , Info

OriginLevel String 元のイベントレベル Critical , Warning , Info

Status String イベント状態
ON , OFF , CANCEL , ACKNOWLEDGE , MAINTENANCE ,
DISABLED

ActCount Number 発生回数 2

MetricName String 指標名 "memory"

MetricValue String 指標値 "85.5"

OffValue String 解消時の値 "72.8"

MetricThreshold String 閾値 "80"

alertType String イベント種別 "BASIC", "METRICS", "TRANSACTION" など

alertId String
イベントルールの一意識
別子

"zf3uojer0fv4v7"

イベントタイプ別対応フィールド

特定のイベントタイプでのみサポートされるフィールドです。該当しないイベントタイプの場合、値が存在
しないことがあります。

フィールド
名

タイ
プ

イベ
ント
種別

説明 例

eventRule String
基
本、
メト

イベ
ント
発生

"memory ≥ 80"
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フィールド
名

タイ
プ

イベ
ント
種別

説明 例

リク
ス

ルー
ル

field String

リア
ルタ
イム
ログ

ログ
検索
キー

"content"

keyword String

リア
ルタ
イム
ログ

ログ
検索
値

"Error"

logCategory String

リア
ルタ
イム
ログ

ログ
カテ
ゴリ

"AppLog"

logContent String

リア
ルタ
イム
ログ

ログ
内容

"00:00000:00009:2025/04/06 23:03:52.55 server Error: 1601, Severity: 17,
State: 3\n00:00000:00009:2025/04/06 23:03:52.55 server There are not
enough 'user connections' available to start a new process."

対象フィールド

フィールド名 タイプ 説明 例

Oid Number エージェントの一意識別子 -98765432

Oname String エージェント名 "web-server-01"

Okind Number エージェント種別の一意識別子 867318026
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フィールド名 タイプ 説明 例

OkindName String エージェント種別名 "web-server"

Onode Number エージェントノードの一意識別子 334634079

OnodeName String エージェントノード名 "production-node-1"

イベント固有値フィールド

フィールド名 タイプ 説明 例

Id Number イベントの一意識別子 5768121

UUID String イベント固有識別子 "550e8400-e29b-41d4-a716"

状態／フラグフィールド

フィールド名 タイプ 説明 例

Stateful Boolean 状態ベースイベントかどうか true, false

Disabled Boolean 無効化されたイベントかどうか true, false

Escalation Boolean エスカレーション有無 true, false

SystemEvent Boolean システムイベントかどうか true, false

検索タイプ別クエリ構文

検索の基本構文については、WhaTap ログ検索クエリ構文 ドキュメントを参照してください。
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1. キーワード検索

「Database Connection」という文字列を含むイベント

title: "Database Connection"

2. 複数値検索

指定した複数の値のうち、いずれかを含むイベントを検索します。

title: Database Connection

現在のイベントレベルが Info または Warning のイベント

level: info warning

3. パターン検索

ワイルドカードを使用してパターン検索ができます。

名前パターンで特定のエージェントで発生したイベントを検索

oname: web-*-prod

タイトルが Connection で終わるイベントを検索

title: *Connection

4. 複合条件検索

複数の条件を組み合わせて、より正確に検索できます。

レベルが Critical で、タイトルに Database を含むイベント

level: critical and title: Database

特定のエージェントにおける Warning または Critical のイベント
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oname: web-server-01 and level: Warning Critical

5. OR 条件検索

複数の条件のうち、いずれか一つでも満たすイベントを検索します。

タイトルまたはメッセージに特定のキーワードを含むイベント

title: Connection or message: Connection

6. 除外条件

特定の条件を除外して検索できます。

Info レベルを除いたすべてのイベント

not level: info
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リアルタイムアラート
リアルタイムアラート 機能は、イベント設定 で設定したイベントが発生した際に、ポップアップ形式で表示されま
す。イベント発生と同時に通知を受け取ることで、問題を迅速に把握し、対応することができます。また、すでに発生
した通知や見逃した通知の履歴を確認することで、リアルタイム対応が難しかった状況を把握し、解決に役立てること
ができます。

リアルタイムアラートを確認する

リアルタイムアラートは、画面右上にポップアップとして表示されます。通知が発生した時刻、タイトル、メッセージ
を確認できます。

• 個別の通知を閉じるには、メッセージ右上の ボタンをクリックしてください。

• 画面に表示されているすべてのポップアップ通知を閉じるには、すべての通知を閉じる をクリックしてください。

通知履歴を確認する

1. プロジェクトを選択して表示される画面の最上部にある をクリックしてください。

2. リアルタイムアラート ウィンドウが表示されます。

• 現在のプロジェクトについて、直近24時間以内の通知を最大100件まで確認できます。

• 個別のイベント項目を選択すると、関連するメニューに移動します。

• リアルタイムアラート ウィンドウ内の時間別チャートで任意の時間帯を選択すると、該当するイベント
項目に移動します。

リアルタイムアラート



• すべての通知履歴を確認するには、全体の通知履歴 ボタンをクリックしてください。アラート通知 > イ
ベント履歴 メニューに移動します。

リアルタイムアラート の一覧が空の場合、全体の通知履歴 ボタンが表示されます。受信タグ未設定
の通知を受け取る オプションを無効にしてください。

イベントを一括で解消する

リアルタイムアラート の一覧から、進行中のすべてのイベントを一括で解消できます。
イベント解消が完了するまでに、約30秒〜1分程度かかる場合があります。

• イベント一括処理 機能を使用すると、現在進行中のイベントに対する解消通知が大量に発生する可能性がありま
す。

• イベント一括処理 機能を使用した後でも、イベントルールが有効であり、データが引き続きしきい値を超えている
場合、イベントは再度発生することがあります。

• イベント解消通知は、アラート通知 > イベント設定 メニューでイベントを編集し、イベントが解消されたときに追
加通知 または 解消通知 オプションを無効にすることで停止できます。

使用方法:

リアルタイムアラート
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1. プロジェクトを選択して表示される画面上部の をクリックします。

2. リアルタイムアラート ウィンドウが表示されたら、右上の をクリックします。

3. リアルタイムアラートリストの進行中イベントを一括で解消します。 というメッセージが表示されたら、解
消 ボタンをクリックします。

リアルタイムアラートを設定する

1. プロジェクトを選択して表示される画面上部の をクリックします。

2. リアルタイムアラート ウィンドウが表示されたら、右上の をクリックします。

3. リアルタイムアラート設定画面で各項目を設定します。

• ポップアップ通知: リアルタイムアラート ウィンドウが閉じている状態でも、ポップアップ形式で通知を
表示します。

• 解消済みイベントを表示: リアルタイムアラート 一覧に解消済みイベントも含めて表示します。

• 通知音の試聴: ブラウザで再生される通知音を事前に確認できます。Critical または Warning の横にある
をクリックしてください。音が再生されない場合は、ブラウザの設定をご確認ください。

リアルタイムアラート
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システムイベント
WhaTap モニタリングは、プラットフォーム全体で自動的に検知・生成される共通イベントを提供します。本ドキュメ
ントでは、システムによって発生するイベントの種類、発生条件、および対応方法について説明します。

EVENT_BLOCKED_BY_SYSTEM

プロジェクト内で短時間に過剰な数のイベントが発生した場合、WhaTap システムがこれを検知し、イベントの発生を
一時的にブロックします。イベントがブロックされると、システムは次のメッセージをユーザーに通知します。このイ
ベントが発生した場合は、イベント設定内容を確認し、必要に応じて調整してください。

システムイベント



ブロック基準

イベントは次の基準に基づいてブロックされます。

1. エージェント単位のブロック

1つのエージェントで 1分以内に10件 のイベントが発生した場合、そのエージェントから発生する以降のイ
ベントはブロックされます。

2. 複数エージェントによる全体ブロック

条件 1 によりイベントがブロックされたエージェントが 1分以内に3件以上 発生した場合、プロジェクト全体
のイベントがブロックされます。

3. プロジェクト単位のブロック

1つのプロジェクトで 1分以内に100件 のイベントが発生した場合、プロジェクト全体のイベントがブロック
されます。

ブロック解除方法

システムによってイベントがブロックされた場合、対象のエージェントまたはプロジェクトで 1分間 イベントが発生し
ない状態を維持する必要があります。

• アラート通知 > イベント設定 メニューから設定されているすべてのイベントを無効化してください。イベント設定
を見直し、過剰なイベントが発生しないように閾値を調整する必要があります。

• イベントを設定する前に、シミュレーション 機能を活用してイベント発生回数を事前に予測できます。

システムイベント
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連携プロジェクト管理
ホーム画面 > プロジェクト選択 > 管理 > 連携プロジェクト管理

データベースモニタリング(DPM) プロジェクトとアプリケーションのモニタリング(APM) プロジェクトを生成した場
合、2つのプロジェクトを連携してDPMで収集したモニタリングデータをAPMプロジェクトで確認できます。

データベースで有効になったセッション(アクティブセッション)と連動したアプリケーションのアクティブTXにより、
そのトランザクションの詳細情報をリアルタイムで確認できます。 このような統合モニタリングにより、アプリケー
ションとデータベース間の相互作用を深層分析し、リアルタイムで性能ボトルネック現象を診断して解決できます。

連携プロジェクト管理機能を使用すると、製品または機器中心のモニタリングを超えて、複数のプロジェクト間のモニ
タリングデータを統合して確認できます。 これは、アプリケーション、データベースなど、 様々なシステムコンポー
ネントがどのように相互作用するかを分析するのに役立ちます。 特に、性能低下が発生した時に装備の問題なのか個
別アプリケーションの問題なのか迅速に把握でき、問題解決時間を大幅に短縮できます。 連携プロジェクト管理これ
により、ユーザーシステム単位で性能データを総合的に分析し、より可視的なインサイトを確保できます。

詳細については、次の動画を通じて確認できます。

開始前の参考事項

• 現在はJavaプラットフォームのみサポートします。 今後のアップデートでサポートプラットフォームを
拡張します。

• 連携DBセッション機能の場合、Javaエージェント2.2.33バージョン以降が必要です。

• アプリケーションプロジェクトでデータベースプロジェクトを連携する方法についての詳細は、次の文書
を参照してください。

連携プロジェクト管理
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連携プロジェクトを追加する

1. 管理 > 連携プロジェクト管理メニューに移動します。

2. 連携プロジェクトの登録セクションでプロジェクト選択入力欄を選択します。

3. 選択できるプロジェクトの一覧が表示されたら、連携するプロジェクトを選択します。 文字列を入力して、
一致するプロジェクトを検索もできます。

4. プロジェクトを1つ以上選択した後に有効になった追加ボタンを選択します。

連携プロジェクトのリストに選択したプロジェクトが追加されます。

連携プロジェクトを追加するためには、プロジェクト修正権限が必要です。 修正権限がある場合連携プロジ
ェクト管理メニューで追加ボタンが有効になります。

連携プロジェクトを確認する

データベースで有効になったセッション(アクティブセッション)と連動したアプリケーションのアクティブTXに関する
詳細情報をリアルタイムで提供します。 ユーザーは、トランザクションURLおよびデータベース接続情報、DBタイ
プ、HTTPメソッド、実行時間などの基本情報とともに、トランザクションID、スレッドID、クライアントIP、CPU使
用時間などの具体的なメトリクスを確認できます。 また、SQLクエリの実行時間、呼び出されたSQLの数、DB接続時
間などもモニタリングでき、システムの性能を総合的に分析できます。

特に、スタックトレースによるコールスタック(Call stack) 情報とSQLクエリを一緒に提供し、問題発生時の詳細な原

連携プロジェクト管理
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因を追跡して解決するのに役立ちます。 これにより、アプリケーションとデータベース間の相互作用を深く分析し、
性能のボトルネック現象を迅速に診断できます。

アクティブTXを追跡する

ダッシュボード > インスタンスモニタリングメニューに移動します。 連携分析機能は、リアルタイム照会状態でのみ
確認できます。

連携プロジェクト管理
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1. インスタンスオプションで照会したいインスタンス(エージェント)を選択します。

2. アクティブセッションテーブル一覧で連携分析しようとするアクティブセッション項目の ボタンを選択し
ます。

3. 選択したアクティブセッションに関連するトランザクション情報を提供する連携分析画面が表示されます。

連携プロジェクト一覧でご希望のプロジェクトを選択し、連携分析情報を確認します。

• 画面右上のプロジェクト移動ボタンを選択すると、当該プロジェクトのアプリケーションメニューに移動
できます。

• 選択したアクティブセッションに連携されたトランザクションがない場合、データなしとして画面に表示
されます。

連携分析画面案内

連携分析画面では、アクティブTXに関する詳細情報およびCall Stack、SQL文を確認できます。

Active Transaction

連携したアクティブTXの詳細を確認できます。

連携プロジェクト管理

537



• DB Connection: データベース接続URLです。

• Thread ID: そのトランザクションを処理するために使用されたスレッドの固有識別子です。

• Sid: 選択したアクティブセッションのIDです。

• Thread Stat: スレッドの現在の状態です。

• DB Type: 連携したデータベースプラットフォームの種類です。

• Javaエージェント2.2.40以前のバージョンではThreadStat値が数値形式で表示されます。 文字形式で表
示するには、連携したプロジェクトでJavaエージェント2.2.40バージョン以降をインストールします。

• その他の項目についての詳細は、次の文書を参照してください。

Call Stack

メソッドや関数呼び出しの順序を追跡する情報を提供します。

連携プロジェクト管理
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SQL

連携されたアクティブTXによって実行されたSQLクエリです。

連携プロジェクトを削除する

1. 管理 > 連携プロジェクト管理メニューに移動します。

2. 連携プロジェクトのリストセクションで連携を解除しようとするプロジェクトを削除するには、一覧の一番

連携プロジェクト管理
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右にある ボタンを選択します。

3. 確認メッセージが表示されたら削除ボタンを選択します。

連携プロジェクトのリストセクションで削除したプロジェクトは除外されます。

連携プロジェクト管理
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実験室

ユーザーに新機能または試験的な機能を提供します。 サイドメニューの 実験室 または サイトマップ からアクセス
できます。 商品によって提供する機能が異なる場合があります。

サイトマップから実験室メニューにアクセスする

サイドメニューに 実験室 が表示されていない場合は、 サイトマップ からアクセスできます。

1. 画面左下の サイトマップ アイコンをクリックしてください。

2. サイトマップ ウィンドウの右下にある 実験室 セクションで、目的のメニューを選択してくださ
い。

注意

実験室の機能は現在開発中のベータ版であり、予期せぬ挙動やエラーが発生する可能性があります。 十分な
検証の上でご利用ください。 重要なデータがある環境や運用環境では使用を推奨しません。 フィードバック
や問題点に対するお問い合わせは、サポートチーム(support@whatap.io)までご連絡ください。

MXQL Data

MXQLは、WhaTapの性能データ(メトリクス)を柔軟に検索するためのクエリ言語です。 プロジェクトに含まれる複数
のエージェントから収集したメトリクスを統合的に照会・活用するために使います。 MXQLの詳細については、次のド
キュメントをご参照ください。

実験室
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OpenMetricsエクスプローラー
OpenMetricsエクスプローラーは、Prometheus ベースのカスタムメトリクスを PromQL で直接探索し、さまざまな
形式で可視化して、メトリクスの状態を確認したりインサイトを得たりできる機能です。

この機能を利用することで、必要なメトリクスを自由に照会し、有意義なデータを抽出したり、ダッシュボードに連携
して継続的にモニタリングできます。

OpenMetricsエクスプローラーを利用するには、Open Agent のインストールが必要です。

• WhaTap Operator のインストール ドキュメントを参照してください。

PromQL で探索する

OpenMetricsエクスプローラーでは、PromQL を実行し、さまざまな可視化オプションで結果を確認できます。

OpenMetricsエクスプローラー
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グラフ

• Line: デフォルトの時系列折れ線グラフ

• Bar: 棒グラフ形式で可視化

• StackBar: 積み上げ値を表示するスタック型棒グラフ

テーブル / Raw

• Table: 各時系列の値を時間順に並べて表形式で表示

• Raw: Prometheus API の応答 (JSON 形式) をそのまま確認可能

OpenMetricsエクスプローラー
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PromQL 文法サポートとオートコンプリート

node_cpu_seconds_total や container_memory_usage_bytes などを入力すると、オートコンプリート機能でメ
トリクスや演算子の候補が提示されます。

{pod="example"} 形式のラベルフィルタリングにも対応しています。

ダッシュボードに追加する

照会した PromQL クエリをダッシュボードウィジェットとして保存し、対象メトリクスを継続的にモニタリングでき
ます。

追加方法

1. OpenMetricsエクスプローラー 画面右上の + ダッシュボードに追加 ボタンをクリックします。

2. ダッシュボードに追加 ウィンドウで既存のダッシュボードを選択するか、新しいダッシュボードを作成しま
す。

3. 適用 ボタンをクリックすると、指定したダッシュボードにウィジェットが追加されます。

• 追加されたダッシュボードでウィジェット名と説明を入力できます。

• ウィジェットは Flex ボードのグリッドレイアウトで自由に配置でき、PromQL を修正できます。

OpenMetricsエクスプローラー
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